
ISSN-0915-9258

小野武夫文書 Ⅱ

― 論文原稿と筆写資料、その他 ―

一橋大学経済研究所附属

社会科学統計情報研究センター

2 0 2 0

統計資料シリーズ：No. 75

小
野
武
夫
文
書
Ⅱ
―
論
文
原
稿
と
筆
写
資
料
、
そ
の
他
―�
統
計
資
料
シ
リ
ー
ズ
75





小野武夫文書�Ⅱ

―�論文原稿と筆写資料、その他�―

一橋大学経済研究所附属

社会科学統計情報研究センター

2 0 2 0

統計資料シリーズ：No.�75

小
野
武
夫
文
書
Ⅱ
―
論
文
原
稿
と
筆
写
資
料
、
そ
の
他
―�
統
計
資
料
シ
リ
ー
ズ
75

243100_一橋大学_統計資料シリーズNo.75_小野武夫文書Ⅱ_01表紙_1校.indd   1 2019/08/09   11:30:05





統計資料シリーズの発刊に際して

　日本経済統計文献センターは、1971年以来統計データの整備・加工・システ

ム化について新しい活動を開始した。この活動は、1800年代以降の日本経済に

関する統計資料の発掘所在調査を行い、統計原データを一定の基準において連

続する系列として整理採録し、またこれらのデータを加工して経済分析上有用

な統計量を推計し、さらにそれらをシステム化してデータ・バンクとしての機

能を発揮し、すべての研究者に情報を提供して共同利用の実をあげることを目

標としている。

　このようなセンターの活動にともなって、統計文献に関する調査や統計デー

タの整備・開発が行われるが、それらの成果を発表し、広く統計データ利用者

の便宜に供することとした。ここに「統計資料シリーズ」として発表するもの

がそれである。

　上述のセンターの活動には、その対象によっては、きわめて長時間の作業を

必要とするものもあるし、また比較的短時間にそれを完了することのできるも

のもあり、作業成果は必ずしも定期的に得られるわけではない。したがって、

このシリーズは定期的に刊行するわけではなく、センターの活動の進展にとも

ない、成果のまとまった段階で随時発表する予定である。

　　1972年12月8日

日本経済統計文献センター長
*

石　川　　滋

　　　 *1988年4月8日付で「日本経済統計情報センター」と改組された。

　　　 *2002年4月1日付で「社会科学統計情報研究センター」と改組された。





はしがき

　小野武夫は、大正・昭和戦前期に活躍した農業経済史学の先駆け的存在で、

多くの著作や資料集を残し、またこの研究領域の研究者を育てた。

　一橋大学経済研究所附属社会科学統計情報研究センターは、1989年、小野

家が所蔵していた古文書、論文の原稿類、関連の書簡、写真資料等の寄贈を受

け、その後、少量の追加資料を受け入れた。これらの資料は、小野が各地で収

集した古文書と、資料集の材料となった筆写資料の原稿、論文の原稿に大別さ

れる。本目録では前者をA群、後者をB群と呼ぶことにする。このうちA群に

関しては、2009年度に統計資料シリーズNo.65として目録を刊行した。今回

刊行するのは、B群の目録である。A群に関する説明は統計資料シリーズ

No.65に譲るとして、ここではB群に関する概要について述べておきたい。

　ここでB群と呼ぶ資料群は、江戸時代の農書を主とする史料を手書きで筆写

したものや、小野の論文の原稿、写真資料その他で、総点数は1750点余である。

内容的には、統計資料シリーズNo.65に詳しいが、今それを概観しておくなら

ば以下のようになる。

第1. 論文著作原稿　

原稿類は、「郷士制本論」の他は、ほとんど論文の構想を練った草稿や、

若い研究者の筆跡の論文に、小野の手で添削が施されたものなどであ

る。またここには戸谷敏之、高木誠一、森嘉兵衛の原稿が一部混在し

ている。

第2. 資料集原稿　

ここには『日本農民経済叢書』（未刊）『近世地方経済史料』『日本農

民史料聚粋』関係の資料が含まれる。これらは、農商務省が明治18
（1885）年ごろ、各地の農書類や地方（じかた）文書を収集し保管し

ていたコレクションを、農商務省に勤務していた小野が大正9-12
（1920-23）年に、他人の手を借りて大量に筆写したものである。農商

務省のコレクションは関東大震災で焼失してしまったので、現在われ



われが眼にすることができるのは、農商務省に進達した地方に原本が

残っている場合を除き、この筆写原稿と刊行物のみである。

第3. 筆写資料（地方文書、書籍、地方誌、研究誌等）

ここに含まれるものは、上記農商務省資料のうち、未完に終わった『日

本農民経済叢書』に採録する目的で筆写され、結果的に採録されなかっ

たもの、あるいは掲載候補に挙がったものの最終的に除外されたもの

を中心とする。

第4. 調査・収集資料　

この調査・収集資料とは、上記第3のようにすでに収集されていた資

料を筆写したものではなく、調査を実施した際に収集された資料の現

物、もしくはその結果として作成された参考資料である。小野の代表

的業績である小作制度や農村関係の資料の数はむしろ少なく、満洲関

係、海外事情などが含まれる。

第5. 書簡

ここには資料調査に関するもの、著作の出版関係のもの、私信、その

他が含まれる。これらを見ると小野武夫がどのような方法で資料を収

集したか、小野による問合せ、照会状などに対する先方からの回答な

どを通じて窺い知ることができる。

第6. 写真資料　

ここには、古文書の写真、一揆関係写真、史跡写真、農村・農具写真、

朝鮮・満洲関係写真、大蔵永常関係文書写真、および肖像写真が含ま

れる。

第7. 社会活動　

小野は中央協議会理事、中央教化団体聯合会参与をはじめ各団体の理

事・委員を歴任しており、さらに戦後は新青年問題懇話会を立ち上げ

るなどして、勢力的に社会活動にも携わった。ここに分類される資料

の大半は壮年団・青年団関係の資料である。

第8. 講義・講演・展示　

第9. 雑誌・新聞切抜き　

小野の寄稿した新聞記事の切抜き、および講義計画と思われる資料を



中心とする。

第10. 蔵書関係　

第11. 履歴書・辞令　

第12. 学生提出論文・レポート

小野は法政大学、東京商科大学、東京大学、早稲田大学などで教鞭を

とったが、ここに含まれるのはそうした講義にともなって提出された

ものである。小野による講義の内容を窺うことのできる資料となって

いる。物資不足という社会的背景を考えると小野にはこうした用紙の

裏面を自らの原稿用紙として利用する意図があったことも窺われる。

第13. その他

　以上のような資料の中には履歴書や学生の氏名が判るレポートなどが含まれ

るが、いずれも作成後80年近くを経過しており、公開して差し支えないと判

断した。例外的に現時点で非公開のものもあるが、一般的には時間の経過とと

もに公開範囲は拡がっていくことになる。利用時点での公開・非公開の区分、

利用の方法については、窓口に事前に問い合わせられたい。

　この目録の作成にあたっては小牧恭子、小坂二十重、小野みよ子が原資料か

らカードを起こし、高島正憲がこれにチェックを加えた。刊行にあたっては、

事務室において小高栄美、小野佳名子が長期にわたる作業を引き継いだ。本書

のレイアウトに伴う作業は小幡英樹が担当し、その指揮の下、本学学生数名が

2年度にわたり、まるで活字を1字ずつ拾うような入念な入力作業をした。こ

れらの作業を窺わせる画像が、次々頁に掲載されている。本書は各位のこうし

た精力的な作業のたまものである。特に記しておきたい。

 2020年3月　東京外国語大学教授

 一橋大学名誉教授

 佐藤正広



第2分冊刊行にあたって

１．はじめに

本書は、既刊の『小野武夫文書Ⅰ― 近世文書を中心とする収集資料 ―』（資

料群名A群）に並び立つ資料群「B群」を対象にした目録である。前者を

第1分冊、本書を第2分冊とする。

２．構成について

解題は、第1分冊にA群とB群とを合わせ収録があるため、第2分冊では

省略した。利用にあたって、まずは第1分冊の「解題」を参照されたい。

資料1点ごとの目録は、第1分冊に近世文書を収め、第2分冊に筆写資料

の原稿、論文の原稿等を収めた。

３．配列について

資料に対し通し番号を与え、第1分冊の「解題」セクション3の見出しの

もとに配列した。

４．文字と記号

原則として常用漢字とアラビア数字を用いた。判読不能の文字は「□」で

表した。その他、注意を要する場合は備考に記した。

　例）「経済隨筆の「隨」の「⻍」部分は「⻎」である。」

　　　「革座受書之事の「革」の1画目から４画目は「龷」である」

記号の主なものは下記の通りである。

【　　　　】　文書の表題

〔　　　　〕　見出し語

［　　　　］　推定・補記

５．記載例

記述項目は第1分冊と異なる。編成に使用したカード目録を示し例示する。



カード目録 本目録の記載

請求記号　箱番号 2-1381
題名 【敎化村視察研究会開催関係資料】

年代・巻号 〔年代〕　昭和十六年八月七日

形状・数量 「点数」とし記

述をまとめた

〔点数〕　綴有　1　綴無　9　封　1

刊行　非刊行 「○」で選択し

た見出しを採

用した

　　　　［記載が無いので記述がない］

編著者 差出 作成 〔作成〕　［小野武夫］

発行　受取 　　　　［記載が無いので記述がない］

書誌的注記と

内容注記

「備考」とし記

述をまとめた

〔備考〕・ 名刺以外は中央敎化団体聯合会より小野

武夫に宛てた書類と考えられる

　　　・ 年代は開催通知及び出向依頼状による

1.  中央敎化団体聯合令より各地方の敎化町

村視察と協議会開催の件につき小野宛の

出席依頼状及び各町村の研究会開催要項

を綴じたもの

2.  名刺10枚（うち1枚は依頼状に綴じ込み）

3.  封筒は財団法人中央敎化団体聯合会と印

刷されたもの
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論文著作原稿

（大正3年～昭和24年／1914－1949）





1-001
【「農業生産統制令」解説】

〔年代〕　［昭和17年］

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 年代は「農業生産統制令」が昭

和16年12月26日公布であるこ

とによる

・ 「壮年團中央協會原稿用紙」

200字詰143ページより成る

・ 刊行の有無不明

・ この勅令は各地方の市町村農会

に生産計画を立てさせ、実行さ

せる統制権を与えたが、実際に

は上からの生産割当であった。

しかし小野は市町村農会が自律

的に生産計画を立て得ると説い

ている部分が見られる

1-002
【「産業組合」「米穀検査制度」原稿】

〔年代〕　［昭和10年代］

〔点数〕　綴有　2
〔非刊行〕

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 「小野用紙」と印刷された原稿

用紙使用（200字詰）

1. ［産業組合に関する論文］　

（200～219ページ）

第四節　生活團体としての産業

組合

第五節　生活團体としての青年

團（目次のみ）

2. 第五節　米穀検査制度　 
（307～317ページ）

両者は同一論文の部分として書

かれたものと推定

1-003
【［農地調整法の解説］原稿】

〔年代〕　［昭和10年代］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 原稿用紙欄外に「補充」とあり

・ 農地調整法は昭和13年7月29
日公布

1-004
【「第一章　産業組合法の成立過程」原稿】

〔年代〕　［昭和］

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 「第一章　産業組合法の成立過

程」と題した原稿

・ 「壮年團中央協會原稿用紙」

200字詰55～163ページ

・ 刊行の有無不明

1-005
【「大正農村と産業組合」原稿】

〔年代〕　［昭和］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 「第□章　大正農村と産業組合」

と題した原稿

・ 「壮年團中央協會原稿用紙」

200字詰214ページ

・ 刊行の有無不明

1-006
【「昭和農村と産業組合」原稿】

〔年代〕　［昭和］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 「壮年團中央協會原稿用紙」

－ 3 －



200字詰138ページ

・ 表紙貼紙に「第五回分　大正農

村—214，昭和農村—138　 
計352」とあり

・ 「第□章　昭和農村と産業組合」

と題した原稿

・ 昭和10年代の執筆と考えられ

る

・ 刊行の有無不明

1-007
【「日本農民史料目録」原稿】

〔年代〕　［昭和19年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 「協調會原稿用紙」200字詰

246ページ

・ 年代は対をなす「現代農業問題

資料目録」と同時期と推定した

ことによる。採用文献の最新記

載年は昭和18年
・ 農民史のみならず、農民経済に

関係ある漁業史、商工業史、社

会史、戦争史等に関する論文等

の文献目録

・ 出版の意図不明

1-008
【「現代農業問題資料目次」原稿】

〔年代〕　［昭和19年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 「協調會原稿用紙」376ページ

・ 年代は採用した文献の最新記載

年による

・ 農業に関する諸文献を目録化し

たもの

・ 大正、昭和10年代の総説・土

地制度・経済調査・農業経営・

農村団体等々の諸文献を採用

1-009
【「現代農業問題資料目次　外地の部」原

稿】

〔年代〕　［昭和19年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 年代は「現代農業問題資料目次」

にあわせた

・ 「現代農業問題資料目次」の外

地の部と考えられる。台湾、中

国～英仏等の外国の調査資料や

論文の目録

・ 海外社会経済調査の目録もあり

1-010
【「嘉永開國以降日本経濟年表（農林漁

業）」原稿】

〔年代〕　［昭和］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 表紙に題名、年代の他に「附録

近代農村九十年表」とあるが附

録の存在は不明

・ 「壮年團中央協會原稿用紙」

200字詰158ページ

・ 嘉永元年（1848）から昭和 
15年（1940）までの農林漁業経

済の年表

・ 刊行の有無不明

1-011
【「近古経済社会と農村に関する論文」草

稿】

〔年代〕　［昭和20年前後］

〔点数〕　綴有　4
〔非刊行〕

－ 4 －



〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 内容　

第三章　近古の庶民文化

第四章　武士・町人の抗争

第五章　海外貿易と□の□□

第六章　足利時代の生活状態

1-012
【「農兵退去後に於ける小農群の性質」原

稿】

〔年代〕　［昭和20年前後］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 自筆原稿（発病前）

・ 「江戸時代の土地制度史論」の

目次にあげられている「郷士制

度史論」の論文原稿

1-013
【「農業経営に関する論文」原稿】

〔年代〕　［昭和20～23年頃］

〔点数〕　綴有　3
〔非刊行〕

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 年代は内容の文言及び発病前の

筆跡による

・ 内容　

1. 肥料問題の重大化

2. 米価問題の変転

3. 有業人口所属産業別増減（大正

9～昭和5年）

1-014
【「農村文化論」原稿】

〔年代〕　［昭和20～21年頃］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 題名は「農村文化問題」と墨書

あり。「問題」を「論」に訂正

・ 自筆原稿に自身で朱を入れている

・ 緒言、第一節～第二十一節から

なる原稿。未完原稿とみられる

・ 作成は昭和20年代の発病前と

考えられる

1-015
【「農地問題に関する論文」原稿】

〔年代〕　［昭和20～23年頃］

〔点数〕　綴有　5
〔非刊行〕

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 発病前の原稿

・ 内容　

1. 「第四講　小作問題」と題した

既刊本の一部に訂正、加筆した

もの

2. 第四項　農地統制令に関する法

令

3. 第四節　農地法案に対する批判

4. 第四部　農地交換分合問題

5. 第四章　小農経営と家族主義

1-016
【「日本近古の農業文化」原稿】

〔年代・巻号〕　

［昭和22～24年］・Ⅰ

〔点数〕　綴有　7
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 発病前に書かれた原稿に恢復期

に手を入れたもの

未完に終わったものの原稿　序、

目次、第一篇

1-017
【「日本近古の農業文化」原稿】

〔年代・巻号〕　

［昭和22～24年］・Ⅱ
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〔点数〕　綴有　3
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 第二篇

1-018
【「日本近古の農業文化」原稿】

〔年代・巻号〕　

［昭和22～24年］・Ⅲ

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 第三篇か

1-019
【「日本近古の農業文化」原稿】

〔年代・巻号〕　

［昭和22～24年］・Ⅳ

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 第四篇

・ 既刊の「棉花伝播史考」、「煙草

渡来の沿革」、「甘薯栽培起源考」

等『経済史林』、『経済学研究』（九

州帝大）、『歴史教育』等に掲載

されたものに手を入れた原稿他

1-020
【「第五章　徳川時代の農林資本主義の発

達」原稿】

〔年代〕　［昭和23～24年頃］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 筆跡から発病前後のものと考え

られる

・ 第五章のみ本文原稿。他に第六

～九章は目次のみ

1-021
【「近古の産業経済」原稿】

〔年代〕　［昭和22～23年頃］

〔点数〕　綴有　10
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 発病前に書かれた原稿。日本評

論社版の著作目録に未刊として

あげられている「日本近古の農

業文化」とは少し違う。また小

野家所蔵の「著作目録」にはこ

れに該当するものがない

1-022
【「第二章　近古の社会形態」草稿】

〔年代〕　［昭和22～23年頃］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 草稿であり訂正は多いが、発病

前の小野自筆と考えられる

・ 論文名不明

1-023
【「新田開発」原稿】

〔年代〕　［昭和23年頃］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 発病前の自筆原稿

1-024
【「農村民生史講　序講」原稿】

〔年代〕　［昭和20～23年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 1～10ページ。後欠

・ 年代は戦後執筆。出版を企てた

が病気のため中止された原稿で
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あるので、昭和20～23年（罹

患時）と考えられる

・ 目次及び本原稿の内容を見ると、

写真版の「天川海上銀借用申銀

子之事」にみられる1600年代

のマカオ貿易文書や屯田兵村関

係の資料はこの「農村民生史講」

に用いられる筈のものであった

と推測される

1-025
【「第五章 農業封建制の問題」原稿】

〔年代〕　［昭和22年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 原稿用紙裏紙使用

・ 年代は内容（「第92回帝国議会」

を消去して「最近」と訂正）に

よる

1-026
【「最近日本農村史論目次」原稿】

〔年代〕　［昭和22～23年頃］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 3綴りを一括して綴じてある

・ 著作目録（日本評論社版）には穂

高書房から近刊とある。しかし

小野家の著作目録では「日本農

村民生史」として玄洞社より出

版の予定があったが中止とある

・ 発病前の原稿

1-027
【『最近農業問題十講』改訂のための原稿】

〔年代〕　［昭和20～23年頃］

〔点数〕　綴有　6
〔非刊行〕

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 『最近農業問題十講』（巌松堂、

昭11）を戦後改訂すべく、刊本、

第二講に添削を加えたものと第

九講の2綴り

・ 戦後農村問題に関する草稿4綴
り

1. 第一講　祖国と郷土

2. 3. 第二章　戦後の人口と農村問題

4. 第八章　農業経営問題

1-028
【「農村民生史講目次」原稿】

〔年代〕　［昭和23年頃］

〔点数〕　綴有　2
〔非刊行〕

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 内容　

  2綴りの目次原稿あり

1綴り目（1～19ページ）は　第

1～8講で第8講「明治維新と農

村の変化」の第2章第9講に「北

門開拓と帰農生活」と題して、

屯田兵村を題材とした目次あり

2綴り目（1～7ページ）は第1、
2講のみ

・ 小野家蔵の「小野武夫著作目録」

によると玄洞社から出版の予定

で、構想と輪郭は出来ていたが、

病気のため中止となった

1-029
【「第十三章　上古の工業組織」草稿】

〔年代〕　［昭和］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫・ほか］

〔備考〕・ いくつかの小綴りをまとめて1
綴りとしたもの

・ 「壮年團中央協會原稿用紙」と
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何も名称の入っていない用紙使

用

・ 執筆時期は発病前

・ 原稿下書き。一部に小野の添削

入りの筆者不明部分の原稿あり

1-030
【「第一章　近世初頭の農業生産力」原稿】

〔年代〕　［昭和20年頃］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 発病前の原稿か、自筆とみられ

る

・ 「協調會原稿用紙」79～125ペー

ジ

・ 内容　

 第一章　近世初頭の農業生産力

第一節　農業生産力の発展

第二節　農家経済の変遷

第三節　 地方市場の発展と農村

の貨幣

1-031
【「第四章　農地立法と三主義」原稿】

〔年代〕　［昭和20年頃］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 「比較土地制度史研究室」と書

かれた原稿用紙使用

・ 土地政策の主流として　1.調停

主義　2.自作農主義　3.小作主

義　4.統制主義　の四つの流れ

について論述。他の原稿（「第

四章　農地立法と三主義」）と

は別の時点で書かれたものか

1-032
【「序論・結論」原稿】

〔年代〕　［昭和21、22年頃］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 「協調會原稿用紙」1～10ペー

ジ、ページ付のある部分は序論

で1綴り「来るべき日の農村（結

論）」の部分1綴りにはページ

付なし。両者を合綴してある

・ 本文の論文名不明

1-033
【「第二章　農地社会化の二大方向」原稿】

〔年代〕　［昭和21、22年頃］

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　［　　　　］・小野武夫

〔備考〕・ 「協調會原稿用紙」70～217ペー

ジ

・ 年代は170ページの土地取上争

議の件数調査報告（昭20年8月
15日～昭和21年6月10日）に

よる

・ 戦後、農地所有の方向が農地解

放令により大転換したことに関

する論文原稿

・ 「戦後農村の実態と再建の諸問

題」（昭和23年）の原稿か（「近

代日本農村発達史論」（昭和25
年）にはない）

1-034
【「第三章　経営組織の三形態」原稿】

〔年代〕　［昭和21、22年頃］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 「協調會原稿用紙」326～340
ページ付あり
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・ 年代は内容から終戦後書かれた

ものと推定されることと、「第二

章　農地社会化の二大方向」に

続くものと推定したことによる

1-035
【「一、日本資本主義の往く道」原稿】

〔年代〕　［昭和23年頃］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫・　　　　］

〔備考〕・ 原稿用紙の裏紙を使った論文で

小野以外の人によって書かれた

ものであるが、第一項には小野

の手によって添削が加えられて

いる

・ 年代は内容による

・ 題名に「一、日本資本主義の往

く道」とあるので論文の第一章

あるいは第一節であろう

1-036
【農民土地所有制度の研究に関する論文

原稿】

〔年代〕　［昭和22、23年頃］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ ペン書きと鉛筆書きの2種の頁

付あり。ペン書きを採用

・ 使用済原稿用紙の裏紙使用

・ 内容　

 第四節　 農民土地専有制度の廃

絶　178ページ～

第五節　 家族分散の防止制度の

廃絶　183ページ～

第六節　 土地割換制度の廃絶　

196ページ～

第七節　 小作慣行の変化⑴～⑻　

201～271ページ

1-037
【「日本近古の農業文化」目次　原稿】

〔年代〕　［昭和22年頃］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 「日本近古の農業文化」は小野

死去により未完

・ 目次原稿は小野発病前の自筆

1-038
【農村住宅に関する論文原稿】

〔年代〕　［昭和23年頃］

〔点数〕　綴有　2
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 原稿用紙の裏紙使用

・ 内容　

（一） 屋敷構へより見たる農家

（二） 農家ノ住宅の位置に関する二三

の問題

（三） 農業作業場としての農家

（四） 全体としての農家住宅の問題

以上の題名の付けられた手書き

の原稿と小野の発病後に加筆訂

正したもの

1-039
【『明治前期土地制度史論』校正刷】

〔年代〕　［昭和23年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 年代は出版年より推定

・ 『明治前期土地制度史論』（昭23
年7月有斐閣）のゲラ刷（141～
146ページ）に朱を入れたもの
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1-040
【「開墾技術の先達を憶ふ」原稿】

〔年代〕　［昭和20年代初め］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫・ほか］

〔備考〕・ 協調會原稿用紙使用

・ 地の文と添削の文の筆跡が異な

る。発病前の小野の筆跡か

1-041
【「封建制度完成期に於ける農村の特徴」

原稿】

〔年代〕　［昭和20～23年頃］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 原稿用紙（法政大學原稿用紙と

版心にあり）の裏紙使用

・ 発病前の小野の筆跡

1-042
【「第九章　産業経済史への発展」原稿】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 題名は後筆で「第九章　庶民経

済史への発展」と二文字書き換

えられている。恐らく発病後、

鉛筆で訂正したものと考えられ

る

1-043
【「原始農業史概観」原稿】

〔年代〕　［昭和20～23年頃］

〔点数〕　綴有　2　綴無　1
〔非刊行〕

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 綴りの無いものは「原稿」と書

かれたメモ。（小野幸子氏が自

宅で整理のために付けたものと

考えられる）

・ 内容　

1. 「日本原始農業に関する考察」

（経済史林 vol.12 no.1 昭和13
年）に大幅に手を加え、新たな

草稿も貼り付けられている

2. 「太古農業起源の亜細亜的性格」

の構想目次

・ 題名の上部に「第二篇」と記さ

れ抹消されている

1-044
【「太古・上古の産業経済」原稿】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　2
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 内容　

  第一篇　太古の産業経済

第二篇　上古の産業経済

1-045
【「第六章　郷士建設と二宮哲学」原稿】

〔年代〕　［昭和23年頃］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 法政大學論文用紙使用

・ 表紙に「第一論　二宮尊徳の生

涯（未定稿）」とあるのを抹消

して発病後表記題名に変更

・ 筆者あるいは清書者不明の原稿

に小野の添削が加えられている

・ 二宮尊徳論であるが、刊行され

なかったと推定される
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1-046
【農工問題研究　第二輯（目次原稿）】

〔年代〕　［昭和］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 社會政策時報原稿用紙使用

・ 表紙に「副」とあり

・ 原稿　目次

1-047
【「第三篇　徳川時代の産業経済」等　原

稿】

〔年代〕　［昭和20～24年頃］

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 発病前執筆の原稿に発病後自ら

手を入れている

・ 主として「第三章　江戸時代に

於ける商工業の発達　第一節　

国内市場の拡大」の原稿と「特

別篇　農業技術史の新分野に入

りて」と題した発病後の原稿

1-048
【［戦後の思想についての論説］原稿】

〔年代〕　［昭和20～24年頃］

〔点数〕　綴有　2
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 内容　

1. 国民思想の堅実化　

2. 農民教養と基督教

以上の2綴りに発病後と見られ

る訂正文字が書き込まれている

1-049
【「庶民経済史の新興緒言」原稿】

〔年代〕　昭和二十三年五月三十日

〔点数〕　綴有　1

〔作成〕　武蔵国小金井町 小野武夫

〔備考〕・ 「庶民経済史の新興」と題する

新しい著作に取り掛かるべく、

序として記したものの原稿。不

自由な手で鉛筆を用いて書かれ、

末尾に記述した年代あり。この

約1年後（昭和24年6月）に再

発のため死去

1-050
【「江戸時代の土地制度史論」目次草稿】

〔年代〕　［昭和24年頃］

〔点数〕　綴有　3
〔非刊行〕

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 「江戸時代の土地制度史論」と

して有斐閣から出版の予定

・ 小野武夫蔵書目録には「目次、

資料整理がすべて完了していた

が病気のため執筆不可能となっ

た」とある

・ 昭和23年発病、恢復期に不自

由な手で執筆した様子が伺える

1-051
【「農民生活の安定」草稿】

〔年代〕　［昭和24年頃］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫・ほか］

〔備考〕・ 病状が安定した頃の原稿であろ

う

・ 原稿の下書き

1-052
【「九、　共同炊事の社会的意義」草稿】

〔年代〕　［昭和24年頃］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］
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〔備考〕・ 原稿用紙の反古紙に書かれたも

の

・ 年代は筆跡により、発病後小康

を得た頃と推定した

1-053
【『郷土経済史研究提要』訂正追加原稿】

〔年代〕　［昭和23年頃］

〔点数〕　綴有　3
〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 『郷土経済史研究提要』（浅野書

店　昭7）に対する訂正及び追

加を施した刊本の一部と追加原

稿

・ 戦後、発病の後小康を得た時に

不自由な手で書かれた原稿や、

刊本への訂正を記入したもの

・ 昭和23、24年頃か

1-054
【「最近日本農村史論」目次原稿】

〔年代〕　［昭和22～23年頃］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 年代は日本評論社版の「著者目

録」に近刊とあることによる

・ 「財團法人協調會」の罫紙使用

・ 欄外に「（二〇〇字詰、一六〇〇

枚）」とあり

・ 内容　

第一篇　 大正時代に於ける農村

の変遷

第二篇　 昭和農村の展開過程の

目次

1-055
【『農村史』目次草稿】

〔年代〕　［昭和16年頃］

〔点数〕　綴有　1

〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 『農村史』（現代日本文明史第9
巻収録）東洋経済新報社　昭和

16年の目次草稿

内容序篇

第一篇　明治前半期農村史

序　章

第一章　維新農村史

第二章　 維新後に於ける地方制

度

以下　第十一章まで

第二篇

序　章

第一章～第三章途中まで

1-056
【「農政学概論」目次他綴り】

〔年代〕　［昭和24年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 年代は綴じ込まれている「在郷

教授農民大學講座學則」（昭和

二十四年二月一日改正）による

・ 小野の恢復期、再発直前に書か

れた戦後の新時代の農政学の構

想

1-057
【「第一章　新歴史学の意義」草稿】

〔年代〕　［昭和24年頃］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 発病後の自筆

1-058
【「中世末期の農村の特徴　目次」原稿】

〔年代〕　［昭和24年頃］
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〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 小野の発病（昭和23年11月）

後の原稿

1-059
【「永小作」原稿】

〔年代〕　［昭和24、25年頃］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 発病後恢復期の原稿か

1-060
【「小作料」原稿】

〔年代〕　［昭和24、25年頃］

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 自筆

1-061
【「郷士制度本論」原稿】

〔年代・巻号〕　

［大正14年］・［第一分冊］、第

二分冊

〔点数〕　綴有　2
〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ ［第一分冊］　1～266ページ、

第二分冊　　268～503ページ

・ 『郷士制度の研究』（大岡山書店、

大14）の原稿か

・ 小野の博士論文

1-062
【「日本農民史語彙」原稿】

〔年代・巻号〕　

［大正末期］・［Ⅰ］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 主に「小野用紙」と印刷した原

稿用紙使用

・ 袋詰めの際　［Ⅰ］1綴り　［Ⅱ］

5綴りと分けた

・ 見出し語、解説の記述、出典を

記したカード

・ 『日本農民史語彙』（改造社、大

正15年）の原稿

1-063
【「日本農民史語彙」原稿】

〔年代・巻号〕　

［大正末期］・［Ⅱ］

〔点数〕　綴有　5
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

1-064
【「日本農民史語彙」資料】

〔年代・巻号〕　

［大正末期］・［Ⅰ］

〔点数〕　綴有　40　綴無　6
〔非刊行〕

〔作成〕

〔備考〕・ 見出し語と資料写しで解説の記

述はない

1-065
【「日本農民史語彙」資料】

〔年代・巻号〕　

［大正末期］・［Ⅱ］

〔点数〕　綴有　41　綴無　1
〔非刊行〕

〔作成〕

〔備考〕・ 見出し語は記されていないが、

資料中の見出し語にあたる部分

に朱線あり
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1-066
【箱生洲仲間冥加、色油】

〔年代・巻号〕　

［　　　　］

〔点数〕　綴無　2
〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 題名「箱生洲仲間冥加」及び「色

油」の筆字原稿を和紙の袋の補

強材として袋の中に張り込んで

ある

・ 内容　

1. 「大日本神祇志　第二十九」収

録の「箱生洲仲間冥加」の記事

を筆写したもの

2. 「大日本神祇志　第二十九　五」

収録の「色油」の記事を筆写し

たものいずれも『日本農民史語

彙』のために集めた原稿か

1-067
【「日本農民史語彙」関連資料】

〔年代〕　［昭和2年］

〔点数〕　綴有　2　綴無　2
〔作成〕　［小野］重幸　他2名
〔備考〕・ 『日本農民史語彙』刊行後地方

在住の研究家から届けられた資

料

1. 「日本農民史語彙資料」昭和二

年二月　於静岡　［小野］重幸

調

2. 「小野武夫氏著日本農民史語彙

ニ無キ用語集解」長野県下水内

郡太田村阿部芳春→小野書簡付

（昭和2年6月1日）

3. 「農民語彙拾遺（伊豫史談會用

紙使用）

1-068
【「第五　村の御田植」校正刷・調査資料】

〔年代〕　大正七年十一月

〔点数〕　綴有　2
〔非刊行〕

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 原稿を反故したものを包紙とし

て使用

・ 『日本村落史考　第二篇　村落

制度に関する諸研究』の校正刷

・ 「第五　村の『御田植』」の中の

田植芝居の中の狂言に関係する

5曲についての解説文

1-069
【家産制度】

〔年代〕　大正三年十月

〔点数〕　綴有　1　封筒　1
〔刊行〕　帝国農会

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 封筒（袋）1あり。大蔵省理財

局（差出）赤坂区溜池町一　帝

国農會（宛て）中に10点入っ

ていた

・ 本会嘱託小野武夫をして調査せ

しめたる報告書

・ 中小農保護政策の一端として家

産制度の得失を究めんとする参

考資料

1-070
【『農村社会史』資料、構想原稿】

〔年代〕　［大正末年頃］

〔点数〕　綴有　3　綴無　3　袋　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「婚姻」と朱書で書かれた袋入

りのもの

・ 年代は『農村社会史』（巌松堂、

昭和2年）の刊年より推定

・ 内容　

1. 婚姻に関する各地にあった風習、

資料の研究誌（「民族と歴史」等）
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掲載のものを書き写し、カード

化した資料

2. 「農村社会史　第一篇　古代の

村落社会」の構想原稿

1-071
【「第三篇　朝鮮小作制度」原稿】

〔年代〕　［大正］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 「小野用紙」とある活版印刷の

原稿用紙使用。ペン書き

・ 「小作農民ニ関する調査　目次」

に見せ消ちをし題名の「第三篇　

朝鮮小作制度」と朱書し、それ

をさらに朱で見せ消ちしている

・ 作成者は筆跡より小野と推定

・ 年代は小野の農商務省時代のも

のとすれば大正年間

・ 目次～第六章第五節の途中まで。

前後欠

・ 本文中の統計資料に明治42年
の朝鮮米輸出高の記入があるこ

とから大正初期のものと考えら

れる

1-072
【『佐藤信淵』構想草稿】

〔年代〕　［昭和8年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 表紙に「小野用紙」とあり

・ 「第三節　偉大なる先覚思想家、

佐藤信淵を憶ふ」として既往の

研究、著書解説、性行、思想ノ

分析、信淵ノ時代ニ於ける社会

経済ノ客観性、その他著書の小

題の控えか

・ 『佐藤信淵』社會科學の建設者、

人と學説叢書第7（三省堂、昭

和8年）

1-073
【「第一節　藍の研究」原稿】

〔年代〕　［昭和10年代］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫・　　　　］

〔備考〕・ 一部は小野自筆とみられるが、

不明の部分もあり

・ 染料としての藍が日本に限らず

世界的に利用普及してきた過程

が述べられている

・ 何の論文の一部であるのか不明

1-074
【［甘藷伝播についての論文］原稿】

〔年代〕　［昭和10年代］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「煙草の渡来並に伝播に就て」

の筆者と同様の筆跡

・ はしがきから始まり日本への渡

来、各地方への伝播について記

述

1-075
【「煙草の渡来並に伝播に就て」原稿】

〔年代〕　［昭和10年代］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「甘薯伝播について」の筆者と

同様の筆跡
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1-076
【［煙草渡来の沿革］原稿】

〔年代〕　［昭和10年代］

〔点数〕　綴有　3　綴無　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［戸谷敏之・小野武夫］

〔備考〕・ 「小野用紙」200字詰原稿用紙

使用

・ 欄外に「経済志林」のスタンプ

あり、ポイント指定の朱書あり

・ 12～164のページ付あり

・ 題名は書かれていないがおそら

く『経済志林』第13巻第3号（昭

和15年）　掲載の「煙草渡来の沿

革　小野武夫」の原稿であろう

・ 戸谷の原稿の一部に小野の添削

が加えられている

1-077
【［渡来農業史に関する論文］草稿】

〔年代・巻号〕　

［昭和10年代］・［その1］
〔点数〕　綴有　3　綴無　1
〔作成〕　戸谷敏之・小野武夫

〔備考〕・ 原稿用紙（小野用紙とあり）左

肩に「経済志林」のゴム印あり

・ 年代は不明であるが恐らく昭和

15～17年に書かれたものと推

定される

・ 『経済志林』には棉花（昭和14
年）煙草（昭和15年）の渡来

作物についての小野の論文あり

・ 煙草、甘蔗等の渡来作物につい

ての草稿

・ 綴りのない1枚と2綴り（98～
217とページ付のある）は戸谷

の筆跡の原稿に小野の手と考え

られる添削が施され、結語と記

された218～233ページ（後欠）

は小野の筆跡

1-078
【［渡来農業史に関する論文］草稿】

〔年代・巻号〕　

［昭和10年代］・［その2］
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　戸谷敏之・小野武夫

〔備考〕・ 戸谷の草稿に小野が添削を加え

たもの

・ 甘蔗（砂糖）栽培に関する論文

草稿

1-079
【［渡来農業史に関する論文］草稿】

〔年代・巻号〕　

［昭和10年代］・［その3］
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　戸谷敏之・小野武夫

〔備考〕・ 戸谷の草稿に小野が添削を加え

たもの

・ 煙草栽培に関する論文草稿・メ

モ

1-080
【「棉花伝播史考」原稿】

〔年代〕　［昭和10年代］

〔点数〕　綴有　3
〔非刊行〕

〔作成〕　小野武夫・［戸谷敏之］

〔備考〕・ 原稿用紙欄外に「経済志林」の

スタンプや活字のポイントを指

定する朱書あり

・ 「経済志林」第13巻第1号（昭

和14年）所収の同じ題名の論

文の原稿と見られる。著者は戸

谷の筆跡で「小野武夫」と明記

され、本文も戸谷の筆跡である

が、小野の添削が加えられてい

る
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・ 「棉花渡来考」（戸谷敏之）に手

を加えたものと考えられる

1-081
【［藍に関する論文］原稿】

〔年代〕　［昭和19～23、4年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［戸谷敏之・小野武夫］

〔備考〕・ 年代は戸谷の応召が19年、小

野の罹患が23年であることか

ら推定

内容　

第一、 一般染料史上に於ける藍

の地位

第二、 世界に於ける染料として

の藍の原産地並びに普及

（中略）

第七、 余論、琉球の山藍について

以上第一～七節に構成され、記

された原稿（戸谷の筆跡）に小

野が手を入れ、更に罹患後、不

自由な手で書き加えてある。未

刊となった

1-082
【「棉花渡来考」原稿】

〔年代〕　［昭和10年代］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　戸谷敏之

〔備考〕・ 挿入文書1綴りあり。註記のあ

る原稿1枚と戸谷夫人「三都江」

と署名のある綿についての注記

の調査結果報告あり

1-083
【［日本農業起源に関する論文］草稿】

〔年代・巻号〕　

［昭和10年代］・［その一］

〔点数〕　綴有　綴無　両者一括

〔非刊行〕

〔作成〕　［戸谷敏之・小野武夫］

〔備考〕・ 戸谷敏之の筆跡の原稿に小野の

手で添削が施されている

・ 完成原稿ではないため、『日本

農業起源論』小野武夫著 （日本

評論社、昭和17年）の草稿で

はないかと思われるが断定はで

きない

1-084
【［日本農業起源に関する論文］草稿】

〔年代・巻号〕　

［昭和10年代］・［その二］

〔点数〕　綴有　綴無　両者一括

〔非刊行〕

〔作成〕　［戸谷敏之・小野武夫］

〔備考〕・ 戸谷敏之の筆跡の原稿に小野の

手で添削が施されている

・ 『日本農業起源論』の草稿か

1-085
【［日本農業起源に関する論文］草稿】

〔年代・巻号〕　

［昭和10年代］・［その三］

〔点数〕　綴有　綴無　両者一括

〔非刊行〕

〔作成〕　［戸谷敏之・小野武夫］

〔備考〕・ 作成者は筆跡より推定

・ 戸谷の草稿に小野の添削あり

・ 『日本農業起源論』の草稿か

1-086
【「近古渡来農業史論」目次原稿及び資料】

〔年代〕　［昭和10年代］ 
〔点数〕　綴有　15　綴無　25　封　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫・戸谷敏之］

〔備考〕・ 構想部分は小野自筆
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・ 資料は戸谷の筆跡か（常民研原

稿用紙）

・ 「近古渡来農業史論」と表記の

ある袋入り

・ 内容

1. 目次（第一篇一章～第二篇六章）

の原稿、構想を練ったもの1綴
り

2. 地方史に掲載された渡来農作物

の記事を筆写したもの　14綴
り22枚

3. 「昆陽にさきんじた甘藷の島翁」

北澤貴洲「敎化運動」（昭和18
年10月1日付）掲載記事　1枚

4. 「棉花招来の事」甲野勇の論文

掲載誌のメモ1枚
5. 「農村社会経済一班、近古に於

ける海外貿易の状況」と題した

構想メモ

1-087
【［日本農業史に関する論文］草稿】

〔年代〕　［昭和10年代］ 
〔点数〕　綴有　3
〔非刊行〕

〔作成〕　［戸谷敏之・小野武夫］

〔備考〕・ 作成者は筆跡より推定

・ 内容

1. 日本農業史と題した農業技術史

2. 農政史

3. 農学史

以上の原稿に小野の手が入って

いる

1-088
【「第六章　農業技術の発達」原稿】

〔年代〕　［昭和15年頃］ 
〔点数〕　綴有　8
〔非刊行〕

〔作成〕　［不明・小野武夫］

〔備考〕・ 第一節～八節をそれぞれ別綴り

・ 原稿筆記者不明。添削者は小野

武夫

・ 主に『東洋経済「現代文明史」

用箋』使用

・ 『農村史』（現代日本文明史9巻　

東洋経済新報社　昭和16年）に

掲載の論文とほぼ同じ

第六章　

第一節　耕地整理と開墾

第二節　品種の改良

第三節　肥料の進歩

第四節　農具の発達

第五節　耕種法の進歩

第六節　園芸の進歩

第七節　病虫害駆除の進歩

第八節　養蚕の進歩

1-089
【「第六章　交通制度」原稿】

〔年代〕　［昭和10年代］ 
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫・ほか］

〔備考〕・ 章立て等の構成と原文の一部及

び添削は小野による

1-090
【「第四節　明治維新と農民暴動」原稿】

〔年代〕　［昭和10年代］ 
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 207～221のページ付あり

・ 207ページの前半は前節末尾

1-091
【［満洲開拓に関する論文］草稿及び資料】

〔年代〕　［昭和16年～20年］ 
〔点数〕　綴有　25　綴無　6
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〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 年代は満洲国政府よりの委嘱で

開拓農場法制定のため昭和16
年4月に渡満し、調査にあたっ

たことによる

・ 論文の草稿の他に資料（「人口

政策確立要綱」その他及び新聞

の切り抜き資料）

1-092
【「旧南部領に於ける名子制度」】

〔年代〕　［昭和］ 
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［森嘉兵衛］

〔備考〕・ 玄同社原稿用紙にペン書き。こ

の用紙はゲラ刷りの裏紙利用。

戦時中か

・ 「一　名子の意義」註14に「筆

者（森）」の記述あり、（33頁）。

また「三　名子制度の本質」註

3（71頁）「小野博士著『永小

作論』八三頁、九一頁～二頁」

等の記述があることから作成者

は森嘉兵衛と推定

・ 岩手県南部領内に於ける「名子」

についての1.意義　2.生成　

3.制度の本質　4.権利義務　

5.種類　6.小作人との異動　を

記し、結びには荘園時代に於け

る大家族的農業経営の分裂期に

発生した農奴と位置付けている

・ 著作集の自筆原稿と推定

1-093
【「家に関する調査　家と年中行事まで」

原稿】

〔年代・巻号〕　

［昭和］・第一回

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫・高木誠一］

〔備考〕・ 表紙右端に「二百枚（二〇〇字

詰）」とあり

・ 「小野用紙」と印刷された200
字詰原稿用紙使用

・ 高木誠一作成の同調査に小野の

手で僅かな添削を加えながら書

き変え、出版を前提とした原稿

としたもの

1-094
【「家に関する調査　家敷に関する慣習・

家の伝統に関する慣習・家族と教育」原

稿】

〔年代・巻号〕　

［昭和］・第二回

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫・高木誠一］

〔備考〕・ 表紙右端に「二二〇枚（二〇〇

字詰）」とペン書きあり

・ 「小野用紙」と印刷された200
字詰原稿用紙使用

・ 高木誠一作成の同調査に小野の

添削を加え、出版を前提とした

原稿に書き変えたもの

1-095
【「家に関する調査」原稿】

〔年代・巻号〕　

［昭和］・第三回

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫・高木誠一］

〔備考〕・ 表紙右端に「二五九枚（二〇〇

字詰）」とペン書きあり

・ 使用済原稿用紙の裏紙使用

・ 家産に関する慣習や家族と衣食
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住に関する高木の調査を出版を

前提とした原稿用に小野の手で

写し変えたもの

1-096
【「近世商業仲間の独占について―大阪干

鰯仲間記録を資料とせる―」原稿】

〔年代〕　［昭和18年頃］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　戸谷敏之

〔備考〕・ 「祭魚洞文庫」用紙使用

・ 『社会経済史学』13巻4号　

1943年7月刊

・ 年代は論文発表年次による

1-097
【「農業増産と新農村機構（上）」原稿】

〔年代〕　昭和十九年四月二十二日

〔点数〕　綴有　1　（封　1）
〔非刊行〕

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 封筒の表書きに「北多摩郡小金

井町　小野武夫様　原稿在中」

とあり、差出人は社団法人同盟

通信社

・ 副題は「農業界の組織と人」

・ 『論壇』掲載の原稿

1-098
【戦時下の経済政策論に関するメモ】

〔年代〕　［昭和10年代］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［戸谷敏之］

〔備考〕・ 裏紙使用

・ 作成者は筆跡より推定

・ 刊行された経済政策論（著者不

明）の内容のまとめ及びそれに

対するコメントではないか

1-099
【「第三章　王朝時代の農具」原稿】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［戸谷敏之］

〔備考〕・ 作成者は筆跡より推定

・ 出版された論文名は不明である

が日本農業起源に関する論文原

稿であろう

1-100
【「家に関する調査　家と年中行事まで」

草稿】

〔年代・巻号〕　

［昭和19年］・第一回

〔点数〕　綴有　2
〔非刊行〕

〔作成〕　［高木誠一］  
〔備考〕・ 作成者はこの調査を委嘱された

高木誠一と推定

・ 正複2綴りよりなる

・ 表紙に「草稿」とあり

・ 正本題名右肩に「第一回」とあ

り

・ 年代は推定による

1-101
【「家に関する調査　屋敷に関する慣習・

家の傳統に関する慣習・家族と教育」】

〔年代・巻号〕　

［昭和］・第二回

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［高木誠一］

〔備考〕・ 年代は調査開始の昭和19～21
年と推定される
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1-102
【「家に関する調査」】

〔年代・巻号〕　

昭和二十一年六月・第三回

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［高木誠一］

〔備考〕

1-103
【「大石俊雄伝記」原稿】

〔年代〕　［昭和20年代］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 原稿用紙にページ付（1～248）
のある1綴り

・ 福島県伏黒村（現伊達町）在住

の篤農家であり、新技術の開発

や土の会を結成して農業青年の

育成を行った大石俊雄の伝記原

稿

1-104
【［大石俊雄・土の会関係文書］】

〔年代〕　昭和21年
〔点数〕　綴有　13　綴無　1　封　2
〔差出〕　大石俊雄・土の会会員

〔受取〕　小野武夫

〔備考〕・ 年代は本文書群中のスタンプに

よる

・ 2枚の封筒の内容と見られる書

簡は不明のため、書簡の扱いは

せず「土の会関係文書」に収めた

・ 「農技浸透と私塾制度」と題す

る大石俊雄の「土の会」を主題

とした論文の構想（1枚）の他、

「土の会」会員よりの報告

1. ［農家経営規模表］

2. ［土の会の会津における指導の

経過］　成田勲

3. 会津土の会川幸村の場合　 
村山豊雄

4. 土の会の部落民ニ与ヘタル反響　

五十嵐久英

5. 会津土ノ会支部　栽培技術ノ浸

透方法　岩渕泰国

6. 栽培技術ノ浸透方法　一條正隆

7. ［土の会の活動と将来］　 
岡崎藤吉

8. ［土の会の活動と将来］　 
鴫原一夫

9. ［大石氏への甘藷栽培指導依頼］　

吉漆慶一

10. ［甘藷と大石先生］　小野吉四郎

11. ［土の会と大石先生］　 
小手森喜一

12. ［甘藷栽培と大石氏］　髙橋太郎

13. ［農業経営と大石先生の指導］　

菅野元三

14. 農技浸透と私塾制度　 
［小野武夫］

15. 16. 大石俊雄→小野武夫　封のみ　

（昭和21年8月10日、 
昭和21年9月日）

1-105
【「明治前期の米価對策」原稿】

〔年代〕　［終戦後］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 前後欠（9～12ページ、19～30
ページ）

・ 「第七節　米価調節の時代的特

徴」に見せ消ち

・ 原稿用紙の反古紙にペン書き

・ 第三節　米穀問題の将来
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1-106
【「維新前後の農業政策」原稿】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 原稿用紙の反古紙にペン書き

1-107
【［小作関係の原稿等 断簡類］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　5
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　］

〔備考〕・ 反古紙にペン書き

1-108
【「日本農民の将来」原稿】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 反古紙にペン書き。後筆あり。

前後欠

1-109
【［日本の農業と産業組合の関係について 
原稿］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 原稿用紙の反古紙にペン書き。

見せ消ち等あり

1-110
【［『農』第九巻八号　原稿］】

〔年代〕　［昭和22年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 「協調会原稿用紙」にペン書き。

余白に「農　十二月号　ろ印」

とゴム印あり

・ 「第十三章　農村指導問題」、「第

一節　戦後の農民思想」の貼り

紙並びに「十八章　敗戦後の日

本農村」と鉛筆書きがある

・ 間道に活路を求めて

1-111
【「第五節　農業政策学の目標」原稿」】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 原稿用紙の反古紙にペン書き

1-112
【「第五章　農村人口問題」原稿」】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 反古紙にペン書き、前後欠

・ はしがき、第一節～六節まで

1-113
【「第一章　農村資金の行くへ」原稿」】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 題名第一章　「農村人口問題の

行くへ」に見せ消ちあり

・ 反古紙にペン書き。前後欠

・ 第一章のみ
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1-114
【第一篇　日本農業の基本構造「原稿」】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 反古紙にペン書き。前後欠

・ 序章　日本産業構造の脆弱性－

日本農業は何故に貧乏か、（一）

～（四）まで

1-115
【終章　日本農政運動に於ける当面の課

題「原稿」】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 反古紙にペン書き。前後欠

・ 第一、工商漁林政策との立進～

第八まで

1-116
【第一　男鹿半島の「ナマハゲ」［論文原

稿］】

〔年代〕　大正十四年

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 「平凡社原稿用紙」にペン書き

・ クリップを除去し、こよりにて

仮綴じ

・ 「大正十二年六月男鹿半島男鹿

中村ニテ南秋田郡郡誌編纂主任

奈良環之助氏実話」とあり

・ 『東洋農業経済史研究』四　 
論文目録　男鹿半島のナマハゲ　

大正十四年　『歴史地理』 
第四十五巻二号

1-117
【「日本産業経済史論」目次」】

〔年代〕　大正十四年

〔点数〕　綴有　3
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「壮年団中央協會原稿用紙」に

ペン書き

・ 日本産業経済史論の序篇～第七

篇及び外篇と夫々の章・節まで

の目次他

1-118
【補遺】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「写し」と朱書あり

・ 小野氏著作物の註の補遺か

1-119
【［論文の構想の基となるメモ書］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 13×12の原稿用紙に走り書き

・ 「物資経済と貨幣経済」の始ま

る数十項目のテーマのメモ

・ 年代不詳、終戦前か
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資料集原稿





2-001
【三省録　前編　仁　衣服之部】

〔年代〕　［天保］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　志賀忍・原義［胤］

〔備考〕・ 和紙に墨書による筆写資料（原

稿）

・ 表紙は「小野用紙」に墨書。目

次は「小野用紙」にペン書き

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

2巻の原稿

・ 衣服之部

・ 巻一～五　志賀忍

・ 巻六～十　原義胤

2-002
【三省録　義】

〔年代〕　［天保］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［志賀忍］

〔備考〕・ 和紙に墨書による筆写資料

・ 虫損あり

・ 飲食之部

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

2巻の原稿

2-003
【三省録　礼】

〔年代〕　［天保］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［志賀忍］

〔備考〕・ 和紙に墨書による筆写資料

・ 虫損あり

・ 住居之部

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

2巻の原稿

2-004
【三省録　智】

〔年代〕　［天保］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［志賀忍］

〔備考〕・ 和紙に墨書による筆写資料（原

稿）

・ 虫損あり

・ 附言（上）　軒の志のぶ

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

2巻の原稿

2-005
【三省録　信】

〔年代〕　［天保］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［志賀忍］

〔備考〕・ 和紙に墨書による筆写資料

・ 虫損あり

・ 附言（下）　軒の志のぶ

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

2巻の原稿

2-006
【三省録　後編　一】

〔年代〕　安政三年一月（1856）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　原義［胤］

〔備考〕・ 和紙に墨書による筆写資料

・ 虫損あり

・ 衣服の部

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

2巻の原稿

2-007
【三省録　後編　二】

〔年代〕　［　　　　］
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〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　原義［胤］

〔備考〕・ 和紙に墨書による筆写史料

・ 虫損あり

・ 飲食之部

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

2巻の原稿

2-008
【三省録　後編　三】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　原義［胤］

〔備考〕・ 和紙に墨書による筆写史料（原

稿）

・ 虫損あり

・ 住居之部

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

2巻の原稿

2-009
【三省録　後編　四】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［原義胤］

〔備考〕・ 和紙に墨書による筆写資料

・ 虫損あり

・ 附言（上）　軒の忍

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

2巻の原稿

2-010
【三省録　後編　五】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　原義［胤］

〔備考〕・ 和紙に墨書による筆写資料

・ 虫損あり

・ 附言（下）　軒のしのぶ

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

2巻の原稿

2-011
【宇藩経済辨】

〔年巻号〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　若松常齢

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

6巻の原稿

2-012
【耕作覚書百ヶ条】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　岸崎佐久次

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料（表紙は墨書）

・ 表紙に「六」「23」「田法記と

対照するに全く同し除くべし」

と朱書

・ 解題付（カーボン複写1枚挿入）

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

6巻の原稿

2-013
【農政纂要】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　大場景明

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料
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・ 表紙に「12」とあり

・ （『日本経済大典』14巻にあり）

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

7巻の原稿と思われる

2-014
【救荒瑣論】

〔年代〕　天保八年丁酉春三月吉旦（1837
年）

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　奥山操

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「5」とあり

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

8巻の原稿

2-015
【「日本農民経済叢書」各巻の書誌事項】

〔巻号〕　［第一巻～十二巻］

〔点数〕　綴有　12
〔非刊行〕

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 年代は大正末期から昭和初年で

あろう

・ 本資料は各巻の書名、著書、著

述年月、内容、地域、刊行価値、

筆写枚数などのリスト

・ 収集した農村・農民資料を表記

の題名で出版を企てたが、昭和

不況で出版不能となり、後に『近

世地方経済史料』と『日本農民

史料聚粋』として出版された

2-016
【「日本農民経済叢書」各巻の書誌事項】

〔巻号〕　［第十三巻～二十四巻］

〔点数〕　綴有　12
〔作成〕　小野武夫

2-017
【日本農民経済叢書　総目次】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 「社会政策時報原稿用紙」とあ

る用紙に記述されている

・ 第十一巻の目次より始まり十を

消し一巻に、第十二巻の十を消

し二巻にと巻番号の直し、内容

の訂正等あり。表紙は「日本農

民経済叢書」のままで中身は「日

本農民史料聚粋」に変更したも

のか

・ 第一巻～第十六巻

2-018
【日本農民経済叢書解題　第一巻】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1　綴無　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 原稿用紙にカーボン複写

・ 「社会政策時報原稿用紙」にペ

ン書き

・ 「小野武夫用紙」にカーボン複

写

・ 収録資料　大変記、華木の花、

農諭耕作秘書、農鑑、おたまき、

奈良両井溝御裁許書、宇和島出

産考

2-019
【［日本農民経済叢書解題］第二巻】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 「社会政策時報原稿用紙」にペ

－ 29 －



ン書き

・ 「小野武夫用紙」にカーボン複

写

・ 収録資料　

長島氏農書、田法大意、木庭作

御停止批判覚書、郷村考書、九

州表虫防等聞合記、東大寺正倉

院蔵子日鋤考証、庄屋覚悟、農

業蒙訓、新見藩郡中号令、延享

常陸民間旧事、備荒儲穀上申書、

諸役人勤向行事、鄙事要録、農

家備要前編、仙台藩江庄内領民

愁訴録

2-020
【［日本農民経済叢書解題］第三巻】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 「社会政策時報原稿用紙」にペ

ン書き

・ 「小野武夫用紙」にカーボン複

写

・ 収録資料　

子孫誡草、御定書目録、治国寸

志記、草高百石下し附米勘定大

概解、民間之業、日光御神領村々

荒地起返仕法賃金壱両積鍬下

拾ヶ年季雛形、日光神領荒地起

返方仕法、家政取直相続手段書、

利根川分水路掘割御普請見込書、

書取並被仰出書控、趣法向取調

書、窮民憮恤仕法書、地方明細

便覧、藩治雑記、信濃国御馬寄

村文書

2-021
【［日本農民経済叢書解題］第四巻】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 原稿用紙にカーボン複写

・ 「社会政策時報原稿用紙」にペ

ン書き

・ 「12後藤製」原稿用紙にカーボ

ン複写

・ 「小野武夫用紙」にカーボン複

写

・ 収録資料　

御馬寄村取締議定書、県治方向、

県治実践録、樹芸考、検免懐秘

録、凶年蔵土穂、十日町村総百

姓寄合相談相定証文、尾濃村々

由緒留、農事辨略、一郡規定書、

郷士録、村々百姓共心得、焼野

の雉子、阿波百姓動乱録

2-022
【［日本農民経済叢書解題］第五巻】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1　綴無　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 「12後藤製」原稿用紙にカーボ

ン複写

・ 「小野武夫用紙」にカーボン複

写

・ 「12野谷製」原稿用紙にカーボ

ン複写

・ 収録資料　

孝教勧農策、村中簡略条目、寛

永飢民録、古義、田芹、山方御

定法並御仕来書、農家心得訓、

御林植物勧農抱屋敷等饑饉用意

建白留、老農夜話、白髪村松谷

村富野川村減免租始末書、櫨育

口伝試百ヶ条、越後柏崎騒動略

記
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2-023
【［日本農民経済叢書解題］第六巻】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 「12　後藤製」原稿用紙にカー

ボン複写

・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書き

・ 「小野武夫用紙」に毛筆書きと

ペン書き

・ 収録資料　

田法独合点、小金佐倉両牧開墾、

伊予百姓一揆、開墾歎願書及請

書、田祖録、跡式相続方旧例留、

農稼業事、天保年中、巳荒子孫

伝、郷士関係一件記録、地教用

節集、摂州小作慣行、郡典私志、

肥後国耕作聞書、信越大地震一

件見聞録、郷村考、去巳年新川

郡暴動一件御詮義方留、養育館

事蹟調

2-024
【［日本農民経済叢書解題］第七巻】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」「12　後藤製」

原稿用紙にカーボン複写

・ 収録資料　

農人袋、天明三卯年大田在町騒

動記、農家業状筆録、外山氏地

方文書、外山氏小作文書、外山

氏諸講文書、外山氏質地文書、

おろかおひ、長島村名主久左衛

門ヘ掛り候出入一件、農務帳、

郡鑑

2-025
【日本農民経済叢書　第八巻】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　2
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 羽後民情録　菅原源八

2-026
【［日本農民経済叢書解題］第九巻】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 「12　後藤製」原稿用紙「小野

武夫用紙」にカーボン複写

・ 収録資料　

仁助噺、地方手引鑑、内議定連

印帳、諸郷栄労調、演説書、増

田耕曹手控、飢饉之節困窮人手

当末仕法帳、米沢上杉家覚書、

田法古制、蒔田村江仕法発業申

達書、検地方御定格要用、菜園

温古録、鬼頭家開墾事業関係記

録、越中国に於ける藤内のこと

ども、饑饉考、地方覚語一覧記、

小作慣例調査書

2-027
【［日本農民経済叢書解題］第十巻】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 「12　後藤製」、「小野武夫用紙」

にカーボン複写

・ 用紙にペン書きによる筆写

・ 凶年記信、促耕南針、来島村文

書、新見藩掟書、惣百姓規定連

印帳（未刊）、治民条令、岩間

－ 31 －



之水由来書、学稼編、弘藩経済

主意書、天保八年御巡見使に係

わる記、小金佐倉両牧開墾事蹟

調

2-028
【［日本農民経済叢書解題］第十一巻】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「12　後藤製」用紙にカーボン

複写

・ 「小野武夫用紙」に毛筆書き

・ 上宇和島世子封事、倹約取極、

勧農富民録、百姓日用訓、条例

（元文五、寛保二）、清慎録、会

津藩蝋漆保護秘録、耕作仕様考、

五考、立毛見分心得（未刊）、

地方要集録、道側木陰定免、税

法私考、鶴来村旧記写、農家年

中行事記、熊沢了介作書、百姓

稼穡元（未刊）

2-029
【［日本農民経済叢書解題］第十二巻】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 「12　後藤製」用紙、原稿用紙

にカーボン複写

・ 農制茗語、陸中飢饉考、根元記、

水戸公郡官ヘ被下書付写、在方

萬手鏡、二葉草（未刊）、他見

勿許記

2-030
【［日本農民経済叢書解題］第十三巻】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 「12　後藤製」用紙にカーボン

複写

・ 毛利藩地方史（1巻未刊）、風

土雑記（2巻）、郡用記（4巻）、

宇和島𠮷田勧業制度（2巻）、

百姓身持教訓（7巻）、税㰸括要、

先祖代々田畑山森証文、日要独

合点、馬名攻、直竿見合御証文、

農家捷径抄（6巻）、覚書（7巻）、

苞桑録（7巻に苞桑録抜萃あ

り）、武蔵野新田相続其外取計

覚書（10巻）、粒々辛苦録（4巻）、

田地旧法（9巻）

2-031
【［日本農民経済叢書解題］第十四巻】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 「12　後藤製」用紙、「小野武

夫用紙」にカーボン複写

・ 「日本農民経済叢書用紙」、「社

会政策時報原稿用紙」にペン書

き

・ 「小野武夫用紙」に毛筆書き

・ 収録資料　

愚吐愚吐志、地方準縄、農業之

儀書載、土佐国地方慣習手引草、

桑原餘論、農談、鹿児島藩田地

方萬留、農事中庸、地方要元、

火災一件御用控、山中氏訴訟文

書、説諭要略、独物語并御扶持

方定、甲州街道小仏峠関番日記

（抜萃）、奉公人作法書、農民年

中行事、維新以来町村沿革
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2-032
【［日本農民経済叢書解題］ 第十五巻】

〔巻号〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 「12　後藤製」用紙、「小野武

夫用紙」にカーボン複写

・ 「小野武夫用紙」に毛筆書き

・ 収録資料　

やせかまと、地方古実録、大垣

藩地方雑記、井地要略、御廻村

之節被仰渡請書、邊土民間子孫

繁昌手引草、諸郡百姓騒動日記、

諸州採薬記抄録、農業日用集、

農業勵行辨、古藤田村岩吉幸吉

げんのう引合取調始終口上書紙

面類手控、救荒孫之杖

2-033
【［日本農民経済叢書解題］第十六巻】

〔巻号〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」、「12　後藤製」

用紙にカーボン複写

・ 「小野武夫用紙」に毛筆書き

・ 原稿用紙、「社会政策時報原稿

用紙」にペン書き

・ 内容　夜光珠、倹約夢問答、加

越能三州改作之初物語、改作要

録、不鳴条、殿様御逗留諸雑用

割付帳、前代より之騒動事等書

記申覚書帳、開牧五年紀事、海

辺民築地一件、西磐井郡栗原郡

上下謄沢郡旧慣仕来演説書、見

聞雑記、奉公人関係記録、佐貫

関山用水書類、夜伽話

2-034
【日本農民経済叢書新規補充原稿書名並

枚数】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　2
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 表紙は原稿用紙に毛筆書き

・ その他は「社会政策時報原稿用

紙」にペン書き

・ 表紙に「注意一、三通調製の事」

の貼り紙あり

・ 第1巻～第16巻追加分の書名、

頁数、合計枚数

・ 大変記等　一枚600字詰で

4911枚追加とあり

・ 日本農民経済叢書　毎巻紙数調

2-035
【百姓稼穡元】

〔年代〕　［文政2年］

〔点数〕　綴有　5
〔非刊行〕

〔作成〕　石田春律

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「二十」「第六十一号」「計

二百八十七枚」と朱書

・ 3綴り（1～76ページ、77～135ペー

ジ（後欠）、214（前欠）～296ページ

・ 『日本農民経済叢書』第一巻～

十六巻のうちの十一巻に「百姓

稼穡元」あり

・ 巻頭小序に昭和十年十二月小野

武夫とあり

・ 表紙裏に明治十六年農商務省達

に基き、島根県那賀郡上来原村

石田春椿蔵本を借写して進達し

たとあり。明治十八年十二月　

農書編纂掛
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2-036
【百姓稼穡元 第七巻】

〔巻号〕　［文政2年］

〔点数〕　綴有　3
〔非刊行〕

〔作成〕　［石田春律］

〔備考〕・ 原稿用紙にペン書きによる筆写

資料

・ 298～314ページ、315～336
ページ、337～376ページ

・ 七種之諸草之覚

2-037
【石田春律小伝】

〔年代〕　昭和十年十二月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　石田春昭

〔備考〕・ 原稿用紙にペン書きによる筆写

資料

・ 作成者は当主春椿二男とあり

・ 江戸時代中期の農学者大田村庄

屋（1757～1826）通称初右衛門、

江川堂澗水と号した

・ 著書　『百姓稼穡元』7巻　『石

見八重葎』13巻　『百姓代擺図』

『石見名所図絵』『石見国大絵

図』『金屋子縁起抄』『客来袖草

紙』

・ No.2-1238をも参照

2-038
【［日本農民経済叢書］第五巻　十二種】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 大正13年5月の日付のある用

紙を再利用している

・ 解題と目次

農譚藪、山奉行役勤向覚、治案

策、農間雑誌、農家立教、田畑

証文小拾書抜、金沢藩年中行事、

民家要術、若林農書、紙楮由来

記、安食旱魃物語、鳩民邇言の

目次と解題

2-039
【［日本農民経済叢書］第六巻　二十三種】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 23種とあるが22種
・ 第六巻　二十三種

宇藩経済辨、浦河牧一件（目次

あり）、西久保村田民江遺書翰、

耕耘培養制度類、農業狂歌、憐

民撫育法（目次あり）、農書類

聚（目次あり）、村方取締規定

連印写（目次あり）、撫育教導

傳（目次あり）、地方袖中録（目

次あり）、御国産紙煙草楮引立

修法目論見、天保饑饉奥羽武蔵

聞書、郡中省略申渡書、秘話独

断（目次あり）、農作目得集、

郷村手引、耕作辨用書、古々呂

江加木（目次あり）、土佐藩地

割鬮組法（目次あり）、勤農並

村方取締頭書、免法記、田法記

（目次あり）

2-040
【［日本農民経済叢書］第七巻　十七種】

〔巻号〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 第七巻　十七種

国家要傳（目次あり）、御餌指

方旧記、地方大意抄（目次あり）、

補饑新書、庄屋手鏡、武蔵国葛
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飾郡大島村郷約、飛州地方御尋

答書、理塵集（目次あり）、南

部藩近代経済梗概、増補私家農

業談（私家農業談目次あり）、

奥寺八左衛門新田開発事蹟、農

政纂要（目次あり）、憐農民詞、

尾藩地方根居（目次あり）、御

縄之節申渡書、地方問答記、傳

法記（目次あり）

2-041
【［日本農民経済叢書］第八巻　十四種】

〔巻号〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 解題と目次

田制考証（目次あり）、飢歳懐

覚録、正界録、地方問答書、救

荒瑣論、公整旧格録、被仰渡御

請印帳、藩時代産馬取締一斑、

西国筋村々取計伺、農事考鑑（目

次あり）、田地割制度、落穂籾

拾集（目次あり）、田制雑記

2-042
【［日本農民経済叢書］第九巻　九種】

〔巻号〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1　綴無　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 解題と目次

豊年瑞相談、和歌山藩社倉趣意

並法則、地方御取扱演説書、津

軽地方に於ける小作末の理由、

天保非常備組立方諭達、座右秘

鑑（目次あり）、因伯受免田来

大意、鴻池新田開発事畧、農具

揃

2-043
【［日本農民経済叢書］第十巻　九種】

〔巻号〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 解題と目次

租税問答（目録あり）、稗作方

触書、地方竹馬集（目次あり）、

小作百姓地主へ種麦無心申合騒

立一件（地主へ種麦無心候儀に

付小作百姓騒立一件目次あり）、

代官庄屋勤方心得覚書、政成新

田由来上申書（目次あり）、郷

村年中行事、危言、督農要畧、

明治初年州豫百姓騒動（目次あ

り）

2-044
【［日本農民経済叢書］第十一巻　五種】

〔巻号〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 解題と目次

華木の花、公私雑書留（上から

全体を朱書で×とあり）、吉田

藩郡吏当用（目録あり）、農諭

耕作秘書、農鑑（目次あり）、

おたまき（目次あり）

2-045
【［日本農民経済叢書］第十二巻　十三種】

〔巻号〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 解題と目次

長島氏農書（目次あり）、田法

大意（目次あり）、木庭作御停
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止批判覚書、郷村考書、九州表

虫防等聞合記、東大寺正倉院蔵

子日鋤考証、庄屋覚悟、農業蒙

訓、新見藩郡中号令、延享常陸

氏間旧事、備荒儲穀上申書、諸

役人勤向行事（目次あり）、鄙

事要録（目次あり）

2-046
【［日本農民経済叢書］第十三巻　十六種】

〔巻号〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 解題と目次

・ 子孫誡草、吉田藩郡吏当用（大

きく朱で×とあり）、田租沿革

要記、御定書目録（目次あり）、

治国寸志記（目次あり）、草高

百石下し附末勘定大概解（目次

あり）、民間之業、日光御神領

村々荒地起返仕法賃金壱両積鍬

下拾ヶ年季雛形、日光神領荒地

起返方仕法、家政取直相続手段

書、根利川分水路掘割御普請見

込書、書取並被仰出書控、趣法

向取調書、窮民撫恤仕法書、地

方明細便覧、藩治雑記（目次あ

り）

2-047
【［日本農民経済叢書］第十四巻　十二種】

〔巻号〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 解題と目次

・ 貫考、村鑑大概帳、樹芸考（目

次あり）、検免懐秘録（目次あ

り）、凶年蔵土穂、十日町村総

百姓寄合相談相定証文、尾濃

村々由緒留、農事辨畧（目次あ

り）、一郡規定書、郷土録、村々

百姓共心得、焼野の雉子

2-048
【［日本農民経済叢書］第十五巻　九種】

〔巻号〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 解題と目次

孝教勧農策、村中簡畧条目、寛

永飢民録、古義（目次あり）、

田芹、山方御定法並御仕来書（目

次あり）、農家心得訓、御林植

物勧農抱屋敷等饑饉用意建白留

（御林植物勧農并養替開方建白

書の目次あり）、老農夜話

2-049
【［日本農民経済叢書］第十六巻　十一種】

〔巻号〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 解題と目次

田法独合点（目次あり）、伊豫

百姓一揆（目次あり）、開墾歎

願書及請書、田祖録（目次あり）、

跡式相続方旧例留、農稼業事（目

次あり）、天保年中已荒子孫傳、

郷士関係一件記録、地教用節集

（目次あり）、郡典私志（目次あ

り）、肥後国耕作聞書

2-050
【［日本農民経済叢書］第十七巻　十種】

〔巻号〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
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〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 解題と目次

農人袋（目次あり）、外山氏地

方文書（目次あり）、外山氏小

作文書（目次あり）、外山氏諸

講文書（目次あり）、外山氏質

地文書（目次あり）、おろかおひ、

長島村名主久左衛門ヘ掛り候出

入一件、農務帳、夜伽話、郡鑑

（目次あり）

2-051
【［日本農民経済叢書］第十八巻　十三種】

〔巻号〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 解題と目次

仁助噺、地方手引鑑（目次あり）、

内議定連印帳、諸郷栄労調、演

説書（目次あり）、増田耕曽手控、

飢饉之節困窮人手当末仕法帳、

米沢上杉家覚書、田法古制

（目次あり）、蒔田村江仕法発業

申達書、検地方御定格要用、菜

園温古録

2-052
【［日本農民経済叢書］第十九巻　十一種】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 解題と目次

・ 版心に「小野武夫用紙」とある

用紙使用

・ 凶年記信、公裁筆記、他見勿許

記、促耕南針、来島村文書、慶

安御触書、新見藩掟書、惣百姓

規定連印帳、治民條令、岩間之

水由来記、学稼編

2-053
【［日本農民経済叢書］第二十巻　十六種】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 版心に「小野武夫用紙」とある

用紙使用

・ 解題

・ 上宇和島世子封事、倹約取極、

勧農富民録、百姓日用訓、條令、

直竿見合御証文、清慎録、会津

藩蝋漆保護秘録、耕作仕様考、

五考、地方要集録、道側木陰定

免、税法私考、鶴来村旧記写、

農家年中行事記、田地旧法、熊

沢了介作書

2-054
【［日本農民経済叢書］第二十一巻　十種】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・解題

・ 版心に「小野武夫用紙」とある

用紙使用

・ 十種とあり

・ 農制茗語、救饑製食方集書、不

鳴條、根元記、水戸公郡官へ被

下書付写、灰塚村御趣法金拝借

証文控、勧農事宜、在方万年鏡、

二葉草、補民地方記
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2-055
【［日本農民経済叢書］第二十二巻　十五

種】

〔巻号〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 解題と目次

風土雑記、五人組集録、宇和島

吉田勧業制度（目次あり）、百

姓身持教訓、税㰸括要、先祖代々

田畑山林証文、日要独合点（目

次あり）、天明年度凶歳日記、

馬名攷、農家捷径抄、覚書、地

方品目解（目次あり）、苞桑録、

武蔵野新田相続其外取計覚書、

粒々辛苦録

2-056
【［日本農民経済叢書］第二十三巻　九種】

〔巻号〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 解題と目次

愚吐愚吐志、地方準縄、農業之

儀書載、土佐国地方慣習手引草

（目次あり）、桑原餘論、農談（目

次あり）、鹿児島藩田地方万留

（目次あり）、農事中庸（目次あ

り）、地方要元（目次あり）

2-057
【［日本農民経済叢書］第二十四巻　六種】

〔巻号〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 解題と目次

やせかまと、地方古実録（目次

あり）、大垣藩地方雑記（目次

あり）、井地要略、御廻村之節

被仰渡請書、今古米銭考

2-058
【［日本農民経済叢書収書解題］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ カーボン紙　筆写本

・ 前欠（足民論、見田独断記の部分）

・ 全24巻についての書目と解題

2-059
【資料蒐集由来書】

〔年代〕　大正十三年五月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書」に収録す

るための資料を収集した目的と

収集時の事情

2-060
【日本農民経済叢書収容書目解題要録】

〔年代〕　大正十三年五月

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 墨書による「正本」「（保存）」

とあり

・ 青色カーボン複写の表紙のみ

2-061
【日本農民経済叢書　第壱巻】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　6
〔非刊行〕

〔作成〕　東京市外平塚村字戸越　

小野武夫
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〔備考〕・ 「十六種」と朱書あり、赤鉛筆

で「本原稿　二包ノ一」とあり

・ 「実写資料説明」あり　弘化五

年「褒賞」（『小野武夫文書Ⅰ』

No.44-1-0001）と関連

・ 収容書目

「足民論」（解題あり）

「耕作仕様考」に見せ消ちあり

「維新以前の農家経済」は末尾

に朱書、更に見せ消ちあり（解

題あり）

・ 刊行された書目中に収載され、

この目録にない書は「房州万石

騒動実録」「鳥麓奇談」「小作百

姓騒立一件」

2-062
【日本農民経済叢書　第二巻】

〔年代〕　大正十三年四月二十四日

〔点数〕　綴無　2
〔非刊行〕

〔作成〕　東京市外平塚村字戸越

小野武夫

〔備考〕・ 表紙に「原稿校正了　大正十三

年四月二十四　小野武夫」とあ

る貼り紙あり

・ 赤鉛筆で「本原稿二包ノ二」と

あり、「十三種」と赤ペン書き

あり

・ 表紙と実写資料説明

2-063
【日本農民経済叢書　第参巻】

〔巻号〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　東京市外平塚村字戸越

小野武夫

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書き（表紙

は毛筆書き）

・ 表紙に「十三種」と朱書

・ 実写資料説明あり。伊予国温泉

郡堀江村門屋履徳氏所蔵の文書

の記述あり

・ 表紙と写真資料の記述のみ

2-064
【日本農民経済叢書　第四巻】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　東京市外平塚村字戸越

小野武夫

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書き

・ 表紙に「十五種」と朱書あり

・ 写真資料説明　差置申年賦田地

之事　寛延4年3月

2-065
【日本農民経済叢書　第五巻】

〔年代〕　大正□年

〔点数〕　綴有　1　綴無　1
〔非刊行〕

〔作成〕　東京市外平塚村戸越　小野武夫

〔備考〕・ 版心に「日本農民経済叢書用紙」

とある用紙使用

・ 表紙に「副本　第三巻」とある

貼り紙あり

・ 十二種とあり

・ 写真資料とその説明書あり　

「御検見御献立」嘉永5年　綴

無1も説明書

・ 収容書目と解題

・ 農譚薮、山奉行役勤伺覚、治安

策、農間雑誌、農家立教、田畑

証文小拾書抜、金沢藩年中行事、

民家要術、若林農書、紙楮由来

記、安食旱魃物語、鳩民邇言
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2-066
【日本農民経済叢書　第六巻】

〔年代〕　大正十［　］年□月

〔点数〕　綴有　2
〔非刊行〕

〔作成〕　東京市外平塚村戸越　小野武夫

〔備考〕・ 版心に「日本農民経済叢書用紙」

とある用紙使用

・ 表紙に「二十三種」とあり

・ 写真資料と説明書あり　「御預

所　宇摩、新居、桑村、越智郡

当寅歳御成箇米銀皆済目録」嘉

永7年
・ 収容書目と解題

・ 宇藩経済弁、浦河牧一件、西久

保村田氏へ遺書翰、耕耘培養制

度類、農業狂歌、憐民撫育法、

農書類聚、村方取締規定連印写、

撫育教導伝、地方袖中録、御国

産紙煙草楮引立修法目論見、天

保飢饉奥羽武蔵間書、郡中省略

申渡書、秘話独断、農作自得集、

郷村手引、耕作弁用書、古々呂

江加木、土佐藩地割䰗組法、勧

農並村方取締頭書、免法記、田

法記

2-067
【日本農民経済叢書　第七巻】

〔年代〕　大正十［　］年□月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　東京市外平塚村戸越　小野武夫

〔備考〕・ 版心に「日本農民経済叢書用紙」

とある用紙使用

・ 表紙に「副本　第四巻」とある

貼り紙あり

・ 「十七種」とあり

・ 収容書目と解題

・ 写真資料「借用申田地作人証文

之事」「当壱作かり申田地之事」

とその説明書あり。『小野武夫

文書Ⅰ』No.02-1-0001に関連

2-068
【日本農民経済叢書　第八巻】

〔年代〕　［大正］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　東京市外平塚村字戸越　

小野武夫

〔備考〕・ 版心に「日本農民経済叢書用紙」

とある用紙にペン書き

・ 写真資料とその説明書あり。「当

免之事」元禄10年2月29日　

「免相之事」天保5年4月13日
・ 第8巻収容書目と解題

2-069
【日本農民経済叢書　第九巻】

〔年代〕　［大正］

〔点数〕　綴有　1　綴無　1
〔非刊行〕

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」「小野

用紙」にペン書き及びカーボン

複写

・ 表紙に「副本第五巻」とある貼

り紙あり

・ 綴無1は表紙のみ

・ 写真資料とその説明書。「買受田

地返り証文」天保4年、嘉永5年
・ 第9巻収容書目と解題

2-070
【日本農民経済叢書　第拾巻】

〔巻号〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］
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〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 写真資料あり。「田畑地割䰗取

帳」享保3年　伊予国東宇和郡

川内村

・ 収容書目と解題

・ 租税問答、稗作方触書、地方竹

馬集、小作百姓地主へ種麦無心

申合騒立一件、代官庄屋勤方心

得覚書、政成新田由来上申書、

郷村年中行事、危言、督農要略、

明治初年予州百姓騒動

2-071
【明治初年豫州百姓騒動】

〔年代〕　明治四十五年二月十一日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　西園寺源透

〔備考〕・ 「伊豫史談会」用紙（和紙）に

毛筆による筆写資料

・ 表紙「伊豫百姓一揆　一」を「明

治初年豫州百姓騒動」と加除訂

正あり

・ 表紙右上に「十」、左下に「10」
と朱書。「複本」と墨書

・ 『日本農民史料聚粋』4巻に「伊

予百姓一揆」（西園寺源透編）

があるが内容に相違あり

・ 明治初期に伊予で起こった百姓

一揆と二宮暗殺事件についての

記述あり

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

10巻

2-072
【日本農民経済叢書　第十一巻】

〔年代〕　大正［　］年□月

〔点数〕　綴有　2
〔非刊行〕

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書き及び筆による筆写資料

・ 表紙に「副本第十一巻」と朱書

の貼り紙あり

・ 写真資料とその説明書。「質地

証文」天明7年、文化8年　福

島県南会津郡朝日村大字楢戸　

山崎行峰氏寄贈文書

・ 収容書目と解題

・ 華木之花、吉田藩郡吏当用、農

諭耕作秘書、農鑑、おたまき

・ 「摂州小作慣行」は見せ消ちさ

れ、かわりに「吉田藩郡吏当用」

が記されている

2-073
【日本農民経済叢書　第十二巻】

〔年代〕　大正［　］年□月

〔点数〕　綴有　1　綴無　1
〔非刊行〕

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 写真資料とその説明書。「地券」

明治10年、同15年　大分県、

熊本県

・ 収容書目と解題

・ 長島氏農書、田法大意、木庭作

御停止批判覚書、郷村考書、九

州表虫防等聞合記、東大寺正倉

院蔵子白鋤考証、庄屋覚悟、農

業蒙訓、新見藩郡中号令、延享

常陸民間旧事、備考儲穀上申書、

諸役人勤向行事、鄙事要録

2-074
【日本農民経済叢書　第十三巻】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1　綴無　1
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〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 表紙に朱書の「副本第七巻」と

ある貼り紙あり

・ 綴無1は表紙のみ、第22巻を見

せ消ちして第13巻としている

・ 写真資料とその説明書あり。「売

渡申畑之事」貞享2年9月
・ 第13巻の収容書目、解題

2-075
【日本農民経済叢書　第十四巻】

〔年代〕　大正

〔点数〕　綴有　1　綴無　3
〔非刊行〕

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書き

・ 綴無1は表紙のみで、第23巻
を見せ消ちして第14巻とした

もの

・ 写真資料説明

・ 第14巻の収容書目と解題

2-076
【日本農民経済叢書　第十五巻】

〔年代〕　大正［　］年□月

〔点数〕　綴有　1　綴無　3
〔非刊行〕

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 綴無1は表紙のみ、第24巻を

見せ消ちして第15巻としてい

る

・ 版心に「日本農民経済叢書用紙」

とある用紙使用

・ 「写真資料説明」あり。写真なし。

「当午御年貢可納割付之事」文

政5年
・ 収容書目と解題

・ 考教勧農策、村中簡略條目、寛

永飢民録、古義、田芹、山方御

定法並仕来書、農家心得訓、御

林植物勧農等並養蚕開方建白留、

老農夜話

2-077
【日本農民経済叢書　第十六巻】

〔年代〕　大正［　］年

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 版心に「日本農民経済叢書用紙」

とある用紙使用

・ 収容書目と解題

・田法独合点、伊予百姓一揆、開

墾歎願書及請書、田租録、跡式

相続方旧倒留、農稼業事、天保

年中巳荒子孫伝、郷士関係一件

記録、地教用節集、郡典私志、

肥後国耕作聞書

2-078
【［日本農民経済叢書 解題］一［巻］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 表紙に620とあり

・ 「房州万石騒動実録」、「鳥麓奇

談」、「小作百姓騒立一件」を加

えて『近世地方経済史料』1巻
となる

・ 収録資料　

足民論、見田独断記、地利要方、

社倉議草、御改作方覚帳、改作

雑集録、御改作始末聞書追加、

田法雑話、旧制漆樹取締法、古

今税務要覧、こんていばなし、

田法書、松山領代官執務要鑑、

薩隅日田賦雑録、経済隨筆
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2-079
【［日本農民経済叢書 解題］二［巻］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 表紙に636とあり

・ 収録資料　

済急記聞、南部藩林政梗概、三

省録、紫雲寺潟開墾書類、在々

御仕置之儀ニ付御書付、座右手

鑑、耕作噺、庄屋心得條目、旧

高知藩田制概略、駒方御仕方書、

地方聞書、農業稼仕様及作物之

仕様、天然録

2-080
【［日本農民経済叢書 解題］三［巻］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 表紙に644とあり

・ 収録資料　

南畝偶語、甘藷申上書付、蕃薯

起立、地方弁要、五人組異同弁、

尾州村々証文留、百姓身持之事、

春濃鶯、起請文前書、農業談拾

遺雑録、谷中御榑木并土居願書

控覚、青木昆陽申上書付、田令

講義

2-081
【［日本農民経済叢書 解題］四［巻］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 表紙に622とあり

・ 収録資料　

東野田芹、郡中利害封事、牧民

後判国字解、農家実況調査、農

業夜咄、仙台藩租税要略、地方

心得留、会津郡村々差出書、御

世の恵、武田源左衛門検地秘書、

百姓徳行宝鑑、心持農業記、地

方支配、地方支配条目、農業子

孫養育草

2-082
【［日本農民経済叢書 解題］五［巻］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 表紙の裏に642とあり

・ 収録資料　

農譚薮、山奉行役勤向覚、治安

策、農間雑誌、農家立教、田畑

証文小拾書抜、金沢藩年中行事、

民家要術、若林農書、紙楮由来

記、安食旱魃物語、鳩民邇言

2-083
【［日本農民経済叢書 解題］六［巻］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 表紙に563とあり

・ 収録資料　

宇藩経済弁、浦河牧一件、西久

保村田氏江遺書翰、耕耘培養制

度類、農業狂歌、憐民撫育法、

農書類聚、村方取締規定連印写、

撫育教導伝、地方袖中録、御国

産紙煙草楮引立修法目論見、天

保饑饉奥羽武蔵聞書、郡中省略

申渡書、秘話独断、農作自得集、

郷村手引、耕作弁用書、古々呂
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江加木、土佐藩地割䰗租法、勧

農并村方取締頭書、免法記、田

法記、耕作覚書百ヶ條

2-084
【［日本農民経済叢書 解題］七［巻］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 表紙の裏に625とあり

・ 収録資料　

国家要伝、御餌指方旧記、地方

大意抄、補饑新書、庄屋手鏡、

武蔵国葛飾郡大島村郷約、飛州

地方御尋答書、理塵集、南部藩

近代経済梗概、増補私家農業談、

奥寺八左衛門新田開発事蹟、農

政纂要、憐農民詞、尾藩地方根

居、御縄之節申渡書、地方問答

記、伝法記

2-085
【［日本農民経済叢書 解題］八［巻］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 収録資料　

田制考証、飢歳懐覚録、正界録、

地方問答書、救荒瑣論、農家日用

集、公整旧格録、被仰渡御請印

帳、藩時代産馬取締一斑、西国

筋村々取計伺、農事考鑑、田地

割制度、落穂籾拾集、田制雑記

2-086
【［日本農民経済叢書 解題］九［巻］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1

〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 収録資料　

豊年瑞相談、旧和歌山藩社倉趣

意并法則、地方御取扱演説書、

津軽地方に於ける小作米理由、

天保非常備組立方諭達、座右秘

鑑、因伯受免旧来大意、鴻池新

田開発事略、農具揃

2-087
【［日本農民経済叢書 解題］十［巻］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 収録資料　

租税問答、稗作方触書、地方竹

馬集、小作百姓地主へ種麦無心

申合騒立一件、代官庄屋勤方心

得覚書村方法律、政成新田由来

上申書、郷村年中行事、危言、

督農要略

2-088
【［日本農民経済叢書 解題］十一［巻］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 収録資料　

華木の花、摂州小作慣行、農諭

耕作秘書、農鑑、おたまき

・ 華木の花、農諭耕作秘書、農鑑、

おたまきは「日本農民史料聚粋

第一巻」に

2-089
【［日本農民経済叢書 解題］十二［巻］】

〔年代〕　［　　　　］
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〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 大半が「日本農民史料聚粋」第

二巻に収録

・ 収録資料　

長島氏農書、田法大意、木庭作

御停止批判覚書、郷村考書、九

州表虫防等聞合記、東大寺正倉

院蔵子日鋤考証、庄屋覚悟、農

業蒙訓、新見藩郡中号令、延享

常陸民間旧事、備荒儲穀上申書、

諸役人勤向行事、鄙事要録

2-090
【［日本農民経済叢書 解題］十三［巻］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 一部「日本農民史料聚粋」第三

巻に収録

・ 収録資料　

子孫誡草、吉田藩郡吏当用（赤

ペン×印あり）、田租沿革要記、

御定書目録、治国寸志記、草高

百石下し附米勘定大概解、民間

之業、日光御神領村々荒地起返

仕法賃金壱両積鍬下拾ヶ年季雛

形、日光神領荒地起返方仕法、

家政取直相続手段書、利根川分

水路堀割御普請見込書、書取並

被仰出書控、趣法向取調書、窮

民撫恤仕法書、地方明細便覧、

藩治雑記

2-091
【［日本農民経済叢書 解題］十四［巻］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1

〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 一部「日本農民史料聚粋」第三

巻、第四巻に収録

・ 収録資料　

貫考、村鑑大概帳、樹芸考、検

免懐秘録、凶年蔵土穂、十日町

村総百姓寄合相談相定証文、尾

野村々由緒留、農事弁略、一郡

規定書、郷士録、村々百姓共心

得、焼野の雉子

2-092
【［日本農民経済叢書 解題］十五［巻］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 「孝教勧農策」「田芹」は「日本

農民史料聚粋」第五巻、「山方

御定法並御仕来書」は第三巻に

収録予定

・ 収録資料　

孝教勧農策、村中簡略條目、寛

永飢民録、古義、田芹、山方御

定法並御仕来書、農家心得訓、

御林植物勧農抱屋敷等饑饉用意

建白留、老農夜話

2-093
【［日本農民経済叢書 解題］十六［巻］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 大半が「日本農民史料聚粋」第

六巻に収録

・ 収録資料　

田法独合点、小金佐倉両牧開墾、

開墾歎願書及請書、田租録、跡
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式相続方旧例留、農稼業事、天

保年中巳荒子孫伝、郷士関係一

件記録、地教用節集、郡典私志、

肥後国耕作聞書

2-094
【［日本農民経済叢書 解題］十七［巻］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 一部「日本農民史料聚粋」第六

巻、第七巻に収録

・ 収録資料　

農人袋、外山氏地方文書、外山

氏小作文書、外山氏諸講文書、

外山氏質地文書、おろかおひ（上

から全体を朱書で×）、長島村

名主久左衛門ヘ掛り候出入一件、

農務帳、夜伽話、郡鑑

2-095
【［日本農民経済叢書 解題］十八［巻］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 大半が「日本農民史料聚粋」第

九巻に収録

・ 収録資料　

仁助噺、地方手引鑑、内議定連

印帳、諸郷栄労調、演説書、増

田耕曹手控、飢饉之節困窮人手

当米仕法帳、米沢上杉家覚書、

田法古制、蒔田村江仕法発業申

達書、検地方御定格要用、菜園

温古録

2-096
【［日本農民経済叢書 解題］十九［巻］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 一部「日本農民史料聚粋」第十

巻に収録

・ 収録資料　

凶年記信、公裁筆記、他見勿許

記、促耕南針、来島村文書、慶

安御触書、新見藩掟書、惣百姓

規定連印帳、治民条令、岩間之

水由来書、学稼編

2-097
【［日本農民経済叢書 解題］二十［巻］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 一部「日本農民史料聚粋」第

十一巻に収録「直竿見合御証

文」は第三巻（予定）

・ 収録資料　

上宇和島世子封事、勧農富民録、

倹約取極、百姓日用訓、條令、

直竿見合御証文、清慎録、会津

藩蝋漆保護秘録、耕作仕様考、

五考、地方要集録、道側木陰定

免、税法私考、鶴来村旧記写、

農家年中行事記、田地旧法、熊

澤了介作書

2-098
【［日本農民経済叢書 解題］二十一［巻］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1　綴無　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］
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〔備考〕・ 一部「日本農民史料聚粋」第

十二巻に収録予定

・ 綴無1は「勧農事宜」の解題

・ 収録資料　

農制茗語、救饑製食方集書、不

鳴條、根元記、水戸公郡官ヘ被

下書付写、灰塚村御趣法金拝借

証文控、勧農事宜、在方万手鏡、

二葉草、補民地方記

2-099
【［日本農民経済叢書 解題］二十二［巻］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1　綴無　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 一部「日本農民史料聚粋」に収

録あるいは予定のもの

・ 綴無1は「五人組集録」の解題

・ 収録資料　

風土雑記、五人組集録、宇和島

吉田勧業制度、百姓身持教訓、税

歛括要、先祖代々田畑山林証文、

日要独合点、天明年度凶歳日記、

馬名攷、農家捷径抄、覚書、地

方品目解、苞桑録、武蔵野新田

相続其外取計覚書、粒々辛苦録

2-100
【［日本農民経済叢書 解題］二十三［巻］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 一部「日本農民史料聚粋」に収

録あるいは予定のもの

・ 「小作慣例調査書」解題には末

尾に「大正、小野武夫」とあり

・ 収録資料　

愚吐愚吐志、地方準縄、農業之

儀書戴、土佐国地方慣習手引草、

桑原余論、農談、旧鹿児島藩田

地方万留、農事中庸、小作慣例

調査書

2-101
【［日本農民経済叢書 解題］二十四［巻］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1　綴無　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］ 
〔備考〕・ 一部「日本農民史料聚粋」に収

録あるいは予定のもの

・ 綴無1は「今古米銭考」の解題

で「大正十□年」とあり

・ 収録資料　

やせかまと、地方古実録、大垣

藩地方雑記、井地要略、御廻村

之節被仰渡請書、今古米銭考

2-102
【［日本農民経済叢書関係］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　9　綴無　74
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］ 
〔備考〕・ 収容書目、解題、写真、資料説

明、その他

2-103
【写真資料説明　9】
〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］ 
〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書き。朱書に

て見せ消ち。欄外に「9」とあり

・ 津軽郡小和森村、天保四年癸巳　

田方返シ証文之事、嘉永五年壬

子三月田方約定証文之事
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2-104
【写真資料説明　10】
〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］ 
〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書き。欄外

に「10」とあり

・ 伊予国東宇和郡多田村、田畑地

組䰗取帳

2-105
【諸解題・目次綴り】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　2
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］ 
〔備考〕・ 「小野武夫用紙」に墨書

・ 綴りの収録内容には相異あり

1. 
・ 那須開墾誌（栃木県那須村）

・ 感恩講誌（出羽国久保田）

・ 維新以来町村沿革（参事院編纂）

・ 郷村考、目次（参事院編纂）

・ 徳山藩地方書、目次

2. 
・ 郷村考

・ 那須開墾誌

・ 感恩講誌

・ 維新以来町村沿革

・ 郡内騒動

2-106
【［日本農民経済叢書］ 第四巻　十五種】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 収録資料　

東野田芹、郡中利害封事、牧民

後判国字解、農家実況調査、農

業夜咄、仙台藩租税要略、地方

心得留、御世の恵、武田源左衛

門検地秘書、百姓徳行宝鑑、心

持農業記、地方支配、地方支配

條目、農業子孫係養育草

2-107
【足利学校事蹟考［解題］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　3
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」に墨書1点。「小野

武夫用紙」にカーボン複写2点
・ 解題

2-108
【［解題］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　2
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」にカーボン複

写

・ 古藤田村岩吉幸吉げんのう引合

取調始終口上書紙面類手控（伊

予国宇和郡古藤田村）

・ 天明三卯年大田在町騒動記（石

見国安濃郡大田村）

2-109
【［諸解題］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1　綴無　4
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 綴無は後筆の朱書入りで欄外に

は題名頭文字「コ」等あり

・ 「小野武夫用紙」等にカーボン
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複写。他墨書

・ 百姓無縁相続控帳（綴）

・ 賤民俚考（目次）・饑饉考・本

邦地租論・救荒孫之杖

2-110
【摂州小作慣行】

〔年代〕　明治十八年四月十六日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔差出〕　取調掛　木寺総次　同7名
〔受取〕　西成郡長　田部密

〔備考〕・ 和紙に墨書による筆写史料（表

紙は「小野用紙」）

・ 表紙に「十一」「2」と朱書

・ 摂州西成郡小作慣行調査書と加

筆あり

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

11巻の原稿

2-111
【摂州小作慣行】

〔年代〕　明治十八年四月十六日

〔点数〕　綴有　1
〔差出〕　取調掛　木寺総次　同7名
〔受取〕　西成郡長　田部密

〔備考〕・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

11巻の原稿

2-112
【木庭作御停止批判覚書】

〔年代〕　［大正13年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「3」とあり

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

12巻の原稿

2-113
【東大寺正倉院蔵子日鋤考証】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　黒川真頼

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「6」とあり

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

12巻の原稿

・ 東大寺正倉院蔵子日鋤考証　

黒川真頼述

・ 子日考　黒川真頼述

・ 鋤の字と犂の字との別

2-114
【東大寺正倉院蔵子日鋤考証】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　黒川真頼

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料（表紙は墨書）

・ 表紙に「十二」、「6」と朱書

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

12巻の原稿

2-115
【備荒儲穀上申書】

〔年代〕　明治十七年四月十四日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　関口元老院議官

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペン

書きによる筆写資料（表紙は墨書）

・ 表紙に「11」とあり

・ 官報第二百三十四号

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

12巻の原稿
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2-116
【吉田藩郡吏当用】

〔年代〕　［大正13年］

〔点数〕　綴有　1　綴無　2
〔非刊行〕

〔作成〕　伊尾喜　源五右衛門

〔備考〕・ 「伊予史談」原稿用紙に墨書に

よる筆写資料

・ 表紙に「第二号」「2」「ヨ」「八十

枚」の朱書あり

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

13巻の原稿

・ 表紙・中扉1枚ずつあり

2-117
【田租沿革要記（明細書入）】

〔年代〕　明治二十九年十二月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　大蔵属　幸田思成

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「3」とあり

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

13巻の原稿

2-118
【田租沿革要記】

〔年代〕　明治二十九年

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　大蔵属　幸田思成

〔備考〕・ 「大蔵省文庫」とあり

・ 表紙に「十三」「3」と朱書

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

13巻の原稿

・ 「日本経済大典」47巻にあり

2-119
【御定書目録】

〔年代〕　寛政二戌年四月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料（表紙は墨書）

・ 表紙に「十三」「2」と朱書

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

13巻の原稿

2-120
【御定書［目録］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済業書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「4」とあり

・ 第一目安裏判之事～第九十八御

仕置仕形之事

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

13巻の原稿

2-121
【日光御神領村々荒地起返仕法賃銀壱両

積鍬下十ヶ年季雛形】

〔年代〕　弘化乙巳年五月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　二宮金次郎

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料（表紙は墨書）

・ 表紙に「十三」「二」「6」と朱書
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2-122
【日光御神領村々荒地起返仕法賃銀壱両

積鍬下十ヶ年季雛形】

〔年代〕　弘化乙巳年五月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　二宮金次郎

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「8」とあり

2-123
【日光神領荒地起返方仕法】

〔年代〕　嘉永六癸丑年二月十三日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　二宮金次郎

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料（表紙は墨書）

・ 表紙に「十三」「二」「7」と朱

書

2-124
【日光神領荒地起返仕法】

〔年代〕　嘉永六癸丑年二月十三日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　二宮金次郎

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「9」とあり

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

13巻

2-125
【家政取直相続手段書】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　2
〔非刊行〕

〔作成〕　二宮金次郎

〔備考〕・ 「小野用紙」「日本農民経済叢書

用紙」にペン書きによる筆写資

料（表紙は墨書）

・ 表紙に「十三」「カ」「8」と朱書

・ 標題紙に「家政取直相続手段帳　

相州三浦郡西浦賀 和泉屋太平

治 支配人 五兵衛」とあり

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

13巻の原稿

2-126
【利根川分水路掘割御普請見込書】

〔年代〕　天保十三壬寅年十一月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　二宮金次郎

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「十三」「ト」「9」と朱

書

・ 標題紙に「利根川分水路掘割御

普請見込之趣申上候書附　天保

十三壬寅年十一月 御普請役格 
二宮金次郎」とあり

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

13巻の原稿

2-127
【利根川分水路掘割御普請見込書】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　二宮金次郎

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「11」とあり

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

13巻の原稿
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2-128
【書取并被仰出書控】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　2
〔非刊行〕

〔作成〕　二宮金次郎

〔備考〕・ 「小野用紙」「日本農民経済叢書

用紙」にペン書きによる筆写史

料（表紙は墨書）

・ 表紙に「十三」「カ」「10」と

朱書

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

13巻の原稿

・ 織田完之が明治17年茨城県巡

回中に下館衣笠兵太夫宅にて借

写とあり、明治18年12月

2-129
【趣法向取調書】

〔年代〕　天保十四癸卯七月

〔点数〕　綴有　2　綴無　1
〔作成〕　二宮金次郎

〔備考〕・ 「小野用紙」「日本農民経済叢書

用紙」にペン書きによる筆写資

料（表紙は墨書）

・ 表紙に「十三」「シ」「11」と朱書

・ 「趣法向取調書浄書済　校正済　

計十二枚」と書かれた紙1枚挿

入

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

13巻の原稿

2-130
【窮民撫恤仕法書】

〔年代〕　天保十四癸卯年七月

〔点数〕　綴有　2
〔非刊行〕

〔差出〕　二宮金次郎

〔受取〕　牧志摩　他7名
〔備考〕・ 「小野用紙」「日本農民経済叢書

用紙」にペン書きによる筆写史

料（表紙は墨書）

・ 表紙に「十三」「キ」「12」と

朱書

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

13巻の原稿

2-131
【地方明細便覧】

〔年代〕　寛政元年酉

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　利木静定

〔備考〕・ 和紙に毛筆による筆写資料

・ 表紙は「小野用紙」

・ 表紙右上に「十三」、左上に

「チ」、左下に「13」と朱書

・ 検地に関すること

・ 甲（巻之一）と乙（巻之二）を

合綴

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

13巻の原稿

2-132
【地方明細便覧】

〔年代〕　［寛政元年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　利木静定

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料（表紙は

墨書）

・ 表紙に「15」とあり

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

13巻の原稿

2-133
【貫考】

〔年代〕　寛政十二年庚申五月

〔点数〕　綴有　1
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〔非刊行〕

〔作成〕　柳直陽

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料（表紙は墨書）

・ 表紙に「十四」「1」と朱書

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

14巻の原稿

2-134
【貫考】

〔年代〕　寛政十二年庚申五月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　柳直陽

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料（表紙は

墨書）

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

14巻の原稿

2-135
【村鑑大概帳】

〔年代〕　明和四丁亥年閏九月

〔点数〕　綴有　1　綴無　1
〔非刊行〕

〔作成〕　内藤忠左衛門

〔備考〕・ 和紙に墨書による筆写資料（表

紙は「小野用紙」）

・ 表紙に「十四」「2」と朱書

・ 解題付（墨書1枚挿入）

・ 和泉国大島郡の村鑑。代官内藤

忠左衛門

2-136
【村鑑大概帳】

〔年代〕　明和四丁亥年閏九月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　代官 内藤忠左衛門

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料（表紙は

墨書）

・ 表紙に「2」とあり

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

14巻の原稿

・ 和泉国大島郡

2-137
【検免懐秘録】

〔年代〕　文化六己巳年仲秋

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　土居総八郎

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料（表紙は墨書）

・ 表紙に「十四」「4」と朱書

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

14巻の原稿

2-138
【検免懐秘録】

〔年代〕　文化六年己巳八月

〔点数〕　綴有　1　
〔非刊行〕

〔作成〕　土居総八郎

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「4」とあり

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

14巻の原稿

・ 巻末に「石丸新右衛門が弘化3
年正月に写す」とあり

2-139
【凶年蔵土穂】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1　
〔非刊行〕

〔作成〕　村上某

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料（表紙は
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墨書）

・ 表紙に「5」とあり

・ 後編　干時天明四辰大呂 一宮

社司 忌部正興

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

14巻の原稿

2-140
【村中簡略條目】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1　
〔非刊行〕

〔差出〕　郡々　大庄屋

〔受取〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「2」とあり

・ 表紙右上に「伊達　佐野」と貼

り紙あり

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

15巻の原稿

2-141
【寛永饑民録】

〔年代〕　寛永十三年六月廿九日

〔点数〕　綴有　1　
〔非刊行〕

〔差出〕　小庄屋　早兵衛　同4名
〔受取〕　御惣庄屋　藤左衛門　他2名
〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「3」とあり

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

15巻の原稿

2-142
【古義】

〔巻号〕　［第一巻］

〔点数〕　綴有　2
〔非刊行〕

〔作成〕　重松徳太夫

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料（表紙は

墨書）

・ 表紙に「4」とあり

・ 表紙に「佐野　高橋」と貼り紙

あり

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

15巻の原稿

2-143
【古義】

〔巻号〕　第二巻

〔点数〕　綴有　2
〔非刊行〕

〔作成〕　［重松徳太夫］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「4」とあり

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

15巻の原稿

2-144
【古義】

〔巻号〕　第三巻

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［重松徳太夫］

〔備考〕・ 原稿用紙にペン書きによる筆写

資料（表紙は和紙に墨書）

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

15巻の原稿

2-145
【古義】

〔巻号〕　第三巻

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ
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ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「4」とあり

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

15巻の原稿

2-146
【古義】

〔巻号〕　第四巻

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［重松徳太夫］

〔備考〕・ 原稿用紙にペン書きによる筆写

資料（表紙は和紙に墨書）

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

15巻の原稿

2-147
【古義】

〔巻号〕　第四巻

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「4」とあり

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

15巻の原稿

2-148
【古義】

〔巻号〕　第五巻

〔点数〕　綴有　2
〔非刊行〕

〔作成〕　［重松徳太夫］

〔備考〕・ 原稿用紙にペン書きによる筆写

資料（表紙は和紙に墨書）（1
綴り）

・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料（1綴り）

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

15巻の原稿

2-149
【古義】

〔巻号〕　第六巻

〔点数〕　綴有　2
〔非刊行〕

〔作成〕　［重松徳太夫］

〔備考〕・ 原稿用紙にペン書きによる筆写

史料（表紙は和紙に墨書）

・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料（表紙は

墨書）

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

15巻の原稿

2-150
【田租録】

〔年代〕　［正徳3年10月］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［宮祐盛］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「4」とあり

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

16巻の原稿

2-151
【田租録】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1　綴無　1
〔非刊行〕

〔作成〕　宮祐盛

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料（表紙は墨書）

・ 表紙に「十六」「3」と朱書

・ 解説付（1枚挿入）

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

16巻の原稿
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2-152
【天保年中己荒子孫伝】

〔年代〕　［天保4年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　柿崎義存

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「7」とあり

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

16巻の原稿

2-153
【外山氏小作文書】

〔年代〕　［　　　　］　

〔点数〕　綴有　1　
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］　

〔備考〕・ 「農商務省」用紙にカーボン複

写による筆写資料。表紙は「小

野用紙」に墨書

・ 表紙に「十七」「5」と朱書

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

17巻の原稿

2-154
【後々雛形ニ可相成一札文言留】

〔年代〕　［　　　　］　

〔点数〕　綴有　1　
〔非刊行〕

〔作成〕　西　外山

〔備考〕・ 和紙に墨書による筆写資料

・ 「外山氏所蔵」とあり

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

17巻に外山氏文書あり。関連か

・ 文書中の大平寺村、深井中村堺

樽屋町とあることにより大阪府

堺市か

2-155
【おろかおひ】

〔年代〕　天保四年癸巳十月

〔点数〕　綴有　1　
〔非刊行〕

〔作成〕　足代弘訓

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料（表紙は墨書）

・ 表紙に「十七」「6」と朱書

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

17巻の原稿

2-156
【地方手引鑑】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1　
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「十八」「2」と朱書

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

18巻の原稿

2-157
【田法古制】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1　
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「十八」「9」と朱書

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

18巻の原稿

2-158
【公裁筆記】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1　
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〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「十九」「2」と朱書

・ 巻末に「地理局傭員大山義節所

蔵、明治13年11月9日借受謄

写ス」とあり

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

19巻の原稿

2-159
【慶安御触書】

〔年代〕　［慶安2年］

〔点数〕　綴有　1　綴無　1
〔非刊行〕

〔作成〕　岩村地方役所

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料（表紙は墨書）

・ 表紙に「十九」「6」と朱書

・ 解題付（カーボン複写1枚挿入）

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

19巻の原稿

2-160
【惣百姓規定連印帳】

〔年代〕　文化8年未八月

〔点数〕　綴有　1　
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料（表紙は墨書）

・ 表紙に「十九」「8」と朱書

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

19巻の原稿

2-161
【学稼編】

〔年代〕　［延宝3年3月］

〔点数〕　綴有　1　綴無　1

〔非刊行〕

〔作成〕　菊池武直

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料

・ 表紙に「十九」「11」と朱書

・ 解説付（カーボン複写1枚挿入）

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

19巻の原稿

・ 明治17年6月、織田完之が茨

城県巡回中に彰考館にて謄写と

あり

2-162
【御郡中書願控】

〔年代〕　文政九年戊九月

〔点数〕　綴有　1　
〔非刊行〕

〔作成〕　庄屋　清右衛門

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」にカーボン複

写による筆写資料

・ 口上之覚　　文政八年酉九月

（差出）　十三ヶ村　庄屋中

（受取）　両大庄屋

・ 御内々申上口上之覚　　

文政九年酉九月

（差出）　赤名町　 目代　 
仲右衛門

　　　　　　　　年寄　粂平

　　　　　　　　 年寄　 
差左エ門

（受取）　大庄屋　日野忠左衛門

　　　　　　　　大庄屋半兵衛

赤名町：現島根県飯石郡赤木町

2-163
【御郡中書願控】

〔年代〕　文政十二年丑九月

〔点数〕　綴有　1　
〔非刊行〕

〔作成〕　庄屋　清右衛門
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〔備考〕・ 「小野武夫用紙」にカーボン複

写による筆写史料

・ 乍恐御歎申上口上之覚　　

文政十二年丑九月

（差出）　 御郡中鉄穴師惣代預原

村　恵重　他14名
（受取）　大庄屋　片岡吉衛門

　　　　他1名
・ 乍恐御歎申上口上之覚　　

文政十二年丑九月

（差出）　御郡中　庄屋中

（受取）　大庄屋　竹岡吉右衛門

　　　　他1名
・ 乍恐御歎申上口上之覚　　

文政十二年丑九月

（差出）　御郡中　庄屋共

（受取）　両大庄屋

・ 革座受書之事　　

天保二年卯三月

（差出）　日中や　唯兵衛

（受取）　五人頭　庄兵衛　

　　　　他1名　

革座受書之事の「革」の1画目

から4画目は「龷」である

2-164
【勧農富民録】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　鹿子木幸平

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料（表紙は墨書）

・ 表紙に「二十」「3」と朱書

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

20巻の原稿

2-165
【條令】

〔年代〕　元文五、寛保二

〔点数〕　綴有　1　
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料（表紙は墨書）

・ 表紙に「二十」「5」と朱書

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

20巻の原稿

2-166
【耕作仕様考】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1　
〔非刊行〕

〔作成〕　五十嵐小豊次

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料（表紙は墨書）

・ 表紙に「二十」「9」とあり

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

20巻の原稿

2-167
【五考】

〔年代〕　天保六年九月九日

〔点数〕　綴有　1　
〔非刊行〕

〔作成〕　五十嵐小豊次

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料（表紙は墨書）

・ 表紙に「二十」「10」と朱書

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

20巻の原稿

2-168
【熊澤了介作書】

〔年代〕　享保五庚子［年］

〔点数〕　綴有　1　
〔非刊行〕

〔作成〕　熊沢蕃山

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

－ 58 －



筆写史料

・ 表紙に「二十」「17」と朱書

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

20巻の原稿

2-169
【勧農事宜】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1　
〔非刊行〕

〔作成〕　藤森大雅

〔備考〕・ 「小野用紙」に墨書による筆写資料

・ 表紙に「二十一」「7」と朱書

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

21巻の原稿

2-170
【二葉草】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1　綴無　1
〔非刊行〕

〔作成〕　江坂正春

〔備考〕・ 和紙に墨書による筆写史料（表

紙は「小野用紙」）

・ 表紙に「二十一」「9」と朱書

・ 解説付（墨書1枚挿入）

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

21巻の原稿

2-171
【五人組集録】

〔年代〕　天保七申年

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　山本大膳

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料（表紙は墨書）

・ 表紙に「二十二」「2」と朱書

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

22巻の原稿

2-172
【税㰸括要】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1　綴無　1
〔非刊行〕

〔作成〕　山本因親

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「二十二」「5」と朱書

・ 解説付（1枚挿入）

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

22巻の原稿

・ 明治18年12月、富山県より農

商務省に進達したものを謄写と

あり

2-173
【日要独合点】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　2　綴無　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「二十二」「7」と朱書

・ 解説付（墨書1枚挿入）

・ 目次付（墨書1綴挿入）

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

22巻の原稿

2-174
【馬名攷】

〔年代〕　天保十二年辛丑九月

〔点数〕　綴有　1　綴無　1
〔非刊行〕

〔作成〕　畔田伴存

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「二十二」「9」と朱書

・ 解説付（墨書1枚挿入）
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・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

22巻の原稿

2-175
【鹿児島藩田地方万留】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 罫紙にカーボン複写による筆写

資料（表紙は「小野用紙」に墨

書）

・ 表紙に「7」と朱書

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

23巻の原稿

2-176
【小作慣例調査書】

〔年代〕　明治三十五年七月十日

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕

〔作成〕　松江税務管理局

〔備考〕・ 表紙に「二十三」「コ」「9」と

朱書

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

23巻の刊本原稿

・ 刊行物に手書きの表題を付けた

もので、刊行物には島根県鳥取

県がついている

2-177
【地方古実録】

〔年代〕　［安政4年］

〔点数〕　綴有　1　綴無　1
〔非刊行〕

〔作成〕　金井治虎

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料（表紙は墨書）

・ 表紙に「二十四」「2」と朱書

・ 解説付（墨書1枚挿入）

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

24巻の原稿

2-178
【今古米銭考】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　平塚瓢斎

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料（表紙は墨書）

・ 表紙に「二十四」「6」と朱書

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

24巻の原稿

2-179
【『近世地方経済史料』第一巻の解題、目

次等の原稿】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 表紙に「第壱巻拾七種」とあり

・ 同書第一巻収録本のうち欠落し

ている部分もあり。この種の原

稿は数度作られたものか

2-180
【『近世地方経済史料』編集覚書】

〔年代〕　［昭和10年代］

〔点数〕　綴有　2　綴無　18
〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 年代は『近世地方経済史料』出

版年が昭和16年であることによ

る。恐らく昭和15年以前であろ

う

・ 「本叢書」「件別書名」等の記述

があるが「各巻約六百頁、全拾

六巻ノ見込」とあることから『近

世地方経済史料』の編集覚書と

推定される
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2-181
【『近世地方経済史料』索引用カード】

〔年代〕　［昭和5年頃］

〔点数〕　綴有　8
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 年代は『近世地方経済史料』の

刊年が昭和6、7年であることに

よる

・ 各巻収録の各書（1～8巻）の

書誌事項（書名頭字、著者及頭

字、地方別、著述年度、事項別）

をカード化したもの。9、10巻
の「琉球産業制度資料」につい

てはカード化されていない

2-182
【足民論】

〔年代・巻号〕　

［　　　　］・第一巻

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　木村謙

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「1」と朱書

・ 『近世地方経済史料』1巻にあり

2-183
【見田独断記】

〔年代〕　元禄十三庚辰仲秋日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　珏塢亭光矩

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「一」「2」と朱書

・ 『近世地方経済史料』1巻にあり

2-184
【［近世地方経済史料　1　解題］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」に墨書、後筆の朱書あり

・ 足民論

2-185
【地利要方　［全］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆史資料（表紙は墨書）

・ 表紙に「一」「3」と朱書

・ 『近世地方経済史料』1巻にあり

・ 巻上・中・下あり

2-186
【社倉議草】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「一」「4」と朱書

・ 『近世地方経済史料』1巻にあり

2-187
【御改作方覚帳】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）
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・ 表紙に「一」「5」と朱書

・ 『近世地方経済史料』1巻にあり

2-188
【改作雑集録】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「一」「6」「カ」と朱書

・ 『近世地方経済史料』1巻にあり

2-189
【御改作始末聞書追加】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　武部敏行

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は毛筆）

・ 表紙に「一」「コ」「7」と朱書

・ 『近世地方経済史料』1巻にあり

2-190
【田法雑話】

〔年代・巻号〕　

［　　　　］・春

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 和紙に墨書による筆写史料（表

紙は「小野用紙」）

・ 表紙に「一」「8」と朱書

・ 『近世地方経済史料』1巻にあり

2-191
【田法雑話】

〔年代・巻号〕　

［　　　　］・夏

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 和紙に墨書による筆写史料

・ 『近世地方経済史料』1巻にあり

2-192
【田法雑話】

〔年代・巻号〕　

［　　　　］・秋

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 和紙に墨書による筆写史料

・ 虫損あり

・ 『近世地方経済史料』1巻にあり

2-193
【田法雑話附録】

〔年代・巻号〕　

［　　　　］・冬

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 和紙に墨書による筆写史料

・ 虫損あり

・ 『近世地方経済史料』1巻にあり

2-194
【旧制漆樹取締法】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「一」「9」と朱書

・ 『近世地方経済史料』1巻にあり
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2-195
【古今税務要覧】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　長谷川

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「一」「10」と朱書

・ 『近世地方経済史料』1巻にあり

2-196
【こんでゐばなし】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔編著者〕　船橋亘

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「一」「11」と朱書

・ 『近世地方経済史料』1巻にあり

2-197
【田法書】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔編著者〕　船橋亘

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「一」「12」と朱書

・ 『近世地方経済史料』1巻にあり

2-198
【松山領代官執務要鑑】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「「伊予史談」原稿用紙」に墨書

による筆写史料（表紙は「小野

用紙」）

・ 表紙に「一」「13」と朱書

・ 『近世地方経済史料』1巻にあり

2-199
【薩隅日田賦雑徴】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔編著者〕　伊地知季通

〔備考〕・ 和紙に墨書による筆写史料（表

紙は「小野用紙」）

・ 表紙に「一」「14」と朱書

・ 『近世地方経済史料』1巻にあり

2-200
【経済隨筆】

〔年代〕　文政八乙酉年仲春

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　橋本敬簡

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「一」「15」と朱書

・ 『近世地方経済史料』1巻にあり

タイトル　経済隨筆の「隨」の

「⻍」部分は「⻎」である

2-201
【鳥麓奇談】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　天外山人　纂輯

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」にカーボン複

写による筆写史料

・ 表紙に「秋田縣由利郡笹子村」

とあり

・ 『近世地方経済史料』1巻にあり
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2-202
【第二巻　追加　解題】

〔年代〕　［昭和6～7年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 「小野用紙」「社会政策時報原稿

用紙」とある用紙使用

・ 『近世地方経済史料第2巻』の

「地方竹馬集」「租税問答」の解

題原稿

2-203
【第二巻　拾四種】

〔年代〕　［昭和6年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ カーボン複写、ペン書き

・ 『近世地方経済史料』二巻の収

載書目と解題の原稿

・ 収録されなかった『日本農民経

済叢書』2巻の「三省録」解題、

目次あり

2-204
【済急記聞】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　旦暮庵野巣

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「二」「1」と朱書

・ 『近世地方経済史料』2巻にあり

2-205
【南部藩林政梗概】

〔年代・巻号〕　

［　　　　］・乾、坤

〔点数〕　綴有　2
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「二」「2」と朱書（乾）

・ 『近世地方経済史料』2巻にあり

2-206
【地方竹馬集】

〔年代・巻号〕　

［　　　　］・上［・下］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「3」とあり

・ 『近世地方経済史料』2巻にあり

・ 「地方竹馬集」上・下あり

2-207
【座右手鑑】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔編著者〕　三隅丈八

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は毛筆）

・ 表紙に「二」「5」「サ」と朱書

・ 『近世地方経済史料』2巻にあり

・ 文化5、6年　鹿子木幸平の著作

2-208
【耕作噺】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔編著者〕　中村喜時

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる
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筆写史料（表紙は毛筆）

・ 表紙に「二」「6」「カ」と朱書

・ 『近世地方経済史料』2巻にあり

2-209
【在々御仕置之儀ニ付御書付】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は毛筆）

・ 表紙に「二」「サ」「7」と朱書

・ 『近世地方経済史料』2巻にあり

2-210
【庄屋心得条目】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「二」「8」と朱書

・ 『近世地方経済史料』2巻にあり

2-211
【高知藩田制概略】

〔年代〕　明治七年二月廾一日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　吉村春峯

〔備考〕・ 和紙に墨書による筆写史料（表

紙は「小野用紙」）

・ 表紙に「二」「9」と朱書

・ 『近世地方経済史料』2巻にあり

2-212
【駒形御仕法】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「二」「10」と朱書

・ 『近世地方経済史料』2巻にあり

2-213
【地方の聞書　一名才蔵記】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　大畑才蔵

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「二」「11」と朱書

・ 『近世地方経済史料』2巻に「地

方の聞書」あり

2-214
【農業稼仕様及作物之仕様】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　久下金七郎

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「二」「12」と朱書

・ 『近世地方経済史料』2巻にあり

2-215
【天然録】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「二」「13」と朱書
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・ 末尾破損

・ 『近世地方経済史料』2巻にあり

2-216
【租税問答　全】

〔年代〕　［明治5年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　汾陽光遠

〔備考〕・ 「農商務省用紙」にカーボン複

写による筆写資料

・ 表紙に「十」「ソ」「1」と朱書

・ 薩摩藩士汾陽光遠の著した農政

書、全編72項
・ 『近世地方経済史料』2巻所収

2-217
【第三巻　拾参種】

〔年代〕　［昭和6～7年］

〔点数〕　綴有　1　綴無　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 農商務省嘱託員小野武夫が各地

農会長に宛てた依頼状裏紙を使

用。依頼状の日付は大正13年5月
・ 『近世地方経済史料』の解題、

目次を記した原稿一部

・ 南畝偶語 解題　―

・ 蕃藷起立 解題　―

・ 地方弁要 解題・目次

・ 五人組異同弁 解題・目次

・ 尾州村々証文留 解題・―

・ 百姓身持之事 解題・―

・ 春濃鶯 解題・―

・ 起請文前書 解題・―

・ 農業談拾遺雑録 解題・―

・ 谷中御槫木并土居願書控覚

 解題・―

・ 青木昆陽申上書付 解題・目次

・ 田令講義 解題・目次

2-218
【南畝偶語】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1　
〔編著者〕　武元立平

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料（刊本原稿）

・ 表紙に「1」と朱書

・ ナンバリング（29～54）あり

・ 『近世地方経済史料』3巻にあり

2-219
【甘藷申上其外書付】

〔年代〕　延享三年十二月廿八日

〔点数〕　綴有　1　
〔作成〕　加藤又左衛門

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（刊本原稿）

・ 表紙に「2」と朱書

・ ナンバリング（55～74）あり

・ 『近世地方経済史料』3巻にあり

2-220
【蕃薯起立】

〔年代〕　天保六年巳末冬十二月八日写

〔点数〕　綴有　1　
〔作成〕　加藤又左衛門

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（刊本原稿）

・ 表紙に「3」と朱書

・ ナンバリング（75～86）あり

・ 『近世地方経済史料』3巻にあり

2-221
【地方弁要】

〔年代・巻号〕　

［　　　　］・巻壱～巻三

〔点数〕　綴有　3
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる
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筆写史料（刊本原稿）

・ 表紙に「4」と朱書

・ ナンバリング（87～163、164
～230、231～304）あり

・ 『近世地方経済史料』3巻にあり

2-222
【五人組異同弁】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（刊本原稿）

・ 表紙に「5」と朱書

・ ナンバリング（305～397）あり

・ 『近世地方経済史料』3巻にあり

2-223
【尾州村々証文留】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料

・ 表紙に「第二巻」と朱書貼紙、

「6」と朱書あり

・ ナンバリング（398～448）あり

・ 『近世地方経済史料』3巻にあり

2-224
【百姓身持之事】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　板橋善右衛門

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料

・ 表紙に「7」と朱書あり

・ ナンバリング（449～472）あり

・ 『近世地方経済史料』3巻にあり

・ 第一　　五人組之事

第二　　五人組帳前書

第三　　土民身持之事

第四　　家持之事

第五　　屋敷持之事

第六　　田畑工作之事

第七　　田畑拵之事

第八　　畑之事

第九　　田畑養之事

第十　　日損水損事

第十一　根朽蟲付事

第十二　馬持様之事

2-225
【春濃鶯】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料

・ 表紙に「8」と朱書あり

・ ナンバリング（473～485）あり

・ 『近世地方経済史料』3巻にあり

・ 第一　太守様御意書

第二　別段御噺

第三　御領分江被仰渡候書付写

2-226
【起請文前書】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料

・ 表紙に「9」とあり

・ ナンバリング（486～493）あり

・ 『近世地方経済史料』3巻にあり
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・ 「壱岐国壱岐郡諸吉村」と刊本

解題にあり

2-227
【農業談拾遺】

〔年代〕　文化丙子年仲春下旬

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　宮永正好

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料

・ 表紙に「10」と朱書あり

・ ナンバリング（494～522）あり

・ 『近世地方経済史料』3巻に「農

業談拾遺雑録」あり

2-228
【谷中御榑木并土居願書控覚】

〔年代〕　享保九年辰正月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料

・ 表紙に「11」と朱書あり

・ ナンバリング（523～545）あり

・ 『近世地方経済史料』3巻にあり

2-229
【青木昆陽申上書付】

〔年代〕　延享三年十二月卄八日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　青木文蔵

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料

・ 表紙に「12」と朱書あり

・ ナンバリング（546～573）あり

・ 『近世地方経済史料』3巻にあり

2-230
【田令講義】

〔年代〕　丙辰初夏

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　栗原信充

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料

・ 表紙に「13」と朱書あり

・ ナンバリング（574～624）あり

・ 『近世地方経済史料』3巻にあり

2-231
【東野田芹】

〔年代〕　明治四年辛未七月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　国府義胤

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「1」と朱書あり

・ ナンバリング（625～633）あり

・ 明治十七年一月　織田完之記

・ 『近世地方経済史料』3巻にあり

2-232
【郡中利害封事】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　藤田次郎左衛門幽谷

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「2」と朱書あり

・ ナンバリング（634～652）あり

・ 『近世地方経済史料』3巻にあり

2-233
【牧民後判国字解】

〔年代〕　［　　　　］
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〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　松平定綱

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「3」と朱書あり

・ ナンバリング（653～710）あり

・ 『近世地方経済史料』3巻にあり

2-234
【因伯受免由来】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　増井清蔵

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「7」とあり

・ 『近世地方経済史料』3巻にあり

2-235
【稗作方触書】

〔年代〕　天保二年卯十一月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　今浦庄屋　亀右衛門

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 伯耆海岸通において耕作の弘法

稗は白砂薄地、山寄悪地でも収

納可能な事により栽培を勧める

大森役所からの触書

・ 『近世地方経済史料』第3巻に

あり

・ 『日本農民経済叢書』第10巻にあり

2-236
【旧和歌山藩社倉趣意并法則】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「2」とあり

・ 『近世地方経済史料』3巻に「和

歌山藩社倉趣意并法則」あり

2-237
【農家実況調査】

〔年代〕　天明九年酉正月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「4」と朱書あり

・ ナンバリング（711～718）あり

・ 『近世地方経済史料』4巻に「農

家実況調書」あり

2-238
【農業夜咄】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「5」と朱書あり

・ ナンバリング（719～722）あり

・ 『近世地方経済史料』4巻にあり

2-239
【仙台藩租税要略】

〔年代・巻号〕　

明治二十一年・［巻一］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　宮城県庁

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ
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ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「6」と朱書あり

・ ナンバリング（723～795）あり

・ 『近世地方経済史料』4巻にあり

2-240
【仙台藩租税要略】

〔年代・巻号〕　

［明治二十一年］・巻二

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［宮城県庁］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ ナンバリング（796～887）あり

・ 『近世地方経済史料』4巻にあり

2-241
【仙台藩租税要略】

〔年代・巻号〕　

［明治二十一年］・巻三

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［宮城県庁］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ ナンバリング（888～963）あり

・ 『近世地方経済史料』4巻にあり

2-242
【仙台藩租税要略】

〔年代・巻号〕　

［明治二十一年］・巻四

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［宮城県庁］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ ナンバリング（964～1063）あり

・ 『近世地方経済史料』4巻にあり

2-243
【仙台藩租税要略】

〔年代・巻号〕　

［明治二十一年］・巻五

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［宮城県庁］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ ナンバリング（1064～1117）あり

・ 『近世地方経済史料』4巻にあり

2-244
【地方心得留】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「7」と朱書あり

・ ナンバリング（1118～1138）あり

・ 『近世地方経済史料』4巻にあり

2-245
【会津郡村々差出書】

〔年代〕　元禄七年戌九月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「8」と朱書あり

・ ナンバリング（1139～1160）あり

・ 『近世地方経済史料』4巻に「陸

奥国会津郡村々差出書」あり

2-246
【御代の恵】

〔年代〕　天保二辛卯年十二月
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〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　和泉利愛

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「9」と朱書あり

・ ナンバリング（1161～1168）あり

・ 『近世地方経済史料』4巻に「御

世の恵」あり

2-247
【武田源左衛門検地秘書】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　佐藤弥六

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「10」と朱書あり

・ ナンバリング（1169～1231）あり

・ 『近世地方経済史料』4巻にあり

2-248
【百姓徳行宝鑑】

〔年代〕　宝暦十一年辛巳正月吉日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　熊谷権四郎

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「11」と朱書あり

・ ナンバリング（1232～1237）あり

・ 『近世地方経済史料』4巻にあり

2-249
【心持農業記】

〔年代〕　宝暦十一年巳二月吉日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　熊谷権四郎

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「12」と朱書あり

・ ナンバリング（1238～1244）あり

・ 『近世地方経済史料』4巻にあり

2-250
【地方支配】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「13」と朱書あり

・ ナンバリング（1245～1309）あり

・ 『近世地方経済史料』4巻にあり

2-251
【地方支配条目】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「14」と朱書あり

・ ナンバリング（1310～1322）あり

・ 『近世地方経済史料』4巻にあり

2-252
【地方支配條目、地方支配】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 和紙に墨書による筆写資料

・ 『近世地方経済史料』4巻にあり
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2-253
【農業子孫養育草】

〔年代〕　文政九年水無月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　徳山敬猛

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「15」と朱書あり

・ ナンバリング（1323～1351）あり

・ 『近世地方経済史料』4巻に「農

業子孫養育草」あり

2-254
【郷村年中行事】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「7」とあり

・ 『近世地方経済史料』4巻にあり

2-255
【危言】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　島田匡蔵

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「8」とあり

・ 『近世地方経済史料』4巻にあり

2-256
【農譚藪】

〔年代〕　享保七年孟春

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　鹿峰田理

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料（表紙は

墨書）

・ 表紙に「1」とあり

・ 『近世地方経済史料』5巻にあり

2-257
【山奉行役勤向覚】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔編著者〕　高井善四郎　

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「2」とあり

・ 『近世地方経済史料』5巻にあり

2-258
【治安策】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔編著者〕　鈴木雅之

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆史資料

・ 表紙に「3」とあり

・ 『近世地方経済史料』5巻にあり

2-259
【農間雑誌】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆史資料

・ 表紙に「4」とあり

・ 『近世地方経済史料』5巻にあり
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2-260
【農家立教】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「5」とあり

・ 『近世地方経済史料』5巻にあり

2-261
【田畑証文小拾書抜】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「6」とあり

・ 『近世地方経済史料』5巻にあり

2-262
【金沢藩年中行事】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「7」とあり

・ 『近世地方経済史料』5巻にあり

2-263
【民家要術】

〔年代〕　天保［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔編著者〕　宮負定雄

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「8」とあり

・ 『近世地方経済史料』5巻にあり

2-264
【若林農書】

〔年代・巻号〕　

［　　　　］・［上巻］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔編著者〕　若林宗氏

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「9」とあり

・ 『近世地方経済史料』5巻にあり

2-265
【若林農書】

〔年代・巻号〕　

［　　　　］・［巻中］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　若林平利朝 輯
〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「9」とあり

・ 『近世地方経済史料』5巻にあり

2-266
【若林農書】

〔年代・巻号〕　

［　　　　］・［巻下］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　若林宗氏

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「9」とあり

・ 『近世地方経済史料』5巻にあり
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2-267
【若林農書　二】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写原稿

・ 「不用」と朱書

・ 『近世地方経済史料』5巻にあり

・ 凡例原稿

2-268
【紙楮由来記】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペン

書きによる筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「10」とあり

・ 『近世地方経済史料』5巻にあり

・ 「那賀郡原井村藤井宗雄蔵書之

写」とあり

2-269
【安食旱魃物語】

〔年代〕　文政五［年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　勝田宗五右衛門

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料（表紙は

墨書）

・ 表紙に「11」とあり

・ 『近世地方経済史料』5巻にあり

2-270
【豊年瑞相談】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「1」とあり

・ 『近世地方経済史料』5巻にあり

2-271
【地方御取扱演説書　全】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「3」とあり

・ 『近世地方経済史料』5巻にあり

2-272
【天保非常備組立方諭達】

〔年代〕　天保

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「5」とあり

・ 『近世地方経済史料』5巻にあり

2-273
【鳩民邇言】

〔年代〕　文政十一年戊子二月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　平山貞

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「12」とあり

・ 『近世地方経済史料』6巻にあり
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2-274
【浦河牧一件】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 『近世地方経済史料』6巻にあり

2-275
【西久保村田氏へ遣書翰】

〔年代〕　嘉永二戊酉年五月十二日

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　衣笠政忠

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「3」とあり

・ 『近世地方経済史料』6巻にあり

2-276
【耕耘培養制度類】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「4」とあり

・ 『近世地方経済史料』6巻にあり

2-277
【農業狂歌】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「5」とあり

・ 『近世地方経済史料』6巻にあ

り

2-278
【憐民撫育法】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　西山六郎兵衛

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「六」「6」とあり

・ 『近世地方経済史料』6巻にあり

2-279
【農書類聚】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「7」とあり

・ 『近世地方経済史料』6巻にあり

2-280
【村方取締規定連印写】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「8」とあり

・ 『近世地方経済史料』6巻にあり

2-281
【撫育教導伝】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
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〔非刊行〕

〔作成〕　永山盛当

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「9」とあり

・ 『近世地方経済史料』6巻にあり

2-282
【地方袖中録】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　小林寛利

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「10」とあり

・ 『近世地方経済史料』6巻にあり

2-283
【御国産紙煙草楮引立修法目論見】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　彦重

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「11」とあり

・ 『近世地方経済史料』6巻にあり

2-284
【天保飢饉奥羽武蔵聞書】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「12」とあり

・ 『近世地方経済史料』6巻にあり

2-285
【郡中省略申渡書】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「13」とあり

・ 『近世地方経済史料』6巻にあり

2-286
【秘話独断】

〔年代〕　文政十二年己丑仲春

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　南涯主人

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「14」とあり

・ 『近世地方経済史料』6巻にあり

2-287
【農作自得集】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　森広伝兵衛

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「15」とあり

・ 『近世地方経済史料』6巻にあり

2-288
【郷村手引】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ
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ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「16」とあり

・ 『近世地方経済史料』6巻にあり

2-289
【耕作弁用書】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「17」とあり

・ 『近世地方経済史料』6巻にあり

2-290
【古々呂江加木】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　豊田幹敦

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「18」とあり

・ 『近世地方経済史料』6巻にあり

2-291
【土佐藩地割䰗組法】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　安岡百樹

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「19」とあり

・ 『近世地方経済史料』6巻にあり

2-292
【勧農并村方取締頭書】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「20」とあり

・ 『近世地方経済史料』6巻にあり

2-293
【免法記】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　岸崎佐久治

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「21」とあり

・ 『近世地方経済史料』6巻にあり

2-294
【田法記】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　岸崎佐久治

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「22」とあり

・ 『近世地方経済史料』6巻にあり

2-295
【田法秘伝 ［田法記］】

〔年代〕　天和二戊年

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　岸崎氏

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料（表紙は墨書）

・ 表紙に「百七十六号」と朱書あり

・ 「此書ハ明治16年本省第18号
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達ニ基キ島根県ヨリ能義郡広瀬

村松浦雄蔵ノ蔵本ヲ借写…明治

18年12月　農書編纂掛」とあり

・ 表紙に朱書にて「本書ハ全ク171
号の耕作覚書百ヶ条ニ同しけれ

ハ除くべくか但末尾に載する免

法の一条のミ覚書になし」とあり

2-296
【農具揃】

〔年代〕　明治十四年ノ三月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　大坪二市

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「9」とあり

・ 『近世地方経済史料』6巻にあり

2-297
【御餌指方旧記】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「2」とあり

・ 『近世地方経済史料』7巻にあり

2-298
【地方大意抄】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「3」とあり

・ 『近世地方経済史料』7巻にあり

2-299
【補饑新書】

〔年代〕　天保四年

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　東條耕

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 巻末（21 ～ 24p）に「備荒書類」

あり

・ 表紙に「4」とあり

・ 『近世地方経済史料』7巻にあり

2-300
【庄屋手鏡】

〔年代〕　文化十癸酉年四月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　梅木忠章

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 文末に「…平次郎は忠章の子な

らん」とあり

・ 表紙に「5」とあり

・ 『近世地方経済史料』7巻にあり

2-301
【武蔵野国葛飾郡大島村郷約】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「6」とあり

・ 『近世地方経済史料』7巻にあり

2-302
【飛州地方御尋答書】

〔年代〕　享保十二年丁未六月

〔点数〕　綴有　1
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〔非刊行〕

〔作成〕　山内小左エ門

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「7」とあり

・ 『近世地方経済史料』7巻にあり

2-303
【理塵集　全】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料（目次は

「小野用紙」）

・ 表紙に「8」とあり

・ 『近世地方経済史料』7巻に「理

塵集」あり

2-304
【南部藩近代経済梗概】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「9」とあり

・ 『近世地方経済史料』7巻にあり

2-305
【私家農業談】

〔年代〕　天明八戊申年復月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　宮永正運

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「10」とあり

・ 年代　序に「天明八戊申年復

月」、最後に「寛政元己酉歳二

月中旬終筆」とあり

・ 『近世地方経済史料』7巻にあり

2-306
【奥寺八左衛門新田開発事蹟】

〔年代〕　明治十七年十一年

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　奥寺定之、竹村宗善

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「11」とあり

・ 『近世地方経済史料』7巻にあり

2-307
【座右秘鑑】

〔年代・巻号〕　

［　　　　］・巻之一

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペン

書きによる筆写資料（表紙は墨書）

・ 表紙に「6」とあり

・ 『近世地方経済史料』7巻にあり

2-308
【座右秘鑑】

〔年代・巻号〕　

［　　　　］・巻之二ノ（一）

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペン

書きによる筆写資料（表紙は墨書）

・ 表紙に「6」とあり

・ 『近世地方経済史料』7巻にあり
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2-309
【座右秘鑑】

〔年代・巻号〕　

［　　　　］・巻之二ノ（二）

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペン

書きによる筆写資料（表紙は墨書）

・ 表紙に「6」とあり

・ 『近世地方経済史料』7巻にあり

2-310
【座右秘鑑】

〔年代・巻号〕　

［　　　　］・巻之三

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペン

書きによる筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「6」とあり

・ 『近世地方経済史料』7巻にあり

2-311
【憐農民詞】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　竹村茂雄

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「13」とあり

・ 『近世地方経済史料』8巻にあ

り

2-312
【尾藩地方根居】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「14」とあり

・ 『近世地方経済史料』8巻にあり

2-313
【御縄之節申渡書】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　望月恒隆

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「15」とあり

・ 寛永18年正月11日より検地の

際の申渡書

・ 『近世地方経済史料』8巻にあり

2-314
【地方問答記】

〔年代〕　寛政十年二月（1798年）

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「16」とあり

・ 『近世地方経済史料』8巻にあり

2-315
【伝法記　写】

〔年代〕　寛政九丁巳年八月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　石倉思敬

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「17」とあり

・ 巻末に「寛政九丁巳年八月写之　
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石倉思敬」とあり

・ 『近世地方経済史料』8巻にあり

2-316
【田制考証】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　高倉胤明

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「1」とあり

・ 『近世地方経済史料』8巻にあり

2-317
【田制考証】

〔巻号〕　一ノ二

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「1」とあり

・ 『近世地方経済史料』8巻にあり

2-318
【田制考証】

〔年代・巻号〕　

［　　　　］・ 二ノ一， 
二ノ二，二ノ三

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「1」とあり

・ 『近世地方経済史料』8巻にあり

2-319
【田制考証】

〔巻号〕　三ノ二

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「1」とあり

・ 『近世地方経済史料』8巻にあり

2-320
【飢歳懐覚録】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　高橋正作

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「2」とあり

・ 『近世地方経済史料』8巻にあり

2-321
【正界録】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　小宮山杢之進

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「3」とあり

・ 『近世地方経済史料』8巻にあ

り

・ （1頁目に「小宮山昌世著」と

あり）

2-322
【地方問答書】

〔年代〕　享保七年寅十月（1722年）

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　
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〔作成〕　小宮山杢［之］進

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「4」とあり

・ 『近世地方経済史料』8巻にあり

・ （1頁目に「小宮山昌世答」と

あり）

2-323
【農家日用集】

〔年代〕　文化二年丑八月（1805年）

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　鈴木鿄満

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「6」とあり

・ 『近世地方経済史料』8巻にあり

・ 19丁末に「熊野権現白山比咩

社神主　鈴木土佐穂積鿄満著」

とあり

2-324
【公整旧格録】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「7」とあり

・ 『近世地方経済史料』8巻にあり

2-325
【被仰渡御請印帳】

〔年代〕　天保十一年子（1840年）

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「8」とあり

・ 『近世地方経済史料』8巻にあり

2-326
【藩時代産馬取締一斑】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「9」とあり

・ 『近世地方経済史料』8巻にあり

2-327
【西国筋村々取計方伺】

〔年代〕 寛政十一年未年十一月（1799）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　羽倉権九朗

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「10」とあり

・ 『近世地方経済史料』8巻にあり

2-328
【農事考鑑】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「11」とあり

・ 『近世地方経済史料』8巻にあり

2-329
【田地割制度】

〔年代〕　［　　　　］
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〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　石黒信基

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「12」とあり

・ 『近世地方経済資料』8巻にあり

2-330
【落穂籾拾集】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　青木魯石

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「13」とあり

・ 『近世地方経済史料』8巻にあり

2-331
【田制雑記】

〔年代〕 文政十三年寅初春（1830年1月）

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　植田政裕

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料（表紙は

墨書）

・ 表紙に「14」とあり

・ 最終ページ欠損部分あり

・ 『近世地方経済史料』8巻にあり

2-332
【国家要伝】

〔年代〕 享保［6年］辛丑初冬日（1721年）

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　武陽散民

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「1」とあり

・ 『近世地方経済史料』7巻にあり

・ 序、享保庚子仲秋日（1720年）　

桑門棊稿

2-333
【津軽地方に於ける小作米〔の〕理由】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　菊池健雄

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「4」とあり

・ 『近世地方経済史料』第8巻の

原稿

2-334
【代官庄屋勤方心得覚書】

〔年代〕　宝暦七［年］丑正月（1757年）

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「5」とあり

・ 『近世地方経済史料』8巻にあり

2-335
【政成新田由来上申書】

〔年代〕　明治十三年六月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　大河内庄五郎

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「6」とあり

・ 『近世地方経済史料』第8巻
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2-336
【［近世地方経済史料　9・10解題］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　2
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」に墨書2部　 
朱書入り

・ 琉球産業制度史料

2-337
【日本農民史料聚粋解題要旨】

〔年代〕　［昭和16年］

〔点数〕　綴有　1　綴無　3
〔非刊行〕　

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 綴無3は、はさみ込み資料

・ 第1巻～12巻まで記述あり、巌

松堂書店による内容見本、実際

に刊行されたものとも、収録内

容に違いあり

2-338
【『日本農民史料聚粋』出版関係書類綴】

〔年代〕　［昭和15年］

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 年代は印刷会社より出版社への

覚書による

・ 『日本農民史料聚粋』の内容見

本が綴じ込まれており、ここに

小野の手で「刊行済」、「未刊」、

原稿は「自宅保存」等の朱筆の

書き込みあり

・ 他に古島敏敏雄の書簡、野村兼

太郎の書評、第十巻刊行に際し

ての小野の緒言草稿等が綴じ込

まれている

2-339
【毛利藩地方史】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　2
〔非刊行〕　

〔作成〕　米光長三郎

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「五十五」とあり

・ 目次は「小野武夫用紙」に墨書

・ 「日本農民史料聚粋」1巻（未刊）

にあり

・ 目次あり

2-340
【農鑑】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙、目次は墨書）

・ 表紙に「十一」「4」と朱書

・ 末尾（p.118）に「明治拾五年

拾月二十三日謄写　農務局報告

課」とあり、見せ消ち

・ 「日本農民史料聚粋」1巻（未刊）

にあり

2-341
【農鑑】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「4」とあり

・ 「日本農民史料聚粋」1巻にあり
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2-342
【地方品目解】

〔年代〕　宝暦五年亥五月（1755年）

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕  清書　元方役　　黒田文右衛門 
草稿　地方目付　児島幸左衛門

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「二十二」「12」と朱書

・ 「日本農民史料聚粋」1巻（未刊）

にあり

2-343
【地方品目解】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 原稿用紙にペン書きによる筆写

史料

・ 「日本農民史料聚粋」1巻にあり

2-344
【農諭耕作秘書】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「十一」「3」と朱書

・ 「日本農民史料聚粋」1巻（未刊）

にあり

（明治元年十二月　写之　羽栗

郡竹ヶ鼻村　井上孫六　所持　

明治十七年四月　再写之）

2-345
【農諭耕作秘書】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「3」と朱書

・ 「日本農民史料聚粋」1巻にあり

2-346
【宇和島出産考一】

〔年代〕 安政五戊午歳次八月下澣（1858
年）

〔点数〕　綴有　2
〔作成〕　薩摩　田原明章

〔備考〕・ 「「伊豫史談」原稿用紙」に墨書

による筆写史料（1綴）

・ 表紙に「8」と朱書

・ 目次は「小野武夫用紙」墨書 
（1綴）

・ 「日本農民史料聚粋」1巻（未刊）

にあり

2-347
【宇藩出産考】

〔年代・巻号〕　

［　　　　］・巻之二

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 破損甚だし、要補修

・ 題名は綴りの末尾に依る

・ 「日本農民史料聚粋」1巻にあり
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2-348
【宇和島出産考　附　人参育種】

〔巻号〕　三

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「「伊予史談」原稿用紙」に墨書

による筆写史料

・ 「日本農民史料聚粋」1巻（未刊）

にあり

2-349
【宇和島出産考】

〔巻号〕　四

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「伊予史談」原稿用紙に墨書に

よる筆写史料

・ 「日本農民史料聚粋」1巻（未刊）

にあり

2-350
【宇和島出産考】

〔巻号〕　五

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「伊予史談」原稿用紙に墨書に

よる筆写史料

・ 「日本農民史料聚粋」1巻（未刊）

にあり

2-351
【奈良両井溝御裁許書】

〔年代〕 慶応三丁卯三月ヨリ（1867年）

〔点数〕　綴有　1　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「「伊予史談」原稿用紙」に墨書

による筆写史料

・ 表紙に「近永村」、朱書で「十一」

「第三十八号」とあり

・ 「日本農民史料聚粋」1巻（未刊）

にあり

・ 解説付（「小野武夫用紙」にカー

ボン複写　1枚挿入）

2-352
【華木之花】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「十一」「1」と朱書

・ 「日本農民史料聚粋」1巻（未刊）

にあり

2-353
【おたまき】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　長島尉信

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙、目次は墨書）

・ 和紙に墨書きのものと合綴

・ 表紙に「十一」「5」と朱書

・ 「日本農民史料聚粋」1巻（未刊）

にあり

2-354
【おたまき】

〔巻号〕　下巻

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ
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ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「5」とあり

・ 「日本農民史料聚粋」1巻にあり

2-355
【大変記】

〔年代〕 寛政四壬子年四月朔日（1792）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「十一」「2」と朱書

・ 「日本農民史料聚粋」1巻（未刊）

にあり

2-356
【［日本農民史料聚粋　第2巻　解題］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」にカーボン複写

・ 仙台藩江庄内領民愁訴録の解題

2-357
【農業蒙訓】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　伊藤正作

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「8」とあり

・ 「日本農民史料聚粋」2巻にあり

2-358
【郷村考書】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「4」とあり

・ 「日本農民史料聚粋」2巻にあり

2-359
【鄙事要録】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　青木興利

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「13」とあり

・ 「日本農民史料聚粋」2巻にあり

・ 目次あり

2-360
【田法大意】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　長島尉信

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「2」とあり

・ 「日本農民史料聚粋」2巻にあり

2-361
【諸役人勤向行事】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「12」とあり

・ 「日本農民史料聚粋」2巻にあり

・ 目次あり
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2-362
【長島氏農書】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　長島尉信

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「1」とあり

・ 「日本農民史料聚粋」2巻にあり

2-363
【延享常陸民間旧事】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「10」とあり

・ 「日本農民史料聚粋」2巻にあり

2-364
【新見藩郡中号令】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「9」とあり

・ 「日本農民史料聚粋」2巻にあり

2-365
【庄屋覚悟】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「7」とあり

・ 「日本農民史料聚粋」2巻にあり

2-366
【九州表虫防等聞合記】

〔年代〕　天保十一年（1840年）

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　宇兵衛

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「5」とあり

・ 「日本農民史料聚粋」2巻にあり

・ 巻末に茶屋村　宇兵衛、山代村　

庄三郎、保賀村　庄右衛門、小

菅波村　清右衛門　とあり

2-367
【［日本農民史料聚粋　第3巻　解題］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」にカーボン複写

・ 諸郡百姓騒動日記

2-368
【日本農民経済聚粋　第三巻】

〔年代〕　［大正］

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 「小野用紙」とあり

・ 表紙のみ

叢書を聚粋と訂正している

2-369
【天明卯辰梁】

〔年代〕　天明四辰年秋九月日（1784年）

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　松橋治三郎
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〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料

・ 「日本農民史料聚粋」3巻（未刊）

にあり

・ （巻末に“「天明卯辰鿄」「切薯

蕷伝授作法」秋田家中　大貫小

助”（16ページ）あり）

2-370
【民間之業】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「7」とあり

・ 「日本農民史料聚粋」3巻（未刊）

にあり

2-371
【民間之業】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「十三」「5」と朱書

2-372
【子孫誡草】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「1」とあり

・ 「日本農民史料聚粋」3巻にあり

2-373
【子孫誡草】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「十三」「1」と朱書

・ 頁No.2裏面に「明治十八年二

月愛媛県勧業課ヨリ借写」とあ

り、伏せ紙付

2-374
【やせかまと】

〔年代〕　文化六壬巳のとし正月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　大刀川喜右衛門

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「二十四」「1」と朱書

・ 年代の文化六年の十干は「己」

の誤り

・ 「日本農民史料聚粋」3巻（未刊）

にあり

2-375
【焼野の雉子】

〔年代〕　天保十一年　（1840年）

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　籾山資敬

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「12」とあり

・ 「日本農民史料聚粋」3巻（未刊）
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2-376
【焼野の雉子】

〔年代〕　天保十一年

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔編著者〕　籾山資敬

〔備考〕・ 「「伊豫史談」原稿用紙」にペン

書きによる筆写史料

・ 表紙は「小野用紙」に墨書

・ 表紙に「十四」「12」と朱書

・ 「日本農民史料聚粋」3巻（未刊）

にあり

2-377
【藩治雑記】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　尾崎懋

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「16」とあり

・ 「日本農民史料聚粋」3巻にあり

2-378
【藩治雑記】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　尾崎懋

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料（表紙、目次は墨書）

・ 表紙に「十三」「14」と朱書

2-379
【治国寸志記】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「5」とあり

・ 「日本農民史料聚粋」3巻にあり

2-380
【草高百石下附米勘定大概解】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　宇右衛門

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「十三」「4」と朱書

・ 「日本農民史料聚粋」3巻（未刊）

にあり

（・最終頁に砺波郡野尻村　菊

池六郎右衛門とあり）

2-381
【草高百石下附米勘定大概解】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　宇右衛門

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「6」とあり

・ 「日本農民史料聚粋」3巻（未刊）

にあり

2-382
【土佐国民情一班】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 「日本農民史料聚粋」3巻にあり
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2-383
【山方御定法并仕来書】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙、目次は墨書）

・ 表紙に「十五」「6」と朱書

・ 「日本農民史料聚粋」3巻（未刊）

にあり

2-384
【諸郡百姓騒動日記】

〔年代〕　天保弐卯八月（1831年）

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　御目附所

〔備考〕・ 「小野用紙」にカーボン複写に

よる筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「二十四」「第三十五号」

「7」と朱書

・ 「日本農民史料聚粋」3巻（未刊）

にあり

2-385
【出羽・田川外二郡　村々騒動一件吟味

書】

〔年代〕 弘化三午年閏五月十一日（1846）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　羽州田川郡大山村　年寄　2名
〔受取〕　御奉行所

〔備考〕・ 原稿用紙にペン書きによる筆写

史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「第三巻」と朱書

・ 「日本農民史料聚粋」3巻にあり

2-386
【日本農民史料聚粋　第四巻】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」に墨書

・ 青鉛筆で「中扉」とあり

・ 「日本農民経済叢書　第十四巻」

を見せ消ち訂正したもの

2-387
【［日本農民史料聚粋　第四巻　解題］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　2
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」に墨書

・ 改作用録（加賀藩）

・ 加越能三州改作之初物語

2-388
【土佐国地方慣習手引草】

〔年代〕　明治十二年四月三十日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　高知県

〔受取〕　高知裁判所

〔備考〕・ 和紙に墨書による筆写史料

・ 表紙は「小野用紙」、目次は「小

野武夫用紙」

・ 表紙に「二十三」「3」「①」と

朱書

・ ナンバリング（1～95）あり

・ 「日本農民史料聚粋」4巻にあり

2-389
【郷士録】

〔年代〕　嘉永六年癸丑六月（1853）
〔点数〕　綴有　1
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〔非刊行〕　

〔作成〕　楠目成徳

〔備考〕・ 和紙に墨書による筆写史料　表

紙は「小野用紙」

・ 表紙に「十四」「10」「②」と朱書

・ ナンバリング（96～126）あり

・ 「日本農民史料聚粋」4巻にあり

2-390
【郷士録】

〔年代〕　嘉永六年癸丑六月（1853）
〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　楠目成徳

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料（題字は

墨書）

・ 表紙に「10」とあり

・ 「日本農民史料聚粋」4巻にあり

2-391
【農事辨畧】

〔年代〕　天明七未十月（1787）
〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　河野徳兵衛

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙、目次は墨書）

・ 表紙に「8」「③」と朱書

・ ナンバリング（128～154）あり

・ 「日本農民史料聚粋」4巻にあり

2-392
【農事辨略】

〔年代〕　天明七未十月（1787）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　河野徳兵衛

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「8」とあり

・ 「日本農民史料聚粋」4巻にあり

2-393
【粒々辛苦録】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「二十二」「15」「④」

と朱書

・ ナンバリング（155～228）あり

・ 「日本農民史料聚粋」4巻にあり

2-394
【樹芸考】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙、目次は墨書）

・ 表紙に「十四」「3」「⑤」と朱

書

・ ナンバリング（229～248）あり

・ 「日本農民史料聚粋」4巻にあり

2-395
【樹芸考　全】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料（表紙は

墨書）

・ 表紙に「3」とあり

・ 「日本農民史料聚粋」4巻にあり
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2-396
【尾濃村々由緒留】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 原稿用紙にペン書きによる筆写

史料（表紙は「小野用紙」に墨

書）

・ 表紙に「十四」「七」「⑥ノー」

と朱書

・ ナンバリング（249～453）あり

・ 「日本農民史料聚粋」4巻にあり

2-397
【尾濃村々由緒留　下】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 原稿用紙にペン書きによる筆写

史料（表紙は和紙に墨書）

・ ナンバリング（464～643）あり

・ 最終頁欠損部分あり

・ 表紙に⑥ノ二と朱書

・ 「日本農民史料聚粋」4巻にあり

2-398
【尾濃村々由緒留】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料（題字は

墨書）

・ 表紙に「7の1」とあり

・ 「日本農民史料聚粋」4巻にあり

2-399
【尾濃村々由緒留】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料（題字は

墨書）

・ 表紙に「7の2」とあり

・ 「日本農民史料聚粋」4巻にあり

2-400
【郡用記】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　178
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「「伊豫史談」原稿用紙」に墨書、

ペン書きによる筆写史料

・ 表紙に「第九号」「二十二」「⑦」

と朱書

・ ナンバリング（644～［820］）あ
り　No.788の1、2あり

・ 表紙欠損部分あり

・ 「日本農民史料聚粋」4巻にあり

2-401
【村々百姓共心得】

〔年代〕　寛政四壬子年十月（1792）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　中村段右衛門

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「十四」「11」「⑧」と

朱書

・ ナンバリング（821～834）あり

・ 「日本農民史料聚粋」4巻にあり
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2-402
【村々百姓共心得】

〔年代〕　寛政四壬子年十月（1792）
〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　中村段右衛門

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料（表紙は

墨書）

・ 表紙に「11」とあり

・ 「日本農民史料聚粋」4巻にあり

2-403
【一郡規定書】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「十四」「⑨」と朱書

・ ナンバリング（835～843）あり

・ 「日本農民史料聚粋」4巻にあり

2-404
【一郡規定書】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料（題字は

墨書）

・ 表紙に「9」とあり

・ 「日本農民史料聚粋」4巻にあり

2-405
【十日町村総百姓寄合相談相定証文】

〔年代〕 元禄十一年寅極月十二日（1698）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「十四」「6」「⑩」と朱

書

・ ナンバリング（844～851）あり

・ 「日本農民史料聚粋」4巻にあり

2-406
【十日町村総百姓寄合相談相定証文】

〔年代〕  元禄十壱年寅十二月十二日

（1698）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　十日町村　彦七　外拾三人

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料（表紙は

墨書）

・ 表紙に「6」とあり

・ 「日本農民史料聚粋」4巻にあり

2-407
【加越能三州改作之初物語】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「第六十七号」「⑪」と

朱書

・ ナンバリング（852～864）あり

・ 「日本農民史料聚粋」4巻にあり

2-408
【改作要録】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］
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〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「第六十二号」「⑫」と

朱書

・ ナンバリング（865～917）あり

・ 「日本農民史料聚粋」4巻にあり

2-409
【阿波百姓動乱録】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」にカーボン複

写による筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「十四」「第五十二号」「⑬」

と朱書

・ ナンバリング（918～977）あり

・ 「日本農民史料聚粋」4巻にあり

2-410
【伊予百姓一揆　上】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料（表紙は

墨書）

・ 表紙に「2」とあり

・ 「日本農民史料聚粋」4巻にあり

2-411
【伊予百姓一揆】

〔年代〕　［昭和16年～19年］

〔点数〕　綴有　16
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「伊予史談会」用紙に墨書

・ 表紙に「十六」「2」と朱書、「第

四巻」とペン書

・ 朱で後筆あり

・ 各表紙右下に「二写」とあり

・ 夫々の丁付と通しナンバー及び

綴じ穴があり、当センターにて

こよりで仮綴じをした

・ 第十五の未尾に朱書にて「日本

農民史料聚粋　第四巻（終）校

訂者　今井林太郎　伊豆川浅

吉」とあり

・ 日本農民史料聚粋　第四巻

伊予百姓一揆　第1～15
第一　 久万山大騒動　 

1066～1091
第二　 寛延大州騒動　 

1092～1116
第三　 久米騒動拾遣　 

1117～1122
第四　川之内騒動　1123～1130
第五　直瀬一揆　　1131～1134
第六　富野川騒動　1135～1140
第七　 日瀬里来往一揆　 

1141～1143
第八　蔵川騒動　　1144～1148
第九　吉田騒動　　1149～1184
第十　西條騒動　　1185～1195

第十一　内子騒動　　1196～1204
第十二　 土佐百姓一揆二件　 

1205～1211
第十三　大洲紙騒動　1212～1222
第十四　高瀬騒動　　1223～1227
第十五　諸騒動七件　1228～1235

以上15綴り

2-412
【［日本農民史料聚粋　第5巻　解題］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　2
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

－ 95 －



〔備考〕・ 「小野武夫用紙」にカーボン複写

・ 白髪村松谷村富野川村減免租始

末書

・ 諸州採薬記抄録

2-413
【日本農民経済聚粋　第五巻】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 日本農民経済叢書第十五巻を、

日本農民経済聚粋第五巻に見せ

消ちしている

・ 表紙のみ

2-414
【穂仁穂　完】

〔年代〕　天明六［年］丙午年五月（1786）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔著者〕　川合忠蔵

〔備考〕・ 「大蔵永常農学全集原稿紙」に

カーボン複写による筆写史料

（表紙は墨書）

・ 「日本農民史料聚粋」5巻にあり

2-415
【老農夜話】

〔年代〕　天保十有四歳癸卯秋八月念三日

（天保14年＝1843年）

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　中台芳昌

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「十五」「9」と朱書

・ 「日本農民史料聚粋」5巻にあ

り（未刊）

（・本文最後に中台盛昌　謹識　

とあり）

2-416
【孝教勧農策】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　武元恒

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「十五」「1」と朱書

・ 「日本農民史料聚粋」5巻にあ

り（未刊）

（・巻末に書孝教勧農策之後 
天保十年己亥正月朔旦（1839）
摂南藤原練清識とあり）

（・本文の附録に弘化二乙巳年

七月下澣之頃石神榊嶺訂正とあ

り）

2-417
【孝教勧農策】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　武元恒

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「1」とあり

・ 「日本農民史料聚粋」5巻にあり

2-418
【田芹】

〔年代〕　延享三寅四月（1746）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　御勘定　依田茂八郎　他

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「十五」「5」と朱書

・ 「日本農民史料聚粋」5巻にあ

り（未刊）
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2-419
【櫨育口伝試百ヶ條】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　上田春荘

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙は「小野武夫用紙」に墨書

・ 表紙に「十五」「11」と朱書

・ 「日本農民史料聚粋」5巻にあ

り（未刊）

（・巻末に「大正五年九月谷口惣

之助」とあり）

2-420
【各地方歴観記】

〔年代〕　明治十一年

〔点数〕　綴有　1　綴無　1
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「農商務省」用紙にカーボンに

よる筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「第十五号」と朱書

・ 「日本農民史料聚粋」5巻（未刊）

にあり

・ 解題（｢小野用紙」に墨書）1
枚挿入

2-421
【諸州採薬記抄録】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　植村左平治

〔備考〕・ 「「伊豫史談」原稿用紙」に墨書

による筆写史料

・ 表紙に「八」「第四十四号」と朱書

・ 欠損部分あり

・ 「日本農民史料聚粋」5巻（未刊）

にあり

2-422
【地方要元】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 和紙に墨書による筆写史料

・ 表紙に「第三十号」「二十三」「ち」

「9」と朱書

・ 「日本農民史料聚粋」5巻（未刊）

にあり

・ 目次付（墨書一枚挿入）

・ 巻末に「地方要元・地方極要法

秘伝聞書」あり

2-423
【佐渡一国騒動記】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　芙蓉山人

〔備考〕・ ｢比較土地制度史研究室」用紙、

「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料

・ 表紙に｢第五巻」とペン書

・ 「日本農民史料聚粋」5巻（未刊）

にあり

2-424
【早米来村由緒の事】

〔年代〕　明治廿三年六月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　小柳慶次郎撰　小柳満次郎書

〔備考〕・ 「地人書館」用紙にペン書きに

よる筆写史料

・ 表紙欄外に「第五巻」とペン書

・ 「日本農民史料聚粋」5巻（未刊）

にあり

早米来村＝ソウメキムラ
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福岡県三池郡早米来村（現大牟

田市）

2-425
【入百姓発端之記】

〔年代〕　文政十二年六月十八日（1829）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　釋良恵

〔備考〕・ 「東洋経済｢現代文明史」用箋」

にペン書きによる筆写史料

・ 「日本農民史料聚粋」5巻（未刊）

にあり

2-426
【白髪村・松谷村・冨野川村　減免租始

末書】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「「伊豫史談」原稿用紙」に墨書

による筆写史料

・ 表紙に「10」「再校合了」「第

二十九号」と朱書

・ 「日本農民史料聚粋」5巻（未刊）

にあり

2-427
【検地方御定格要用】

〔年代〕　享和二年四月（1802年）

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　林弥四郎　他9名
〔受取〕　諸郡　御扶持人中

〔備考〕・ ｢小野用紙」にペン書きによる

筆写史料

・ 表紙に「11」｢十八」と朱書

・ 「日本農民史料聚粋」5巻（未刊）

にあり

2-428
【越後柏崎騒動略記】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 新潟県庁　石井清吉　書簡2通
付（昭和3年8月26日付、9月
6日付）

・ 表紙に「十五」「12」と朱書

・ 「日本農民史料聚粋」5巻（未刊）

にあり

2-429
【肥前国松浦郡村々百姓共去夏以来騒立

候始末申上候書付】

〔年代〕　亥五月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　御預所役人　田山定輔

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（題字は墨書）

・ 「日本農民史料聚粋」5巻（未刊）

にあり

2-430
【［日本農民史料聚粋　第6巻　解題］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」にカーボン複写

・ 佐貫関山用水書類の解題

2-431
【郡典私志】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
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〔非刊行〕　

〔著者〕　中村平左衛門

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ ナンバリング（1～122）あり

・ 「日本農民史料聚粋　第六巻」

大扉あり。「郡典私志」の扉に

は「十六」「①」と朱書

・ 『日本農民史料聚粋』6巻にあり

2-432
【郡典私志　全】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　中村平左衛門

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「10」とあり

・ 「校正　野崎　土方」と貼紙あり

・ 『日本農民史料聚粋』6巻にあり

2-433
【備中国御代官所百姓強訴一件】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 原稿用紙にペン書きによる筆写

史料（表紙は墨書）

・ ナンバリング（158～224）あり

・ 表紙に「③」と朱書

・ 「日本農民史料聚粋」6巻にあり

・ 総目次6巻にはこの題名に続き

「同国金山問堀一件、在牢出牢

書上げ」とあるが、見せ消ちさ

れている

2-434
【肥後国耕作聞書】

〔年代〕　天保十四年卯六月（1843）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　園田憲章

〔備考〕・ 「農商務省」用紙にカーボン複

写による筆写史料（表紙は「小

野用紙」に墨書）

・ 表紙に「十六」「④」「11」と

朱書

・ ナンバリング（225～243）あり

・ 「日本農民史料聚粋」6巻にあり

2-435
【肥後国耕作聞書】

〔年代〕　天保十四年卯六月（1843）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　園田憲章

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「11」とあり

・ 欠損部分あり

・ 「日本農民史料聚粋」6巻にあり

2-436
【郷士関係一件記録】

〔年代〕　天保十亥年四月（1839）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　岡田治部右衛門

〔備考〕・ 和紙に墨書による筆写史料（表

紙は「小野用紙」）

・ 表紙に「⑤」「8」「十六」と朱

書

・ ナンバリング（244～282）あり

・ 「日本農民史料聚粋」6巻にあり
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2-437
【農家捷径抄】

〔年代〕　文化五戌辰十一月（1808）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　小貫萬志

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「⑥」「二十二」「10」
と朱書

・ ナンバリング（283～318）あり

・ 「日本農民史料聚粋」6巻にあり

2-438
【信越大地震一件見聞録】

〔年代〕 弘化四丁未年三月廿四日夜（1847）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書による筆写史料

・ 表紙に「⑦」と朱書

・ ナンバリング（319～321）あり

・ 「日本農民史料聚粋」6巻にあり

2-439
【地教用節集】

〔年代〕　元禄四年（1691年）

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「9」とあり

・ 「校正　石坂　松永」と貼紙あり

・ 『日本農民史料聚粋』6巻にあり

2-440
【地教用節集】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料

・ ナンバリング（350～381）あり

・ 前欠　

・ 題名は巻末の「地教用節集終」

に依る

・ 「日本農民史料聚粋」6巻にあり

2-441
【倹約夢問答】

〔年代〕　寛政二庚戌歳二月（1790）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　松隈直勝

〔備考〕・ 原稿用紙にペン書きによる筆写

史料

・ ナンバリング（382～413）あり

・ 表紙に「⑨」とあり

・ 「日本農民史料聚粋」6巻にあり

2-442
【田法独合点】

〔年代〕  安政三［年］丙辰十一月（1856
年）

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　鄭鄙人

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「1」「6巻」とあり

・ 「日本農民史料聚粋」6巻にあり

2-443
【田法独合点】

〔年代〕　安政三［年］丙辰十一月（1856
年）

〔点数〕　綴有　1
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〔非刊行〕　

〔作成〕　鄭鄙人

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「十六」「1」「⑪」と朱書

・ ナンバリング（414～500）あり

・ 「日本農民史料聚粋」6巻にあり

2-444
【養育館事蹟調】

〔年代〕　［明治］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 和紙に孔版による筆写史料

・ 表紙に「十六」「⑪」「15」と

朱書

・ ナンバリング（501～565）
・ 「日本農民史料聚粋」6巻にあり

2-445
【去巳年新川郡暴動一件御詮義方留】

〔年代〕　明治三年午七月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　岡部平右衛門

〔備考〕・ 「石川県図書館協会」用紙にペ

ン書き

・ 表紙に「⑫」と朱書

・ ナンバリング（566～624）あり

・ 「日本農民史料聚粋」6巻にあり

2-446
【基肆養父実記】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　原孫兵衛　他十名

〔備考〕・ 原稿用紙にペン書きによる筆写

史料

・ 表紙に「⑬」と朱書

・ ナンバリング（625～819）あり

・ 「日本農民史料聚粋」6巻にあり

2-447
【農稼業事】

〔年代〕　寛政六年寅仲春（1794）
〔点数〕　綴有　2
〔非刊行〕　

〔作成〕　児島如水

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「十六」「⑮」と朱書

・ 「日本農民史料聚粋」6巻にあり

2-448
【農稼業事　上之巻】

〔年代〕  寛政六年寅仲春（1794年2月）

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　児島如水

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「6」とあり

・ 「日本農民史料聚粋」6巻にあり

2-449
【跡式相続方旧例留】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「十六」「⑮」と朱書

・ ナンバリング（820～872）あり

・ 「日本農民史料聚粋」6巻にあり
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2-450
【跡式等相続方并肝煎以上小役退出替子

孫へ譲高改名願等旧例留】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「5」とあり

・ 「日本農民史料聚粋」6巻に跡

式相続方旧例留あり

・ 中扉に「跡式相続方旧例留」と

あり

2-451
【開墾歎願書及請書】

〔年代〕　［明治］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「農商務省」用紙にカーボン複

写による筆写史料（表紙は「小

野用紙」に墨書）

・ 表紙に「十六」「⑯」と朱書

・ ナンバリング（873～908）あり

・ 「日本農民史料聚粋」6巻にあり

2-452
【開墾歎願書及請書】

〔年代〕　［明治］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「3」とあり

・ 「日本農民史料聚粋」6巻にあり

2-453
【夜伽話】

〔年代〕　文政十三庚寅晩春　（1830）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔著者〕　松江弥兵衛

〔備考〕・ 「「伊予史談」原稿用紙」に墨書

による筆写史料（表紙は「小野

用紙」）

・ 表紙に「十七」「⑰」「10」と

朱書

・ ナンバリング（909～1048）あり

・ 「日本農民史料聚粋」6巻にあり

2-454
【佐貫関山用水書類】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「⑱」「第四十六号」と

朱書

・ ナンバリング（1049～1065）あり

・ 「日本農民史料聚粋」6巻にあり

2-455
【日本農民史料聚粋　第一巻・第三巻目

次・解題】

〔年代〕　［昭和16～19年］

〔点数〕　綴有　2　袋　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 「壮年団中央協会原稿用紙」と

ある用紙使用

・ 目次と各項目についての解題

・ 第7巻の内容と一致
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2-456
【［日本農民史料聚粋　第7巻、解題］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　4
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」にカーボン複

写4点、「小野用紙」に墨書1点
・ 農家業状筆録

・ 見聞雑録

・ 殿様御逗留諸雑用割付帳

・ 農民年中行事

以上4点の解題

2-457
【地方準縄】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 和紙に墨書による筆写史料（表

紙は「小野用紙」）

・ ナンバリング（762～875）あり

・ 和紙の表紙に「島根県飯石郡吉

田村大字吉田　阿部氏蔵」とあ

り

・ 「日本農民史料聚粋」7巻にあり

2-458
【［日本農民史料聚粋［第八巻　羽後民情

録目次］】

〔年代〕　［昭和16～19年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 日くらし草紙、老の僻言集、放

言雑記、木魂集、枯尾花　他

2-459
【羽後民情録［解題］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　菅原源八

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」にカーボン複

写による筆写資料

・ 表紙に「5169」の貼紙あり

・ 日本農民史料聚粋第8巻
・ 秋田郡元木村の菅原源八（実名

善成、号を一松軒三石、挿花の

号には松影、俳句には照花堂蛙

夕を用いる）の安政3年より明

治7年までの18年間に全33冊
を14種の題名を付した稿本の

解題

上

1. 日くらし草紙　○

2. 老之僻言集　○

3. 放言雑記

4. 木魂集　○

5. 枯尾花集

○印は複写本あり

下

6. 不知己漫語

7. 自演自笑編

8. 草庵漫草

9. 改世珍事記

10. 御代の春風

11. 出任せ草紙

12. 自由自在鍵

13. 舌戦世態物語

14. 無尽雑話誌

2-460
【［日本農民史料聚粋　第8巻解題］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　3
〔非刊行〕　

－ 103 －



〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 版心に「小野武夫用紙」とある

原稿用紙を使用

・ クリップを除去し、こよりで仮

り綴じをした

・ 羽後民情録

（1）日くらし草紙　第28～33巻
（2）老之僻言集

（3）――

（4）――

（5）――

（6）――

（7）――

（8）草庵漫筆

（9）――

（10）――

（11）出任せ草紙

（12）自由自在鍵　二編

（13）舌戦世態物語

（14）無尽雑話誌

2-461
【［日本農民史料聚粋第8巻12　解題］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ No.「1369」とナンバリングあり

・ 欄外に「原稿は再校出来の節御

返送願ます。」とペン書きあり

・ 朱書にて「目次」とあり「自演

自笑編」に見せ消ち、「編一」

と訂正あり

・ 第8巻　羽後民情録の12、自演

自笑編

2-462
【日くらし草紙［羽後民情録］】

〔年代・巻号〕　

安政三［年］乙辰十二月（1856

年）・第一［巻］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　一松軒三石

〔備考〕・ 和紙にカーボン複写による筆写

資料

・ 「5175」と貼紙

・ 日本農民史料聚第8巻上

・ 安政3年12月より文久2年秋ま

での7か年をかけた戯作4冊の

内

2-463
【日くらし草紙　二冊目［羽後民情録］】

〔年代・巻号〕　

［　　　　］・第二［巻］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　一松軒三石

〔備考〕・ 和紙にカーボン複写による筆写

資料

・ 「7176」と貼紙

・ 日本農民史料聚粋第8巻上

・ 安政3年12月より文久2年秋ま

での7か年をかけた戯作4冊の

内

2-464
【日くらし草紙　二編之一［羽後民情録］】

〔年代・巻号〕　

文久二［年］戌（1862年）・第三

［巻］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　一松軒三石

〔備考〕・ 和紙にカーボン複写による筆写

資料

・ 「5177」と貼り紙

・ 日本農民聚粋第8巻上
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2-465
【日くらし草紙　次編の二［羽後民情録］】

〔巻号〕　［　　　　］・第四巻

〔点数〕　綴有

〔非刊行〕　

〔作成〕　一松軒三石

〔備考〕・ 「5206」と貼り紙

・ 和紙にカーボン複写による筆写

資料

・ 日本農民史料聚粋第8巻上

・ 安政3年12月～文久2年秋末方

までの7か年をかけ戯作した4
冊の内

2-466
【老の僻言集　全】

〔年代・巻号〕　

慶応［4年］戊辰季夏（1868年
6月）・第五巻

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　菅原貞岩［一松軒三石］

〔備考〕・ 和紙にカーボン複写による筆写

資料

・ 「5178」と貼り紙

・ 日本農民史料聚粋第8巻上

・ 文久2年壬戌初冬（10月）作を

慶応4年戌辰季夏（6月）に書

き改めたもの

2-467
【放言雑記　初編の一［羽後民情録］】

〔年代・巻号〕　

文久三［年］戌十一月・第六冊目

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［一松軒三石］

〔備考〕・ 和紙にカーボン複写による筆写

史料

・ 文久3年は亥年

・ 「日本農民史料聚粋」8巻上に

あり

2-468
【放言雑記　初編の二［羽後民情録］】

〔年代・巻号〕　

慶應［4年］戌辰九月卄六日

（1868年）・第七冊目

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　一松軒三石

〔備考〕・ 和紙にカーボン複写による筆写

史料

・ 巻末に「再書」とあり

・ 「日本農民史料聚粋」8巻上に

あり

2-469
【放言雑記　二編目初編［羽後民情録］】

〔年代・巻号〕　

元治元［年］甲子三月・第八冊目

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［一松軒三石］

〔備考〕・ 和紙にカーボン複写による筆写

史料

・ 「日本農民史料聚粋」8巻上に

あり

2-470
【放言雑記　二編目の二［羽後民情録］】

〔年代・巻号〕　

元治元［年］甲子十二月・第九冊

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　一松軒三石

〔備考〕・ 和紙にカーボン複写による筆写

資料

・ 日本農民史料聚粋8巻上

・ 元治元甲子十二月（1864年12月）
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2-471
【木魂集　初編の貮［羽後民情録］】

〔年代・巻号〕　

慶應［4年］戊辰十一月十五日

（1868年）・第拾貮冊目

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　一松軒三石

〔備考〕・ 和紙にカーボン複写による筆写

史料

・ 「日本農民史料聚粋」8巻上に

あり

2-472
【枯尾花集　初編の一［羽後民情録］】

〔年代・巻号〕　

明治元［年］戊辰十二月（1868
年）・第十四冊目

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　一松軒

〔備考〕・ 和紙にカーボン複写による筆写

史料

・ 「日本農民史料聚粋」8巻上に

あり

2-473
【枯尾花集　二の巻［羽後民情録］】

〔年代・巻号〕　

明治［2年］己巳仲秋（1869年
8月）・第十五冊目

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　一松軒

〔備考〕・ 和紙にカーボン複写による筆写

史料

・ 「日本農民史料聚粋」8巻上に

あり

2-474
【枯尾花集　三編の一［羽後民情録］】

〔年代・巻号〕　

明治二［年］巳仲秋（1869年8
月）・第十六冊目

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 和紙にカーボン複写による筆写

史料

・ 「日本農民史料聚粋」8巻上に

あり

2-475
【枯尾花集　三編の二［羽後民情録］】

〔年代・巻号〕　

明治［2年］己巳十二月大晦日

（1869年）・第十七冊目

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　一松軒三石

〔備考〕・ 和紙にカーボン複写による筆写

史料

・ 「日本農民史料聚粋」8巻上に

あり

2-476
【不知己漫語初編［羽後民情録］】

〔年代・巻号〕　

明治三［年］庚午正月（1870年） 
・第十八冊目

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　一松軒三石題

〔備考〕・ 和紙にカーボン複写による筆写

史料

・ 「日本農民史料聚粋」8巻下に

あり
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2-477
【不知己漫語二編［羽後民情録］】

〔年代・巻号〕　

明治［3年］庚午季夏（1870年
6月）・第十九冊目

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　狂歌堂礎久

〔備考〕・ 和紙にカーボン複写による筆写

史料

・ 「日本農民史料聚粋」8巻下に

あり

2-478
【不知己漫語二編之二［羽後民情録］】

〔年代・巻号〕　

明治三［年］十二月大晦日（1870
年）・第二十冊目

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　一松軒礎久

〔備考〕・ 和紙にカーボン複写による筆写

史料

・ 「日本農民史料聚粋」8巻下に

あり

2-479
【自演自笑　羽後民情録】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　238
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 原稿用紙にカーボン複写による

筆写史料

・ 目次（2枚）は「小野武夫用紙」

に墨書

・ ナンバリング（1368、1370～
1604）あり

・ 「日本農民史料聚粋」8巻下に

あり

2-480
【自演自笑　編一［羽後民情録］】

〔年代・巻号〕　

明治四［年］未正月元日（1871
年）・第二十一冊目

〔点数〕　綴有　1　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 和紙にカーボン複写による筆写

資料

・ 「日本農民史料聚粋」8巻下

・ 明治四未正月元日（1871年1
月1日）

2-481
【自演自笑　編二［羽後民情録］】

〔年代・巻号〕　

［明治四年］十一月十八日・第

二十二冊目

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 和紙にカーボン複写による筆写

資料

・ 「日本農民史料聚粋」8巻下

2-482
【自演自笑　編三［羽後民情録］】

〔年代・巻号〕　

明治四［年］辛未十二月大晦日

（1871年）・第二十三冊目

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　三石

〔備考〕・ 和紙にカーボン複写による筆写

資料

・ 「日本農民史料聚粋」8巻下
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2-483
【草庵漫筆　全［羽後民情録］】

〔年代・巻号〕　

明治［5年］壬申初夏（1872年
4月）・第拾冊

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 和紙にカーボン複写による筆写

資料

・ 「日本農民史料聚粋」8巻下

2-484
【草庵漫筆　［羽後民情録］】

〔年代〕 明治［5年］壬申初夏（1872年4
月）

〔点数〕　綴無　90
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 原稿用紙にカーボン複写による

筆写史料

・ 表紙は「日本農民経済叢書用紙」

にペン書き

・ 目次は「小野武夫用紙」に墨書

・ 表紙に「第八十九号」と朱書

・ ナンバリング（1605～1694）あり

・ 「日本農民史料聚粋」8巻下にあり

2-485
【改世珍事記　［羽後民情録］】

〔年代〕　明治［5年］壬申歳暮（1872年）

〔点数〕　綴無　314
〔非刊行〕　

〔作成〕　一松軒

〔備考〕・ 原稿用紙にカーボン複写による

筆写史料

・ 表紙は「日本農民経済叢書用紙」

にペン書き

・ 目次（3枚）は「小野武夫用紙」

に墨書

・ ナンバリング（1695～2008）あり

・ 表紙に「第九十四号」と朱書、

見せ消ちあり

・ 「日本農民史料聚粋」8巻下に

あり

2-486
【改世珍事記　初編［羽後民情録］】

〔年代・巻号〕　

［　　　　］・第二十四冊目

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 和紙にカーボン複写による筆写

資料

・ 「日本農民史料聚粋」8巻下

2-487
【改世珍事記　次編の二［羽後民情録］】

〔年代・巻号〕　

［　　　　］・第二十六冊目

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　一松軒

〔備考〕・ 和紙にカーボン複写による筆写

資料

・ 「日本農民史料聚粋」8巻下

・ 明治壬申歳暮（1872年）

2-488
【改世珍事記　次編［羽後民情録］】

〔年代・巻号〕　

明治五［年］壬申季夏（1872年
6月）・第二十五冊目

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 和紙にカーボン複写による筆写

資料

・ 「日本農民史料聚粋」8巻下
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2-489
【御代の春風　全［羽後民情録］】

〔年代・巻号〕　

明治六［年］癸酉一月・ 
第二十七冊目

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　一松軒三石

〔備考〕・ 和紙にカーボン複写による筆写

資料

・ 日本農民史料聚粋　8巻下

・ 明治六癸酉一月（1873年1月）

2-490
【御代の春風　［羽後民情録］】

〔年代〕　明治六［年］癸酉一月吉旦

〔点数〕　綴有　1　綴無　81
〔非刊行〕　

〔作成〕　一松軒三石

〔備考〕・ 原稿用紙にカーボン複写による

筆写史料

・ 表紙は「小野用紙」にペン書き、

上部欠損

・ 目次（4枚）は1綴、原稿用紙

にペン書き

・ ナンバリング（2010～2092）あり

・ 「日本農民史料聚粋」8巻下に

あり

2-491
【出任せ草紙　［羽後民情録］】

〔年代〕　明治六［年］癸酉十二月三十一

日

〔点数〕　綴無　181
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 原稿用紙にカーボン複写による

筆写史料

・ 表紙は「小野用紙」にペン書き

・ 目次（4枚）は「小野武夫用紙」

に墨書

・ ナンバリング（2146～2326）あり

・ 「日本農民史料聚粋」8巻下に

あり

2-492
【出任せ草紙　初巻［羽後民情録］】

〔年代・巻号〕　

［　　　　］・第二十八冊目

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 和紙にカーボン複写による筆写

資料

・ 日本農民史料聚粋　8巻下

2-493
【出任せ草紙　巻の二［羽後民情録］】

〔年代・巻号〕　

明治六［年］癸酉十二月三十一

日（1873年）・第二十九巻目

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 和紙にカーボン複写による筆写

資料

・ 日本農民史料聚粋　8巻下

2-494
【自由自在鍵　［羽後民情録］】

〔年代〕  明治七［年］甲戌孟春 
（1874年1月）

〔点数〕　綴有　1　綴無　40
〔非刊行〕　

〔作成〕　一松軒三石

〔備考〕・ 原稿用紙にカーボン複写による

筆写史料

表紙は「小野用紙」にペン書き

目次（1綴）は「小野武夫用紙」

に墨書　
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・ ナンバリング（2327～2370）あり

・ 後欠

・ 「日本農民史料聚粋」8巻下に

あり

2-495
【自由自在鍵　二編の一［羽後民情録］】

〔年代・巻号〕　

明治七［年］甲戌孟春 
（1874年1月）・第三十冊目

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　一松軒三石

〔備考〕・ 和紙にカーボン複写による筆写

資料

・ 日本農民史料聚粋　8巻下

2-496
【自由自在鍵　次編［羽後民情録］】

〔年代・巻号〕　

［　　　　］・第三十一冊目

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 和紙にカーボン複写による筆写

資料

・ 日本農民史料聚粋　8巻下

2-497
【舌戦世態物語　全　［羽後民情録］】

〔年代・巻号〕　

明治七［年］甲戌六月七日 
（1874年）・第三十二冊目

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 和紙にカーボン複写による筆写

資料

・ 日本農民史料聚粋　8巻下

2-498
【無尽雑話誌　［羽後民情録］】

〔年代〕　明治七［年］甲戌季夏（6月）

〔点数〕　綴無　53
〔非刊行〕　

〔作成〕　一松軒三石

〔備考〕・ 原稿用紙にカーボン複写による

筆写史料

表紙は「小野用紙」にペン書き

目次（2枚）は「小野武夫用紙」

に墨書き

・ ナンバリング（2093～2145）あり

・ 「日本農民史料聚粋」8巻下に

あり

2-499
【［日本農民史料聚粋　第9巻、解題］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」にカーボン複

写

・ 鬼頭家開墾事業関係記録写の解

題

2-500
【諸郷栄労調　他】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 和紙に墨書による筆写史料

・ 「日本農民史料聚粋」9巻にあり

他に諏訪稲荷祭儀、塚田多門上

書、亀鶴問答、告志篇　あり

・ 「諸郷栄労調ニ別ニ取ル」と朱

書あり
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2-501
【［日本農民史料［語］聚粋　第10巻、

解題］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　3
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」使用、カーボ

ン複写

・ 天保八年御巡見使に係る記

・ 地方覚語一覧記

・ 海辺民築地一件

2-502
【被　仰出一件写】

〔年代〕 文政十三年寅三月（＝天保元年　

1830年）

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　殿鋪善兵衛

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」にカーボン複

写による筆写史料

・ 御演達　寅三月

（差出）　野津俊平

（受取）　 大庄屋　 
宁岡吉勘右衛門

　　　　大庄屋祐四郎

・ 在町江申渡箇條書　

文政十三年寅三月

（差出）　御郡中　庄屋　大庄屋

（受取）　両御役所

　　　　 地方取頭御用人　 
加藤左衛門

　　　　郡御奉行　野津僧平

　　　　地方御添役　青山久平

・ 「日本農民史料聚粋」第10巻
「来島村文書」の内

2-503
【飯石郡御締合申談書】

〔年代〕　天保十三年寅十月（1842年）

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　上来嶋村　写

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」にカーボン複

写による筆写史料

・ 綴りの最後に

差上申請書之事　

天保十三年寅十一月

（差出）　何村　人別

　　　　　　　五人組

　　　　　　　年寄

　　　　　　　庄屋

（受取）　下郡　大庄屋

あり

・ 『日本農民史料聚粋』第10巻「来

島村文書」の内

2-504
【御郡中万書類／万日記控帳】

〔年代〕　文政九年戌九月（1826年）

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　御郡中庄屋

〔受取〕　日野忠左衛門　片岡吉右衛門

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」にカーボン複

写による筆写資料

・ 『日本農民史料聚粋』第10巻「来

島村文書」の内

2-505
【下赤名村土名寄調替拝借願書取】

〔年代〕　文久二年戌正月　（1862年）

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」にカーボン複

写による筆写資料
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・ 乍恐書取を以申上候　文久弐年

戌正月

（差出）　 庄屋𠀋太郎　 
他年寄4名

（受取）　 大庄屋　矢飼善左衛門　

他1名
・ 以書取御願申上事　文久四年子

正月

（差出）　年寄四人　庄野𠀋太郎

（受取）　［　　　　］

・ 乍恐奉歎願口上之覚　明治四年

未七月

（差出）　年寄四人　庄屋　年寄

（受取）　奥野弥兵衛

・ 『日本農民史料聚粋』第10巻「来

島村文書」の内

2-506
【上来嶋村藤屋田地買論内済状】

〔年代〕　文政八年酉三月（1825年）

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　惣兵衛　他5名　五人組　源蔵

〔受取〕　取扱人

下来嶋村庄屋善兵衛　

上来嶋村庄屋八右衛門　 
同年寄　甚兵衛

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」にカーボン複

写による筆写史料

・ 日本農民史料聚粋第10巻「来

島村文書」の内

上来嶋村：現島根県飯石郡赤木

町

2-507
【乍恐奉願上口上之覚［下来島村諸願　

控］】

〔年代〕　［天保4年～嘉永5年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」にカーボン複

写による筆写資料

・ 出雲国飯石郡下来島村文書綴り

・ 『日本農民経済叢書』（未刊）第

19巻、『日本農民史料聚粋』第

10巻に来島村文書の内

2-508
【相渡申小作証文之事［上来島村諸証文

控］】

〔年代〕　［弘化4年～嘉永6年］（1847～
1853）

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」にカーボン複

写による筆写資料

・ 3～131ページ（1，2は欠）

・ 相渡申小作証文之事

弘化四年未十一月

（差出）　小作人　祐右衛門

　　　　他4名
（受取）　頓原村川向　好太郎

　　　　他あり

・ 『日本農民史料聚粋』第10巻「来

島村文書」の内

2-509
【日本農民史料聚粋　第十一巻目次解題

原稿】

〔年代〕　昭和16年7月31日
〔点数〕　綴無　76枚　封　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　神田神保町2-2株式会社巌松堂

〔受取〕　小金井　小野武夫

〔備考〕・ 封筒は昭和16年7月31日付　

書留

・ 出版予定の「日本農民史料聚粋　

第十一巻」の目次、解題の原稿
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に、組方、活字ポイント等を巌

松堂が朱を入れ、小野に確認を

求めたもの

2-510
【［日本農民史料聚粋　第11巻、解題］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　7
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」使用

・ 「独物語並御扶持方定」の蘭外

に赤鉛筆で「蔡温ノ記事アリ大

切ノモノナリ保存ノコト」とあ

り、末尾に記事あり

・ 農業励行弁

・ 独物語並御扶持方定（沖縄）

・ 夜光珠（同文2点、3枚）

・ 火災一件御用控

・ 西磐井郡、栗原郡上下胆決郡旧

慣仕来演説書

2-511
【農業励行弁　全】

〔年代〕 寛政［7年］乙卯仲春（2月）

（1795年）

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　中川真業

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」にカーボン複

写による筆写資料

・ 「第三十五号」と朱書、「5168」
と貼紙あり

・ 日本農民史料聚粋　第11巻
・ 自序、寛政乙卯仲春（1795年）

鍜禮剛弼　識

2-512
【不鳴條】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 農商務省用箋他にカーボン紙使

用の筆字本

・ 序に「不鳴條ハ宇和島藩郡奉行

役所ノ記録ヲ抜萃シタルモノナ

リ」とあり

不鳴條二巻に記された䦰持制度

についての記録の写

・ 『日本農民史料聚粋』第11巻

2-513
【［日本農民史料聚粋　第12巻　解題］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　2
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」に墨書

・ 山中氏訴訟文書の解題

・ 農業日用集（豊前国宇佐郡四日

市村）

2-514
【本邦土地慣例】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　市岡正一　編輯

〔備考〕・ 「農商務省」用紙にカーボン複

写による筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「第四十三号」「①」と

朱書

・ 旧12巻分と朱書

・ 「日本農民史料聚粋」12巻にあ

り

2-515
【農業日用集　全】

〔年代〕　［　　　　］
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〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔編著者〕　渡邊綱任

〔備考〕・ 原稿用紙にカーボン複写による

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「⑤」と朱書

・ 「日本農民史料聚粋」12巻にあ

り

2-516
【愚吐愚吐志】

〔年代〕　乙卯正月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　三村山人小奇六

〔備考〕・ 和紙に墨書による筆写史料（表

紙は「小野用紙」）

・ 表紙に「③」「1」と朱書

・ 「日本農民史料聚粋」12巻（未

刊）にあり

2-517
【水戸公郡官へ被下書付写】

〔年代〕　天保四癸己年七月卄八日（1833
年）

〔点数〕　綴有　1
〔差出〕　［　　　　］

〔受取〕　郡官共

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料

・ 表紙に「④」「三十一」「6」と朱

書

・ 「日本農民史料聚粋」12巻（未

刊）にあり

2-518
【他見勿許記】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 和紙に墨書による筆写史料（表

紙は「小野用紙」）

・ 表紙に「十九」「3」「⑤」と朱

書

・ 「日本農民史料聚粋」12巻（未

刊）にあり

2-519
【蕃薯考　全施板】

〔年代〕　文政六癸未冬十二月（1823年）

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　浪速糸川氏

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料

・ 表紙に「第四十八号」と朱書

・ 欠損部分あり

・ 「日本農民史料聚粋」12巻（未

刊）に蕃薯考あり

2-520
【補民地方記】

〔年代〕　延宝八年庚申五月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「二十一」「⑥」「10」と

朱書

・ 「日本農民史料聚粋」12巻（未

刊）にあり

2-521
【饑饉考　（一）（二）】

〔年代〕　宝暦七丁丑歳𫞇月（1757）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　小権薫

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」等にカーボン
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複写による筆写資料

・ 巻末に天明3年小川忠温が朽ち

るのを恐れて書き写したとあり

・ 第一巻

2-522
【饑饉考】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　横川良介

〔備考〕・ 主に「小野武夫用紙」にカーボ

ン複写による筆写資料

・ 表紙に「3のⅠ」と朱書

・ 「日本農民史料聚粋」12巻に陸

中飢饉考あり

・ 第3巻
・ 横川良介は盛岡藩士

2-523
【陸中飢饉考】

〔年代・巻号〕　

［　　　　］・巻之四

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　横川良介

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」にカーボン複

写による筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「第十六号」「3のⅡ」と

朱書

・ 「日本農民史料聚粋」12巻（未

刊）にあり

2-524
【陸中飢饉考】

〔年代・巻号〕　

［　　　　］・巻之五

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　横川良介

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」にカーボン複

写による筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「第十七号」「3のⅢ」と

朱書

・ 「日本農民史料聚粋」12巻（未

刊）にあり

2-525
【陸中飢饉考】

〔年代・巻号〕　

［　　　　］・巻之六

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［横川良介］

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」にカーボン複

写による筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「3のⅤ」と朱書

・ 「日本農民史料聚粋」12巻（未

刊）にあり

2-526
【飢饉考】

〔巻号〕　巻之七

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　横川良介

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」にカーボン複

写による筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「3のⅥ」と朱書

・ 「日本農民史料聚粋」12巻（未

刊）に陸中飢饉考あり

2-527
【陸中飢饉考】

〔年代・巻号〕　

［　　　　］・巻之八

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔編著者〕　横川良介

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」にカーボン複

写による筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「3のⅦ」と朱書

・ 「日本農民史料聚粋」12巻（未

刊）にあり
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2-528
【陸中飢饉考】

〔年号・巻号〕　

［　　　　］・巻之九

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔編著者〕　横川良介

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」にカーボン複

写による筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「3のⅣ」と朱書

・ 「日本農民史料聚粋」12巻（未

刊）にあり

2-529
【山中氏訴訟文書】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 原稿用紙にペン書きによる筆写

史料（表紙は「日本農民経済叢

書用紙」）

・ 表紙に「二十三」「⑨」「11」と

朱書

・ 「日本農民史料聚粋」12巻にあ

り

2-530
【根元記】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 和紙に墨書による筆写史料（表

紙は「小野用紙」）

・ 表紙に「二十一」「②」「4」と

朱書

・ 「日本農民史料聚粋」12巻（未

刊）にあり

2-531
【農制茗語】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　三浦平誉

〔備考〕・ 「「伊予史談」原稿用紙」にペン

書きによる筆写史料

・ 表紙は「小野用紙」に墨書

・ 表紙に「二十一」「1」「⑦」と

朱書

・ 「日本農民史料聚粋」12巻（未

刊）にあり
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筆写資料

（地方文書、書籍、地方誌、研究誌等の筆写）





2-532
【増補懐宝永代蔵】

〔年代〕　寛政六年甲寅十一月吉日改正再

鐫（1794）
〔点数〕　綴有　2
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「農商務省」用紙にカーボン複

写による筆写史料

・ 解題は「小野武夫用紙」に墨書

・ 表紙に「第八十六号」とあり

・ 解題付（墨書3枚同文1綴挿入）

2-533
【麓のしるべ　鈔本】

〔年代〕　慶応戌辰初秋二日（戊辰＝明治

元年1868）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　三上景雄

〔備考〕・ 「「伊豫史談」原稿用紙」にペン

書きによる筆写資料（表紙は墨

書）

2-534
【落葉俵】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1　綴無　3
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 目次は「小野武夫用紙」に墨書

・ 本文は「「伊予史談」原稿用紙」

にペン書きによる筆写資料

・ 挿入文書3点は「小野武夫用紙」

に墨書とカーボン複写による解題

・ 「5181」の貼り紙あり

・ 因果応報に関する物語。悪習の

禁止、風俗等を記したもの

ナンバー無し

筆写史料

No.2-534とNo.2-535の間にあっ

た作業用カードについて記録と

して記す

1. 明治初年豫州百姓騒動

2. 日吉村誌抄録　宮野下騒動顛末

　→愛媛県でまとめた

2-535
【農民懲誡篇　全】

〔年代〕 文化五年戊辰七月十四日（1808）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　水戸　小宮山次郎衛門昌秀

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「第六十四号」と朱書、

「「農喩」ト同し」と墨書あり

2-536
【炉辺叢書】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 版心に「日本農民経済叢書用紙」

と書かれた原稿用紙使用

・ 庄屋と嘘つき下男の昔話

・ 小谷口碑集148～150頁に掲載

予定の原稿

2-537
【経済叢書】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 和紙に墨書による筆写資料

・ 虫損あり

・ 政要策十條、通夜物語、高四拾表
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弐人扶持（植崎九八郎）、冲乗渡

海乗様仕方書（本田三郎右衛門）

2-538
【懐宝永代蔵　全】

〔年代〕　寛延一歳戊辰五月（1748）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　田中友水子

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙裏に「此書ハ明治18年中

島根縣ヨリ謄写シテ進達スル所

ナリ」とあり

・ 中扉には「増補懐宝永代蔵　全」

とあり

2-539
【開牧五年紀事】

〔年代〕　明治11年（1878年）

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔著者〕　広沢安任

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料

・ 明治5年から9年に著者と英国

人たちが陸奥で開牧に従事した

ことを記したもの

・ 序文、跋文あり

2-540
【維新以来町村沿革】

〔年代〕　明治十六年七月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　参事院議長　山縣有朋

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」にカーボン複

写による筆写史料

・ 表紙に「二十三」「12」と朱書、

「参事院蔵書」とあり

2-541
【曽代用水事蹟】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1　綴無　5
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 主に「農商務省」用紙にカーボ

ン複写による筆写史料

・ 表紙に第七十八号とあり

・ 解題、目次付（墨書による解題

2枚、目次3枚　挿入）

・ 曽代用水は、美濃国武儀郡中有

知村、下有知村、瀬尻村、関町

の田地用水として寛文3年より

8年に開鑿

2-542
【外編　大蔵省沿革志】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　2
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ クリップ腐食のため除去し、こ

よりで仮り綴じ（2綴り）した

・ 「小野用紙」とある原稿用紙に

ペンと鉛筆混在の筆写資料で後

半は反古紙使用の鉛筆書きで前

半部との連続性不明

・ 筆写資料

2-543
【紀藩経緯紀　全】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　佐藤信淵

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料（表紙は墨書）

・ 表紙に「第三百四号」と朱書
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2-544
【山梨県南都留郡誌［抜書き］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 版心に「日本農民経済叢書用紙」

とある原稿用紙使用

・ 脱走兵の騒擾、蒼龍隊（明治元

年）の抜書き

2-545
【［鍋島藩関係雑記］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　4
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 文禄から天保迄の元号とその年

数及び直茂、勝茂、光茂、綱茂、

吉茂、宗茂、宗教、重茂、治茂、

斉直の藩主名、親類名、家老名

が記されている

2-546
【紀伊國田制租法　全】

〔年代〕　紀元二千五百三十七年五月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　和歌山県士族　東京府寄留

中教正　本居豊頴

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料

・ 表紙に「第四号」と朱書

本居豊頴（1834～1913）
国学者。父は本居内遠。

『本居全集』明治33年

2-547
【田制沿革考】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔著者〕　信濃平常富

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料

2-548
【無題地方書】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　2　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料

・ 表紙に「第五十三号」と朱書

・ 目次、解題付（墨書の目次1枚、

カーボン複写、墨書の解題1綴
挿入）

・ 地方官の袖中書で、検地をはじ

め郡代代官の心得、百姓へ申付

ける事項・諸国の蒔仕付等、著

者・年月不明

・ 享保7年8月御改とあるところ

からそれ以降

2-549
【税賦便略】

〔年代〕　安永四年乙未三月（1775）
〔点数〕　綴有　1　綴無　3
〔非刊行〕　

〔作成〕　児島徳貫（玄々斎）

〔備考〕・ 和紙に筆墨による筆写資料

・ 「第二十一号」と朱書、「5170」
と貼紙あり

・ 解題（カーボン筆写の同文3枚）

あり
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2-550
【「県治方向」「県治実践録」の解題及び

目次写】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　3
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 3綴ともカーボン紙使用複写

1. 県治方向

2. 同副本

3. 県知実践録

以上の解題と目次を筆写したも

の

2-551
【大日本農政類編［解題］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　3
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書1点、「小野武夫用紙」に

墨書2点

2-552
【利家公御夜話　上】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「奥村栄滋殿蔵書謄写」

とあり

・ 加越能三州旧租税誌備考4

2-553
【利家公御夜話　下】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1

〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「奥村栄滋殿之蔵書謄写」

と朱書あり

・ 加越能三州旧租税誌備考5

2-554
【高免斗代等雑留】

〔年代〕　［寛文4年4月5日］（1664）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　［永井伊賀守、小笠原山城守］

〔受取〕　［松平加賀寺］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に藩士成瀬正居の父主税の

手録書を、明治26年6月写す

とあり

・ 加越能三州旧租税誌備考7

2-555
【苗代名義考】

〔年代〕　天保七年一月四日（1836）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　五十嵐小豊次

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「第七十一号」と朱書

・ 加越能三州旧租税誌備考8

2-556
【立毛見分心得】

〔年代〕　天保五年仲秋（1834）
〔点数〕　綴有　1　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　五十嵐小豊次篤好

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ
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ン書きによる筆写資料

・ 「原本は、農商務省に於て石川

県兵事課長より借写」とあり

・ 表紙に「二十」「11」と朱書

・ 加越能三州旧租税誌備考9
・ 解題あり

2-557
【作損一歩苅法則　全】

〔年代〕　天保九年（1838）
〔点数〕　綴有　1　綴無　3
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料、「原本

は、明治25年11月石川県兵事

課長より…借写」とあり

・ 表紙に「第六十六号」と朱書

・ 加越能三州旧租税誌備考11
・ 解題あり

2-558
【斗代之覚】

〔年代〕　［万治3年］（1660）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に石川県兵事係長連篤氏の

所蔵を明治25年11月17日借写

とあり

・ 加越能三州旧租税誌備考12
・ 射水郡原田村等歩苅御立帳　 

作長之始末　万治3年10月6日　

新聞等之儀ニ付諸郡江触出候　

写之事　新聞方之儀ニ付御触写

2-559
【高免考、夫銀考、着米吉初銀考】

〔年代〕　天保六年九月九日（1835）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　五十嵐小豊次

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「第七十号」と朱書あり

・ 表紙に「石川郡旧十村後藤於免

吉所蔵之旧記」とあり

・ 加越能三州旧租税誌備考22

2-560
【御改作御趣意考　全　一名高澤録】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「此元本は旧十村役田井

村田辺次郎吉蔵書借用」とあり

・ 加越能三州旧租税誌備考24

2-561
【口米考　上下】

〔年代〕　［天保6年］（1835）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［五十嵐小豊次］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「第六十三号」と朱書

・ 表紙に「此之本は旧十村石川郡

田井村田辺次郎吉所持借用謄写、

明治廿六年二月」とあり

・ 加越能三州旧租税誌［備考］25
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2-562
【耕稼春秋抜書】

〔年代〕　［宝永4年］（1707）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［直心野衲（土屋又三郎）］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「削ル　日経ニ在り」と

朱書あり

・ 表紙に「羽咋村加藤又九郎旧記

写」とあり

・ 加越能三州旧租税誌備考26
土屋又三郎（？～1719）
江戸時代前期の勧農家

『加越能三州改作初物語』万治

元年

『金城隆盛私記』宝永2年
『加越能大路水経』正徳4年

2-563
【加賀藩税法考】

〔年代〕　［明治25年］

〔点数〕　綴有　1　綴無　3
〔非刊行〕　

〔作成〕　岡野是保松邱

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「第六十五号」と朱書

・ 表紙に「…明治25年10月1日
2日3日ノ北陸新報ニ投書セシ

モノ也」とあり

・ 加越能三州旧租税誌備考34

2-564
【加越能大路水経　上中下】

〔年代〕　［正徳4年］（1714）
〔点数〕　綴有　1　綴無　3
〔非刊行〕　

〔作成〕　［土屋義休］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料（表紙は墨書）

・ 表紙に「第四十号」と朱書あり

2-565
【維新前の米制目次】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　2
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」に墨書

・ 目次のみ

2-566
【覚】

〔年代〕　寛政五年丑三月（1793）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　下小戸神村

〔備考〕・ 墨書による筆写資料

・ 縄役人名、算者名、竿打ち等検

地の書上げ

2-567
【大阪府旧藩主石高調】

〔年代〕　大正十五年三月六日了

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［大阪府］

〔備考〕・ 「農商務省」用紙にカーボン複

写による筆写資料

・ 「本調査ハ大阪府ヨリ農林省ニ

報告シタルモノナリ」とあり

2-568
【旧長岡藩栃尾郷】

〔年代〕　宝暦十年四月二日～万延一年六

月

〔点数〕　綴有　1　袋　1
〔非刊行〕　

－ 124 －



〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 墨書による筆写資料

・ 題名は小野氏の貼り紙による

・ 「新潟県古志郡上比谷村大字大

田　小林宇宙太所有」とあり

・ 「新潟県古志郡北谷村大字田井　

田井友之丞所有」とあり

・ 「長岡藩」と米書ある袋入り

・ 12枚の田畑売渡証文の筆写資

料を綴じたもの

1. 万延元申　5. 15 （1860）
2. 万延元申　6.
3. 万延元申　6.
4. 文化15　　4. （1818）
5. 文政 8　　4. （1825）
6. 天保 5　　3. 26 （1834）
7. 文政 8　　4. （1825）
8. 宝暦10辰　12. （1820）
9. 文政 3辰　12. （1820）

10. 文政 8西　4.
11. 天保 8西　3. 24 （1837）
12. 天保14卯　12. （1843）

2-569
【乍恐以口演書奉申上候事】

〔年代〕　寛政十一年未四月（1799）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　田村郡飯豊村源兵衛地1名
〔受取〕　三郡大庄屋所

〔備考〕・ 墨書による筆写資料

・ 当村は、数年来田畑地平均縄替

えがなく、小前持高のうち、甲

乙が出来、縄替えの願書提出の

一件で、自分所持の土地の一部

を縄替え迄村方へ預かってくれ

る様願書

2-570
【覚】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 墨書による筆写

・ 野帳3通り、縄役人当帳1冊、

人足着当帳1冊、軒組帳1冊、

人足未進帳1冊、縄役人覚、人

足配等の記述のある検地帳に関

する覚書き筆写綴り

2-571
【相渡申一札之事】

〔年代〕　弘化二年巳四月（1845）
〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　彦兵衛

〔受取〕　半左衛門五人組　平蔵他4名
〔備考〕・ 『小野武夫文書Ⅰ』No.07-1-

0003の墨書による筆写資料

・ 半左衛門屋敷地に家を作り、5
年後に我子2人のうちひとりを

半左衛門分限に組入れ、百姓相

続をする念書

2-572
【覚】

〔年代〕　丑十二月十九日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　長野村名主　弥太郎

〔受取〕　長野村七兵衛

〔備考〕・ 『小野武夫文書Ⅰ』No.07-1-
0004の墨書による筆写資料

・ 長野村地主十吉の大沢道下、下

畑3畝を金1両1貫500文で質

入れした仮手形
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2-573
【覚】

〔年代〕　丑十二月

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　長野村名主　弥太郎

〔受取〕　長野村善蔵

〔備考〕・ 『小野武夫文書Ⅰ』No.07-1-
0005の墨書による筆写資料

・ 地主半左衛門の屋敷続き地中畑

4畝歩を金6両で質入れした仮

手形

2-574
【覚】

〔年代〕　午十二月

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　長野村名主金左衛門

〔受取〕　徳左衛門

〔備考〕・ 『小野武夫文書Ⅰ』No.07-1-
0006の墨書による筆写資料

・ 地主半左衛門の上畑3畝歩を金

5両1分で質入れした仮手形

2-575
【覚】

〔年代〕　午十二月

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　名主　金左衛門

〔受取〕　安右衛門　彦兵衛と改

〔備考〕・ 『小野武夫文書Ⅰ』No.07-1-
0007の墨書による筆写資料

・ 地主半左衛門の中畑5畝を金1
両3分2朱で質入れした仮手形

2-576
【覚】

〔年代〕　慶応三年卯十一月（1867）

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　陸奥国大沼郡大塩村名主、組頭、

百姓代

〔受取〕　領知役所

〔備考〕・ 墨書による筆写資料

・ 「福島県南会津郡朝日村楢戸　

山崎行峰所有」とあり

・ 大塩村は現福島県大沼郡金山町

・ 当卯年10月15日より同晦日迄

の当所米相場書

2-577
【質地証文之事】

〔年代〕　文化八年未ノ二月（1811）
〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　置主　彦吉　他2名
〔受取〕　当村　善蔵

〔備考〕・ 墨書による筆写資料

・ 下畑2畝を質地に、金2両3分
2朱と300文を借用の証文

2-578
【覚】

〔年代〕　寛政十年午三月（1798）
〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　長野村仮名主　善七

〔受取〕　長野村　五兵衛

〔備考〕・ 『小野武夫文書Ⅰ』No.07-1-
0003の墨書による筆写資料

・ 長野村地主半左衛門の中谷地中

田3畝を金1両1分で質入れし

た仮手形

2-579
【内証質地証文之事】

〔年代〕　天明七年未十二月（1787）
〔点数〕　綴無　1
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〔非刊行〕　

〔差出〕　長野村借主　重吉他2名
〔受取〕　当村　儀右衛門

〔備考〕・ 質地証文

・ 名主の奥書あり

2-580
【相渡申証文之事】

〔年代〕　宝暦六年子十二月（1756）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　長野県地主弥五郎　他5名
〔受取〕　長野村半左衛門後家

〔備考〕・ 『小野武夫文書Ⅰ』No.07-1-
0001の墨書による筆写資料で、

文書に「福島県南会津郡朝日村

楢戸　山崎行峰氏」とある貼り

紙あり

・ 文書と解説文は一緒になってい

た

・ 長野村は岩代国会津郡長野村

（現福島県南会津郡田島町）

・ 十右衛門が貴殿へ売渡した居屋

敷地を、差出人弥五郎の屋敷及

び土地と交換替地の証文

2-581
【借用申手形之事】

〔年代〕　寛政三年亥ノ正月（1791）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　村上多門領猪去村借主　半内他

4名　久慈町受合　弥助

〔受取〕　久じ町　善右衛門

〔備考〕・ 『小野武夫文書Ⅰ』No.03-1-
0008とNo.03-1-0009の墨書に

よる筆写資料

・ 村上多門入用につき45貫文を

2割半の利息にて借用の証文

・ 10月20日限り返済の約定

・ 村上多門領肝煎　小右衛門の加

印あり

2-582
【御代替二付仙台様御朱印写】

〔年代〕  天保九［年］戌六月二十八日

（1838）
〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　仙台家老　片倉小十郎

〔備考〕・ 『小野武夫文書Ⅰ』No.04-0-
0001の墨書による筆写資料

・ 仙台藩主陸奥守領通よりその子

陸奥守へ代替りを認める12代
将軍家慶公の朱印写し

2-583
【差上申一礼之事】

〔年代〕　安永八年八月（1779）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　安藤対馬守領分　奥州田村郡小

戸神村　名主、組頭、百姓代　

榊原式部大輔領分　同郡浮金村

名主、組頭、百姓代

〔受取〕　評定所

〔備考〕・ ペン書きによる筆写資料

・ 「小野用紙」使用

・ 小戸神村と浮金村の秣場境界一

件の和融連判状

2-584
【福島県田村郡飯豊村入会論争文書】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ ペン書き

・ 筆写文書の表題

－ 127 －



2-585
【［地租改正に関する新聞紙上の記事の筆

写］】

〔年代〕　［明治8、9年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「祭魚洞文庫用紙」とある用紙

使用

・ 東京日日新聞紙上の各地の情況

2-586
【本邦地租論】

〔年代〕　明治二十四年十月

〔点数〕　綴有　1　綴無　3
〔非刊行〕　

〔作成〕　国府義胤

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料（表紙は墨書）

・ 表紙に「第三十一号」と朱書

・ 書目付（「小野武夫用紙」に墨

書1枚挿入）

・ 解題付（「小野武夫用紙」に墨

書とカーボン複写2枚挿入）

2-587
【地所永代売渡証書［写］】

〔年代〕　明治七年戌五月三十日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕 土佐郡第九区本与力町　

売主　細木重吉証人1名
〔受取〕  長岡郡第十四区須江村　 

野中卯三郎

〔備考〕・ 墨書による写

・ 欄外に「引換上り地トハ公債証

書ト引換たる□□味□□」とあ

り

・ 土佐国香美郡第17区山田野地

村引換上り地について売渡し証

書写

・ 戸長、副戸長、村用係2名計4
名の奥書あり

2-588
【先祖代々田畑山林証文】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 和紙に墨書による筆写史料（表

紙は「小野用紙」）

・ 和紙の表紙に「鳥取県東伯郡社

村桑名清太郎氏所有」とあり

※東伯（とうはく）郡に社村（や

しろ）はなし、社村は現八頭郡

用瀬町（やずぐんもちがせちょ

う）

2-589
【御郡中書願控】

〔年代〕　文政九年戊九月（1826年）

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　庄屋　清右衛門

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」にカーボン複

写による筆写史料

2-590
【宇和島藩地割制度に関する筆写資料及

びメモ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　12　綴無　27
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 反古紙で作った袋3あり

・ 宇和島藩の地割制度に関する資

料（不鳴条の一部、「調書」と

題した地割制関係資料4の目録

（舌田村）等及び論文執筆に必

要なメモ等
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・ 「資料写真入」と袋に朱書され

た資料写真あり、No.2-1251を
も参照

2-591
【西宇和郡舌田村大字舌田文書】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 安永八亥年より丑年适三ヵ年御

定免小作札　他の綴

・ 「西宇和郡舌田村大字舌田文書」

の題名の他に、宇和島䰗地制度

の年代に関するメモも綴じ込ま

れている

2-592
【［宇和島伊達家所蔵文書写］】

〔年代〕　大正十二年

〔点数〕　綴有　4
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 筆写年代（大正十二年）は表紙

にあり

・ 4は「伊達家所蔵」の表書きは

ないが、用箋版心に「侯爵伊達

家」とあり

1. 記録抜書

2. 大成郡録十一大尾結合

3. 弐野截

4. 河内村小役五品割付牒元録六年

2-593
【［宮瀬氏所蔵文書写］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　2
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 罫紙に毛筆で筆写

1. 河内村御定免下札帳及地租帳写

（寛文、貢享、享保）

2. 高持仕成御定書　写

寛保三癸亥正月

2-594
【［川内村地割制資料　写し］】

〔年代〕　［寛文13年～延宝6年、元禄1
年］

〔点数〕　綴有　2
〔備考〕 1. 農商務省用箋にペン書き写し

2. 横罫ノートにペン書き　写し

1. 川内村御定免下札帳 
寛文十三丑年ヨリ午年道六十年

2. 御訴訟申上の御事

元録元年辰極月二十日

2-595
【［土地制度に関する筆写資料］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 農商務省用紙にペン及び鉛筆で

書かれた小野の筆写資料

・ 反古紙で作った袋の表書に「土

佐ノ郷士」とあり

・ 綴じ穴あり、ムシピンで止めた

ものは当センターにてはずした

・ 徳川時代の農民経済、日本地誌

概要、府県地租改正紀要（鹿児

島、日向）等より、土地制度に

関する項を書き出した資料

2-596
【大隅国肝属郡串良糸原村平野門名寄帳】

〔年代〕　明和六年丑四月十一日

明治五年壬申十月改

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］
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〔備考〕・ 版心に「小野武夫用紙」とあり

・ 墨書による筆写資料

2-597
【北海道農地特別処理法案】

〔年代〕　［昭和］一月三十日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「農林省」と書かれた洋罫紙に

ペン書き

・ 元号は農林省（用紙）による

・ 丸山浪弥君外六名提書、

北海道拓殖のため自作農業者を

扶植し土地の利用を増進する目

能を以て……

（第1條）～土地の買入、収用又

は売払に関しては印紙税及登録

税を免除ス

（第10條）まであり

2-598
【大審院明治十五年第　号山地所有争論

件】

〔年代〕　明治二十一年十二月二十五日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　ばりすとる　法学代言人

増島六一郎編纂

〔備考〕・ ペン書きによる筆写資料

・ 裁判粋誌第一巻日芳書院写し

・ 明治十五年十月十日言渡

2-599
【御田地割定書帳】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「農民資料用紙」に墨書による

筆写史料

・ 表紙に鉛筆書きにて「富山県西

砺波郡戸出町高畠幸吉氏蔵ヨリ

写ス　昭和4年10月」とあり

2-600
【［武田源左衛門に関する筆写資料］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 墨書による筆写資料

・ 表紙右下隅に墨書にて弘前市

佐藤弥六氏とあり

・ 津軽名臣伝にもある武田源左衛

門について記述した筆写資料

村位並に田位の定は、明治8年
の地租改正まで使われた

2-601
【相渡申小作証文之事】

〔年代〕　嘉永四年亥四月（1851）
〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕 小作人新九郎請人組惣代3名、

五人組周蔵、年寄1名
〔受取〕　鍛冶屋原　好平

〔備考〕・ 墨書による筆写資料

・ 表面に「租税ヲ小作人ヨリ納付

スベシトノ約束ヲ見ヨ」とペン

書きの貼り紙あり

・ 裏面に「島根県飯石郡　地ヨリ」

・ 毎年11月20日に小作代金4貫
500文支払う等の小作証文

2-602
【乍恐御書付奉訴訟侯】

〔年代〕　天保十一年子二月（1840）
〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　
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〔差出〕　大家本郷百姓のと代保右衛門

〔受取〕　大森役所

〔備考〕・ 版心に「農民資料用紙」とある

墨書による筆写資料で文書は

No.032-0-0003
・ 小作掛銀滞一件の添翰願書

2-603
【地主召抱人数】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　越前南條郡千福村

〔備考〕・ 題名、作成者は小野氏作製の袋

表書きによる

・ 墨
・ 高97石7斗8升1合。南條郡千

福村浄土真宗行趣寺旦那家主新

十郎他4名
・ 高46石1斗9升7合。南條郡府

中浄土宗正覚寺旦那甚兵衛下人

3名下女1名不明2名乄て12人
の書上げ

2-604
【小作百姓地主へ種麦無心申合騒立一件】

〔年代〕　辰六月十四日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　備中国小田郡笠岡村

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」にカーボン複

写による筆写資料

・ 去る去る寅年9月旱魃で難儀の

小作人共が、地主へ種麦無心の

相談のため、天神山に集結した

事は、徒党強訴制禁の法度に触

れるし、一件の顚末届書

2-605
【旧藩ニ於ケル小作ニ係ル制度規則】

〔年代〕　［明治20年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［農商務省農務局］

〔備考〕・ 「農商務省」用紙にカーボン複

写による筆写資料

・ 表紙に「第八十五号」と朱書

・ 明治20年農商務省農務局調査

の回答書で、大正11年10月主

要部分と原文のまま抜粋筆写し

たもの、原文は大正12年9月1
日の大震災で焼失

2-606
【富山県小作ニ関スル資料】

〔年代〕　［大正3，4年］

〔点数〕　綴有　21　綴無　5
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 大正三年下半季　第参拾五期営

業報告書　株式会社鷹栖銀行

・ 大正四年上半季　第参拾六期営

業報告書　株式会社鷹栖銀行

・ 「東京市赤坂区溜池町一番地帝

国農会」とある原稿用紙も使用

・ 「富山県農村経済調査書大正四

年十二月調査」等富山県に関す

る綴り

・ 封筒を利用した袋の表書きに

「富山県ノ分」とあり、一括し

て入っていた

2-607
【［島根県飯石郡吉田村田部家の小作関係

等の綴り］】

〔年代〕　［大正11年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　
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〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 綴りのはじめの欄外に「島根県

飯石郡吉田村田部長右衛門分」

とあり

・ 小野武夫氏農民資料整理袋入り、

表書きに「大正13年　小作関

係契約書」とあり

・ 天保8年から弘化、嘉永、安政、

慶応、明治、大正の年号のある

筆写資料及び大正10年4月田

部家の「小作証書ノ一例」とし

て株小作慣行のある大地主田部

家の小作証書を綴じたもの

2-608
【［新潟県下の質地証文・小作証文筆写資

料］】

〔年代〕　［延享2年6月～明治21年12月
7日］

〔点数〕　綴有　21
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」とある用紙に、ペ

ン書きによる筆写資料

1. 延享2年6月 
質地入置申田方之事

2. 延享4年2月 
譲渡申田地証文之事

3. 元文6年2月5日 
永代譲渡申田方之事

4. 宝暦8年4月27日 
預り申銭之事

5. 明和5年12月 
乍恐以書付奉願上候

6. 安永3年7月　 
田地請返願

7. 安永4年10月　 
乍恐以書付奉願上候

8. 安永9年2月　 
譲渡申田方之事

9. 安永9年2月　 
内歩相渡証文之事

10. 寛政8年8月　 
譲渡申田方証文之事

11. 文政6年12月10日　 
差入申別紙之事

12. 天保2年12月　 
田方質地証文之事

13. 天保5年2月　 
乍恐以書付奉願上候

14. 天保5年4月　 
奉差上済口証文之事

15. 天保5年4月　 
奉差上済口証文之事

16. 天保9年2月　 
乍恐以書付御訴訟奉申上候

17. 天保9年4月24日　 
差出申一札之事

18. 天保12年12月　 
譲渡申田方小作証文之事

19. 明治11年1月27日　 
小作田方譲渡証書

20. 明治21年12月7日　 
事実弁明保証

21. 明治21年12月7日　 
事実弁明保証

2-609
【［小作権訴訟文書］】

〔年代〕　大正十二年

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 前後欠　25丁～65丁、67丁～

87丁
・ 版心に「司法省」とある用紙使

用

・ 墨書による筆写資料

・ 岡山区裁判所小作料請求事件等

記録筆写資料
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2-610
【諸郡百姓騒動日記】

〔年代〕　天保弐［年］卯八月（1831）
〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　御目附所

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」にカーボン複

写による筆写資料

・ 「第5162」貼紙あり

・ 周防国、長門国萩藩領天保二年

一揆

2-611
【［永小作権者別、反別、地子一覧書］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　8
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 罫紙に墨書

・ 綴じ穴あり

・ 永小作権者別に1筆毎の字名、

地番、反別、地子数量の一覧書

2-612
【［小作地宛り証文関係］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　3
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 罫紙にペン書きの筆写資料

1. 「小作株定約ヲ以テ地所宛リ受

帳」高知県香美郡立田村、明治

21年10月
2. 「地所定約ヲ以永年宛リ証」 

同県同郡王置村、明治29年3月
3. 「地所作株永世小作証」 

同県同郡田村、明治41年8月

2-613
【司法資料第二百五号　徳川時代民事慣

例集不動産ノ部】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　司法省調査課

〔備考〕・ 「祭魚洞文庫用紙」にペン書き

の筆写資料

・ 小作之部、小作永小作之事、直

小作附小作出入取計之事その他

小作関係訴訟事項の抜書

2-614
【鹿児島県の小作慣行調査書】

〔年代〕　明治十八年

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「祭魚洞文庫用紙」にペン書き

の筆写資料

・ 鹿児島郡、日置郡、谿山郡その

他11郡についての調査書及び

明治20年12月7日付、鹿児島

県属から同県知事宛ての「小作

條例調書進達」抜粋

2-615
【地主ト小作人トノ関係［抜書］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「祭魚洞文庫用紙」にペン書き

の筆写資料

・ 鹿児島県農事調査

2-616
【各地農民暴動聚報】

〔年代〕　大正十三年五月
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〔点数〕　綴有　3　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　農商務省農務局農政課嘱託員　

小野武夫

〔備考〕・ 綴有3のうち、2つは目次のみ

で同じもの

・ 年代は依頼用紙より採る

・ 江戸時代から明治時代まで各地

で起きた百姓一揆、農民暴動に

ついて集めまとめたもの、1府
18県

・ 小野氏が農民経済史研究上とし

て各郡農会長宛に郷土史家、旧

家、神社、仏閣、図書館等を紹

介　依頼の用紙に貼付されてい

る資料もあり、それに応えたも

のをまとめたものか

2-617
【越中国新川郡百姓騒乱記】

〔年代〕　［明治2年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 版心に「小野武夫用紙」とある

用紙使用

・ 岡山県大原農業研究所の依嘱に

より大正12年11月富山県射水

郡二塚村武内七郎が各家記録よ

り写したもの

・ 表紙に朱書で「副本」とあり

・ 夏の霖雨による稲の被害、それ

による旧領主へ収納米免除請願

遅延から暴動に至った顛末記

2-618
【群馬県下頑民騒擾記】

〔年代〕　［明治13年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 年代は関連文書による

・ 榛名山麓　82か村の秣場騒動

2-619
【『蓆簱群馬噺』事件の判決】

〔年代〕　明治十四年十二月二十一日決

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　尾佐竹猛

〔備考〕・ 明治12年1月中、榛名山続き

中野入会秣場をめぐる騒擾事件

で、真塩紋弥他6名に対する判

決書

2-620
【一、秣場騒動】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」とある用紙使用

・ 明治13年10月より同14年春

にわたり、榛名山麓一帯84か村

の農民等と共同秣場入会村の松

ノ沢村との紛擾の顛末記録写し

2-621
【弘前貫属給禄渡方紛擾始末】

〔年代〕　明治六年五月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　青森県史

〔備考〕・ 第6巻504ページから514ペー

ジの写し

2-622
【紫波郡百姓騒擾始末】

〔年代〕　明治五年四月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　
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〔作成〕　青森県史

〔備考〕・ 4月10日、元八戸県管区内紫波

郡百姓騒擾始末を大蔵省に稟議

し、その指令を受けた事の青森

県史の写し

2-623
【七戸藩農民暴動始末】

〔年代〕　明治三年十月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　青森県史

〔備考〕・ 青森県史の写し

巻之七、新渡戸伝一生記より

巻之六、藩政時代南部（69～
82ページ）編

2-624
【慶応四年の暴徒】

〔年代〕　［慶応4年］（1868）
〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　函館区史

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」に書

き写されている

・ 函館区史の325頁の写しで閏4
月小樽で起きた官署を襲った暴

徒についての記述

2-625
【弘前募金一件始末】

〔年代〕　明治六年十一月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　大蔵省五号出仕兼青森県権令

北代正臣

〔受取〕　大蔵省事務総裁　大隈重信

司法卿　大木喬任

〔備考〕・ 青森県史6巻564ページから

567ページの写し

2-626
【明治初年の百姓一揆の一、二】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　藤井甚太郎

〔備考〕・ 版心に「日本農民経済叢書用紙」

とある用紙使用

・ 『太陽（』なしは原文ママ）、明

治大正の文化、第33巻第8号
514～516ページ写し

2-627
【［明治初期の暴徒］】

〔年代〕　［12月］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 版心に「日本農民経済叢書用紙」

とある用紙使用

・ 濃飛両国通史下巻560ページ～

561ページ写し

・ 三重県下の新政を喜ばざる者共

の蜂起記録

2-628
【百姓一揆　広島県御調郡に於ける】

〔年代〕　明治四年八月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 版心に「小野武夫用紙」とある

用紙使用

・ 旧芸藩内に広く蜂起した騒擾に

ついての記録

2-629
【［香川県内の暴徒、暴動］】

〔年代〕　［明治4年］

〔点数〕　綴有　1
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〔非刊行〕　

〔作成〕　［仲多度郡史］

〔備考〕・ 版心に「香川県」とある用紙使

用

・ 「野田義夫氏」とある貼り紙が

一緒に綴じられている

・ 徴兵は血を採り膏を絞るという

誤った流言から起こった暴動と

旧藩知事の東京移住を惜しむ事

から発した騒動についての記録

2-630
【三間騒動】

〔年代〕　明治三年午三月

〔点数〕　綴有　1　綴無　3
〔非刊行〕　

〔作成〕　高山庄六房慶

〔備考〕・ 「伊予史談原稿用紙」とある用

紙使用

・ 「三間騒動」とある貼り紙あり

・ 三間騒動高山庄六手記の簡単な

説明文、同じもの3点が挿入さ

れている。うち1枚は小野用紙

に書かれている

・ 原名は「御領中御百姓出訴騒動

諸事控」であり、金銅村庄屋高

山庄六の手記

2-631
【［愛媛県下の騒動］】

〔年代〕　［明治3～同6年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「伊予史談原稿用紙」使用

・ 58. 宇和島藩野村騒動

59. 吉田藩三間騒動

60. 宇和島藩宇和騒動

62. 宇和島藩津島騒動

63. 大洲県大洲騒動

64. 松山県久米騒動

65. 大洲県二宮暗殺事件

66. 大洲県臼杵騒動

67. 愛媛県徴兵騒動

・ 大洲騒動　西園地富水（源透）

2-632
【西園寺源透翁】

〔年代〕　［昭和4年9月9日］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 版心に「伊予史談会」とある用

紙に西園寺氏が記述したものに

小野氏が表紙を付けたもの

・ 小野武夫氏の要請により、自身

の履歴を書き綴ったもの

2-633
【［大分県の騒動］】

〔年代〕　［明治3年～同6年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 版心に「日本農民経済叢書用紙」

とある用紙使用

・ 豊後逸見郡史より騒動について

の項目部分抜書き

2-634
【明治初年に於ける鎌倉百姓騒動】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［太田嘉作］

〔備考〕　原稿用紙欄外に「東京農業大学

出身　吉田嘉作氏報」とあり、

その要旨を原稿用紙に記録した

ものと考えられる
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2-635
【旧笠間藩新切取復族上願書類】

〔年代〕　明治三十一年第三月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　発起者石城郡大野村粟野善佐他

5名
〔備考〕・ 旧笠間藩大参事の理由書、旧笠

間藩知事の奥書及び総会決議案

あり

・ 旧笠間藩磐城国元磐城・岩前両

郡の内、新切取と称せられる者

たちは、御足軽と申付られ扶持

米を与えられ、武術練習を重ね、

天保年間の海岸防禦、戊辰の役

にも従軍した。それにもかかわ

らず、版籍奉還の際士族は秩禄

が支給されたが、新切取には与

えられなかった為、同資格者に身

分誤謬訂正の賛助を求めるもの

2-636
【茨城公論七月創刊号／八月号】

〔年代〕　昭和四年七月五日／同年八月五

日

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕　

〔作成〕　茨城公論社

〔備考〕・ 表紙に石塚暴動記とペン書きあ

り

・ 2冊を1綴
・ 7月創刊号、8月号に「石塚暴

動記（一）（二）」として、明治

9年12月、茨城県石塚村で起っ

た民衆蜂起の記事掲載

2-637
【浅間山焚災記】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　7

〔非刊行〕　

〔作成〕　鹿沼文樵

〔備考〕・ 筆写資料

・ 原稿用紙7枚
・ 天明3年7月4日よりの浅間山

噴火の様子を記したもの

2-638
【地方不穏の状】

〔年代〕　明治十七年十二月二十日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 版心に「日本農民経済叢書用紙」

とある用紙使用

・ 『東京経済雑誌』二百四十五号

とあり、抜書き写しか

・ 新潟県南蒲原郡中野村、横田村、

千葉県東葛飾郡木崎村の地主と

小作人の騒動を伝える記事

2-639
【大小切に就て】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　土屋操

〔備考〕・ 版心に「農林省」と書かれた原

稿用紙使用のカーボン複写

・ 信玄が軍資の欠乏を補うために

制定した税法

徳川時代も甲斐国4郡の内、巨

摩・山梨・八代の3郡で行われ

た。明治5年政府が廃止しよう

とした時、大小切騒動が起きた

・ 歴史地理第十二巻第五号

2-640
【［血税騒動・人肉暴動、日野郡史写し］】

〔年代〕　［　　　　］
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〔点数〕　綴有　1　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 鳥取県『日野郡史』中の血税騒

動（明治5年）、人肉暴動（明

治6年）の写し

2-641
【島根県那賀郡誌】

〔年代〕　明治三年一月十三日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 前田誠一による浜田県庁乗取騒

動の部分「那賀郡誌」よりの抜

書き

2-642
【血税騒動】

〔年代〕　［明治6年］

〔点数〕　綴無　2
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 版心に「日本農民経済叢書用紙」

とある原稿用紙にペン書きによ

る筆写資料

・ 岡山県勝間田町誌より抜書き

・ 勝間田町は現在勝田郡勝央町

2-643
【［明治5年の大分郡庄内の騒動写し］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 『大分市史』（218～223ページ）

の写し

明治5年12月2日　大分郡庄内　

党民蜂起から鎮定までの写し

2-644
【［大野郡三重中玉田村曽右衛門騒動記］】

〔年代〕　［弘化］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［本三　山中幸男］

〔備考〕・ 作成者は学生か（用紙は「一橋

会共益部特製」、「本三」とある

のは本科3年か）

・ 箕浦又生編纂の「臼杵史料」下

巻の、弘化年間百姓一揆騒動の

筆写資料及び一揆の参加者多田

惣右エ門につき口述記録あり

2-645
【［村民烽起につき進達　写し］】

〔年代〕　明治九年五月七日、十三日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　［和歌山県］県令

〔受取〕　太政大臣内務卿

〔備考〕・ 版心に「和歌山県」とある罫紙

に筆写したもの

・ 7，8，9の丁付けあり

・ 貢租石代につき和歌山県那賀郡

の内十七ヶ村の村民烽起、鎭撫

の報告を県令から太政大臣に宛

てた進達2通の写し

2-646
【日吉村誌抄録　宮野下騒動顚末】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」にカーボン複
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写による筆写史料

・ 全頁にわたり虫くい部分あり

・ 愛媛県北宇和郡『日吉村誌』抜

粋資料

日吉村… 愛媛県、北宇和郡 
日吉村

宮下村… 同県、同郡宮下村 
（三間町）

2-647
【日吉村誌抄録　宮野下騒動顚末】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」にカーボン複

写による筆写史料

・ 明治3年4月、三間卿及び山奥

10か村の農民が連合して騒動

を起こした顛末記

（愛媛県北宇和郡日吉村）

2-648
【日吉村誌（一部抜粋）】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　北宇和郡　日吉村役場

〔備考〕・ 「北宇和郡日吉村役場」用紙に

カーボン複写による筆写資料

・ 大正12年11月28日付

愛媛県北宇和郡日吉村長→農商

務省農政課分室　小野武夫　旧

藩時代ニ於ケル農政事情取調ノ

件に対する返答書

2-649
【［宇和島の農民暴動顛末書］】

〔年代〕　［明治3年3月］

〔点数〕　綴有　1

〔非刊行〕　

〔作成〕　［三間村郷土誌］

〔備考〕・ 「農商務省」用紙にペン書きに

よる筆写資料

・ 明治3年3月宇和島の農民暴動

について三間村郷土誌より写し

たもの

2-650
【大小切事件】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「租税騒動」とあり

・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 山梨県『東山梨郡誌』（p.281～
285）抜粋

・ 明治5年地租改正に伴い旧制大

小切税法は不都合に付廃止を不

服とした騒動

2-651
【地租改正擾ぎ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 愛知県『小牧町史』抜粋（p.93
～99）

2-652
【伊賀騒動】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　中林楓水
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〔備考〕・ 「改租騒動」と朱書あり

・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料

・ 三重県『名賀郡史』抜粋　 
中林楓水著（p.582～586）

・ 明治4年11月11日より14日に

わたる地租改正租率引下げを請

える農民による一揆

2-653
【伊勢暴動】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　中林楓水

〔備考〕・ 「改租暴動」と朱書あり

・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料

・ 三重県『名賀郡史』抜粋　 
中林楓水著（p.586, 7）

・ 明治8年地租改正、租率の引下

げ請原を棄却された事よりの暴

動

2-654
【血税騒動】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 『秋田県史』第五冊（p.451～
452）抜粋

・ 平鹿郡阿気村他町村、果然、徴

兵に付、妄説を信用しての騒動

に県令の発した告諭

2-655
【一向一揆】

〔年代〕　［明治6年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書による筆写資料

・ 福井県『大野郡誌』上巻（p.210
～222）抜粋

・ 仏教徒が明治政府の宗教新方針

に対する誤解より生じた暴動の

顛末

2-656
【租税減免一揆】

〔年代〕　［明治2年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 富山県『下新川郡史』上巻

（p.674～8）抜粋

2-657
【納租騒動】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 鳥取県『日野郡史』上巻（p.209
～218）抜粋

2-658
【小役銀改廃の強訴】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
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〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きにて筆写資料

・ 『秋田県史』第四冊（p.213～
218）抜粋

2-659
【明治初年の農村不安】

〔年代〕　［明治］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［三重県鈴鹿郡］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きの筆写資料

・ 三重県『鈴鹿郡野史』（p.306, 7）
抜粋

2-660
【北條県百姓一揆の真相】

〔年代〕　昭和四年七月三日

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕　

〔作成〕　黒正巌

〔備考〕・ 出版物に掲載された論文を切り

取り、小野氏がこよりで仮綴じ

したもの

・ 美作国北條県下における明治6
年の百姓一揆についての論文

・ 小野武夫氏に反論された論文に

ついて、反論している

2-661
【明治初期の血税暴動】

〔年代〕　昭和三年九月

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕　

〔作成〕　木村靖二

〔備考〕・ 出版物「農政研究昭和3年9月
号」に掲載された論文を切り取

り、小野氏がこよりで仮綴じし

たもの

・ 「徴兵への義務ヲ読解シ」「竹槍

蓆旗ヲ弄シテ郡村ヲ煽動」した

一揆行動の血税暴動についての

論文

2-662
【太政類典（明治初年の農民一揆ニ関ス

ル目次）】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 小野用紙（原稿用紙）を用い、

表題のみ小野の自筆

・ 太政類典より明治初年の農民一

揆に関する記事が収録されてい

る巻数、件名、序数等を書き出

したもの

2-663
【肥諌実録】

〔年代〕　寛延元年戌辰九月廿六日

（1748）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「比較土地制度史研究室」用紙

にペン書きによる筆写資料

・ 表紙に「②」と朱書

2-664
【松木長操氏之伝記】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」にカーボン複

写の筆写資料
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・ 「5167」の貼札あり

・ 若狹国遠敷郡新道村の松木長操

（通称荘左衛門）の伝記と遺跡

紀念碑（明治24年5月）の碑文

2-665
【［大正7、15年に起こった愛媛県内の騒

動］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「伊予史談」原稿用紙と書かれ

た用紙使用

・ 68（愛媛県）米騒動　大正7年、

69（愛媛県）別子騒動大正15年、

70（愛媛県）南伊予村騒動 
大正15年の3件の騒動の内容を

記した筆写資料

2-666
【越中国新川郡　百姓騒動乱記】

〔年代〕　大正十二年癸亥十一月

〔点数〕　綴有　1　綴無　3
〔作成〕　冨山県越中国射水郡二塚村大学

下伏間江　武内七郎

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」にカーボン複

写による筆写資料

・ 「明治時代」「第五十四号」と朱

書、「5164」貼紙あり

・ 明治2年上下新川両郡の農民群

集暴動の記録

・ 解題（カーボン複写の同文3枚
挿入）あり

2-667
【義民重右衛門事蹟】

〔年代〕　大正十二年五月二十日

〔点数〕　綴有　1　綴無　3
〔非刊行〕　

〔作成〕　水上文渕

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」にカーボン複

写による筆写資料

・ 表紙に「第五十七号」と朱書

・ 解題（3枚挿入）

・ 寛政4年12月、八代郡金田村

重右衛門が、田中陣屋役人の徴

税苛酷を寺社奉行に強訴、処刑

文久3年その霊を祀り金重大明

神と号して建祠した事と記され

ている

2-668
【百姓一揆　明治四年八月広島県御調郡

に於ける】

〔年代〕　明治四年

〔点数〕　綴有　1　綴無　3
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」にカーボン複

写による筆写資料

・ 表紙に「第十八号」「明治時代」

と朱書

・ 解題付（3枚挿入）

2-669
【困窮村友救手段手組立帳】

〔年代〕　天保十四癸卯年二月（1843）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　常州真壁郡　五所宮村　百姓代　

又右衛門　他4名
〔受取〕　小宮山鎌太郎内　渡邊半蔵

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料

・ 明治17年6月織田完之が、茨

城県下巡回中、下館故衣笠兵太

夫蔵本を借写したものとあり
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2-670
【参考資料】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 和紙に墨書にて筆写資料

・ 福島県田村郡飯豊他村方困窮救

助の願書（天保9年）及び田村

郡郷土史（明治37年）より関

連文書抜粋1～3

2-671
【飢饉考　一名五穀無尽蔵】

〔年代・巻号〕　

天明七年丁未十一月（1787）・
巻之二

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　上原無休

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」にカーボン複

写による筆写史料

2-672
【飢饉考】

〔年代・巻号〕　

［文政乙酉仲秋（文政8年　

1825）］・巻之三

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔編著者〕　下野国那須郡　鈴木武助正長

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」にカーボン複

写による筆写史料

・ 巻之三序　一名号農諭

巻之三　　一名農諭

編著者　最終頁に秋山盛恭とあ

り

2-673
【感恩講誌】

〔年代〕　［明治四十一年］

〔点数〕　綴有　1　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕　「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きする筆写資料

・ 「小野武夫用紙」（和紙）に筆書

きによる解説1枚
・ 文政12年から明治40年までの

感恩講救恤の救助戸数、人員、

救助品の表あり

2-674
【増補救荒事宣　完】

〔年代〕　天保二年八月（1831年）

〔点数〕　綴有　1　綴無　4
〔非刊行〕　

〔作成〕　斎藤正謙

〔備考〕・ 金具止めをはずし当センターに

てこよりで再綴した

・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料

・ 「第六号」と朱書「四十四枚」と

朱書、「5166」と貼札あり

・ 解題（筆書きとカーボン複写の

合計3枚）

・ 目次1枚あり

2-675
【再板　農業全書　農事総論】

〔年代・巻号〕　

元禄九年（1969）・一

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　宮崎安貞

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」に墨書による

筆写資料

第三十二号
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・ 農事総論10 ヶ條

第1耕作　第2種子　第3土地

を見る　第4時節を考　第5鋤
芸　第6糞　第7水利　第8穫
収　第9蓄積付倹約　第10山
林之説より成る

・ 農業全書1～11の分類と書評の

3綴りと綴無2あり

第4と第10でちがいあり

小野武夫用紙

1. 再校農業全書　農業総論 一

2. 再校農業全書　五穀之類 二

3. 再校農業全書　茶之類 三

4. 再校農業全書　茶之類 四

5. 再校農業全書　山野菜之類

 五

6. 再校農業全書　三草之類 六

7. 再校農業全書　四木之類 七

8. 再校農業全書　菓木之類 八

9. 再校農業全書　諸木之類 九

10. 再校農業全書　生類養法 
　　　　　　　薬種之類 十

11. 再校農業全書　附録 十一

2-676
【再板　農業全書　五穀之類】

〔年代・巻号〕　

元禄九年（1696）・二

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　宮崎安貞

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」に墨書による

筆写資料

・ 稲、畠稲、麦、小麦、蕎麦、栗、

黍等19種

2-677
【再板　農業全書　菜之類】

〔年代・巻号〕　

元禄九年（1696）・三

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　宮崎安貞

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」に墨書による

筆写資料

・ 蘿蔔、蕪青、菘、油菜、芥、胡

蘿蔔等16種

2-678
【再板　農業全書　菜之類】

〔年代・巻号〕　

元禄九年（1696）・四

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　宮崎安貞

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」に墨書による

筆写資料

・ 表紙に「2592」のシールあり

・ 葱、韮、薤、蒜等16種

2-679
【再板　農業全書　山野菜之類】

〔年代・巻号〕　

元禄九年（1696）・五

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　宮崎安貞

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」に墨書による

筆写資料

・ 芹、蓼、蓮等18種

2-680
【再板　農業全書　三草之類】

〔年代・巻号〕　

元禄九年（1696）・六

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　宮崎安貞

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」に墨書による

筆写資料
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・ 本綿、麻草、麻、藍、紅花、茜

根等11種

2-681
【再板　農業全書　四木之類】

〔年代・巻号〕　

元禄九年（1696）・七

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　宮崎安貞

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」に墨書による

筆写資料

・ 茶、楮、漆、桑

2-682
【再板　農業全書　菓木之類】

〔年代・巻号〕　

元禄九年（1696）・八

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　宮崎安貞

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」に墨書による

筆写資料

・ 李、梅、杏、梨、栗、榛、柿、

石榴等の17種

2-683
【再板　農業全書　諸木之類】

〔年代・巻号〕　

元禄九年（1696）・九

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　宮崎安貞

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」に墨書による

筆写資料

・ 松、杉、檜、桐、椎、桜、柳等15種

2-684
【再板　農業全書　生類養法、薬種之類】

〔年代・巻号〕　

元禄九年（1696）・十

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　宮崎安貞

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」に墨書による

筆写資料

・ 生類養法として、五牸を畜法・

鶏・家鴨・水畜

・ 園に作る薬種として当皈、地黄、

川芎、大黄等合計25種

2-685
【再板　農業全書　附録】

〔年代・巻号〕　

元禄九年（1696）・十一

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　貝原楽軒

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」に墨書による

筆写資料

2-686
【責難録　上】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料

2-687
【甘藷翁頌徳記［写し］】

〔年代〕　大正四年九月上院

〔点数〕　綴無　2
〔非刊行〕　

〔作成〕　第七高等学校造士館教授　

従五位　山田準

〔備考〕・ 宝永2年薩摩国頴娃郡岡児ヶ水

村利右衛門が琉球より甘藷数顆

持ち帰り栽培、貴賎を問わず常
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食とし、その功徳をほめたたえ、

甘藷墓の塚を造営した事、その

他井戸平左衛門、青木昆陽等甘

藷に関係する人物に触れている

2-688
【五穀無尽蔵［写し］】

〔年代〕　寛政四年壬子冬・上・下

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　無適斎

〔備考〕・ 墨書による筆写資料

・ 天明七年丁未仲冬、上原無休の

著述したものの写本

・ 『通俗経済文庫』6に収録。大

正5～6年刊行

2-689
【地方要用書　全】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料（表紙は墨書）

・ 表紙に「百十三号」と朱書、除

くとあり

・ 「此書ハ明治十七年六月、織田

完之茨城県下巡回中、下館故衣

笠兵太夫ノ蔵本ヲ借写セシモノ

ナリ」とあり

2-690
【地方聞書　全】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料（表紙は墨書）

・ 表紙に「第十号」と朱書、除く、

とあり

・ 「此書ハ明治十六年本省第十八

号達ニ基キ福井県ヨリ謄写シテ

寄贈セシ三部ノ中、著者年月等

ヲ記セス。明治十七年十一月、

農書編纂掛」とあり

2-691
【松之一葉　全】

〔年代〕　天保八年丁酉十一月（1837）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　奥村操

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」に墨書による

筆写資料

・ 表紙に「五十九」とあり

・ 匹夫匹婦のために、前年の凶荒

に鑑み、忽ち豊饒に遇いて憂苦

を充れ、遊楽を事とし儲畜を怠

ることを戒みたる論説

・ 遠藤白鶴の序文、梁川星巌の題

詩、奥村増貤の跋あり

・ 『日本経済大典』第46巻に収録

2-692
【養蚕秘録［目次］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」に墨書

・ 第1、「日本蚕始りの事」より、

第50「蚕の徳にて福者となり

し事」まで、上、中、下巻の目

次及び加越能大路水経書上げ

2-693
【農家須知】

〔年代〕　天保十一年夏五月（1840）
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〔点数〕　綴有　2　綴無　1
〔非刊行〕　

〔著者〕　宮地簡

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は墨書）

・ 表紙に「第五十号」

・ 解題付（「小野武夫用紙」にカー

ボン複写3枚1綴）

・ 書目付（「小野武夫用紙」にカー

ボン複写1枚挿入）

・ 明治21年9月
勧農叢書、農家須知、農書肆　

有隣堂蔵梓、の筆写資料

2-694
【百姓伝記　第一】

〔年代〕　明治十七年四月四日

〔点数〕　綴有　2　綴無　3
〔非刊行〕　

〔作成〕　織田完之識

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料（表紙は「日本農民経

済叢書用紙」）

・ 表紙に「第八十号」「5171」とあり

・ 解題に「原本はもと浅草文庫に

蔵せしを、明治8年頃勧業寮新

宿試験場に転写し、また歓農局

より秋田県等に転写…」とあり

・ 総目録には巻一～十五とあり、

第一には巻1～5まで集録

2-695
【百姓伝記　第二】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料（表紙は「日本農民経

済叢書用紙」）

・ 表紙に「5172」の貼り紙あり

・ 歓農叢書　百姓伝記

巻之六～九の筆写資料

（・江戸時代前期の農書

著者不明　15巻
天和2年、3年頃成立）

2-696
【勧農叢書　百姓伝記】

〔年代・巻号〕　

明治十八年二月・第三帙

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　農書肆　有隣堂

〔備考〕・ 「農商務省」用紙にカーボン複

写による筆写資料

「13年6月19写」とあり

巻50　麦作集

巻51　五穀雑穀耕作集

巻52　蔬耕作集

巻53　水草集

第54　葛粮集

第55　 庭場道具・所帯道具、

麻機道具

2-697
【郷村考】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　参事院蔵書

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「十六」「13」と朱書、「参

事院蔵書」とあり

・ 『日本農民史料聚粋』2巻の「郷

村考書」とは別のもの
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2-698
【三物考　全】

〔年代〕　明治十五年九月三日

〔点数〕　綴有　1　綴無　3
〔非刊行〕　

〔作成〕　編輯兼出版　興農書院

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料

・ 「第五十一号」と朱書、「5095」
と貼紙あり

・ 諸評解説付（カーボン複写の同

文3枚）

2-699
【辺土民間子孫繁昌手引草】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1　綴無　2
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「6」と朱書

・ 欠損部分あり

・ 解題付（「小野武夫用紙」に墨

書1枚挿入）

・ 大正6年　志和村に講演に行っ

た際、村長より貸与され写すと

あり、木村修三とあり

2-700
【農家備要　前編一～五】

〔年代〕　［明治1年3月］

〔点数〕　綴有　6　綴無　1
〔作成〕　河野禎造

〔備考〕・ 和紙に墨書による筆写資料

・ 一巻の表紙に「第二十五号」

「十二」「14」と朱書

・ 解題、目次付（カーボン複写の

解題1枚、墨書の目次1綴が一

巻に挿入）

・ 綴無1は解題、綴有6のうち1
は目次

2-701
【老圃実験　農家必用】

〔年代〕　明治十五年六月

〔点数〕　綴有　2　綴無　3
〔非刊行〕　

〔作成〕　長崎県士族　佐藤甚兵衛　編輯

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料（表紙は墨書）

・ 表紙に「第四十七号」と朱書

・ 解題付（「小野武夫用紙」にカー

ボン複写3枚挿入）

・ 書目付（「小野武夫用紙」に墨

書1綴）

・ 明治15年6月出版の刊行本の

筆写資料

2-702
【農業自得】

〔年代〕　［天保12年］

〔点数〕　綴有　2　綴無　3
〔非刊行〕　

〔著者〕　［下野国都賀郡　蒲生村　里正］

田村仁左衛門

〔備考〕・ 明治14年出版刊行本を「小野用

紙」にペン書きによる筆写資料

・ 表紙に「第四十九号」と朱書

・ 平田篤胤の序あり

・ 綴有の1点は目次

・ 綴無の3枚は解題

2-703
【大原幽学の教育思想　男の心得筆写】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 富山房百科辞典用箋と書かれた
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240字詰めの原稿用紙使用

・ 「日々の耕作は上ヘ貢を献する

の節の日々其田畑の作物生長を

以て父母の耳目を楽しましめん

が為なり」等の幽字の教説の写

2-704
【旅の寝覚】

〔年代〕　［元文4年写］　（1739）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［桑門万元法師］

〔備考〕・ 和紙に墨書による筆写資料

・ 表紙に三十四と朱書あり

・ 虫損あり

・ 随筆

2-705
【賤民俚考　全】

〔年代〕　享和一年辛酉七月（1801年）

〔点数〕　綴有　1　綴無　3
〔非刊行〕　

〔作成〕　刑部源左檀子

〔備考〕・ 後欠

・ 「小野用紙」にペン書きによる筆

写

・ 「第二十八号」と朱書、「5163」
貼紙あり

・ 解題（カーボン筆写の同文3枚）

あり

2-706
【古野之若菜】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1　綴無　3
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料

・ 表紙に「第三十四号」と朱書

・ 解題付（「小野武夫用紙」に墨

書1枚、カーボン複写2枚挿入）

・ 解題に著者名は不明、本居宣長

の門下と信ぜらるとあり

2-707
【［続日本経済叢書所収本の解題］】

〔年代・巻号〕　

［　　　　］・［第1～3巻］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［滝本誠一］

〔備考〕・ 「小野用紙」、「農商務省」用紙

にペン書き

・ 「続日本経済叢書」（大正12年
刊行）第1，2，3巻所収本の解

題、19書分

・ 清良記、治国家根元、社倉法師

説、井地国字解、土佐国水土私

考、歴代備荒考、治邦要旨、昇

平夜話、四民格致重宝記、鶴見

九皐遺策、東方農準、農譚拾穂、

公田説、経世談、温知政要、王

道内篇、中臣祭政法、久徳氏上

書、羽陽秋北水土録

1巻～3巻のうち、日本水土考

と両域人数考はなし

2-708
【［肥料に関する心得］】

〔年代〕 慶安二年丑二月二十六日（1649）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」とある原稿用紙使用

・ 『徳川禁令考』第五帙より抜粋
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2-709
【土屎等仕立方のこと】

〔年代〕　嘉永三年

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 何れも「菊地孝吉蔵」とあり

・ 原稿用紙にペン書きによる筆写

資料

・ 筆写史料

・ 土屎等仕立勢子方奉伺帳

嘉永三年十一月

土屎等仕立方心付書

戌十月

堆肥作りの方法

2-710
【［神社合併関係綴り］】

〔年代〕　［明治39、40年　大正7年］

〔点数〕　綴有　3
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料

1. 「社寺合併並合併跡地譲与ニ関

スル件」明治39年8月14日　神

甲第16号神社宗教両局長依命

通牒

2. 「平田内務大臣指示」明治42年
4月16日　神社合併ニ関スル件

3. 「水野内務大臣指示」大正7年5
月15日　神社合併ニ関スル件

2-711
【近世の農政学者五名の伝記　写】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　5
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 小野用紙（原稿用紙）にペン書

1. 宮崎安貞（農商工公報）

2. 二宮尊徳（報徳記・尊徳小伝）

3. 大蔵永常（日本農功伝）

4. 貝原益軒（不明）

5. 佐藤信淵（開農雑報）

2-712
【［題名不明］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　27
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 和紙にカーボン複写による筆写

史料

・ ナンバリング（2469～2480、2492
～2494、2511～2512、2514、
2536～2540、2543～2546）あり 
・（日記のようなもの？）

2-713
【［筆写資料］】

〔年代〕　［嘉永6年］（1853）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［吉田村］

〔備考〕・ 和紙に墨書による筆写資料

・ ナンバリング（876～896）あり

・ 前後欠・当センターにて再綴

・ 五人組備役・郷村割、猟師鉄砲

許可等島根県飯石郡吉田村、六

重村筆写資料

2-714
【毛利藩地方書［解題・収録目次］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1　綴無　3
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 目次と解題の1点は「小野武夫

用紙」に墨書
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・ あと2点の解題はカーボン複写

・ 同文の解題3枚と目次綴り、

目次には第1.「兼重蔵田御検地

之事」より第90.「地方所務心

得より付ヶ書共四十八件」まで

あり

2-715
【御制法條々】

〔年代〕 万治三庚子九月十四日（1660）
〔点数〕　綴有　1　綴無　2
〔非刊行〕　

〔差出〕　［　　　　］

〔受取〕　毛利主膳　他四名

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「一」と朱書

・ 徳山藩毛利大和守における地方

書　8巻合1冊
1. 御制法條々

2. 当家御制法

3. 深秘録

4. 御ヶ條物控

5. 正徳御條目写

6. 享保4年巳亥村石高従萩府御引

渡帳

7. 御領内御高礼之控帳

8. 起請文控

2-716
【当家御制法】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「二」と朱書

・ 寛文3年～同12年、毛利家徳

山藩か

2-717
【深秘録】

〔年代〕　延宝五年八月五日（1677）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　神村将監

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「三」と朱書

（・「延享二丑ノ十月　小幡内記

次金写之置」とあり）

2-718
【御ヶ條物控】

〔年代〕　元禄四辛未歳十月ヨリ（1691）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「四」と朱書

・ 文中に朱書にて「須方村」「覚」

書中に遠石町とあり

両方とも徳山藩内の地名

2-719
【正徳御條目写】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　御代官所

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「五」と朱書

・ 延宝5年（1677）、御勘定所御

定物條々、神村将監、桂民部→

勘定頭役

・ 元禄4年（1691）、衣類定
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2-720
【村石高従萩府御引渡帳　壱綴之写】

〔年代〕　享保四年巳亥（1719年）

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「六」と朱書

2-721
【御領内御高札之控帳　御蔵本】

〔年代〕　享保十七年子七月（1732年）

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「七」と朱書

2-722
【起請文控】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に「八」と朱書

2-723
【五箇村御仕入紙全録】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写資料

2-724
【御領内四ッ御物成被仰付候前後目安并

御書出其外算用詰書立】

〔年代〕　延宝六年午九月（1678）
〔点数〕　綴有　1　綴無　2
〔非刊行〕　

〔作成〕　桜井甚太夫

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 綴無2は「大会録　文化四年」

2-725
【［地誌］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　2
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ カーボン複写による筆写資料

・ 1つは21～49、もう1つは 
61～81のページ付あり

・ 前欠、中欠、後欠

・ 上野国碓氷郡の地誌

2-726
【郷士関係一件記録】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　岡田治部右衛門

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きによる筆写史料

・ 表紙に「8」とあり

2-727
【伊予国越智郡鈍川村　村法定書　全】

〔年代〕　宝暦九年己卯十二月（1759）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　鈍川村

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる
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筆写資料（表紙は和紙に墨書）

・ 表紙に「五十五」「13」とあり

・ 明治17年12月鈍川村　森繁三

郎蔵書を借写とあり

2-728
【持高之内故障等書上懸合方留】

〔年代〕　［天保12年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　岡部

〔備考〕・ 「石川県図書館協会」用紙にペ

ン書きによる筆写資料

・ 表紙に鉛筆で「石川県羽咋郡樋

川村荻谷　岡部恒氏蔵」とあり

2-729
【日光御神領村々荒地起返方法金無利

七ヶ年賦貸付雛形】

〔年代〕　嘉永六癸丑年二月十三日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　御普請役格二宮金次郎

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料（表紙は墨書）

・ 表紙に「五十三号」と朱書

2-730
【ひらたの比礼　壱軒五人図り】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 市販原稿用紙にペン書きの筆写

資料

・ 末尾に「古文書の所在地　東京

府南多摩郡川口村楢原二五九　

橋本喜市方」「原本　筆者、年代、

記入セズ」「原本の筆蹟を推定

すれば　橋本類ハ（重能）昭和

三年十一月二十日生、天保六年

三月二十三日死す（橋本義夫）」

とあり

・ 「平田分禄分限之比礼」の勘算

方の説明書

2-731
【参考資料】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　6　綴無　4
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ ペン書きによる筆写資料

・ 田村郡郷土史［明治37年］の

筆写資料

・ 大方篤実通称助右衛門について

の資料

31～37ページ付

・ 縄役人覚［年代なし］、惣村中

上田之事［寛政5年］等の資料

38～79ページ付

・ 12～36ページ付の資料他

2-732
【地方見聞集　全】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料（表紙は墨書）

・ 表紙に「第二十六号」と朱書、「除

ク」とあり

2-733
【夫米夫銀考　全】

〔年代〕　享保三戊戌年（1718）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　有澤武貞
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〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料（表紙は墨書）

・ 表紙に「第六十七号」と朱書

・ 「此書ハ富山県ノ進達スル所加

賀国金沢有澤武貞著ナリ明治

十八年十二月」とあり

2-734
【尾州百姓由緒留】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 原稿用紙にペン書きによる筆写

資料（表紙は墨書）

・ 表紙に「百二十六号」と朱書

2-735
【條々・村庄屋心得條々［解読文］】

〔年代〕　明治二年已巳　三月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　京都府

〔備考〕・ 「農林省」とある用紙使用

・ 高札の趣旨を守るべし、邪宗門、

怪異の教法の禁止等及び村庄屋

としての役儀心得書

2-736
【地方大概　全】

〔年代〕　享保二丁酉年十二月（1717）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料（表紙は墨書）

・ 表紙に「第六号」と朱書

・ 「丹後国中郡峰山吉原町士族佐

藤重全ノ蔵本、原本ヲ鵜飼氏ヨ

リ借用写置、寛政7年藤原重興

トアルハ…謄写シテ農書編纂掛

ニ保存スト云爾、明治十七年

十一月二十五日」

2-737
【地方秘明記　全】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料

・ 「此書ハ群馬県ノ進達スル所同

県下緑埜郡藤岡町折茂健吾蔵本

ヲ借写セリ　明治十八年十二

月」とあり

2-738
【地方伝授集　全】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料

・ 表紙に「百七十八号」と朱書、「除

く」とあり

・ 「此書ハ地租雑税ニ関スル役人

心得及ヒ民政心得等ヲ記ス兵庫

県ノ進達ニシテ淡路国津名郡洲

本幸町安倍喜平蔵書ナリ明治

十八年一月廿日借写」とあり

2-739
【地方発起　全】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる
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筆写資料（表紙は墨書）

・ 表紙に「五十五号」と朱書、除

く、とあり

・ 「此書茨城県巡回中彰考館ニテ

謄写ス、明治十七年六月、織田

完之」とあり

2-740
【信濃国御馬寄村文書】

〔年代〕　［天保5年～安政5年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　町田良右衛門他

〔備考〕・ 長野県北佐久郡中津村大字御馬

寄村の旧庄屋町田良右衛門氏の

在世時代の記録を後嗣町田良一

氏が和紙にカーボン筆写したも

の5冊合綴

・ 表紙破損

・ 「十三」「15」と赤えんぴつ書き

・ 天保5年甲午歳2月朔日ヨリ

役向書留帳

・ 天保14年癸卯之2月11日ヨリ

小日記意覚　町田恒篤

表紙に「町田文書」裏表紙に「長

野県北佐久郡中津村大字御馬寄

村町田良一氏蔵」の貼札あり

・ 天保15年甲辰正月11日ヨ里

懐中意覚日記　弐番

町田善道

表紙に同様の貼札あり

・ 弘化2年乙巳9月ヨリ

役向書留帳三番　町田恒篤

表紙に同様の貼札あり

・ 安政5年戊午8月ヨリ

役懸リ書留帳　組頭良右衛門

2-741
【御馬寄村取締書議定書】

〔年代・巻号〕　

［延享4年～文化12年（1747～
1815年）］・其壱

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　御馬寄村

〔備考〕・ 表紙の裏面に「昭和三年十二月

写　町田良一　執筆者　町田森

太」とあり

・ 罫紙（一部和紙）にカーボン筆写

・ 「十四」「1」赤えんぴつ

・ 延享4年卯3月23日
御触書之写

・ 天明3年癸卯11月
御上様ヨリ被為仰渡候趣五人組

請印取置帳

・ 寛政5年丑12月
被仰出候御書附

・ 寛政10年午12月
村中倹約定書写

・ 文化3年寅7月日

御公儀様ヨリ御触書写

・ 文化12年亥11月
村中倹約箇條定書

・ 文化12年乙亥12月
御取締ニ付村中組分ヶ軒別印形

帳

2-742
【御馬寄村取締書議定書】

〔年代・巻号〕　

［文政10年～天保8年（1827～
1837年）］・其弐

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　御馬寄村

〔備考〕・ 表紙の裏面に「昭和三年十二月

写　町田良一　執筆者　町田森

太」とあり

・ 罫紙（一部和紙）にカーボン筆写

・ 文政10年亥7月
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小諸御役所ヨリ被仰出書付与

・ 文政10年亥8月3日
博変諸服負取締請印帳

・ 天保2年辛卯3月
御支払御廻村之上　被仰渡候御

書付一統請印帳

・ 天保8年酉10月
御取締御書付　壱通

御家中へ　被仰出候御書付　壱通

御足軽以下へ　被仰渡候御書付　

壱通

御廻札　壱通

・ 天保8年丁酉10月
御取締倹約之覚　東西村々一同

2-743
【御馬寄村取締書議定書】

〔年代・巻号〕　

［天保12年～嘉永6年（1841～
1853年）］・其参

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　御馬寄村

〔備考〕・ 表紙の裏面に「昭和四年一月謄

写　町田良一　執筆者　町田森

太」とあり

・ 罫紙（一部和紙）にカーボン複写

・ 天保12年丑正月日

人別調帳

・ 天保13年寅、8月
御上様ヨリ被仰渡候諸色

直下ヶ帳　良右衛門組

・ 嘉永6年癸丑9月
御倹約御取締御書付　写　 
組頭良右衛門控

2-744
【御馬寄村取締書議定書】

〔年代・巻号〕　

［嘉永六年～明治五年（1853～

1872年）］・其四

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　御馬寄村

〔備考〕・ 表紙の裏面に「昭和四年一月謄

写　町田良一　執筆者　町田森

太」とあり

・ 罫紙（一部和紙）にカーボン筆写

・ 嘉永6年丑9月
郷中御仕置書付　御馬寄村　 
組頭良右衛門

・ 文久元年酉　3月
博奕諸勝負向後取締向議定書　

相浜村ニ於テ会合

・ 元治元年甲子12月
御取締申渡請印帳

御馬寄村組頭彦右衛門控

・ 明治3年午2月
千曲川渡船ニ付村方一統議定書

・ 明治5年壬申7月
村方規則請印帳

2-745
【善応寺文書】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「「伊予史段」原稿用紙」にペン書

きによる筆写史料　表紙は墨書

・ 『伊予史料集成』2巻と同題名

・ 明治43年9月11日夜、松山市

の僑居にて富水道人　識

2-746
【四郎谷（しろうがだに）村下札帳の一斑】

〔年代〕　［天保9年12月］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　宇和島藩
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〔備考〕・ 「「伊豫史談」原稿用紙」に墨書

による筆写資料

・ 表紙に「今ノ東宇和郡溪筋（た

にすじ）村」とあり

・ 四郎谷長松家所蔵の下札牒6冊
を、地方税制の参考のため筆写

した帳簿

（渓筋（たにすじ）村：現愛媛県

東宇和郡野村（のむら）町）

2-747
【古藤田村岩吉幸吉げんのう引合取調始

終口上書紙面類手控】

〔年代〕　慶応一年丑六月（1865）
〔点数〕　綴有　1　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　高山房慶

〔備考〕・ 「「伊予史談」原稿用紙」に墨書

による筆資史料

・ 表紙に「二十四」「第三十九号」

「11」と朱書

・ 解題付（「小野武夫用紙」に墨

書1枚挿入）

2-748
【六拾四ヶ條問箇條御肩書物】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「「伊予史談」原稿用紙」に墨書

による筆写資料

2-749
【地方覚書】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1　綴無　3
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「「伊予史談」原稿用紙」に墨書

による筆写資料

・ 表紙に「第十四号」と朱書

・ 解題付（墨書1枚、カーボン複

写2枚挿入）

・ 幕府発令の地方に関するものの

集録

2-750
【歯谷先生雑纂共二上】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　高倉胤明　蔵本

〔備考〕・ 「「伊豫史談」原稿用紙」に墨書

による筆写史料

・ 中扉に「歯谷先生遺墨雑纂巻之

壱　寛永小説　栗田嘉休見聞抄　

逸斎高倉胤明集纂」とあり

2-751
【歯谷先生雑纂共二下】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　高倉逸斎　蔵本

〔備考〕・ 「「伊預史談」原稿用紙」に墨書

による筆写資料

・ 表紙に「高倉逸齋　蔵本」、（122
ページ）とあり

・ 歯石先生遺墨雑纂巻之弐

・ 歯谷の「歯」は、うけばこ「凵」

に、「米」である

2-752
【［宮島浦村他筆写資料綴り］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ カーボン複写
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・ 文化7年、板野郡宮島浦鳥威奉

願上名面指上帳他

（・板野郡宮島浦村は現徳島県

徳島市）

2-753
【安政三辰御触書抜】

〔年代〕　明治十七年十二月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写史料

2-754
【大蔵省布達令書［写し］】

〔年代〕　［明治3～5年］

〔点数〕　綴有　2　綴無　7
〔非刊行〕　

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 「農商務省」の罫紙にペン書の

筆写資料

・ 開墾関係達し書他

2-755
【育子法布告】

〔年代〕　明治三年

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　盛岡県庁

〔備考〕・ 昭和3年3月12日　孔版による

筆写

・ 岩手県県史編纂部資料の筆写資

料

2-756
【他領檀那寺持人別取調帳】

〔年代〕　明治二年己巳六月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　追原村

〔備考〕・ 「農商務省」とある用紙使用

・ ペン書きによる筆写資料

（現島根県那賀郡金城町）追原村

2-757
【［田部家文書］】

〔年代〕　［宝暦13～明治25］
〔点数〕　綴有　14　綴無　10
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「田部用紙」「小野用紙」「農商

務省」とある用紙使用

・ 墨書、ペン書きによる筆写資料

・ 島根県飯石郡吉田村田部長右衛

門家の文書筆写資料

2-758
【御郡中書願控】

〔年代〕　文政十二年丑九月（1829）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　庄屋　清右衛門

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」にカーボン複

写による筆写資料

2-759
【乍恐以書付奉申上候】

〔年代〕 ［嘉永3年］戌八月二十日（1850）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　知行所上総郡周准郡尾車村　

百姓代　新右衛門

〔受取〕　郡方役所

〔備考〕・ 年代は文書中に「去酉閏4月」

とある所より推定

・ 墨書による筆写資料

・ 御用金として高百石につき金

50両上納の沙汰は困窮の当村

としては受けがたく、本家本多
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隠岐守へ歎願した一件で、咎人

の宥免願書

2-760
【関東米俵買内実並現石売買内実附】

〔年代〕　天明四甲辰九月元板（1784）
〔点数〕　綴有　2
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「農商務省」用紙にカーボン複

写による筆写資料

・ 解題は「小野武夫用紙」に墨書

・ 表紙に「第八十三号」と朱書

（・天保六乙未十月再板）1835
・ 解題付（墨書3枚1綴挿入）

・ 関東に於ける米苞の内実を書い

たもの

2-761
【五ヶ村諸出入控帳】

〔年代〕　嘉永二年酉七月二十日　改

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　五ヶ村惣代

〔備考〕・ 墨書による筆写資料

・ 5 ヶ村は、泉村、尾車村、練木村、

法木作村、畑沢村

2-762
【張訴写】

〔年代〕　嘉永三年戌十一月九日（1850）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　尾車村　新右衛門

〔備考〕・ 裏表紙に「上総国周准郡尾車村　

山中氏」とあり

・ 墨書による筆写資料

・ 本多対馬守知行所上総国周准郡

泉村他3 ヵ村小前惣代より差出

しの歎願書

2-763
【御條目之写】

〔年代〕　文化六年巳三月（1809）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 墨書による筆写資料

・ 表紙右下隅に「外山氏所蔵」と

あり

2-764
【連判手形之事】

〔年代〕　天明八年申一月（1788）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［香］川郡西鶴市村甚蔵外168
名連印

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料

・ 「田租録ヨリ離ス」とあり

（田租録は「日本農民経済叢書」

（未刊）第16巻にあり

2-765
【上下川御代官御手控之写シ】

〔年代〕　［享保15年～天保3年］（1730
～1832）

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 孔版刷り

・ 表紙に「中蒲原郡村松町片桐道

宇氏蔵」とあり

・ 佐久間氏諸儀持用、とあり

・ 御蔵定書とあり、収納米に関す

る達書

（越後国村松藩主堀直堯直教、

直央公）
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2-766
【願書留】

〔年代〕　嘉永三年戌三月より（1850）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　尾車村　新右衛門

〔備考〕・ 墨書による筆写資料

・ 上総国周准郡泉村他3 ヵ村惣代

より本多隠岐守役人中へ差出し

の畑永上納についての歎願書そ

の他綴り

2-767
【阿波記録】

〔年代〕  ［天保12、同13、安政3年］

（1841、1842　1856）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　甲村左源太

〔備考〕・ 「小野武夫用紙」にカーボン複

写による筆写資料

・ 「第五十六号」と朱書、「5165」
貼札あり

・ 解題（カーボン複写の同文3枚）

が糊付けされている

2-768
【公私雑書留】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　2　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」に毛筆及びペン書き

・ 表紙に「十一」「コ」、「2」と朱

書

・ 地方に関係する事項の雑記

（・各公領地の租税収納法、検

見法、堤防等の修築から、諸帳

簿の記載方に及び、元禄以降の

公文を載せたもの）

・ 目次1綴りと解題1枚あり

2-769
【郷土史資料　津島組代官手控】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　2　綴無　3
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書きによる

筆写資料（表紙は墨書）

・ 表紙に「第十七号」と朱書

・ 解題（カーボン複写2枚、墨書

1枚）あり

・ 目次（1綴）あり

・ 文政、天保、嘉永、安政に渉り、

津島組代官の筆記書

2-770
【松山税制手鑑】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「「伊豫史談」原稿用紙」にペン

書きによる筆写資料（表紙は墨

書）
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・ 一校了とあり

・ 題名は仮称

・ 大正8年11月23日　伊予史談

会に依る筆写資料

2-771
【旧幕府時代三役之書　全】

〔年代〕　明治十七年一月三十日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　赤木清太郎

〔備考〕・ 孔版による筆写資料

・ 岡山県ノ進達スル所ニシテ、備

中国阿賀郡足見村赤木清太郎ノ

蔵書ヲ借写セリ、明治17年12
月とあり

2-772
【蝦夷藻屑紙　全】

〔年代〕　［明治］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔編著者〕　松本十郎

〔備考〕・ 「北海道史史料用紙」にペン書

きによる筆写資料

・ 表紙に「④」と朱書

・ 巻末に「一、北海道庁北海道史

編纂掛所蔵「蝦夷藻屑紙　松本

十郎著」ヲ全写ス、昭和七年

十一月七日　有賀　美」とあり

・ 標題紙部分に「空語集巻之

八十九」とあり

・ 明治2年、開拓使は根室出張所

開設、開拓判官松本十郎赴任

2-773
【徳川地方裁判例】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 版心に「農商務省」とある用紙

にカーボン複写による筆写資料

・ No.付けで1，2欠、3～55あり

・ 科條類典及び裁許留或は法曹後

鑑中より蒐集したもの

2-774
【徳川地方裁判例　事例】

〔巻号〕　［第二巻］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「農商務省」用紙にカーボン複

写による筆写史料

2-775
【徳川地方裁判例　巻三】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 版心に「農商務省」とある用紙

使用

・ 筆写資料
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2-776
【大審院民事判決録の研究】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　35　綴無　10　袋　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 題名は破損した袋の表書きより

採用

・ 大審院民事判決録に現れたる明

治初年の小作事情

明治8年から17年までの判決

録

2-777
【為取換約定証】

〔年代〕　明治十九年十二月十日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　地主　野口儀平太郎　他1名
〔受取〕　控小作人　山田三平

〔備考〕・ 小作証文であるが新潟地方裁判

所が保管しているものを筆写し、

土地の面積等具体的記述はない

「控小作人」が代金を支払って

いることから、実質的小作人は

「控小作人」かあるいは単なる

金主か？

・ 新潟地方に行われた小作地の特

例として筆写したものか

2-778
【［自作農創設関係資料］】

〔年代〕　［昭和4年3月11日］

〔点数〕 綴有　6　綴無　23　封筒　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 孔版印刷物

・ 書類封筒の表書きに「配布セサ

ル参考資料」とあり

・ 年代は綴有資料の内「小作法草

案立 ノ経過及其ノ後ノ状況　

農務局」と表書きのある資料に

依る

・ 耕地所有者ノ所有耕地広狭別戸

数ノ変遷（綴）

・ （一）反当平均田畑負担ノ税（綴）

・ 日本勧業銀行、自作農貸付手続

き概要（綴）、その他

2-779
【衆議院配付参考資料】

〔年代〕　昭和四年三月十二日

〔点数〕　綴有　4　綴無　1　封筒　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 孔版印刷、一部活版印刷物

・ ホチキス針を外しこよりで仮綴

じ

・ 書類封筒の表書きに「衆議院配

布参考資料」「第五十六回帝国

議会昭和四年三月十二日（第一

回配布）以降配布セラルモノ」

とあり

・ 衆議院委員会ニ配布セル自作農

ニ関スル参考資料目次（昭和四

年三月）

・ 補助施設ニ依ラサル府県ノ自作

農創設維持ニ関スル調査（農務

局）

・ 小作法草案（農務局）その他

2-780
【［永小作整理要綱　会議資料］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　3　綴無　3
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 夫々の右上に「秘」朱印あり

・ 孔版印刷物

・ 綴有3点中に、「十二月十七日　
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小野」とあり鉛筆書きにて訂正、

挿入等の書き込みあり

・ クリップ等を外し、こよりで仮

綴じ

・ 「小作法中永小作関係に関シ規

定スベキ事項要綱」とあり

2-781
【地主対小作関係調査】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕　

〔作成〕　群馬県農会報告

〔備考〕・ 赤ペン書きで「地主対小作人」

とあり

・ 雑誌論文を切取り仮綴じしたも

の

・ 地方農会記事の項目

・ 従来地主対小作関係は葛藤なく

親密・主従の如く平和

・ 従来の小作慣例、小作に関する

特例、地主と小作人関係の現況

についての記述

2-782
【地主と小作人との葛藤に就いて】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕　

〔作成〕　飯岡清雄

〔備考〕・ 柱に「調査」とあり

・ 雑誌論文を切取り仮綴じしたも

の

2-783
【［松浦郡　土佐破損文書］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　

〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

2-784
【明治農村擾乱史の意義】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　14　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書による筆写

「徳島県」用紙にペン書及びカー

ボン複写による筆写資料

・ 第1～七節の資料には題名紙付

き

・ 序説　第1節から7節、終言ま

での目次と資料綴り

第一節　 士族暴動 
（『信州及び信州人』抜

粋）

第二節　 幣制暴動 
（『下毛郡史』抜粋）

第三節　 物価暴動 
（『南佐久郡史』抜粋）

第四節　宗教暴動

第五節　 徳政暴動 
（福島県『大沼郡誌』

抜粋）

第六節　 農地暴動 
（徳島県名西郡　上山

村一揆）

第七節　 役人□□ 
（福島県耶麻郡誌抜粋　

郷頭肝煎排斥暴動）

その他関係資料7点
・ 明治二己巳年八月　佐久郡芦田

八ヶ騒動記（『北佐久郡誌』書抜）

・ 明治三年庚午騒擾摘要（『更級

郡誌』119～127頁　抜粋）

・ 三重県『旧県時代の騒擾事件』

楩概（『三重県史』下巻270～
283頁　抜粋）

・ 茨城県下暴動（『東京経済雑誌』
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第234号明治17年10月4日　

462頁　抜粋）

・ 埼玉県暴動（『東京経済雑誌』

第239号明治17年11月8日　

629～631頁　抜粋）

・ 米騒動（高岡史料　上巻　838
～839頁抜粋）

・ 徳政一揆（岐阜県『郡上郡史』

522～526頁　抜粋）

2-785
【［官私囲米　刺翻米処分の指令書］】

〔年代〕　明治六年七月廿九日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　鳥取県権参事　河野通

〔備考〕・ 版心に「鳥取県」とある罫紙使用

・ 安政2年の買上げ米、村々段割

籾稗、三分一籾栗、刺翻米の半

数だけ下げ戻しの指令書

2-786
【代米納領収順序規定】

〔年代〕　明治十七年十一月二十九日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」にペ

ン書きに筆写資料

・ 東京経済雑誌第242号（726
ページ）筆写資料

2-787
【［稲の作柄に関する図］】

〔年代〕　［明治35～昭和16年］

〔点数〕　綴無　2
〔刊行〕　

〔編著者〕　岩手県経済部

〔備考〕・ 「稲作冷害状況調」の附録資料

1. 稲作期間ノ豊凶気温比較図　 

明治35年～昭和16年
2. 稲作被害歩合ニヨル町村別分布

図　昭和16年10月10日現在

2-788
【中農保護の為に家産制度の調査を政府

がして居る】

〔年代〕　大正四年六月二十五日

〔点数〕　綴無　1
〔刊行〕　

〔作成〕　東京朝日新聞

〔備考〕・ 新聞の切抜きを、「帝国議会原

稿用紙」に張り付けたもの

・ 家産制度の内容、アメリカ、ス

イス、フランス、ドイツでの施

行例の紹介記事

2-789
【米穀生産検査】

〔年代〕　昭和二年七月

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　島根県

〔備考〕・ B3版1枚に印刷

・ 島根県米の改良のための検査マ

ニュアルで、品質、乾燥、調製、

粒形等々の検査と俵装等の規定

が記されている

2-790
【東北村落制度調査会設立趣意書調査要

飲草案】

〔年代〕　［昭和7年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 年代は「趣意書」の記述による

・ 表紙に「大西氏関係セズ」「森

氏ニ交渉スルコト」「原口氏庶

務之任」とあり
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2-791
【最近農業問題十講】

〔年代〕　［昭和12年以降］

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 冊子のうち第七（八）講（節）

を破り取ったもの（209ページ

～274ページ）

・ 昭和12年の資料を使用のため、

それ以降

・ 貼り紙3枚あり

・ 第七講　米穀問題が第八節　米

穀問題の動向と書替えている

2-792
【水害被害調】

〔年代〕　昭和十六年七月十二日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［静岡県］引佐（イナサ）郡都田村

〔備考〕・ 孔版印刷

1. 家屋被害

2. 公共施設被害

3. 農耕地被害

4. 農産物被害

5. 家畜類被害

6. 林野被害

7. 総被害見積高

以上都田川堤防決壊被害調査書

（都田村は現浜松市）

2-793
【稲作冷害状况調】

〔年代〕　昭和十六年十月十日現在

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕　

〔編著者〕　岩手県

〔備考〕・ 附録資料として稲の作柄に関す

る図2枚あり

・ 岩手県作成の本資料に小野の手

で聞き取り調査が書き込まれて

いる

・ 他

2-794
【［農工調整懇談会記録等］】

〔年代〕　昭和十九年九月二十二日

〔点数〕　綴有　2
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 年代は同会の開会日時記録によ

る

1. 懇談会の出席者、及び発言記録

2. 農工調整問題統観（覧か）のは

しがき等綴

・ 『農工問題研究』関連か

2-795
【本年の食糧事情】

〔年代〕　昭和二十一年

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ （259）～（268）の頁付あり、他

の原稿の一部か

・ 大分県四日市高等女学校で調査

した戦後の逼迫した食糧事情

・ 調査者不明

2-796
【亊業報告概况】

〔年代〕　自昭和十七年三月　至昭和十八

年二月

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕　

〔作成〕　社団法人　農山湧村文化協会

〔備考〕・ 孔版刷

・ 戦時下の農村湧村における文化

活動（映画・芸能）、戦時講演会、

増産研究会等の活動報告書
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2-797
【「農民団体」に関する雑誌・新聞等の記

事】

〔年代〕　大正四年一月十五日～

〔点数〕　綴無33　袋1
〔刊行〕　

〔作成〕　小野

〔備考〕・ 題名の「」内は、小野氏作製の

墨書の袋表書きによる

・ 新聞記事切抜き、大日本帝国米

穀会会報、農政研究会会員一覧

表その他雑誌一部切取り

2-798
【大日本山林会報第三百八十一号［切抜］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 地上権に関する質疑応答（p.48、
49）の切抜

・ 活版印刷

2-799
【法政大学村組合創立規約】

〔年代〕　昭和五年

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　法政大学村組合

〔備考〕・ 法政大学ニ土地ヲ有スル者ノ住

宅建設並ニ共同ノ利益ノ増進及

ビ親睦ヲ目的トスる組合規約で

あり、目的物は群馬県吾妻郡長

野原町にある

・ 有効期間は昭和6年9月30日まで

2-800
【［大和農民組合第二回大会綴り］】

〔年代〕　昭和二年三月二十七日

〔点数〕　綴有　1

〔非刊行〕　

〔作成〕　大和農民組合

〔備考〕・ 孔版刷り

・ 国民食糧生産の大任を果たしつ

つある農民組合耕作権擁護のた

め、悪習打破、壓迫に対抗する

とする宣告及び決議案、小作訴

訟事件報告書等の綴り

2-801
【鑑定書［新潟県産米俵量について］】

〔年代〕　昭和五年七月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　東京府北多摩郡小金井村鑑定人

小野武夫

〔受取〕　東京裁判所　判事萩原明三

〔備考〕・ 「銀座伊東屋製」とある罫紙に

カーボン複写よる筆写

・ 表紙右肩に朱書で「副」とあり

2-802
【［帝国農会報切抜綴り］】

〔年代〕　［大正2年、3年～］

〔点数〕　綴有18　綴無　3
〔刊行〕　

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 題名に赤ペンで、印や題名を書

いている

・ 帝国農会報掲載の論文を切抜き

綴じたもの

2-803
【農家経済調査報告其の二】

〔年代〕　昭和二十三年三月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　農林省農業綜合研究所

〔備考〕・ 昭和十七・十八・十九年度統計

表
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2-804
【国土計画】

〔年代〕　［昭和］八月二十日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　農業工業研究会

〔備考〕・ 金具腐蝕のため外した

・ 参考文献の年代より昭和15年
以降と推定

・ 研究会に於て、小野武夫博士の

講義用紙と各氏の意見等を綴た

もの

・ 目次

1. 国土調査の主要課題　石川栄耀

2. 工業立地問題より見たる工業地

理的配要綱　川西正鑑

3. 工業配置の形式別に依る検討　

増田、斉藤、藪、飯森

4. 工業の地方分散と農村経済　 
石橋幸雄

5. 農村経済と工業労務者補給との

関係　美濃口時次郎

6. 都市の農村（近郊農村）に及ぼ

す影響　斉藤栄一

7. 国土計画（農村側）小野、宮本

倫彦

8. 人口政策要綱　古屋芳雄

9. 工業都市の機構に就て　 
小田橋貞壽

2-805
【増田素平［年譜メモ］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」にペン書き

・ 篤農家である益田素平について

の年譜

2-806
【［各地農家建物敷地内配置及び間取り

図］】

〔年代〕　［昭和12年以降］

〔点数〕　綴有　9　綴無　3
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕　例（二）　 千葉県君津郡昭和町池

田万蔵氏宅

例（六）　 越中砺波平野の一般農

家

例（十）　 長野県小県郡富士山村　

一農家

例（十二） 長野県小県郡塩川村　

一農家

・ 間取図とその解説

例（1）奈良県南葛城郡葛城村朝

妻　純農　南光太郎氏宅， 
例（2）長野県小県郡本原村下郷

沢　一農家，例（3）千葉県君津

郡金田村中島　大村金之助氏宅

（農家兼漁家），例（4）茨城県新

治郡上大津村字菅谷　野口晁氏

宅，例（5）富山県西礪波郡吉江

村田中　佐々木家宅，例（7）福

岡県浮羽郡千年村大字千年　家

永兵敏氏宅，例（8）福島県伊達

郡石戸村　酒井家宅，例（9）福

井県今立郡中河村字河崎　一農

家
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2-807
【［糞尿・便所に関する資料］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　7　綴無　1　封1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 主に「小野用紙」にペン書き、

一部「日本農民経済叢書用紙」

を使用の筆写資料

1. 便所の別名

2. 便所の構造と我が民族

3. かはやの名称考

4. 便所の拭き草

5. 糞尿ニ付き百姓町人の争・共同

便所の争議

6. 比嘉春潮氏　談話記録

7. 新青年掲載「フン談」

8. 便所断片　岸田日出刀（新聞掲

載切抜き）

9. 厠、人糞についての掲載誌メモ

2-808
【農村の頽波】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕　

〔作成〕　竹越与三郎

〔備考〕・ 赤ペン書きで「農村ノ頽敗」と

あり

・ 雑誌論文を切取り仮綴じしたもの

・ 時事抄録の項目

・ 農民全体が負う借金は、略10
億円に達している。明治26年
より31年の租税納付者数減少、

さらに13年間で小農の亡びた

数は非常。農村救治対策は田政、

農政にあり、農民の土地所有権

を認め、低金利貸付けをする

2-809
【林野入会権を論ず】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕　

〔作成〕　浅井実

〔備考〕・ 柱に「調査」とあり

・ 雑誌の一部を切取り、綴じたも

の

・ 其一は37ページから39ページ

・ 其二は26ページから39ページ

2-810
【村方組合其地の古文書】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 柱に「調査」とあり

・ 雑誌論文を切取り、仮綴じした

もの

・ 神奈川県農会において寛永末年

より慶応終年迄、約230年間の

資料を集めたものの一部

2-811
【水害概況】

〔年代〕　［6月28日～7月22日］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　田方郡韮山村

〔備考〕・ 版心に「静岡県田方郡韮山村役

場」とあり

・ 7月22日付の、浸水耕宅地、流

出埋没耕地、浸水家屋見積損害、

焚出米調等の水害被害調査あり

2-812
【大亜の光　第六巻二・三月合併号】

〔年代〕　昭和十六年三月五日発行
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〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕　

〔作成〕　福岡県企救郡東谷村

東洋セメント工業（株）小倉工場

〔備考〕・ 活版印刷物

・ 東洋セメント産業報国会機関誌

2-813
【大亜の光　第六巻十一・十二月合併号　

対英米戦争開戦記念号】

〔年代〕　昭和十六年十二月十日発行

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕　

〔作成〕　福岡県企救郡東谷村

東洋セメント工業（株）小倉工場

〔備考〕・ 活版印刷物

・ 東洋セメント産業報国会機関誌

2-814
【［財政経済時報写し］】

〔年代〕　［大正5年6月］

〔点数〕　綴有　2
〔非刊行〕　

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 2点とも「帝国農会」とある用

紙使用

・ 低利資金と工場法について「財

政経済時報」写し

2-815
【三河水車紡績業ニ関スル調査】

〔年代〕　大正六年九月調査

〔点数〕　綴有　2
〔刊行〕　孔版印刷物

〔作成〕　技手伊藤静栄担当

〔備考〕・ 正・副2冊
・ 三河水車紡績（ガラ紡）につい

ての、沿革・綿糸商の現況・製

綿業の現況・紡績業の現況その

他についての調査書

2-816
【中央人造肥料株式会社設立趣意書他】

〔年代〕　大正八年十一月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　東京市京橋区中央人造肥料株式

会社創立事務所

〔備考〕・ 設立趣意書、起業目論見書、営

業収支予算、定欵

2-817
【日米漁業会社創立進捗概要】

〔年代〕　大正八年

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　東京市京橋区日米漁業会社創立

事務所

〔備考〕・ 10月20日主唱発起者会合、政

府当局トノ会見、事業企画ノ発

表、伯爵松浦厚の挨拶その他創

立進捗概要書

2-818
【愛媛県勧業要覧】

〔年代〕　大正十年

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕　

〔作成〕　愛媛県内務部

〔備考〕・ 表は、重要物産ノ分布ト交通図、

路程表等、裏には産業一般とし

て土地面積、戸口、各産業の人

口等産業の基礎、農産物、工産

物等の一覧表

2-819
【綿業統制ニ関スル諸問題】

〔年代〕　昭和十年六月二十六日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　綿工聯調査部控

〔備考〕・ 自由か統制か、綿業統制諸団体
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の鼎立図解、綿工聯と紡聯、綿

工聯と輸出組合その他について

記述あり

2-820
【我国綿業に於ける統制的諸施設（一）

（二）】

〔年代〕　［昭和9年、同10年］

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕　

〔作成〕　京都帝国大学経済学部小島教授

研究室

〔備考〕・ （一）（二）を綴じ、「我国綿業

に於ける統制的諸施設」と書い

た紙を張り表紙としている

・ 「大日本紡績聯合会月報」のう

ち、表題部分を綴ったもの

2-821
【［実業教育に関する綴り］】

〔年代〕　昭和十年八月一日

〔点数〕　綴有　3
〔非刊行〕　

〔作成〕　［小野氏］

〔備考〕・ 兵庫県実業教育主事と三重県実

業教育主事の名刺が貼付されて

いる

1. 文部省「諮問第一号ニ関シ委員

会ノ考慮ヲ求ムル事項」

2. 実業教育振興委員会より文部省

の諮問第一号に関して公正妥当

な対案を求むる依頼書

3. 農村工業教育のための予算の配

慮を依頼する小野武夫氏の書状

2-822
【工場寄宿舎管理に関する調査要綱】

〔年代〕　昭和十八年

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「秘」の朱印あり

・ 孔版刷り

・ 戦時下の生産増強のための労働

力調査で、調査員には財団法人

中央社会事業協会の社会事業研

究所職員并研究者があてられた

2-823
【国際企業信託株式会社創立趣意書　目

論見要項】

〔年代〕　［昭和20年以前］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 年代の推定は、本社を東京市や

満洲等の記述による

・ 下書

・ 貿易、海運、金融、工業、農業、

鉱業、漁業等の経営又は管理、

仲介、投資の事業会社

2-824
【共同事業・概況】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　泉南郡輸出縞綿布工業組合

〔備考〕・ 余白にメモ多数

・ 表題の他に共同施設運用目解も

あり
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2-825
【藤源神社［由緒書他綴り］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 孔版印刷

・ 新潟県佐渡郡小倉村の八幡境内

末社藤源社社の由緒及び宝暦飢

饉、古文書、藤源神社改築記録

抄、天地自然、吉凶之巻

2-826
【［桜井家由緒書］】

〔年代〕　昭和

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　島根県仁多郡阿井村　桜井事務所

〔備考〕・ 用紙に「昭和」とあり

・ 初代塙団右衛門より12代当代

までの系図、鉄業創設等の記述

あり

2-827
【清水市三保村のこと】

〔年代〕　昭和四年十一月四日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 「小野用紙」とある原稿用紙に

ペン書き

・ 三保神社、羽衣の松、三保村の

農村経済についての聞取り資料

2-828
【［「オコゼ」に関する諸説抜粋］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「吉備郡民謡集」、「南方随筆」、

「玄同放言」他よりおこぜにつ

いて抜粋をしてまとめたもの

2-829
【諸調査綴】

〔年代〕　［大正6年～同11年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 表紙に小野の印影あり

・ 「海外興業株式会社」とある用

紙使用

・ 米国砂糖輸入額調、戦後ニ於ケ

ル邦人発展機関、海外興業株式

会社、移民保護法改正案他13
項目についての調査書綴り

・ 海外興業株式会社は東洋移民合

資会社他5社が合併して、大正

6年12月成立

・ 社報第28号 大正8年9月30日
発行の右上隅に、鉛筆で小野課

長とあり

2-830
【LE BIEN DEW FAMILLE】

〔年代〕　1909年
〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 冊子

2-831
【露国ニ於ケル政府穀物専売案他】

〔年代・巻号〕　

［　　　　］・第八巻第六号

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕　

〔作成〕　法学博士　神戸正雄

〔備考〕・ 雑誌論文の切取り、仮綴じした
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もの

・ 赤鉛筆で題名に傍線あり

・ 仏蘭西ニ於ケル人口減退問題　

神戸正雄　第八巻第九号

2-832
【独逸に於ける農作物病虫害予防行政一

斑】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕　

〔作成〕　農商務技師　伊藤悌蔵

〔備考〕・ 柱に「海外事情」とあり

・ 雑誌論文を切取り、仮綴じした

もの

・ 独逸国に出張して調査したもの

の一部

2-833
【伊太利に於ける農作物病害虫予防行政

一斑】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕　

〔作成〕　農商務技師　伊藤悌蔵

〔備考〕・ 柱に「海外事情」とあり

・ 雑誌論文を切取り、仮綴じした

もの

・ 伊太利に出張して調査したもの

2-834
【英国に於ける部落銀行設立の議】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 赤ペン書きで「英国に於ける部

落銀行設立ノ義」とあり

・ 雑誌論文を切取り、仮綴じした

もの

・ 「他山の石」の項目

・ 中に『産業組合論』英国コルベッ

ト氏、小野武夫訳あり

2-835
【南米アルゼンチン国農業牧畜起業書】

〔年代〕　大正八年十一月二十二日

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕　

〔作成〕　東京市浅草区　鈴木芳造

〔備考〕・ 元の表題は、題名の通りである

が、消し込み後は「南米亜爾然

丁国ニ於ケル農業及牧畜業」と

なっている

・ 表題に起業書内容として計画趣

意・収支予算・近時景況・各国

関係と書かれているが、消し込

みあり

・ 各所に見せ消ち、校訂、挿入等

あり

2-836
【第四回報告】

〔年代〕　昭和15年5月
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　長電調査会

〔備考〕・ 孔版印刷物

・ ドイツに於けるインフレーショ

ンの研究（1918～23年調査対

象年）

2-837
【［米、英、独、日の諸産業表］】

〔年代〕　［1913～1938］
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「極秘」と朱印あり

・ 孔版
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・ 第1表米英独日鋼及石炭生産高

ノ比較　第2表米英独産業別人

口　第3表米国工業労働者以下

第4表～第9表⑴ ⑵　第10表、

第13表あり、アメリカ、イギリ

ス、日本の各種一覧表、一部に

備考として国際連盟年鑑とあり

2-838
【［アメリカ合衆国農務省からの封筒の

み］】

〔年代〕　1916年［大正5年］11月13日
〔点数〕　封筒　1
〔差出〕 DEPARTMENT OF 

AGRICULTURE
〔受取〕　TEIKOKU-NOKAI［帝国農会］

〔備考〕・ 封筒のみ

2-839
【家産制度】

〔年代〕　大正三年四月十三日　受付

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　吉田秀臣

〔備考〕・ 「受帝農第五七〇号」とあり

・ 原稿用紙に書かれた論文

2-840
【家産制度に就て、他】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　グルンツェル教授　他

〔備考〕・ 他に、家産法　オットー、グロー

ズ及バイエル氏の論文写しあり

2-841
【家産ノ制度ニ付テ】

〔年代〕　［明治四十三年］

〔点数〕　綴有　1

〔刊行〕　

〔作成〕　法学士　牧野英一

〔備考〕・ 鉛筆書きで「法学志林　第十二、

四三年一月」とあり

・ 雑誌論文を切取り、綴じたもの

・ 柱に「志林　経済政策上所得分

配ニ関スル法制ヲ評す」とあり

2-842
【家産法原理】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕　

〔作成〕　法学士　穂積重遠

〔備考〕・ 鉛筆書きで「法学志林　第十二、

第七、四十二年七月」とあり

・ 雑誌論文を切取り綴じたもの

・ 法学者、東京生れ、陳重の子、

東大法学部長、東宮大夫、最高

裁判所判事等を歴任、著『離婚

制度の研究』『親族法』など

（1883～1951）M16～S26

2-843
【家産制度】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕　

〔作成〕　農学博士　岡村司

〔備考〕・ 雑誌論文を切り取ったもの

2-844
【家族世襲財産制度】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「帝国農会原稿用紙」他原稿用

紙に書かれたもの

・ ドイツ、フランスの世襲財産制
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度について定義、性質、沿革、

経済的意義等書かれた論文下書

き

2-845
【伊国ノ部】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　訳者　逸見晋

〔備考〕・ 「大帝国原稿用紙」に書かれた

原稿

・ 伊国ニ於ケル小農地及家産制

2-846
【仏国非差押家産法及ビ其施行規則】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕　

〔作成〕　法学士　穂積重遠

〔備考〕・ 国家学会雑誌第二十四巻第十一

号1631～1638
・ 非差押家産法に関する（1909

年7月12日法律）雑誌論文

・ （家産制度　不動産を中心とす

る特別財産を家産として登記し、

その処分やそれに対する強制執

行を禁ずる制度、農業家族を土

地の細分から守るために、アメ

リカ、スイス、フランス、ドイ

ツなどで行われた）

2-847
【市区改正東京明細全図】

〔年代〕　明治三十一年一月七日発行

〔点数〕　綴無　1
〔刊行〕　神田区錦二丁目六番地寄贈鐘美

堂　福岡元次郎

〔編著者〕　後藤常太郎

2-848
【改正東京明細全国】

〔年代〕　明治三十八年六月二十五日発行

〔点数〕　綴無　1
〔刊行〕　京橋区南紺屋町十八番地　小川

寅松

〔編著者〕　小宮寛制

2-849
【五万分一地形図白河二号】

〔年代〕　明治四十四年十一月三十日発行

〔点数〕　綴無　1
〔刊行〕　大日本帝国陸地測量部

〔備考〕・ 欄外に「福岡県石域郡湯本□」

とペン書きあり

・ 地図上の湯本村に朱で書き込み

あり

・ 地図上の書き込み、欄外の地名

ペン書き等により高木誠一関係

資料ではないかと推定される

2-850
【［東京地勢図］】

〔年代〕　大正八年七月三十日発行

〔点数〕　綴無　1
〔作成〕　大日本帝国陸地測量部

〔備考〕・ 二十万分の一の東京地勢図

2-851
【朝鮮鳥瞰咸鏡北道大観図】

〔年代〕　昭和三年九月十日発行

〔点数〕　綴無　1
〔刊行〕　羅南本町　沓掛孝

2-852
【島根半島に於ける山論】

〔年代〕　［昭和6年頃か］

〔点数〕　綴無　1
〔刊行〕　

〔編著者〕　［　　　　］
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〔備考〕 「島根半島に於ける山論の研究」

に用いた五万分の一の地図

2-853
【東京府北多摩郡小金井村全国】

〔年代〕　［昭和七年七月三十日発行］

〔点数〕　綴無　1
〔刊行〕　

〔編著者〕　小金井村小金井　谷田測量所　

谷田義治

〔備考〕・ 縮尺1／6000の小金井村全図

・ 「貸地」は色分け記載

2-854
【尾道市街図】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 縮尺四千分の一

2-855
【世界交通図】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 裏面に人種系統図（エンピツ書）

あり

・ 航路、鉄道線路入りの世界地図

2-856
【御館村大字下枝字大平［田畑図］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 福島県御館村字大平の田畑地積

図

・ 御館村は現郡山市

・ 田畑夫々に地着番号、地積（図）、

所有者の記入あり

2-857
【新潟県岩船郡高根村中原野開墾地（図）】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 高根村は現朝日村

・ 内国殖民制度論附録図を写した

もの

・ 開田地宅地及道路溝渠配置図

2-858
【富山県下新川郡大家庄村　舟川新村三

枝橋村窪田村／岡開新村月山村日吉新村　

耕地整理確定図】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 縮尺千八百分之一

・ 大家庄村舟川新村三枝橋村窪田

村岡開新村その他8村が大家庄

村となるのが、明治22年なの

でそれ以後のものと思われる。

明治22年に成立した大家庄（オ

ホヘノショウ）村は旧村を二分

して大家庄村を五箇庄村に属し、

近隣12村を合併して成立した。

尚月山村は五箇庄村に合併吸収

された

2-859
【百姓一揆に関する地図】

〔年代〕　嘉永六年　（1853）
〔点数〕　綴無　1　包紙　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

－ 178 －



〔備考〕・ 地図に郵便はがきが貼付されて

いる

日付は15.10.25
差出人は盛岡市北仙町組町新渡

戸仙岳

受取人は東京府下青山南町　青

雲館森嘉兵衛

・ 包紙表書きに「百姓一揆地図」

とあり

・ 一揆の通路が記されている地図

南部領では北から野田、宮古、

山田、大槌、釜石、平田と赤線

でつながり、仙台領の唐舟まで

続いている

・ ケント紙に鉛筆、水彩

2-860
【豊後百姓一揆地図】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1　袋　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 墨書、水彩

・ 題名は朱書による　袋の表書き

による

2-861
【丹後百姓一揆地図】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1　袋　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 墨書、水彩

・ 題名は、墨書による袋表書きに

よる

・ 一揆策源地、被襲撃庄屋所在地、

一揆の通路、栗原百助脱走道筋

等の表記あり

2-862
【都内騒動図】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1　袋　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 墨書

・ 題名は、朱書による袋表書きに

よる

2-863
【書簡】

〔年代〕　［大正15年］六月十四日

〔点数〕　葉　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　磐城　高木誠一

〔受取〕　東京市外平塚村字戸越　

小野武夫

〔備考〕・ 年代は消印より採用

・ 旧名主頭郷士格の旧家における

下男下女の寝所についての返答

書

2-864
【書簡】

〔年代〕　［大正15年］六月十八日

〔点数〕　綴無　2
〔非刊行〕　

〔差出〕　福島県石城郡草野村　高木誠一

〔受取〕　東京市外平塚村字戸越　

小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ デイ（客間）についての質問の

答えを、嘉永2年建立当時長百

姓をしていた自分の家を例にと

り説明している。他に小作法実

施に際し、高木氏は小作調停委

員に選任された旨の記述あり
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2-865
【［書簡］】

〔年代〕　［大正］四月七日

〔点数〕　綴無　2
〔非刊行〕　

〔差出〕　福島県石城郡草野村北神谷　

高木誠一

〔受取〕　東京市外平塚村字戸越　

小野武夫

〔備考〕・ 封1あり、封の表に朱で「保存」

とあり、古証文はなし

・ 年号は住所より推定

・ 文化7年、万延元年の古証文2
通送付及び旧藩時代の生活、経

済制度、慣行等調査内容及びこ

れらの調査を日々行っている旨

の書状

2-866
【［書簡］】

〔年代〕　［大正］十一月二十日

〔点数〕　綴有　1　綴無　1
〔差出〕　福島県石城郡草野村北神谷　

高木誠一

〔受取〕　東京市外平塚村字戸越　

小野武夫

〔備考〕・ 封1あり、書簡は複数枚あった

ものの内の1枚ではないか

・ 木札2あり

・ 年号は住所より推定

・ 異国船渡来の節、足軽として新

田浦の海岸防隔に当たった農兵

の資料収集について報告及び筆

写資料綴り

2-867
【建言　送り状付】

〔年代〕　明治十年三月二十五日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　第七大学区四番中学区乙第五十

番絹谷小学二等授業生　

鈴木豊太郎

〔受取〕　福島県令　山吉咸典

〔備考〕・ 封筒と送り状も綴じられている

表書きに「福島県石城郡草野村

北神谷高木誠一→東京府北多摩

郡小金井村大字小金井小野武夫

様」とあり

消印は［昭和］2年12月24日
・ 相州浦賀大黒屋儀兵衛が磐城郡

各村農民に米代金を貸付け詐欺

まがいの行為を申し立てる建言

2-868
【書簡】

〔年代〕　昭和三年四月十二日

〔点数〕　綴無　8
〔差出〕　福島県石城郡草野村北神谷　

高木誠一

〔受取〕　北多摩郡小金井村大字小金井　

小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 後に便箋封筒をこよりで綴じて

いる

・ 小野氏よりの入会地に関する照

会に対する回答書

・ 部落有地であったのものが入会

権解除で、個々の共有となり、

20年を1期とし各戸に配当し

ている現状を記述している

・ No付けされた便箋の内、1の
後半、2、3はなし

2-869
【［書簡］】

〔年代〕　［昭和8年］八月十六日

〔点数〕　綴有　2　綴無　2
〔非刊行〕　

〔差出〕　福島県石城郡草野村　高木誠一
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〔受取〕　東京府北多摩郡小金井村　

小野武夫

〔備考〕・ 封1あり　年代は封筒の消印よ

り採用

・ 小野用紙に書かれた「青年学校

と嘱託教員（高木氏教室）」状

1あり

・ 高木が草野農業補習学校嘱託と

して、昭和7年12月5日～同8
年3月5日週2日、2時間ずつ

農業、地理、歴史を教えた授業

内容書

・ 地理歴史科教授要項（年代不明）

2-870
【［書簡］】

〔年代〕　［昭和8年］九月十一日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　福島県石城郡草野村　高木誠一

〔受取〕　東京市北多摩郡小金井村大字小

金井　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 訓令第一号、部落有林野資料（大

正1年）、各町村長宛の部落有

財産管理ニ関スル件依命通牒

（同年）等の筆写資料送付に伴

い高木氏の農耕生活及び農村経

済更生委員としての近況報告も

あり

2-871
【［書簡］】

〔年代〕　［昭和9年］九月二日

〔点数〕　綴無　4
〔非刊行〕　

〔差出〕　福島県石城郡草野村　高木誠一

〔受取〕　東京府北多摩郡小金井村大字小

金井　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり、小野氏がコヨリで一

括

・ 復族上願趣意書（明治31年）

の写しに併えて山割についての

記述あり

2-872
【［書簡］】

〔年代〕　［昭和10年］十二月十六日／

十二月二十二日

〔点数〕　綴有　2
〔非刊行〕　

〔差出〕　福島県石城郡草野村　高木誠一

〔受取〕　北多摩郡小金井村　小野武夫

〔備考〕・ 封2それぞれ同綴じ

・ 年代の昭和10年は消印より採

用

・ 日付内容により同一の袋に収容

・ 徳川時代の文書上の飛地に関す

ること、新切開発等について古

老より聞取調査をしたこと等の

報告書各1通

2-873
【［書簡］】

〔年代〕　［昭和11年7月20日］

〔点数〕　綴有　1　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　福島県石城郡草野村　高木誠一

〔受取〕　北多摩郡小金井村　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり。表書きに赤鉛筆にて

「郷士資料」とあり

・ 御赦金調達により一代名主格の

申渡書（寛政8年）、差出申村

書判之事（嘉永6年）、相渡申

酒箒譲証文之事（安永9年）の

文書解説写し及び高木氏の近況

報告につき書簡
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2-874
【［書簡］】

〔年代〕　［昭和14年］四月十八日

〔点数〕　綴有　3　綴無　7
〔非刊行〕　

〔差出〕　福島県石城郡草野村北神谷　

高木誠一

〔受取〕　北多摩郡小金井町　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 年代は消印より採用

・ 照会の件について、調査資料及

び近況を記した送付状1
・ 磐城郡長反村甚内への一代苗字

御免状その他文書筆写綴り

・ 北神谷村関係の小野原稿下書き

7枚

2-875
【［害虫駆除史の一齣］恵贈に対する礼状】

〔年代〕　［昭和14年以降］

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　高木［誠一］

〔受取〕　小野

〔備考〕・ 封筒なしの書簡

・ 礼状に続いて浮塵子注油駆除の

発見者　蔵富吉衛門に言及して

いる

・ 「害虫駆除史の一齣」は社会経

済史学（第八巻11号昭和14年）

に掲載

昭和14年または15年頃

2-876
【［書簡］】

〔年代〕　［昭和17年］七月三十日

〔点数〕　綴有　2　封　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　福島県石城郡草野村北神谷　

高木誠一

〔受取〕　東京府北多摩郡小金井町　

小野武夫

〔備考〕・ 年代はスタンプによる

・ 封筒入りの書簡と資料が一綴り

となっている

・ 渋沢敬三が来訪、高木氏宅に一

泊、漁民資料収集の依頼あり。

他に半谷清寿著の東北の隠居論

が同封されている

2-877
【［書簡］】

〔年代〕　［昭和17年］八月七日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　役場事務所にて高木

〔受取〕　小野

〔備考〕・ 年代は内容より推定

・ 家に関する調査の依頼について

快諾し、調査細目送付を依頼し

た書簡

2-878
【書簡】

〔年代〕　［昭和17年］八月十六日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　福島県石城郡草野村北神谷　

高木誠一

〔受取〕　東京府北多摩郡小金井町　

小野武夫

〔備考〕・ 年代はスタンプと書簡内容によ

る

・ 封筒と書簡は1綴にしてある

・ 家に関する調査委嘱に対する快

諾の返事と現在役場吏員として

の俸給額の報告
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2-879
【［書簡と家に関する調査の調査資料］】

〔年代〕　昭和21年5月25日
〔点数〕　綴有　1
〔差出〕　福島県石城郡草野村北神谷　

高木誠一

〔受取〕　東京府北多摩郡小金井村　

小野武夫

〔備考〕・ 調査資料に「五月二十五日到着」

とあり、送り状は「五月二十五

日」の日付

・ 年代は切手スタンプによる

・ 封筒と書簡は1綴りにしてある

2-880
【書簡】

〔年代〕　［昭和23年］二月二日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　福島県石城郡草野村北神谷　 
高木誠一

〔受取〕　北多摩郡小金井村　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり、年代は消印より採用

・ 小野の著書寄贈に対する礼状及

び戦後農村の現状、青年会の講

師として来村を乞う旨の書簡

2-881
【［家に関する調査関係の書簡・資料］】

〔年代〕　［昭和］

〔点数〕　綴有　1
〔刊行・非刊行〕　［　　　　］

〔差出〕　［高木誠一］

〔受取〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 『石城の年中行事』（磐城民俗研

究同志会編）2冊（〔1〕昭和11
年正月〔2〕昭和12年二月～

十二月）と草野の調査資料を書

簡の型で小野に送付したものと

考えられる

・ 家に関する調査の資料として、

小野から届けられた小冊子『石

城の年中行事』と高木居住の地

草野村大字北神谷の隠居に関す

る調査を記した書簡

2-882
【家に関する調査要項】

〔年代・巻号〕　

［昭和19年］・［Ⅰ］,［Ⅱ］,［Ⅲ］

〔点数〕　綴有　3　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ カーボン複写による正復3綴、

夫々にⅠ、Ⅱ、Ⅲの番号を附し、

書誌的注記はこの各綴の番号に

より記す

・ 年代は〔Ⅲ〕の挿入文書による

・ 〔Ⅰ〕表紙欄外に「小野分」と

あり

・ 〔Ⅱ〕表紙欄外に「自分用」と

朱書あり

・ 表紙題名右肩に「大浦村、長支

和田久（文か）夫（アヤオとル

ビあり）（二十三戈　相馬郡農

産学校卒）、草野村赤沼、久田

正男（三十戈　中学四年卒）」

とあり

・ 〔Ⅲ〕表紙題名右肩に「附録」

とあり、題名の「要項」は抹消、

左側に「（その要旨を調査要項）」

とあり、全般に訂正や書込みが

多い。挿入文書1枚あり

・ 日本学術振興会第十一特別委員

会「人口配分ニ関スル調査委員

会」依嘱事業

・ 「家」は住居ではなく概念とし

ての家

・ 調査は福島県石城郡草野村大字

北神谷在住の高木誠一に依嘱、
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調査方法は主に聴き取りによる

予定

2-883
【第三節　農家と住居（農家の住に就て）

はしがきの草稿】

〔年代〕　［昭和24年ころ］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 筆跡から発病後、恢復期に書か

れたものと考えられる．鉛筆書

・ 著作全体の構想不明であるが農

家の住居についての二節のはし

がき

・ 関連資料として「家に関する調

査」が戦中・戦後高木誠一に依

嘱して3回に亘って行われてい

るがこちらは住居そのものが対

象ではなく、概念としての家の

調査

2-884
【草野村勢一覧】

〔年代〕　昭和七年十月

〔点数〕　綴無　1
〔刊行〕　

〔編著者〕　 福島県石城郡草野村村長　 
鈴木長寿

〔備考〕・ 折本、活版刷り

・ 戦前戦後を通じて行われた「家

に関する調査」の資料として高

木から小野へ送られたものであ

ろう

2-885
【石城郡草野村略図】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 福島県石城郡草野村の略地図

・ 恐らく同村在住の高木誠一より

「家に関する調査」の資料とし

て送付されたものであろう

2-886
【［高木誠一調査報告書］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　9　綴無　2
〔非刊行〕　

〔差出〕　［高木誠一］

〔受取〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 福島県石城郡草野村在住の高木

誠一氏よりの同村に於ける調査

報告

1. 教育の初期

2. 山伏

3. 離別一礼之事

4. 家紋の例

5. 御行（オギョウ）

6. 糸機のこと（老田の話）

7. 濁り酒

8. 葬礼

9. 西国参りをした同行者が伊勢講

をした宿を廻り番にする

10. 猪の話、其の地

11. 十九夜講

2-887
【「御料地争議緩和策」に関する新聞記事

切抜】

〔年代〕　［大正12年］

〔点数〕　綴無　1
〔刊行〕　不明

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 掲載紙名不明
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2-888
【大阪婦人新聞】

〔年代・巻号〕　

大正二年六月二十五日（十六号）、

二年七月十日（十七号）、

二年八月十日（十六号）

〔点数〕　綴無　3
〔刊行〕　大阪婦人新聞社

〔備考〕・ 十六号・「東京より」

・ 十七号・「婦人運動の二潮流」

・ 十八号・「強き女」「都をすてゝ」

以上の記事の題名に朱筆傍線あ

り

2-889
【東京日日新聞記亊3種
〔年代〕　大正九年五月十一日

〔点数〕　綴無　1
〔刊行〕　

〔作成〕　（株）大阪毎日新聞社東京支社　

東京日日新聞発行所

〔備考〕・ 東京日日新聞号外　総選挙結果

・ 日日新聞静岡版「狐にうなされ

る」

・ 東京日日新聞　改正民事訴訟法

の実施

以上の記事の切抜

2-890
【岐阜新聞　2種】

〔年代〕　昭和二年一月九日・同十一日

〔点数〕　綴無　2
〔刊行〕　岐阜新聞社

〔備考〕・ 掟米訴訟に関する記事

・ 日本農民組合新聞の記事　大和

農民組合関係者の名誉毀損に関

するもの

以上の2点につき朱筆で囲まれ

ている

2-891
【名古屋新聞3種】

〔年代〕　昭和二年一月九日、同十一日、

十五年九月二十日

〔点数〕　綴無　6
〔刊行〕　

〔作成〕　株式会社　名古屋新聞社

2-892
【［迷信による事件の新聞切抜き］】

〔年代〕　［昭和3年3月～同4年1月］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 新聞記事を切取り、反古紙に貼

付

・ きつねつき、犬神等迷信による

5件の事件で鳥取県、鹿児島県、

島根県で起こり、新聞社もいろ

いろ

2-893
【松陽新報】

〔年代〕　昭和三年八月五日

〔点数〕　綴無　1
〔刊行〕　

〔作成〕　松江市殿町　松陽新報社

〔備考〕・ 今市福間旅館主福間常信氏につ

いての記事に朱筆囲みあり
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2-894
【北海道新聞】

〔年代〕　昭和十八年三月九日

〔点数〕　綴無　1
〔刊行〕　

〔作成〕　発行所　北海道新聞社

〔備考〕・ 第一面、緬甸（ビルマ）行政府

長官バーモ氏一行来朝の記事あ

り

保存すべき記事不明

2-895
【福島経専信陵新聞】

〔年代〕　昭和二十一年五月五日

〔点数〕　綴無　1
〔刊行〕　

〔作成〕　福島市外清水村　信陵会編輯部

〔備考〕・ 藤田五郎の「会津農書」論、小

野氏著「会津農書」に対する批

判あり

・ この論説「『会津農書』と会津

幕内村」は朱筆で囲まれている

2-896
【日本纖維新聞　4種】

〔年代〕 昭和23年1月1日、同10日、

同15日、同20日
〔点数〕　綴無　4
〔刊行〕　日本繊維新聞

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「今日の問題」と題した論説4種

2-897
【［新聞記事切抜き綴り］】

〔年代〕 ［昭和23年3月～同24年1月7日］

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 朝日新聞、読売新聞より切抜き

で、人口問題、農民解放記念祭

によせて、米食と出産率等の記

事を綴ったもの

2-898
【一橋新聞】

〔年代〕　昭和22年6月5日
〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　千代田区神田一ツ橋　東京商科

大学一橋新聞部

〔備考〕・ 予科の生活調査、軌道にのる生

活打開策等の記事あり

2-899
【朝日新聞】

〔年代〕　昭和23年11月13日
〔点数〕　綴無　1
〔刊行〕　

〔作成〕　朝日新聞東京本社

〔備考〕・ 東京裁判判決記事が主

2-900
【太平洋戦争の総合被害】

〔年代〕　昭和二十四年四月七日

〔点数〕　綴無　1
〔刊行〕　

〔作成〕　日本経済新聞

〔備考〕・ 新聞切抜き記事

2-901
【松下村塾々則［抜き書き］】

〔年代〕　［安政3年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「□福本氏　吉田松蔭の殉的教育　

376頁」とあり、この部分の筆写

・ 年代は「松下村塾々則」の書か

れた年代

・ 「平凡社原稿用紙」とある200
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字詰用紙使用

一、両親の命必ず背くへからす

二、両親へ必ず出入を告くべし　そ

の他

2-902
【大学南校一覧　毎月改】

〔年代〕　［明治4年］辛未六月改

〔点数〕　綴無　1
〔刊行〕　

〔作成〕　発行所　明治文化研究会

〔備考〕・ 帯封1あり、定価金参拾銭とあり

・ 東京大学の前身の一

1869年（明治2年）に開成学校

（開成所）を大学南校と改称、71
年単に南校、後に開成学校を経

て77年東京大学、86年帝国大

学、1947年東京大学となる

・ 構成、人員配置、出納舎等の明治4
年時点での一覧表で作成年不明

2-903
【旧水戸藩に於ける米価調節策】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕　

〔作成〕　大久保敬

〔備考〕・ 柱に「調査」とあり

・ 雑誌論文を切取り仮綴じしたも

の

・ 近時米価の下落と共に米価調節

の声頗高き時に、帝国農会は去

1月号にて米価調節に関する論

究を掲載した

そこで水戸藩・農政について調

査研究した結果を公にする

2-904
【家制論】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕　

〔作成〕　法学士　穂積重遠

〔備考〕・ 雑誌論文を切取り仮綴じしたも

の

・ 雑録

・ 瑞西（スイス）新民法の家制

（1912年1月1日より実施）を

紹介した論文

2-905
【我戸主制度ノ得失ヲ論ス】

〔年代・巻号〕　

大正二年・第八巻

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕　

〔作成〕　法学博士　岡村司識　

法学士　本庄栄治郎

〔備考〕・ 雑誌論文を切取り仮綴じしたも

の

・ 雑録　第7、9、11号

2-906
【［雑誌論文の抜き書き］】

〔年代・巻号〕　

［　　　　］・［Ⅰ］

〔点数〕　綴有　2　綴無　4
〔非刊行〕　

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 「近世農村賎民の変遷」と題す

る論文のために集めた資料

1. 表題を記した1枚
2. 「間人」（歴史地理第44巻第1
号96ページ所収）に関する筆

写資料1綴
3. 「特殊部落の発生原因」（民族と

歴史第産3巻第6号648F）1枚
4. 「広恵編像解」（民族と歴史第4

巻第5号306、307ページ）見

出し語を「百姓の階級」と朱書
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で訂正　1綴
5. 「賎民」（徳川成憲百個條第1帖

88ページ）の筆写

6. 「間人」（令国民事585ページ）

の筆写

2-907
【稲の来歴（改著食用作物各論　自13頁　

至15頁）】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ ラインハード氏、ロンラミット氏、

シュワインフォルト氏の稲の原

産地、伝播の説を紹介している

（　　　　）の横に古川祐輝と

書かれている

2-908
【［雑誌論文の抜き書き］】

〔年代・巻号〕　

［　　　　］・［Ⅱ］

〔点数〕　綴有　4　綴無　5
〔非刊行〕　

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 「民俗と歴史」「郷土研究」「歴

史地理」より必要な主題につい

て抜き書きにしたもの

1. 「国津神大祓詞」「先住民」等の

見出しあり

2. 「古代家屋」の朱書見出しあり

3. 「戦国時代農民の窮状」の朱書

見出しあり

4. 「泥かけ」の朱書見出しあり

5. 「堀」の朱書見出しあり

6. 「畦畔」の朱書見出しあり

7. 「長者ヵ平」の朱書見出しあり

8. 「兵士の乱暴」の朱書見出しあり

9. 「桑原の由来　河童の詑證文」

の書き出し

国津神大祓詞の「祓」は偏「礻」、

旁「友」に9画目「丶」を加え

たものである

2-909
【浮塵子注油駆除法発見者功績表彰記事

写】

〔年代〕　［明治43年］

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ ページ末に「明治43年11月15
日発行大日本農会報第353号雑

纂欄75頁の記事」とあり

・ 年代は会報発行年

・ 第13回九州沖縄八県聯合共進

会開催中、福岡県農事大会を開

催し、浮塵子注油駆除の発明者、

同県遠賀郡水巻村の故人倉富吉

右衛門氏の功績表彰決議につい

ての大日本農会報第353号記事

の筆写」

・ 浮塵子　ウンカ

2-910
【三斜法及分間法】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　3
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 題名は小野作製の袋の表書きに

よる

・ 土地丈量において、十字器法と

三斜法について書かれた書状

2-911
【［筆写資料］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　3
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〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

2-912
【［研究上のメモ数種］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　2　綴無　6
〔非刊行〕　

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕 1. 農政の精神の体現者についての

メモ　3枚
2-1. 「国史論養」中の「東京地理ノ

沿革」の筆写

2-2. 「私田変シテ共有地トナル」談

話記録

2-3. 「松茸ハ村ノ共有」談話記録

3. 「売買地ノ亊」で始まる筆写資

料　1綴
4. 「地種」で始まる筆写資料

2-913
【聞き取り調査のメモ書き】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1　綴無　19
〔非刊行〕　

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 1綴は原稿用紙にはしり書きメモ

・ 綴ってないものは小箋の他に、

厳松堂発行の『最近農家問題十

講』の奥付用紙の裏紙利用

2-914
【小野氏考】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 「小野武夫」の名刺4枚の裏に

書かれ、クリップで留めてあっ

たものをこよりで仮綴じした

・ 各地の小野とつく地名や人名に

ついての覚書

2-915
【地下人上下共身持之書】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「東洋経済「現代文明史」用箋」

にペン書きによる筆写資料

・ 後欠

・ 国主を日月と心得へし

地頭代官は所の氏神、肝煎はま

ことの親と思うべき者とし、正

月から12月迄、月毎にやるべ

きことを記述したもの

2-916
【［桃花の節句徒然の一章、閑暇の独言他、

筆写資料残簡］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　5
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 原稿用紙にカーボン複写

・ ナンバリング　2376、2377、
2379

・ 手書丁付　47、48、50
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2-917
【朝鮮人部落の調査】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 文禄年中征韓後、島津氏が朝鮮

人22姓男女80余人を率いて帰

国の（一）沿革から（二）宅地

配置及待遇（三）風俗（四）副

業についてまとめた調査資料

2-918
【雑誌論文の抜書きとメモ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1　綴無　4
〔非刊行〕　

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕 1. 民間の証左（東京経済雑誌第

243号（761～762ページ））

2. 租税の減少並改正を望む（東京

経済雑誌第243号（438～441
ページ））

以上の筆写

3. 地主、入会山に関するメモ

4. 5. 小作関係の文書（来島村文書）

に関するメモ

2-919
【［由緒書］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ カーボン複写

・ 前欠．No. 9～20
・ 前欠のため吾7世の祖伊予守か

ら神社、祭礼、高反別等由緒書

2-920
【下知状［リスト］】

〔年代〕　［天保8年～慶応2年］（1837～
1866）

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 天保八年十一月正月

役人改正、荻島家名字帯刀許とあり

2-921
【［荻島家文書の分類］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「東京府南多摩郡加住村大字宮

下　荻島完吉」とあり

・ 市販の用箋6枚を綴ったもの

1. 荻島家に関するもの

2. 貢租

3. 社会史資料

4. 村落史

5. 交通

7. 御朱印状

8. 茶湯料

9. 困窮訴状

10. 五人組帳

―. 維新資料

―. 雑

2-922
【［大師墨蹟一葉贈量の旨の書簡］】

〔年代〕　明治四十四年七月十五日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　本願寺執行長　大谷尊由

〔受取〕　郵便管理局長　小森

〔備考〕・ 宗租大師650回遠忌服恩講修行

の紀念品贈量の旨の書簡
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2-923
【［祝賀会出席依頼状］】

〔年代〕　明治四十四年七月二十九日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　祝賀会委員惣代　 
小林高三郎　他1名

〔受取〕　管理局長　小森七郎

〔備考〕・ 郵便局における電信電話事務取

扱開始の祝賀会開催につき、出

席依頼状

2-924
【［書簡］】

〔年代〕　［明治］七月二十八日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　米田書記官

〔受取〕　小森局長

〔備考〕・ 年代は、受取人の在職時代を他

の文書より推定

・ 軽井沢局吏員勤勉手当給与の件

についての書簡

2-925
【［書簡］】

〔年代〕　［明治］二月十四日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　正徳

〔受取〕　小森長野局長

〔備考〕　年代は、受取人の在職時代を他

の文書から推定

・ 長野局区内の貯金事情について

の書簡

2-926
【大隅家文書抄】

〔年代〕　［明治2～29年］

〔点数〕　綴有　1

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 表紙右肩に「開拓使―道庁、経

営」と朱書きあり

・ 表紙左肩に「江刺騒動．鉄道・

払下、□□、屯田」とあり

・ 「北海道史原稿用紙」使用

2-927
【［屯田に関する「北海道史料」の書き抜

き］】

〔年代〕　［明治］三年十一月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「北海道史原稿用紙」使用

・ 東京府異族土卆族の札幌郡への

移住見通しについて記した「北

海道史料」の抜き書き

2-928
【［屯田、留学等に関する文書］】

〔年代〕　明治四年、三十五～三十七年

〔点数〕　綴有　1　綴無　1
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕 1. 留学、屯田、漁場持等について

の文書1枚　明治4年
・ 屯田兵村に関する抜き書き　1

綴　明治35～37年

2-929
【大久保利通文書抄】

〔年代〕　［明治4～7年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 表紙右肩に「開拓使、経営」と朱

書あり、また「屯田」の朱書もあり

・ 「北海道史編纂掛」と版心にあ

る罫紙使用

・ 史籍協会本よりの抜き書き
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2-930
【［屯田兵］体格検査［人数書上げ］】

〔年代〕　明治七年二月

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 体格検査を受けた人数を各村毎

に書上げたもの

2-931
【屯田兵身体検査表・土地目録】

〔年代〕　明治七年三月、明治二十四年三

月

〔点数〕　綴無　5　封　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 北海道史編纂掛と版心にある罫

紙使用

・ 「明治七年　身体検査」と朱書

のある封筒入り

・ 第一行目に「明治七年屯田兵事

件」とあり、札幌郡他6郡につ

いての記述4枚
・ 他に「土地目録　明治二十四年

三月訓第一九三号」と題された

屯田兵給与地書上げあり　1枚

2-932
【［屯田兵に関する］公文録抄】

〔年代〕　明治八～十二年

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕　版心に「北海道庁」とある罫紙

使用

2-933
【屯田部隊編制変趨表】

〔年代〕　明治八年～三十一年

〔点数〕　綴無　1

〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ グラフ用紙にエンピツ書き

2-934
【屯田兵給与地調】

〔年代〕　［明治八年～二十六年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 題名は欄外鉛筆書による

・ 原稿用紙に1～13の丁付あり

・ 琴似村、発発村、山鼻村、篠路

村、輪西村、江別村、篠津村、

対雁村、滝川村、永山村、旭川

村、沼見村、和田村、大田村の

各村給与地調

対雁はツインカリ、江別市

2-935
【外国人贈答録】

〔年代〕　明治九年

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　ウィリアム・エス・クラーク

〔受取〕　開拓長室　黒田清隆

〔備考〕　欄外朱書で「開拓使（クラーク

建言）　屯田農具」とあり

・ 「北海道史編纂掛」と版心にあ

る罫紙使用

・ 農業についての建言中、屯田の家屋

について注意を喚起する部分あり

2-936
【士族移住ノ所・函館県】

〔年代〕　［明治］十六年

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 欄外に「士族移住　屯田候補地」
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とあり

・ 版心は「北海道庁」とある罫紙

使用

・ 「士族ノ移住スベキ目的ノ住区

及地名道路ノ開鑿」についての

記述

2-937
【［小樽地方屯田用地につき照会状］】

〔年代〕　［明治］十七年八月二十六日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　屯田事務局長　 
准陸軍大佐　永山武四郎

〔受取〕　札幌県令調所広丈

〔備考〕・ 題名は欄外朱書より採用

・ 年代は照会状収受の日付より採用

2-938
【移住士族貸与金大科目流用調書［等］】

〔年代〕　明治十八年

〔点数〕　綴有　3
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「北海道史編纂掛」と版心にあ

る罫紙使用

1. 移住士族貸与金大科目流用調書

（明治十八年札幌県治数典ヲ殖

民士族之部第十）

2. 屯田兵編成ノ孕実数金増加ノ義

ニ付上申（明治十八年札幌県治

数典殖民平民之部第二）

3. 同上副本

2-939
【吉田文書】

〔年代〕　［明治20年］二月二十日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　吉田勇蔵

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 表紙に「吉田文書」「屯田」と

墨書あり

表紙に「十九年」と朱書あり

・ 年代は本文

・ 吉田勇蔵書状

・ 宛先は解読出来ないため不明

2-940
【申請録】

〔年代〕　明治二十年、二十一年

〔点数〕　綴有　2
〔作成〕　屯田兵本部

〔備考〕・ 二十年　表紙右肩に「屯田兵之

増殖」とあり

・ 二十一年　表紙に（抄）とあり

2-941
【屯田兵及屯田兵家族心得】

〔年代〕　明治二十年ヨリ二十三年迄

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「北海道庁」と版心にある罫紙

使用

・ 欄外に「明治廿年ヨリ廿三年迄

司令官令達」とあり

2-942
【屯田兵創業以来ノ景況】

〔年代〕　［明治二十年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 欄外に「明治二十年　申請録　

屯田兵平部」とあり

・ 北海道庁と版心にある罫紙使用
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2-943
【屯田兵給与地割渡反別表】

〔年代〕　［明治21年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 欄外に「開拓使―道庁初期、屯

田」と朱筆あり

・ 版心に「北海道史編纂掛」とあ

る用紙使用

2-944
【営繕】

〔年代〕　明治二十二年八月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　屯田兵副官部

〔備考〕・ 表紙に「営繕明治二十二年八月

九、十時　屯田兵副官部」とあ

る綴を筆写したもの

1. 篠路兵村営繕関係資料

2-945
【残簡】

〔年代〕　［明治22、27、28、30］
〔点数〕　綴無　4
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 綴糸破損のため、所属不明

・ 「北海道史編纂掛」と版心にあ

る用紙使用

1. 給与地についての申進（前欠）

（M22. 4）
輪西兵村監視岩城松太郎

→後備兵村々務主任副官

2. 土地借用の契約書の一部（M27. 
12. 22）

3. 屯田用地交換願（屯達綴）（M28）
の一部

4. 各兵村監視提出案の一部（明治

30年度会議）

2-946
【屯田兵第四大隊兵村会議決】

〔年代〕　明治二十三年一月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［和田］兵村会

〔備考〕・ 作成者名は欄外の記述による

・ 「北海道史原稿用紙」使用

・ 凶荒予備法要旨、農事改良要旨、

学校維持法要旨、家族奨励要旨、

道路橋梁修築員担法要旨、兵村

規約違約者取扱方法

2-947
【新琴似兵村会決議案】

〔年代〕　明治二十三年三月

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　［新琴似兵村会］

〔備考〕 ・ 題名、年代は欄外メモ書による

・ 「北海道史原稿用紙」使用
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・ 道路橋梁修築規約、備荒貯蓄規

約、埋葬規約、村界風防林保護

規約

2-948
【所轄官有地坪数及地価表】

〔年代〕　明治二十三年十二月三十一日調

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　屯田兵司令部

〔備考〕・ 「北海道史原稿用紙」使用

2-949
【二ノ第一中隊農談会設立、義御許可之

件】

〔年代〕　明治二十三年

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 版心に「北海道庁」とある罫紙

使用

2-950
【篠路兵村関係資料】

〔年代〕　［明治23～38年］

〔点数〕　綴有　4
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「北海道史原稿用紙」使用

・ 土地図面あり

・ 番外地借居人取締方法

・ 公有財産地通常委員会貸与法決

議

・ 戦時維持費共有会ヘ支出ノ件ニ

付再申請

・ 土地貸借契約書

2-951
【［東西永山兵村関係資料］】

〔年代〕　［明治25～37年］

〔点数〕　綴有　9　綴無　4
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 土地図面あり

・ 「北海道史原稿用紙」「屯田兵村

調査原稿用紙」等使用

・ 永山兵村公有財産地水利事務規

定

・ 東西永山兵村灌漑溝堀鑿資金増

借之義ニ付御認可申請

・ 後備兵村公有財産取扱委員会議

事細則　他

2-952
【［土地給与規則に関する疑義］】

〔年代〕　明治二十六年四月五日

〔点数〕　綴有　1
〔差出〕　屯田歩兵第四大隊

〔受取〕　屯田兵司令部副官

〔備考〕・ 「根屯第三十七号」と朱筆あり

・ 欄外に「根室」とあり

・ 北海道史原稿用紙

2-953
【遠藤吉平函館近傍ニ屯田兵ヲ配置スル

ノ意見】

〔年代〕　明治二十六年八月

〔点数〕　綴有　1
〔差出〕　函館区元町四拾番地寄留　

遠藤吉平

〔受取〕　北海道庁長官北垣国道

〔備考〕・ 表紙に「北垣国道旧蔵」とあり

・ 本文末尾に「（昭和八年六月

二十三日北大図書館所蔵本ヨリ

写ス）」とあり

2-954
【屯田各兵隊給与地取調表】

〔年代〕　明治二十六年十一月調

〔点数〕　綴有　1

－ 195 －



〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「北海道史原稿用紙」使用

・ 欄外に「三十七年」と鉛筆書きあ

り

2-955
【［屯田兵村に関する綴］】

〔年代〕　明治二十六年、三十九年

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「北海道史原稿用紙」使用

1. 陸軍大臣答弁ノ要（M26）
2. 屯田兵村公有財産ノ件（M39）
（各兵村の地積を許可売払地積）

3. 二級町村部落ナル琴似外三十屯

田兵村ニ部会ヲ設置シソノ権限

ヲ定ム（M39）

2-956
【篠路村通常兵村会決議録［他］】

〔年代〕　明治二十六年度

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「北海道庁」用紙使用

2-957
【琴似兵屋移転ニ関スル調査事項と契約

書】

〔年代〕　明治二十七年十二月二十三日

〔点数〕　綴有　1
〔差出〕　借主　東山源蔵

〔受取〕　地主　鈴木吉平

〔備考〕・ 年代は契約書による

・ 差出、受取は契約書による

・ 北海道史原稿用紙

2-958
【上申書】

〔年代〕　明治二十七年七月十一日

〔点数〕　綴有　1
〔差出〕　雨竜郡西秩父兵村公有財産取扱

委員会会長　松本弥郎

〔受取〕　［　　　　］

〔備考〕・ 題名の下に「交換上の紛騒」とあり

・ 「北海道史原稿用紙」使用

・ 交換上の紛争についての上申書

・ 他に地図1あり

2-959
【屯田兵給与地取扱規則改正ニ関スル諸

意見】

〔年代〕　明治二十七年

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 表紙欄外に「アマリ参考ニナラ

ズ」と朱筆あり

・ 「北海道史編纂掛」と版心にあ

る用紙使用

2-960
【根室牧場売却金処分ニ関スル書類】

〔年代〕　［明治二十七年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 年代は綴内の夫々の文書の年代

による

・ 題名は欄外にペン書された文書

綴の表題による

この綴の年代は明治二十八年と

ある

2-961
【［滝川兵村］屯甲綴】

〔年代〕　明治二十七年
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〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 515～542頁付

・ 積立米（金）につき訴訟（原告

早坂直右衛門、被告永山武四郎）

原告敗訴の文書綴

2-962
【琴似兵屋移轉ニ関スル調査事項】

〔年代〕　明治二十七、二十八年

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 表紙右肩に「十七　二」と記さ

れたラベルあり

・ 欄外に「地区改正」と朱筆あり

2-963
【給与地整理ノ義ニ付申進】

〔年代〕　明治二十八年三月五日

〔点数〕　綴無　1
〔差出〕　屯田歩兵第四大隊長　栃内元吉

〔受取〕　屯田兵司令官　永山武四郎

2-964
【［滝川］兵村会決議ニ付申進】

〔年代〕　明治二十八年四月八日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　留守屯田歩兵第二大隊留守官

服部四郎

〔受取〕　留守屯田兵司令官　家村住義

〔備考〕・ 兵村名は欄外ペン書きによる

・ 317～322の頁付あり

・ 兵村共有番外地耕地開拓案

・ 兵村金櫃保管に関する件

2-965
【屯甲綴（土地給与規則改正意見開申ノ件）】

〔年代〕　明治二八年

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　司令官

〔受取〕　陸軍次官

〔備考〕　563～584の頁付

2-966
【［秩父別］兵村諮問会決議】

〔年代〕　明治二十八年

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　屯田歩兵第一大隊第一中隊

〔備考〕 ・ 兵村名は欄外ペン書きによる

［322］～329頁付あり

・ 学校開業ニ付維持法諮問案決議

2-967
【［秩父別］兵村諮問会決議】

〔年代〕　明治二十八年

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　屯田歩兵第一大隊第一中隊

〔備考〕・ 兵村名は欄外ペン書きによる

・ 学校維持法

・ 学校資金維持法

・ 亊業資金維持法

・ 貸与規則

2-968
【屯田歩兵第一大隊［各中隊］地積調】

〔年代〕　［明治28年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 年代は一部に「二十八年十一月

一日勅令第二及三号　屯田兵給

与地取扱規則第拾壱條ニ拠リ追
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テ公有財産ニ編入ノ見込」とあ

ることによる

・ 「北海道史原稿用紙」使用

・ 琴似村、発寒村、輪西村、穂別

村、山鼻村、目寒村における給

与地及び公有財産地の地積調

2-969
【［屯歩第三大隊に関する綴］】

〔年代〕　［明治28年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 題名、年代は欄外鉛筆書による

・ 「北海道史原稿用紙」

1. 中隊編成ニ関スル意見

2. 扶助満期後ノ現役兵

3. 旅行若クハ他官衛に奉職算スル

場合

4. 手当金公布ニ関スル意見

5. 後備役屯田兵ニ於ケル手当金分

配ノコト

2-970
【［新琴似に於ける屯田兵給与地坪数訂正

に関する申進］】

〔年代〕　明治二十九年五月二十日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　北海道庁長官　原保太郎

〔受取〕　屯田兵司令官　男爵永山武四郎

2-971
【［滝川村及沼見村土地没収ノ件につき回

答書］他】

〔年代〕　明治二十九年五月二十九日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　北海道庁内務部長　鈴木米三郎

〔受取〕　屯田兵参謀長　浅田信奥

〔備考〕 1. 五月十三日付屯乙第263号に対

する回答書

2. 五月十三日付屯乙第261号に対

する回答書

2-972
【［秩父別・一巳・納内兵村の公有財産地

に付申達］】

〔年代〕　明治二十九年六月三十日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　屯田歩兵第一大隊

〔受取〕　第七師団副官部

〔備考〕・ 題名は欄外朱書による

・ タトシ原野に関する上申書

・ 北一巳兵村にも関連か

2-973
【給与地相互交換願之儀ニ付申進】

〔年代〕　明治二十九年八月十八日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　輪西鷲別兵村監視　今嶋利貞

〔受取〕　兵村々務主任副官

2-974
【琴似兵村に於ける土地増給に関する照

会】

〔年代〕　明治二十九年

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　［　　　　］

〔受取〕　［　　　　］

〔備考〕・ 年代は欄外朱書きによる

2-975
【北海道自治制施行之儀ニ付参謀長ヨリ

陸軍省ヘ意見申進案】

〔年代〕　明治二十九年

〔点数〕　綴無　1
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〔差出〕　参謀長

〔受取〕　陸軍省

〔備考〕・ p.649、650のページ付あり

・ 差出、受取は題名による

2-976
【屯田後備兵村々務会議々案　他】

〔年代〕　明治二十九年、三十年

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　各兵村監視

〔受取〕　後備兵村々務主任副官

〔備考〕・ 後備兵村会議案進達等、提出し

た兵村は篠路、輪西、南北滝川、

野幌、山鼻　等

・ 「北海道庁」と版心にある用紙

使用

2-977
【［南北滝川兵村関係資料］】

〔年代〕　［明治29～35年］

〔点数〕　綴有　12　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「屯田兵村調査原稿用紙」「北海

道史原稿用紙」他使用

・ 元給与地貸借法

・ 決議事項認可申請（公有財産処

分ノ義ニ付）

・ 風防林解除出願之件

・ 公有財産職員職務規定　他

2-978
【［南北江部乙兵村関係資料］】

〔年代〕　明治二十九～三十六年

〔点数〕　綴有　7
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 土地図面あり

・ 「屯田兵村調査原稿用紙」「北海

道史原稿用紙」版心に「北海道

史編纂掛」とある用紙使用

・ 寺敷地及基本財産ノ義ニ付申進

・ 南江部乙兵村公有財産土地貸与

規定

・ 兵員出戦後公有財産取扱委員会

亊務取扱手続　他

2-979
【［当麻・東西当麻兵村関係資料】

〔年代〕　［明治29、33～38年］

〔点数〕　綴有　21　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「北海道史原稿用紙」他使用

・ 当麻兵村に於ける水田創設亊業

綴（M33）
・ 公有財産地内へ共同墓地設置願

（M29）
・ 石狩川支流浚湈之議ニ付御願

・ 公有財産地貸借法（M38）
・ 新規事業設計書　東当麻

・ 公有財産金増殖規程　西当麻

・ 兵村公有財産、後備兵村に関す

る綴　第三部　明治三十二年以

降、当麻西兵村　他

2-980
【［旭川、上下東旭川兵村関係資料］】

〔年代〕　［明治29～35年］

〔点数〕　綴有　22　綴無　4
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 土地図面あり

・ 「北海道史原稿用紙」使用

・ 宅地区画法

・ 兵村公有財産整理方法

・ 防風林解除ノ件

・ 公有財産取扱法改正決議案　他

・ 東旭川村公有宅地ノ件ニ付請願
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・ 下東旭川兵村公有財産取扱委員

会決議

・ 兵村部落ノ義ニ付伺

・ 下東旭川公有地払下願ニ対スル

嘆願書　等

2-981
【屯田兵給与地取扱規則中改正案】

〔年代〕　明治三十年一月

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 年代は欄外鉛筆書「丗年一月　

和田」とあるによる

・ 「北海道史原稿用紙」使用

2-982
【徴兵令ノ施行ニ関スル件】

〔年代〕　明治三十年二月十日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　北海道庁長官　原保太郎

〔受取〕　第七師団長　男爵永山武四郎

〔備考〕・ p.1、2のページ付けあり

・ 題名は欄外鉛筆書きによる

2-983
【新琴似兵村会細則】

〔年代〕　明治三十年三月十三日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　新琴似兵村監視　八木耕一郎

〔受取〕　第七師団長　男爵永山武四郎

〔備考〕・ 「屯田兵村調査原稿用紙」他使

用

2-984
【公有財産地ニ関スル概況】

〔年代〕　明治三十年十一月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　南北滝川兵村監視

〔備考〕・ 「屯田兵村調査原稿用紙」使用

2-985
【案（明治二十八年度応召者の僅少なり

し理由）】

〔年代〕　明治三十年十二月八日調

〔点数〕　綴有　1
〔差出〕　司令部

〔受取〕　陸軍省軍務局歩兵課

〔備考〕・ 題名（　）内は欄外ペン書きに

よる

・ 603～606の頁付あり

2-986
【［徴兵令発令に関する綴］】

〔年代〕　明治三十年

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕　用紙に132～141の頁付あり

2-987
【公有財産地増殖［設］計】

〔年代〕　明治三十年

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　屯田歩兵第三大隊

〔備考〕・ 巻末に「第七帰圑司令部所蔵ノ

モノヲ全写ス　昭和六年十二

月」とあり

・ 表紙貼紙に「第一中隊当麻、第

三、四旭川、第五、六中隊永山」

とあり

・ 表紙右肩に「八一」のラベルあり

・ 本文は「北海道史史料用紙」と

版心にある原稿用紙使用
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2-988
【［高志内兵村関係資料］】

〔年代〕　明治三十、三十五年

〔点数〕　綴有　4
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「北海道史原稿用紙」他使用

・ 兵村亊業場附属器具売却ノ件

（M30）
・ 公有財産地土地貸与規定

・ 借地契約証書　　他

2-989
【輪西兵村監視今島利貞提出案】

〔年代〕　［明治30年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　［輪西兵村監視　今島利貞］

〔受取〕　［　　　　］

〔備考〕・ 年代は欄外鉛筆書による

・ 「北海道史原稿用紙」使用

・ 充員召集の伝達書を連名の名簿

に改正してほしい旨の提案

2-990
【［茶志内兵村関係資料］】

〔年代〕　［明治30～35年］

〔点数〕　綴有　5
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「屯田兵村調査原稿用紙」「北海

道史原稿用紙」等を使用

1. 「兵村監視の身分」他

2. 土地貸付ニ関スル評決書

3. 決議案

4. 石狩川沿岸公有地小作料減額ニ

関スル件

5. 土地貸付ニ関スル評決書

2-991
【［給与地交換に関する綴］】

〔年代〕　［明治30年～36年］

〔点数〕　綴有　5　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「北海道史原稿用紙」使用

1. 給与地交換に関する照会書（和

田兵村　M30年1月）

2. 兵屋自費移転之儀ニ付申進

（M32. 6. 27）
3. 給与地交換ニ付参考書　輪西兵

村現況（M34）
5. 兵屋移転敷地トシテ給与地交換

方ノ儀ニ付申請（M35）（南江

部乙）地図付

4. 給与地交換之義ニ付願（M34）
地図付（南江部乙）

6. 兵屋移転願（東旭川村M35）
地図付

7. 水害地兵屋移転之義ニ付申進

（東旭川）
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2-992
【［新琴似兵村関係資料］】

〔年代〕　［明治30、36～39年］

〔点数〕　綴有　6
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 綴中、地図あり

・ 「北海道史原稿用紙」「北海道史

編纂掛」用紙使用

・ 村界変更ノ理由書（地図あり）

・ 応召兵員家族救護ノ為メ戦時維

持費支出ノ件ニ付申請

・ 戦時維持費中ヨリ繰替金ヲ兵村

費ニ補助ノ件

・ 委員会、事務引継ノ上報告督促

ノ件

・ 新琴似兵村公有財産現況（M30）
・ 新琴似兵村公有財産取扱手続

2-993
【北滝川兵村監視提出案】

〔年代〕　明治三十年度

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 公有財産取扱委員会規則外四規

定

・ 兵員の犯罪に係る件

2-994
【屯田兵戸口及処要地反別調】

〔年代〕　明治三十年度

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕 ・ 180、181の頁付あり

・ 新琴似兵村～上東旭川兵村合計

12兵村の反別調

2-995
【新琴似兵村監視提出案】

〔年代〕　明治三十年度

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 年代は欄外の記述による

・ 欄外に「自治」と朱書あり

・ 「屯田兵村調査原稿用紙」使用

・ 12条から成る規則等の案文

2-996
【屯田後備役野幌兵村会議案他】

〔年代〕　［明治三十年］

〔点数〕　綴有　3
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 頁付（246～277、278～301、302
～325）あり

・ 「屯田兵村調査原稿用紙」使用

2. 屯田後備役野幌兵村会議案（追

加議案は明治三十一年度）

1. 屯田後備役野幌兵村会議決

3. 野幌兵村会議亊細則（実施時期　

明治30年4月とあり）

（※番号の秩序は編成時のまま）

2-997
【天塩新設隊へ屯田兵移住ニ先ダチ戸長

役場ヲ設置相成候儀ニ付申請】

〔年代〕　明治三十一年七月四日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　屯田歩兵第三大隊長　津田敎條

〔受取〕　第七師団長　男爵永山武四郎

〔備考〕　用紙52の頁付あり

2-998
【［旭川公有地ノ返還］に付き申進】

〔年代〕　明治三十一年七月五日
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〔点数〕　綴無　1
〔差出〕　第七師団参謀長　松永正敏

〔受取〕　屯田歩兵第三大隊長　津田教修

〔備考〕・ 題名は欄外エンピツ書より採用

・ 「北海道史原稿用紙」使用

・ 北丙741号申進

2-999
【新民法ノ屯田兵制規上ニ及ボシタル影

響】

〔年代〕　明治三十一年　自八月至十二月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 年次と並び「北申綴」とあり

・ 142～150の頁付

2-1000
【兵村諮問会規則基地―上川農事協会旭

川西支部細則草按】

〔年代〕　［明治31年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 年代は内容記述による

・ 版心に「北海道史編纂掛」とあ

る用紙使用

・ 題名の「兵村諮問会規則」の他

に・私設事業場調・用水事業等

につき議決書等あり

2-1001
【［上・下野付牛兵村関係資料］】

〔年代〕　［明治31～38年］

〔点数〕　綴有　16　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕 ・ 1綴目に「明治三十六年四月北

丙第六三五号ニテ認可ス　議事

細則　上野付牛村公有財産委員

会」と朱書あり

・ 「屯田兵村調査原稿用紙」「北海

道史原稿用紙」他使用

・ 上野付牛兵村公有財産開拓及管

理規定他

・ 下野付牛兵村公有財産地開拓及

管理法他

2-1002
【水害ノ為兵屋移転願】

〔年代〕　明治三十二年一月十六日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　監督部長

〔受取〕　参謀長

〔備考〕・ 題名は欄外鉛筆書による

・ 用紙に127～129の頁付

2-1003
【屯田兵給与令　改正】

〔年代〕　［明治］三十二年六月七日

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「北海道史原稿用紙」使用

・ 勅令第223号（32.6.7）による改正

・ 勅令第444号（32.11.29）により

一部改正

（第1号表～第10号表を省略）

2-1004
【［給与地交換願に付いての回答書］】

〔年代〕　明治三十二年八月二十六日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　輪西兵村監視

〔受取〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「北海道史原稿用紙」使用
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2-1005
【［東西秩父別兵村関係資料］】

〔年代〕　明治三十二年～三十八年

〔点数〕　綴有　23　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 地図あり

・ 「屯田兵村調査原稿用紙」「北海

道史原稿用紙」等使用

・ 第二中隊公有財産土地取扱法

・ 公有財産輪換伐採之義ニ付上申

・ 公有財産地中一部交換之儀ニ付

稟申

・ 認可取消願之義ニ付申進　他

2-1006
【［納内兵村関係資料］】

〔年代〕　明治三十二年～三十八年

〔点数〕　綴有　6
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 地図あり

・ 「北海道史原稿用紙」「屯田兵村

調査原稿用紙」使用

・ 第五中隊公有財産地取扱法案

・ 防風林敷地ヲ公有財産地トシテ

給与之件

・ 道路敷地トシテ公有財産地寄附

1件申請　他

2-1007
【［兵屋敷地之交換に付　照会状］】

〔年代〕　明治三十三年三月二十九日

〔点数〕　綴有　1　綴無　1（地図）

〔非刊行〕　

〔差出〕　第七師団長男爵　永山武四郎

〔受取〕　北海道庁長官男爵　園田安賢

〔備考〕・ 「北海道史原稿用紙」使用

・ 滝川村字江別乙に於ける土地交

換についての照会状

2-1008
【兵村監視会議書類綴】

〔年代〕　明治三十三年三月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　下東旭川兵村監視駐剳所

〔備考〕・ 「剳」はサツ。駐剳はとどまる意。

「剳」は黒体字。正字は「劄」

・ 「北海道史編纂掛」用紙使用

・ 新琴似兵村、西永山岳村、上下

東旭川監視の兵村会議提出案

2-1009
【歎願】

〔年代〕　明治三十三年三月

〔点数〕　綴有　1
〔差出〕　納内岳村

〔受取〕　第五中隊長　沼野芳郎

〔備考〕・ 納内兵村開村以来の金銭収支不

明の監査結果に関する歎願
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2-1010
【兵村及兵村給与地に関する往復文書綴】

〔年代〕　明治三十四、三十三年

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　屯田歩兵第三大隊、

第七師団参謀長

〔受取〕　［　　　］，屯田歩兵第三大隊長　

平賀正三郎

〔備考〕・ 「北海道史原稿用紙」使用

1. 兵員及兵村給与土地登記ノ事

2. 兵員及兵村土地ニ関スル移動、

訂正ノ件

3. 兵員及兵村給与土地登記ニ関ス

ル法令発布

4. 屯田兵給与地ノ法令上ノ性質

5. 土地登録税徴否を儀ニ付申進

（明治33年）差出　第七師団参

謀長→屯田歩兵第三大隊長　平

賀正三郎

2-1011
【南北剣渕兵村関係資料】

〔年代〕　［明治33～37年］

〔点数〕　綴有　3　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 年代は欄外のエンピツ書による

・ 「屯田兵村調査原稿用紙」、「北

海道史原稿用紙」使用

2. 屯田後備兵村公有財産取扱委員

会規則M37年
1. 予定公有地返地之件M33
3. 第三追給地交附上の疑議M37
4. 剣渕第四中隊公有財産土地貸付

規定

（※番号の秩序は編成時のまま）

2-1012
【屯田工兵隊創設以降沿革】

〔年代〕　明治三十四年三月三十一日調

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　屯田工兵隊医務室

〔備考〕・ 作成者は「陸軍一等軍医　正木

春次郎」とあり

・ 北海道史原稿用紙を使用

2-1013
【［第四中隊兵村関係資料］】

〔年代〕　明治三十四年

〔点数〕　綴有　1　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　第四中隊兵村諮問会

〔備考〕・ 「屯田兵村調査原稿用紙」「北海

道史原稿用紙」使用

・ 「第四中隊兵村公有財産取扱規

定」（明治34年）

「給与地配当地積調交換ノ義ニ

は申請．」

明治三十四年十月七日

2-1014
【兵員兵村ニ給与セル土地ノ権利ニ関スル件】

〔年代〕　明治三十四年

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　司令部、札幌区裁判所

〔受取〕　札幌区裁判所、第七師団司令部

〔備考〕・ 題名は欄外鉛筆書による

・ 119～121の頁付あり

・ 題名の件に関する往復書類綴

2-1015
【［屯田兵村関係メモ］】

〔年代〕　［明治34年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］
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〔備考〕・ 「齋」と印刷された原稿用紙使用

・ エンピツ書

・ 屯田兵村各村に関する問題点と

その根拠となる令達、地図等を

書き上げたもの

2-1016
【案】

〔年代〕　明治三十五年二月六日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　司令部

〔受取〕　北海道庁

〔備考〕・ 「北海道史原稿用紙」使用

・ 屯田兵給与地課税之件（欄外　

朱書による）

2-1017
【［北太田兵村公有財産取扱認可申請］委

員会決議】

〔年代〕　明治三十五年三月十五日

〔点数〕　綴有　1
〔差出〕　北太田兵村公有財産取扱 

委員会々長　合田栄太郎

〔受取〕　第七師団副官　泉法輪

〔備考〕・ 「北海道史原稿用紙」使用

・ 委員会決議認可申請

2-1018
【決議書字】

〔年代〕　明治三十五年四月十八日

〔点数〕　綴有　1
〔刊行・非刊行〕　混在

〔作成〕　納内兵村公有財産取扱委員会

〔備考〕・ 「北海道史原稿用紙」使用

・ 土地図面あり

・ 納内兵村内の大谷派信徒の説教

場敷地についての請願

2-1019
【兵屋敷地交換ニ付歎願】

〔年代〕　明治三十五年十二月七日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　空知郡南江部乙兵村六百二十九

番地後備屯田歩兵一等卒　

寿美決治郎他五名

〔受取〕　第七師団司令部

〔備考〕・ 「北海道史原稿用紙」使用

2-1020
【北一巳兵村公有財産取扱規定】

〔年代〕　明治三十五年

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　北一巳兵村公有財産取扱委員会

〔備考〕・ 「屯田兵村調査原稿用紙」使用

2-1021
【屯田倶楽部書類】

〔年代〕　明治三十五年

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　上東旭川兵村

〔備考〕・ 「屯田兵村調査原稿用紙」使用

2-1022
【稲掛丸太売却認可願】

〔年代〕　［明治35年］

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　公有財産取扱委員会会長　

三宅卯右衛門

〔受取〕　七師団副官　泉法輪

〔備考〕・ 年代は本文より採用

・ 「北海道史原稿用紙」使用

・ 兵村名不明
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2-1023
【［美唄兵村関係資料］】

〔年代〕　［明治35～37年］

〔点数〕　綴有　8
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「北海道史編纂掛」用紙、「北海

道史原稿用紙」、「屯田兵村調査

原稿用紙」を使用

1. 美唄兵村水利組合（摘要）

2. 3. 公有地ヲ担保トシ水田創設工事

資金借入認可ノ件

4. 公有財産水路規定決議書

5. 水路監視規定設定決議書

6. 公有財産耕宅地貸与規定

7. 緊急上申書

8. 公有財産取扱委員会議事細則改

良決議書

2-1024
【通常公有財産取扱委員会決議】

〔年代〕　明治三十五年度・第一回

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　野幌兵村公有財産取扱委員会々

長　伊東辰熊

2-1025
【屯田兵手当給与請願ニ関スル調書】

〔年代〕　明治三六年四月

〔点数〕　綴有　1
〔差出〕　参謀長

〔受取〕　歩兵課長

〔備考〕・ 題名は欄外にペン書きによる

・ 643～648の頁付あり

2-1026
【［給与地交換についての］歎願書】

〔年代〕　明治三十六年十二月六日

〔点数〕　綴有　1

〔差出〕　北見国常呂郡野付牛村三百十二

番地　元屯田歩兵第四大隊第二

中隊　辻新平　他3名
〔受取〕　第七師団副官　泉法輪

〔備考〕・ 北海道史原稿用紙

2-1027
【副願　元官舎敷地継続借用之件】

〔年代〕　明治三十六年十二月二十六日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　佐藤角松

〔受取〕　北海道旭川第七師団指令部

〔備考〕・ 「北海道史原稿用紙」使用

・ 兵村名不明

2-1028
【［下野付牛兵村議案］】

〔年代〕　［明治36年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［下野村牛兵村］

〔備考〕・ 題名、年代は欄外鉛筆書による

・ 「北海道史原稿用紙」使用

・ 第壱号議案　災害互救法

・ 第三号議案　公有財産取扱諸費

滞納処分法

2-1029
【［志別兵村関係資料］】

〔年代〕　［明治36、37年］

〔点数〕　綴有　3
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「屯田兵村調査原稿用紙」使用

1. 2. 志別兵村公有　宅地貸付規定

公有地拂下の願書

3. 願書（公有地拂下）
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2-1030
【［南北湧別兵村関係資料］】

〔年代〕　［明治36、38年］

〔点数〕　綴有　3　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「屯田兵村調査原稿用紙」、「北

海道史原稿用紙」使用

1. 南湧別兵村公有財産地開拓及び

管理規定

2. 同上

3. 貸付耕地中宅地設定家屋建築認

可ノ件

4. 屯田兵村公有財産地名儀校正之

儀ニ付申請

2-1031
【給与地交換願】

〔年代〕　明治三十七年一月五日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　北見国常呂郡野付牛村字相之内

兵村　富田詳左衛門他35名
〔受取〕　第七帰団副官　山崎義重

〔備考〕・ 「北海道史原稿用紙」使用

2-1032
【南江別兵村公有財産地ト防風林ト交換

ニ関スル図画返却につき回答】

〔年代〕　明治三十七年二月四日

〔点数〕　綴有　1　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　北海道廳

〔受取〕　第七師団司令部

〔備考〕・ 綴無1は図面（地図）1枚

2-1033
【南北滝川兵村関係資料】

〔年代〕　明治三十七年

〔点数〕　綴有　2　綴無　1

〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 地図2枚あり

・ 一部に「北海道史原稿用紙」使

用

・ 風防林拝借原令（年代不明）

・ 滝川ユーベオツ未開地地図

・ ［農］区画測量費支払認可申請

他

2-1034
【［鷹栖村関係資料］】

〔年代〕　明治三十七年

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　上川郡鷹栖村字必布小作人惣代

上西伊在門

〔受取〕　第七師団司令部　副官　

山崎義重

〔備考〕・ 「北海道史原稿用紙」使用

・ 小作契約解除并ニ貸地料修正ニ

関スル件

2-1035
【屯田用地調書】

〔年代〕　明治三十七年

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　柳田技手

〔備考〕・ 「北海道史原稿用紙」使用

・ 明治8～32年の屯田兵数、地積、

兵村数、統計表及び各兵村別地

積調

2-1036
【理由書】

〔年代〕　［明治三十七年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　安藤国助　他
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〔受取〕　［　　　　］

〔備考〕・ 後欠のため、差出人の記名のな

いものや受取人不明の年代は本

文記述による

・ 「北海道史原稿用紙」使用

・ 給与地内を幌内川が流れ水害が

甚だしいため、地積変更を願出

る理由書

2-1037
【内申書】

〔年代〕　明治三十八年四月十五日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　新琴似兵村公有財産取扱委員会

会長　事務取扱　国瀬源也

〔受取〕　留守　第七師団副官　大塚喜輝

〔備考〕・ 「北海道史原稿用紙」使用

・ 拓殖不勉ナル者ニ対スル処分申

請内申書及び理由書

2-1038
【二級町村部落ナル琴似外三十屯田兵村

ニ部会ヲ設置シソノ権限ヲ定ム】

〔年代〕　明治三十九年十二月二十二日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 題名は表紙後筆による

・ 版心に「北海道庁」とある用紙

使用

2-1039
【追加予算ノ件】

〔年代〕　明治三十九年度

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 欄外に「新琴似」と鉛筆書あり

・ 「北海道史原稿用紙」使用

・ 土地図面1あり

・ 新琴似兵村の追加予算

2-1040
【［輪西兵村］給与地交換ノ義ニ付申進】

〔年代〕　［明治］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　［　　　　］

〔受取〕　［　　　　］

〔備考〕・ 兵村名は欄外・後筆による

・ 版心に「北海道史編纂掛」とあ

る用紙使用

・ 欄外に「廿二」とペン書きあり、

年代か

・ 現在の給与地は泥炭地で悪水渋

湛の地で収量が少ないため、給

与地を変えてほしい旨の上申書

2-1041
【屯田土地開拓奨励法答案】

〔年代〕　［明治］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕 欄外に「南滝川」「明治三十一・

二年頃　官費ニヨリ大排水溝ノ

開鑿、水田開発」等の記述あり

2-1042
【琴似・山鼻へ増給地割渡しの件　照会】

〔年代〕　［明治］

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　［　　　　］

〔受取〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「北海道史原稿用紙」使用
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2-1043
【後備屯田兵村稼穡発達ノ企画ニ就テ】

〔年代〕　［明治］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 北海道史原稿用紙

・ 欄外に「東旭川」「給与地」と

あるが、作成者等不明

・ 稼穡は「カンヨク」、農作のこと

2-1044
【野幌兵村振興会規則】

〔年代〕　昭和八年四月十三日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［野幌兵村振興会］

〔備考〕・ 孔版刷

2-1045
【屯田兵ニ関スル資料（主要部ノミ）】

〔年代〕　昭和八年七月十九日調

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 版心に「北海道史編纂掛」とあ

る罫紙使用

2-1046
【屯田兵村調査研究資料目録】

〔年代〕　昭和八年十一月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕 「たゞし」「齋」と銘のある原稿

用紙使用

・ 写真、地図、統計…等

主題別の目録

2-1047
【往復書類目録（内容）】

〔年代〕　昭和八年十二月返済

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕 ・ 題名左脇に「玉井氏借用書　分

数番号十八／十一」とあり

・ 屯田兵、兵村に関する文書の貸

出し目録

2-1048
【［屯田兵村調書］】

〔年代・巻号〕　

［昭和八年］・［1］
〔点数〕　綴有　7
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕　原稿用紙に筆字

丁付（1～100）各綴にあり

1. 山鼻村　札幌市

2. 江別　　江別市

3. 野幌

4. 篠路　　札幌市

5. 新琴似　札幌市

6. 太田　　久遠郡or厚岸郡

1. 山鼻兵村　　（1～15丁）

2. 江別兵村　　（16～31丁）

3. 野幌兵村　　（32～47丁）

4. 篠路兵村　　（48～59丁）

5. 新琴似兵村　（60～72丁）

6. 太田兵村　　（73～86丁）

7. 太田兵村　　（87～100丁）

2-1049
【［屯田兵村調書］】

〔年代・巻号〕　

［昭和八年］・［2］
〔点数〕　綴有　7
〔非刊行〕　
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〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕　原稿用紙に筆字

丁付（101～233）各綴にあり

8. 室蘭

9. 深川市　イツチャン村　現札幌

10. 上川郡

11. 旭川

12. 秩父別　空知支庁有竜郡

13. 土別市

14. ？
8. 輪西兵村　　（101～113）
9. 一巳兵村　　（114～136）

10. 當麻兵村　　（137～160）
11. 永山兵村　　（161～183）
12. 秩父別兵村　（184～211）
13. 士別兵村　　（212～219）
14. 端野兵村　　（220～233）

2-1050
【［屯田兵村調書］】

〔年代・巻号〕　

［昭和八年］・［3］
〔点数〕　綴有　7
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕　原稿用紙に筆字

丁付（234～343）各綴にあり

15. 美唄兵村　　（234～243）
16. 東旭川兵村　（244～255）
17. 東旭川兵村　（256～268）
18. 和田兵村　　（269～289）
19. 滝川兵村　　（290～315）
20. 野付牛兵村　（316～329）
21. 桐ノ内兵村　（330～343）

2-1051
【［屯田兵村調書］】

〔年代・巻号〕　

［昭和八年］・［4］
〔点数〕　綴有　6

〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 原稿用紙に筆字

・ 丁付（344～419）各綴にあり

22. 湧別兵村　（344～357）
23. 湧別兵村　（358～371）
24. 納角兵村　（372～383）
25. 剣渕兵村　（384～403）
26. 高志内　　（404～411）
27. 高志内　　（412～419）

2-1052
【屯田兵村資料謄写目録】

〔年代〕　［昭和九年三月十六日起］

〔点数〕　綴有　2
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「北海道史原稿用紙」使用

1. 「昭和九年三月十六日起」と表

記され、主として兵村別に列記

2. 作成年代はなし

　文書の主題別に列記

2-1053
【屯田兵組織改正草按】

〔年代〕　［明治24年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　屯田兵司令部

〔備考〕・ 表題の右肩に「二十四年」と朱

書あり

・ 「第七師団司令部所蔵『屯田兵

組織改正草按』ヨリ抄写ス　昭

和七年三月十二日」と巻末にあ

り

2-1054
【屯田兵村調査資料目録】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
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〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕 ・ 題名は表紙に朱書

・ 用紙は「北海道史編纂掛」と版

心にある罫紙

・ 昭和八年七月　第七師団司令部

第一国借用書写字目録他　各兵

村毎の布達綴公有財産関係綴等

の文書綴等の書写資料の目録

2-1055
【第七師団司令部図書借用書目録】

〔年代〕　昭和九年十一月十七日着荷

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 版心に「北海道史編纂掛」とあ

る罫紙使用

2-1056
【［屯田兵の恩給に関する新聞切抜き記

事］】

〔年代〕　［昭和10年］

〔点数〕　綴無　2
〔刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 新聞名不明

2-1057
【［屯田兵制度についての説明文］】

〔年代〕　八月十五日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 欄外に「八月十五日　拓殖仰に

て澄宮殿下に御説明」とある

・ 「北海道庁」と版心にある薄紙

に和文タイプ、カーボン紙複写

で印刷したもの

2-1058
【屯田部隊編制変趨表（改正）（新）】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕　版心に「北海道史編纂掛」とあ

る罫紙使用

2-1059
【穂別兵村諮問会細則・農業組合契約】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 題名は欄外ペン書きによる

1. 兵村事業資金並ニ学校維持金管

理方法

2. 兵村諮問会細則

3. 学校維持法按

4. 兵村農業組合規約

穂別　湧払郎

2-1060
【［新琴似兵村互救会設立に関する綴］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕 ・ 314～316頁付あり

・ 互救会設立趣意書及規則

2-1061
【屯田後備役野幌兵村会議決】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 原稿用紙33～44の頁付あり
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2-1062
【屯田兵村調査研究資料目録】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 洋紙ノートにペン書で記入

・ 主題別にまとめられている第七

師団司令部借用分類目録

2-1063
【第七師団司令部借用目録】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　2
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕 1. 版心に「北海道史編纂掛」とあ

る罫紙使用

2. 「北海道史原稿用紙」使用

1. 「規約＆規則」「公有財産」「統計」

等、主題別に記されている

2. 進達書等の書数の年代順に記さ

れている

2-1064
【［屯田兵に関する資料目録］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　2　綴無　3　袋　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕　袋に「新屯田兵村調査研究資料

目録」と表記され16点の関係

資料が封入されていた

2-1065
【屯田兵村関係写真目録】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

2-1066
【松花江堰堤発電工事説明書】

〔年代〕　［昭和］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　水力電気建設局　吉林出張［所］

〔備考〕・ 満洲国吉林省松花江の堰堤発電

工事計画書

2-1067
【北支綿業事情】

〔年代〕　昭和十一年九月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［満鉄］

・ 北支の綿花と其他の農産物との

栽培損益比較、支那紡績の分散

的傾向と北支の斯業その他につ

いての調査書で、表紙に「満鉄

調査資料167編に拠る」とあり

2-1068
【熱帯産業株式会社　企業目論見及概算収支】

〔年代〕　大正八年四月

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　発起人

〔備考〕・ 馬乗半島柔仏州南端に位置する

パパンガ護謨園の概況

2-1069
【大東亜ノ農業、林業、水産業及畜産業

ニ関スル方策】

〔年代〕　昭和十七 .六 .二四

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　第六部会

〔備考〕・ 孔版印刷

・ 拓務省内の第六部会か、

－ 213 －



2-1070
【関東庁水源水利調査事業ノ概要】

〔年代〕　昭和八年六月二十七日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　関東庁内務局土木課　

清水本之助

〔備考〕・ 昭和8年6月27日に新京関東軍

によって行われた｢水源調査に関す

る講演」原稿を孔版印刷したもの

・ 年代は表紙裏の記述による

・ 出版者は国立国会図書館憲政資

料室の「憲政資料資料群中の図

書・パンフレット一覧（暫定版）」

による

2-1071
【北満に於ける支那人及朝鮮人移民の趨勢】

〔年代〕　昭和八年九月十日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　哈爾濱日本商工会議所

〔備考〕・ 表紙に「哈商第三九三号ノ一　

昭和八年九月十日」とあり

・ 文末に「東省雑誌「露文」、一九三二

年第二号より訳出す」とあり

・ 孔版印刷

2-1072
【鮮農問題ト県当局ノ希望要綱】

〔年代〕　康徳二年一月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　営口県公署

〔備考〕・ 題名の下に福田の朱印あり

・ 和文タイプ

2-1073
【事変前後ヲ中心トスル哈爾浜邦人商工

業発達状況及将来ノ見込】

〔年代〕　昭和九年四月十五日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　哈爾浜日本商工会議所

〔備考〕・ 表紙に「哈商第七四二号ノ一　

昭和九年四月十五日」とあり

2-1074
【［満洲出版関係電報その他］】

〔年代〕　昭和九年八月二十二日

〔点数〕　綴有　2
〔非刊行〕　

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 年代は電報発信日による

・ 電報その他の綴

・ 農場所在地や拓務省出張所等に

関するメモ

2-1075
【哈爾浜商況（八月中）】

〔年代〕　昭和九年九月十九日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　哈爾浜日本商工会議所

〔備考〕・ 表紙に「哈商第六六号ノ一七　

昭和九年九月十九日」とあり

2-1076
【移民問題ト県当局ノ要望】

〔年代〕　康徳元年　十月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　営口県公署属　福田一、

福島鶴太郎

－ 214 －



2-1077
【小野嘱託満洲出張日程他】

〔年代〕　［昭和9年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕 ・ 「拓務省」の罫紙にカーボン複写

転居通知（平貞蔵）の葉書（昭

和9年4月2日消印）と綴られて

いる

・ 年代は小野の満洲出張年による

・ 9月1日～10月10日の日程表

2-1078
【［満洲農業移民に関する綴］】

〔年代〕　昭和九年

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕 ・ 袋綴

・ カーボン複写、謄写版、手稿

・ 「満洲移民問題の觀点」の表紙

に「昭和九年十月六日（於満洲

国奉天市）」とあり

・ 満洲移民問題の觀点　小野武夫

・ 満洲國移民方針要綱［小野武夫］

・ 満洲移民政策要綱［小野武夫］

・ 満洲農事協會改革案

・ 満洲國帝政新定記念事業トシテ

・ 満洲移民協議會設立意見

・ 満洲移民問題の一考察／大蔵公

望著

・ 満洲苹果内地輸入禁止ニ就テ植

物檢疫

・ 満洲農業移民に就て：昭和九年

十一月二十四日移民問題ニ関ス

ル委員曾／小野武夫談

・ 十一月二十四日　公正会に於け

る「満洲移民問題」に関する講

演要旨原稿

2-1079
【長春県資料】

〔年代・巻号〕　

康徳元年・三ノ二［その1］
〔点数〕　綴有　7　綴無　［　　］　封　1
〔刊行〕　

〔作成〕　長春県公署

〔備考〕・ 題名、巻号は「満洲国政府」と

印刷された袋の表書による、「宮

嶋繁豊」のゴム印あり

・ 孔版刷

1. 長春県に於ける標準農家耕地面

積其の他調査表　康徳元年三月　

長春県公署

2.  1.の複本

3. 長春県に於ける大車調査康徳元

年三月　五ノ一　長春県

4. 長春県に於ける大車調査康徳元

年三月　五ノ二　長春県公署

5. 長春県に於ける大車調査康徳元

年三月　五ノ三　長春県公署

6. 長春県に於ける大車調査康徳元

年三月　五ノ四　長春県公署

7. 長春県に於ける大車調査康徳元

年三月　五ノ五　長春県公署

2-1080
【長春県資料】

〔年代・巻号〕　

康徳元年・三ノ二［その2］
〔点数〕　綴有　13
〔非刊行〕　

〔作成〕　長春県公署

〔備考〕 8. 長春県立各校学生費用調査表　

康徳元年六月　長春県公署

9. 長春県青年訓練所総則

10. 長春県第一回保甲青年訓練所細

則（日満文）

11. 長春県気温表　 
康徳元年五月　長春県公署
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12. 長春県に於ける寺廟及古蹟調査　

康徳元年五月　長春県公署

13. 長春県公署職員一覧表　 
康徳元年五月現在　長春県公署

14. 長春県警備員数調　 
康徳元年五月　長春県公署

15. 長春県土地価格調査表　 
康徳元年八月　長春県公署

16. 長春県第二区　聚落調査　 
康徳元年八月　長春県公署

17. 長春県第三区　聚落調査　 
康徳元年八月　長春県公署

18. 長春県第四区　聚落調査　 
康徳元年八月　長春県公署

19. 長春県義倉積穀調査　 
康徳元年八月　長春県公署

20. 積穀ニ対スル意見　 
康徳元年八月　長春県公署

2-1081
【長春県資料】

〔年代・巻号〕　

康徳元年・三ノ二［その3］
〔点数〕　綴有　6
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕

21. 積穀ニ対スル意見　 
康徳元年八月　長春県公署

22. 長春県馬匹現況調査　 
康徳元年八月　長春県公署

23. 長春県の教育概況　 
康徳元年八月　長春県公署

24. 長春県に於ける私塾調査表　 
康徳元年九月

25. 長春県鮮人戸口調査表　 
康徳元年九月　長春県公署

26. 長春県第四区　窪中高ニ於ケル

鮮農部落ノ状況　 
康徳元年九月　長春県公署

2-1082
【長春県資料】

〔年代・巻号〕　

［大同2年、康徳1年］・三ノ三

〔点数〕　綴有　16　綴無　1　封　1
〔刊行〕　

〔作成〕　長春県

〔備考〕・ 題名、巻号は「満洲国政府」と

印刷された袋の表書きによる。

「宮嶋繁豊」のゴム印あり

・ 孔版刷

1. 長春県大同二年度地方捐目別収

入表　長春県公署

2. 長春県康徳元年度歳入歳出予定

計画表　長春県公署

3. 所管事務ニ関シ警察署長ヲ指揮

命令スル件　長春県参事官

4. 暫行保甲保ノ公布実施ト県下一

般行政補助機関ニ関スル件　 
大同三年一月十二日

5. 吉林省参事官会議ノ諮問事項ニ

対スル回答　長春県参事官

6. 万宝山水田経営状態　康徳元年

五月二十三日　長春県参事官

7. 長春県万宝山鮮農経営水田小作

状況　長春県参事官

8. 長春県青年会発令式情況康徳元

年五月二十六日　長春県参事官

9. 長春県管内保甲編制表　元年五

月二十五日　長春県参事官

10. 長春地方ノ沿革　長春県公署

11. 長春県之地勢　長春県公署

12. 長春県立小学校教員学生統計表　

康徳元年五月十七日

13. 農産物価低落ニ対スル意見　 
長春県参事

14. 満州国参事官制度ノ運用ニ就テ　

竹内希雄
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15. 長春県第三区小学校大典慶視合

同運動会情況報告書送附ノ件

16. 訓練所員名簿

2-1083
【［小野武夫宛　書簡］】

〔年代〕　昭和十年

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔受取〕　小野武夫

〔備考〕 ・ 「營口縣公署」の名入罫紙（4枚）

にペン書き作成年は書簡内容よ

り推察

2-1084
【財団法人満州移住協会歳入歳出追加予

算総括】

〔年代〕　昭和十二年度

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　財団法人満州移住協会

〔備考〕・ 孔版刷り

2-1085
【満蒙開拓青少年義勇軍訓錬所歳入歳出

予算総括】

〔年代〕　昭和十二年度、昭和十三年度

〔点数〕　綴有　2
〔非刊行〕　

〔作成〕　［満蒙開拓青少年義勇軍訓錬所］

2-1086
【財団法人満州移住協会旅費規程；俸給

規定】

〔年代〕　昭和十三年三月

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［満州移住協会］

〔備考〕・ 孔版印刷

2-1087
【財団法人満州移住協会歳入歳出予算】

〔年代〕　昭和十三年度

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［満州移住協会］

〔備考〕・ 孔版印刷

2-1088
【財団法人満州移住協会歳入歳出追加更

正予算】

〔年代〕　昭和十三年度

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［満州移住協会］

〔備考〕・ 孔版印刷

2-1089
【資金勘定歳入歳出予算】

〔年代〕　昭和十三年度

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 孔版印刷

2-1090
【資金勘定歳入歳出追加更正予算】

〔年代〕　昭和十三年度

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

2-1091
【中央訓練所歳入歳出予算】

〔年代〕　昭和十三年度

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［中央訓練所］

〔備考〕・ 孔版印刷
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2-1092
【中央訓練所歳入歳出追加更正予算】

〔年代〕　昭和十三年度

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［中央訓練所］

〔備考〕・ 孔版印刷

2-1093
【宿泊所歳入歳出予算】

〔年代〕　昭和十三年度

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 孔版印刷

2-1094
【満蒙開拓青少年義勇軍訓練所歳入歳出

追加更正予算】

〔年代〕　昭和十三年度

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［満蒙開拓青少年義勇軍訓練所］

2-1095
【拾町歩経営農家ノ種類別収支概算調】

〔年代〕　康徳七年（S15）
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［開拓総局営農係］

〔備考〕・ 孔版印刷

康徳七年＝昭和15年

2-1096
【開拓団側希望事項同解答要旨】

〔年代〕　［昭和15年ころ］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 「小野用紙」に手書き

・ 題名の前に「（6）」とあり、章

あるいは節の番号か

・ 年代は小野の満州調査より帰国

した昭和15年1月以降と推定

2-1097
【開拓団並ニ自警村訓練所希望事項回答

要旨】

〔年代〕　［昭和15年ころ］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 題名の前に「七」とあり、章あ

るいは節の番号か

・ 年代は小野が満洲調査より帰国

した昭和15年1月以降と推定

2-1098
【満洲外地及び諸外国社会経済資料目録】

〔年代〕　［昭和15年ころ］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 手書き目録

・ 年代は小野が満洲の調査より帰

国した昭和15年の前後と推定

2-1099
【開拓農場法ニ関スル件】

〔年代〕　昭和十六年五月五日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 孔版印刷

・ 「秘」印あり

2-1100
【開拓農場法準備委員会審議概要】

〔年代〕　昭和十六年七月

〔点数〕　綴有　1
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〔非刊行〕　

〔作成〕　［開拓農場法準備委員会］

〔備考〕・ 孔版印刷、「極秘」の朱印あり

2-1101
【開拓農場第十二条ノ規定ニ依ル家長ノ

代行者ニ関スル件】

〔年代〕　［昭和16年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「秘」の印あり

・ 孔版刷

・ 年代は開拓農場法の審議が行わ

れた年次による

2-1102
【開拓農場法制定要綱案】

〔年代〕　［昭和16年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 孔版印刷

・ 「秘」の朱印あり

・ 年代は同法案審議の日程より推

定

2-1103
【開拓農場法案】

〔年代〕　［昭和16年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 孔版印刷

・ 表紙に「秘」の印あり

・ 表紙に小野のペン及び鉛筆で注

意点につき書き込みあり

・ 年代は、開拓農場法準備委員会

が昭和16年7月に開かれてい

ることから推定

2-1104
【開拓農場法案比較表】

〔年代〕　［明治16年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 孔版印刷

・ 「秘」と朱印有り

・ 年代は開拓農場法準備委員会が

昭和16年7月に開かれている

ことから推定

・ 六月送付案（開拓農場法案）と

四月二十八日新案会議案との比

較が各條毎になされている

2-1105
【開拓農場法ニ関スル質疑回答一覧表】

〔年代〕　［昭和16年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 孔版刷

・ 題名の上部に「秘」の朱印あり

・ 年代は開拓農場法準備委員会が

昭和16年7月に開かれている

ことから推定

・ 拓務省要望事項（1～20）に対

する満洲国側の回答

2-1106
【開拓農場法案審議日程】

〔年代〕　［昭和16年］

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 年代は開拓農場法準備委員会が

昭和16年7月に開かれている

ことから推定
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2-1107
【大東亜問題調査会［資料］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　国策研究会事務局

〔備考〕 ・ 特・農　第三～十一、十三、

十四号を合綴

作成者変更：国策研究会事務局

（第三～十号）

国策研究会（第十一号～十三号）

国策研究会事務局（第十四号～）

・ 各号表紙に「秘」の朱印あり

・ 孔版刷

第三号： 満洲営農法改善の方向

第四号： 内地適正規模農業設定

と職工農家問題

第五号： 内地農業再編成の基準

としての適正規模農業

に就て

第六号： 東亜共栄圏に於ける農

産物資流通機構に就て

第七号： 南方農民の民生・組織

問題

第八号： 日本人農業人口の配分

問題

第九号： エステート農業と其の

今後の方向

第十号： 東亜共栄圏農業立地計

画要綱

第十一号：大東亜肥料政策

第十一号：大東亜肥料政策

第十三号：南方圏土地対策要綱

第十四号： 南方圏農業に於ける土

地利用対策（案）

2-1108
【［満州開拓青年義勇隊募集案内書］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1

〔刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕　前欠

2-1109
【［満州における］水田営農状況調書】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 版心に「吉林金融会」とある用

紙使用

・ 営農者条件、収入ノ部、支出ノ

部の項目あり

・ 松島自由開拓団（白山子）営農

状況あり
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書簡





2-1110
【［書簡］】

〔年代〕　［大正15年］九月二十六日

〔点数〕　綴無　1　袋　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　岩手県稗貫郡湯本村　 
花巻温泉遊園地　旅館　松雲閣　

鬼柳国太郎

〔受取〕　東京府荏原郡平塚村字戸越　

小野武夫

〔備考〕・ 年代は消印に依る

・ 投宿の際に承った当地の田舎踊

りお調べの件につき稗貫郡湯本

村の菊地耕一氏を紹介する返答

状

2-1111
【書簡】

〔年代〕　［昭和2年］一月十一日、二月

一日

〔点数〕　綴無　2　封　1
〔差出〕　信州北安曇郡美麻村　

下川甚吾衛

〔受取〕　東京市外平塚町字戸越　

小野武夫

〔備考〕・ 封1あり　 
宛名書の上に「保存」と朱書あ

り

・ 年代はスタンプより推定

・ 農民研究の資料として送った品

物（主に藁工品）についての小

野氏の礼状に対する返礼と農村

調査のあり方の所蔵を述べた書

状

2-1112
【書簡】

〔年代〕　［昭和2］4．10
〔点数〕　綴無　3
〔非刊行〕　

〔差出〕　青森歩兵五聯隊三中隊　

樋口寛次郎

〔受取〕　東京府下北多摩郡小金井村　 
小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 年代はスタンプ及び文面より推

定

・ 「にな」「はらぢ」「おそほき」

等生活用具としての藁細工につ

いての説明書

2-1113
【下駄の沿革［他］】

〔年代〕　昭和三年二月二十三日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 下駄の沿革は「江戸時代文化研

究会原稿用紙」にペン書き

・ 年代は送り状の年月日に依る

・ 「下駄の沿革と送り状2月23日
付山下重兵衛→小野武夫宛

・ 木履業（下駄、靴、足袋）につ

いての報告状

2-1114
【［藁細工製造者名の紙片］】

〔年代〕　［昭和］3年3月7日
〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　大分県立四日市農学校　

栗井作平

〔受取〕　東京市外小金井村山谷　

小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 藁細工製造者．大分県立四日市

農学校　農夫　木下元吉と書か

れた紙片

・ 小野は農具や藁細工に関心をも

ち、写真、えはがき等あり

－ 223 －



2-1115
【田植踊り】

〔年代〕　昭和三年七月二十七日

〔点数〕　綴無　1
〔刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］新聞

〔備考〕・ 新聞の切抜き

・ 「田植踊と田植芝居」の貼り紙

のある袋入り

・ 「遠く神代に因を発した五穀豊

穣の祝ひ事」と副題のある岩手

県下の花巻、黒沢尻、岩手、下

関伊、上閉伊地方の田植踊りの

絵図付解説記事

2-1116
【［各地の神事、縁起、風習につき］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　3
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「小野用紙」とある用紙に、ペ

ン書きの筆写資料

・ 小野武夫氏の問合せに対する返

書

・ 肥後国誌より筆写資料

①年の神②霜宮火焼殿角宮③霜

神の大焚神事ノ縁起の3綴り

2-1117
【［各地風習に関する資料］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　2
〔非刊行〕　

〔作成〕　高橋幸視、中村二十郎

〔備考〕・ 「小野用紙」とある用紙使用

・ 阿武郡萩地方（山口県）で、宿

屋の女将から聞いた見島村の風

俗他につき聞書

2-1118
【田植踊り】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔刊行〕　活版印刷

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「花巻花盛印行」とあり

・ 湯本若者連口上、

・ 次第1、春田打～15、七福神倉

入舞

・ 種まき歌他

（岩手県稗貫郡湯本村）

2-1119
【陸中の田植踊り】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　高橋陸郎

〔備考〕・ 「日本農民経済叢書用紙」と判

心にある原稿用紙を使用

・ 胆沢郡南都田（ナツダ）村大字

都鳥（トドオリ）の田植踊り他

について『土俗と伝説』第一巻　

第二、第三号の筆写

・ 末尾に「田植踊りと田植芝居」

の構想書（社会政策時報原稿用

紙を使用）あり

2-1120
【御田踊（紀伊）】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　森口清一

〔備考〕・ 版心に「日本農民経済叢書用紙」

とある原稿用紙使用

・ 和歌山県有田郡の上流地方．八

幡村その他村々で、毎年旧正月

で行う踊りについて『日本及日
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本人監［ママ　臨］時増刊郷土

光華号』第665号の筆写

2-1121
【田神地名録　内閣文庫】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「農商務省　洋罫紙」とある活

版刷罫紙を使用

・ 豊島郡下赤塚村に古くより伝わ

る神祭執行のあらましを記した

もの

・ 寛政6年6月、古松軒、

古川正辰等の書込みあり

2-1122
【紀州の雨乞ひ踊り歌】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　逸木清清

〔備考〕・ 版心に「日本農民経済叢書用紙」

・ 那賀郡小川、野上地方の雨乞い

踊り歌についての聞き書きで『土

俗と伝説』第一巻第一号の筆写

2-1123
【［田植踊りについて返答書］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔受取〕　小野

〔備考〕・ 市販の原稿用紙を使用

・ 差出人は欠損

・ 当地方には田植踊りは無い事、

鎮守白山神社の白鍬祭について

大正4年9月執行の次第や岩手

県上閉伊郡土渕村地方の田植踊

等について記した返書

2-1124
【［徳川時代の当地方における奉公人に関

する調査返答書］】

〔年代〕　［大正］15年6月9日
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　京都府中郡三重村　永浜宇平

〔受取〕　東京市外平塚村字戸越　

小野武夫

〔備考〕・ 封筒も一緒に綴じられている。

封筒・切手は小野氏用意のもの

・ 「養老村誌編纂原稿用紙」とあ

る用紙使用

・ 下男、下女の呼び方、その寝る

所その他につき返答書

2-1125
【［書簡］】

〔年代〕　［大正12年］一月四日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　愛知県海部郡飛島村　奥田或

〔受取〕　東京府豊多摩郡中野町本郷　福

田徳三

〔備考〕 ・ 封1あり

・ 地割制についての論文を自身で

できる丈まとめ、以後は小野氏

に託する旨の書簡

・ 大正13年「宇和島藩の䰗持制

度」（土地経済史考証所収）史学、

第三巻第二号に掲載された

2-1126
【［書簡］】

〔年代〕　［大正12年］一月十七日

〔点数〕　綴無　3
〔非刊行〕　

〔差出〕　愛知県海部郡飛島村　奥田或

〔受取〕　東京市中野本郷　福田徳三

〔備考〕・ 封1あり　年代は文面より推定
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・ 宇和島藩地割制度の資料を小野

氏に貸与の承諾。その際資料落

丁の経緯及び2月中に資料返却

の伝言を乞う書簡

2-1127
【［宇和島藩土地制度の質問に対する返

書］】

〔年代〕　［大正13年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　北宇和郡三島村役場　松山市

西園寺源透

〔受取〕　小野武夫

〔備考〕・ 三島役場よりの書簡1、西園寺

源透よりの葉書1、書簡1
・ 年代は葉書消印による

1. 長村の上納米俵量につき返書

（宇和島三島村役場）

2. 雑税につき返書（西園寺源透）

3. 無役地事件につき返書（西園寺

源透）

2-1128
【［宇和島藩土地制度に関する識者につい

ての書簡写し等］】

〔年代〕　［大正］

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 表紙に「藩勢」とあり、意味不

明

・ 有元英夫より奥田或への書簡写

し。西園寺源透より不鳴条につ

いての書簡写し。奥田或より小

野宛の葉書等

2-1129
【門割句読】

〔年代〕　昭和四年十一月十四日

〔点数〕　綴有　1

〔非刊行〕　

〔差出〕　中原菊次郎

〔受取〕　小野武夫

〔備考〕・ 封筒1も一緒に綴じられている

鹿児島県肝属郡西串良村岡崎　

中原菊次郎→東京府北多摩郡小

金井村　小野武夫

・ 版心に肝属郡笠之原耕地整理組

合とあり

・ 8月25日付の小野氏より調査

依頼の句読についての返書

・ 門割は薩摩藩の耕地割替制度、

4～5家部をもって作る門を単

位として耕地を割り当て、一定

期間の後に土地の割換えを行う

こと

2-1130
【書簡】

〔年代〕　［昭和5年］六月二十六日

〔点数〕　綴無　3
〔非刊行〕　

〔差出〕　京都府中郡三重村　永浜宇平

〔受取〕　北多摩郡小金井村　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり。年代は消印より採用

・ 吉津村誌編纂原稿用紙とある用

紙使用

・ 小野の著作、土地割換制度に関

する著書を贈られた礼状とこの

地方の土地割換制起源について

の調査報告

2-1131
【［加賀藩飛地についての回答書］】

〔年代〕　昭和十年十二月二十一日

〔点数〕　綴無　6
〔非刊行〕　

〔差出〕　石川県鹿島郡高階村　

小田吉之丈

〔受取〕　東京府北多摩郡小金井村　
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小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 加賀藩の飛地について、名称、

語源等についての小野の質問に

対する回答書

2-1132
【［山林下戻関係書類送付状］】

〔年代〕　昭和十一年十月二十六日

〔点数〕　綴無　4
〔非刊行〕　

〔差出〕　福島県郡山市　本橋正太郎

〔受取〕　東京府北多摩郡小金井村　

小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 田村郡飯豊村浮金より借用書類

送付の書状と

・ 山縄帳、田村郡山林壱村合帳、

官有地民有ニ引戻願等9書類の

目録

2-1133
【［壱渡証文解読書とその送付状］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　8
〔非刊行〕　

〔差出〕　横山

〔受取〕　小野

〔備考〕・ 封1あり

・ 農林省とある原稿用紙使用

・ 年代不明　恐らく昭和前期（終

戦前）

・ 岩手県九戸郡大野村晴山吉三郎

所蔵の「永代売渡手形之事」文

政11年12月14日
「差上申一礼之事」 
文政13年4月27日

「永代売渡証文之事」 
文政7年10月28日

「永代売渡証文之事」 

文政8年3月12日
等の売渡証文解読書とその送付

状

2-1134
【土佐之土地制度［関係綴り］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 一部に「神奈川県穀物検査穀報

原稿用紙」を使用

・ 安芸郡奈半利村粗絵図

・ 「御本田畠売渡証文」天明6年
12月3日奈半利村→同郡、田野

村筆写文書と送り状2月8日付

関口健一郎→小野武夫宛

2-1135
【富井博士書面　永小作関係】

〔年代〕　大正三年十一月九日

〔点数〕　綴無　2　袋　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　富井政章

〔受取〕　小林（ママ（野））武夫

〔備考〕・ 題名は小野武夫氏作成の袋表書

きによる

・ 綴無2のうち1は帝国農会の用

紙であり、ペンで「大正三年

十一月九日　来書」とあり

・ 小林武夫は小野の誤り

・ 民法起草者の一人である富井政

章博士に民法中永小作権につい

ての問合わせに対する返答書

2-1136
【［岡本家株小作並びに系図的家調査関係

文書］】

〔年代〕　［大正］十四年十二月十六日、

二十二日
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〔点数〕　綴有　11
〔非刊行〕　

〔差出〕　島根県庁産業課　梅原千松

〔受取〕　小野武夫

〔備考〕・ 市販原稿用紙及び「日本農民経

済叢書用紙」にペン書き

・ 小作規約　明治19年
・ 後野岡本氏累世録凡例

・ 申渡覚

・ 旧式岡本家制

その他筆写資料及び送り状

2-1137
【［掟米請求訴訟裁判判決文その他綴り］】

〔年代〕　昭和弐年弐月二十八日

〔点数〕　綴有　1
〔差出〕　岐阜市県庁前　大和農民組合

〔受取〕　東京市外平塚村戸越　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 大正15年の掟米請求事件の判

決書写し及び日本農民党の緊急

中央委員会議案綴り

・ 掟米は、おきてまい、さだめま

いと言い、年貢米までを地主が

出す約束のもとに、小作人が反

側毎に余分に地主に納める小作

米のこと

2-1138
【書簡】

〔年代〕　［大正］十一日

〔点数〕　綴無　5　封　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　岐阜市外　北長森　平工喜市

〔受取〕　東京市外平塚村戸越農学博士　

小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 地主との小作争議での裁判結果

報告及び小野の教示を乞う書簡

2-1139
【書簡】

〔年代〕　昭和二年十一月三十日

〔点数〕　綴無　2
〔非刊行〕　

〔差出〕　山口県内務部地方小作官　

高村及濟

〔受取〕　東京府下小金井村小金井　

小野武夫

〔備考〕・ 封1あり、赤ペンにて「永小作」

とあり

・ 都濃部富田町三本松開作におい

て、永小作争議発生につき実査

に及び、周辺状況等報告書

2-1140
【土地返還及び小作料請求事件判決】

〔年代〕　昭和四年

〔点数〕　綴有　1　封　1
〔差出〕　新潟県地方裁判所新発田支部

〔受取〕　小野武夫

〔備考〕 小作に関する訴訟の資料として、

小野氏が裁判所に請求、入手し

たものか
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2-1141
【地租改正と小作争議】

〔年代〕　［昭和5年］九月十八日

〔点数〕　綴有　1　袋　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　佐賀市　横山周次

〔受取〕　小金井村　小野武夫

〔備考〕・ カーボン複写による筆写資料

・ 綴られている中に歎願書を送っ

た佐賀県役人、横山周次氏の送

り状と封筒あり。日付は昭和5
年9月18日

・ 題名は朱書の袋表書きによる

・ 明治14年12月長崎県肥前国養

父郡宿村総代人他3名から差出

された小作米減額の歎願書写し

2-1142
【［書簡］】

〔年代〕　［昭和8年］九月八日

〔点数〕　綴有　1
〔差出〕　八王子市横山町　橋本義夫

〔受取〕　北多摩郡小金井村　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり。送状1と解読原稿5
を綴ったもの

・ 年代は送り状の記述及び同年8
月23日、9月10日の書状から

推測

・ 楢原における萱戸について記述

したことその他の報告及び江戸

時代の筧地証文解読文5枚の送

り状

2-1143
【日本土地制度発達史資料ニ関スル照会、

地方小作官回答書綴】

〔年代〕　［昭和11年6月～9月］

〔点数〕　綴有　2
〔非刊行〕　

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 17道府県小作官よりの回答書

綴り

宛名は法政大学経済学部小野武

夫となっている

・ 回答書に基づいて作成した県別

資料名綴り

2-1144
【小作料並ニ小作権ノ概要　富山県】

〔年代〕　昭和十一年　六月十日

〔点数〕　綴有　1　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　富山県経済部農政課地方小作官　

鈴木征六［公印］

〔受取〕　小野武夫

〔備考〕・ 版心に「富山県」とある用紙使

用

・ 年代以下は送付状に依る

・ 富山県小作事情に関する参考資

料の送付状付の綴りで概要の他

「分与米（減租米・減米）調」、「小

作権売買価格調」、「小作権売買

証書写」を合綴したもの

・ 富山県郡・町村名入りの地図

2-1145
【［百姓一揆　資料及びその送付状］】

〔年代〕　［昭和］4年十月二十四日

〔点数〕　綴無　5　封　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　徳島県庁内務部　葉田美勝

〔受取〕　東京府下北多摩郡小金井村大字

小金井　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり。表書きに赤ペンで新

資料とあり

・ 版心に「徳島県」とある原稿用

紙使用

・ 徳島県下山城谷・三縄・佐馬地

村徴兵疑惑騒動、管内村民妄動

御届他資料及びその資料の送状
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2-1146
【［新川郡百姓暴動筆写資料］】

〔年代〕　［明治2年10月］

〔点数〕　綴有　1（封　1）
〔非刊行〕　

〔差出〕　富山県西砺波郡　高畠幸吉

〔受取〕　東京府北多摩郡小金井　

小野武夫

〔備考〕・ 封筒の消印は昭和4年10月14日

2-1147
【農民の騒擾】

〔年代〕　［昭和4年4月］

〔点数〕　綴無　16　葉　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　常磐生

〔受取〕　小野武夫

〔備考〕・ 「小野用紙」とある200字詰め

原稿用紙に抜書きした15枚と

無地の表紙計16枚
・ はがきは常磐生→東京府下小金

井村　小野武夫氏宛

消印（昭和）4. 4. 15
内容は別封の15枚謄写の送状

等であり、クリップで「小野用

紙」16枚と一緒に留めてあっ

た

・ 宮城県登米郡史上巻（大正12
年3月30日刊行）「農民の騒擾」

を抜書きしたもの

1. 川上土寇、明治2年
2. 地方出入の騒擾、明治3年
3. 管内村々徒党暴動の儀ニ付御届

書、明治4年

2-1148
【［百姓一揆綴り、葉書き付］】

〔年代〕　［昭和4年］三月九日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　仙台大樋98　常磐雄五郎

〔受取〕　東京府下小金井大字小金井　

小野武夫

〔備考〕・ 年代、差出、受取ははがきの表

書きとり採る、

小野氏よりの依頼に応えたもの

・ 版心に「日本農民経済叢書用紙」

とある用紙使用

・ 郵便はがきと原稿用紙が一緒に

綴じられている

・ 遠田郡誌、石越村史、加美郡誌、

伊具部誌、大張村郷土史等より

百姓一揆部分の抜書き

2-1149
【書簡】

〔年代〕　［昭和］三年一月二十四日

〔点数〕　綴無　2
〔非刊行〕　

〔差出〕　沼津市本町　町田良一

〔受取〕　東京府下武蔵小金井　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり、年代は消印より採用

・ 天明3年の騒動が中馬騒動と呼

ばれる理由及び依頼の沼津地方

における維新後の農民暴動史料

について書簡

2-1150
【［書状］】

〔年代〕　［昭和］3年1月4日
〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　石川県鹿島郡高階村地寄　

小田吉之丈

〔受取〕  東京府北多摩郡小金井村大字 
小金井　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 加賀藩内の享保19年宝暦6年の

騒動、金沢藩内明治2年の暴徒・

バンドリ虫の事、同19年、30年
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の騒動と慎無等農民の騒動につ

いての返答書

2-1151
【［返答書］】

〔年代〕　昭和2年　12月5日
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　和歌山県小作官高木栄太郎

〔受取〕　東京府北多摩郡小金井村大字 
小金井　農学博士　小野武夫

〔備考〕・ 8枚をこよりで綴っている

・ 封1あり

・ 農民一揆に関する質問に対する

答として、和歌山県に於ける明

治9年5月　地租改正に起因す

る石代相場騒動を挙げ、その顛

末を記したもの

2-1152
【［書簡（聞きとり資料）］】

〔年代〕　［昭和］2年12月18日
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　和歌山市南相生町　高木栄太郎

〔受取〕　小金井村　小野武夫

〔備考〕・ 元号は消印から推定

・ 農民騒動に関する聞きとり書簡。

返答書

・ 書状1枚と封筒がこよりで1つ
づり

2-1153
【［農民一揆資料］と送付状】

〔年代〕　昭和二年八月二十九日

〔点数〕　綴有　2　綴無　2　封　1
〔差出〕　伊予日吉局配達区内明星ヶ丘　

井谷正吉

〔受取〕　東京府豊多摩郡小金井村小金井　

小野武夫

〔備考〕・ 草堂漫語の内伊勢暴動及び宮野

下騒動に関する資料と送付状

2-1154
【［書簡（聞きとり資料）］】

〔年代〕　大正15年12月17日
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　小杉健太郎

〔受取〕　小野武夫

〔備考〕・ 帝国農会名のある封筒

・ 農民騒動に関する聞きとり書簡

・ 書状3枚と封筒がこよりで1つ
づり

2-1155
【［沼田貝取騒動資料及びその送り状］】

〔年代〕　十月四日

〔点数〕　綴無　10
〔差出〕　田村栄太郎

〔受取〕　小野武夫

〔備考〕・ 群馬県沼田古今記による見取騒

動（天明1年）資料

2-1156
【壬申北越土寇の顛末】

〔年代〕　明治二十八年七月十日刊行

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　新潟県南蒲原郡三條町　

樋口源吉

〔備考〕・ 表紙に「三條町松永克二氏蔵　

昭和五年一月十一日写」とあり、

「新潟県」の罫紙にカーボン複写

による筆写資料

・ 1月11日付　石井清吉→小野博

士に宛てた送付状

・ 刊行本の筆写資料
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2-1157
【［鳥取県日野郡史に拠る米納反対強訴事

件資料］】

〔年代〕　［昭和］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　鳥取県庁農務課　梅原千松

〔受取〕　東京府北多摩郡小金井村大字 
小金井　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 原稿用紙16枚に書かれたもの

をこよりで綴じている

・ 明治4年鳥取県日野郡に於ける

米納反対強訴事件の資料で、大

正15年版日野郡史に拠るもの

2-1158
【書簡】

〔年代〕　七月六日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　永浜宇平

〔受取〕　小野

〔備考〕・ 養老村誌編纂原稿用紙とある用

紙使用

・ 年代は不明であるが、差出人、

内容により昭和5年前後と推定

・ 文政一揆資料抜萃写し書きの送

付状

2-1159
【［大蔵永常の広告ビラの送付状］】

〔年代〕　昭和7年五月二十六日

〔点数〕　綴無　1　封　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　九州帝国大学農学部　小出満二

〔受取〕　東京市外小金井村　小野武夫

〔備考〕・ 年代は消印、月日は書簡本文に

よる

・ 「広告ビラ同封」とあるが現物

はない

2-1160
【［永常に関する調査につき　礼状］】

〔年代〕　昭和七年十一月十七日

〔点数〕　綴無　1　封　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　大分県日田町隈下加隈　

大蔵和市

〔受取〕　東京［府］北多摩郡小金井村　

小野武夫

〔備考〕　受取人小野の住所は「東京市北

多摩郡小金井村大字小金井」と

あり

・ 永常全集出版の予定に子孫とし

て礼を述べ、来訪の調査者に早

川氏提供する資料が少なかった

ことへの詫び状

2-1161
【［永常の著書返却の際の受取状］】

〔年代〕　［昭和　　年］十一月一日

〔点数〕　綴無　1　封　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　鹿児島農林学校　谷口熊之助

〔受取〕　東京都北多摩郡小金井　

小野武夫

〔備考〕・ 年代は昭和7．8年ころと推定

・ 大蔵永常農学全集出版に際し、文

章早引、救荒必覧、農稼事業、勧善
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夜話の4冊を借用していたもの

を谷口に返却した際の受取状

2-1162
【［書簡］】

〔年代〕　1923．4月24日（大正12年）

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　イタリア領事

〔受取〕　農商務省農務局　T. ONO
〔備考〕・ 封1あり

・ 4月23日付の永代小作権に関

する質問に応じて、イタリア民

法条項のコピーを同封する旨の

送付状

2-1163
【書簡】

〔年代〕　［大正］十月五日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　新潟県北蒲原郡新発田町　

田宮銕太郎

〔受取〕　東京市外平塚村字戸越　

小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 小野氏が戸越に在住したのは大

正11年～昭和2年3月初めから

であるから、恐らく年代は大正

時代であろう

・ 旧新発田藩蔵米の俵量、継米等

8項目について回答書

2-1164
【書状】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　7
〔非刊行〕　

〔差出〕　高崎市カタ町　田村栄太郎

〔受取〕　東京市外平塚村戸越　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり、表書きに原稿在中と

あり

・ 伊予守板倉勝明朝臣撰安中誌　

抜　とあり

城附領地郡、碓水郡の村名、歴

代領主名等を書き写したものと

思われる

2-1165
【書簡】

〔年代〕　昭和一年十二月二十七日

〔点数〕　綴無　1　新聞　1　封　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　伊予日吉局配達区内　明星ヶ丘　

井谷正吉

〔受取〕　東京市外平塚村戸越　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 「平民」新聞1部（井谷正吉の名前

掲載）一緒に紐で括られている

・ 小野より井谷の父に宛てた書簡

に対して、藩主側擁護の立場で

書かれた資料を別送する旨の書

簡及び井谷正吉の関係記事が掲

載された労働農民豈機関誌「ヘ

イミン」を同封

2-1166
【［書簡］】

〔年代〕　昭和二年二月十五日

〔点数〕　綴無　2
〔非刊行〕　

〔差出〕　千葉県印旛郡公津村　宗吾霊堂

〔受取〕　東京市外平塚町戸越　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 市原郡八幡町加藤久太郎氏の消

息照会について返答書

・ 宗吾霊堂は東勝寺（成田市）で

佐倉惣五郎の墓所
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2-1167
【明和元申年御裁許】

〔年代〕　［昭和2年9月9日］

〔点数〕　綴無　3
〔非刊行〕　

〔差出〕　高崎市嘉多町（田村栄太郎）

〔受取〕　東京市外小金井村大字小金井　

小野武夫

〔備考〕・ 封1あり．年代は消印より採用

差出人は、消込みありで「高崎

市嘉多町十九番地（田村栄太郎

方）社会民衆党西毛支部創立事

務所」とあり

・ 中山道中馬附送り荷物として米

穀類・酒、戻り荷物として塩・

茶の口銭等を取決めた板鼻宿文

書の筆字（安中）

2-1168
【書簡】

〔年代〕　［昭和3］二月二十一日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　京都市黒谷山内　山尾三千雄

〔受取〕　東京府下小金井村　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり、封筒表に朱書で「特

殊部落保存」とあり

・ 年代はスタンプ及び小野氏住所

による

・ 今年の小作争議の事、京都府下

の水神社や特殊なる家筋の事及

び本日校正終了したので送付し

た旨の書状

2-1169
【［髪結職分由緒書・取替セ儀定証文之事　

筆写資料］】

〔年代〕　昭和三年四月六日

〔点数〕　綴有　1（封　1）
〔非刊行〕　

〔差出〕　北多摩郡狛江村和泉　石井正義

〔受取〕　北多摩郡小金井村　小野武夫

〔備考〕・ 筆写資料末尾に昭和三年四月六

日とあり

・ 髪結職分由緒書　万治2年戊戌

正月

・ 取替セ儀定証文之事、寛政10年
7月
上の筆写資料2点と封筒を一緒

に綴じたもの

2-1170
【書簡】

〔年代〕　昭和四年一月六日

〔点数〕　綴無　7
〔非刊行〕　

〔差出〕　東京府下杉並町馬橋　町田良一

〔受取〕　府下　小金井　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 昨夏中収集の立科山文書（600
～700通）整理の途中経過及び

近況報告につき書状

2-1171
【書簡】

〔年代〕　昭和四年十月二十六日

〔点数〕　綴無　2　封　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　福島県棚倉実科高等女子校教諭　

村田利喜

〔受取〕　東京市外小金井村小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 『日本村落史考』を読み、棚倉

町においても「根古屋」の地名

のあることを指摘する書簡

2-1172
【判田村簡易上水道調】

〔年代〕　昭和八年七月二十五日

〔点数〕　綴有　1　綴無　1
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〔非刊行〕　

〔差出〕　大分県大分郡判田村役場

〔受取〕　社会事業講習会講師農学博士　

小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 給水戸数、設置ノ動機、設置ノ

時、工事費、水源地及給水区域、

工事費捻出法、借入金償還方法

につき、地区毎にまとめた調書

2-1173
【甲斐国内に於ける年雇男女の賃金に関

する史料】

〔年代〕　昭和4年11月3日
〔点数〕　綴有　1　封筒　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　甲府市朝日町20梅原千松

〔受取〕　東京府北豊多摩郡小金井村　

小野武夫

〔備考〕・ 年代、受取、差出は封筒の消印、

宛名書きに依る

・ 資料のみで送り状等はなし

・ 享保9年～寛政5年まで向村、

和戸村他2 ヶ村男女1 ヶ年給金

等の筆写資料

2-1174
【［書簡］】

〔年代〕　昭和八年八月二十三日　同年九

月一日

〔点数〕　綴有　1 ／ 0　綴無　2 ／ 6
〔非刊行〕　

〔差出〕　八王子市横山町　橋本義夫

〔受取〕　北多摩郡小金井村　小野武夫

〔備考〕・ 封2あり、封筒2便箋全て1綴
りにしている

・ 自身の実家に伝わる古文書の

「ひらたの比礼」に関して調べ

た筆蹟、著者住所等の報告及び

解読写し

2-1175
【益田素平翁銅像台石碑文筆写文と送付

状】

〔年代〕　［昭和9年］二月二十三日

〔点数〕　綴有　1
〔差出〕　福岡県　高村及済

〔受取〕　東京府北多摩郡小金井村

（上）山谷　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 福岡県と書かれた用紙使用

・ 螟虫駆除予防先覚者、益田素平

翁銅像台石碑文（筆字）及び送

付状

碑文は農林大臣山本悌二郎題字

昭和3年9月　八女郡農会技師

西村市次による

2-1176
【［書状］】

〔年代〕　昭和十一年十二月十二日

〔点数〕　綴無　3
〔非刊行〕　

〔差出〕　福島県東白川郡常豊村塙　

金沢春友

〔受取〕　小野

〔備考〕・ 封1あり、表書きに赤鉛筆で「古

文書在中」とあり、

・ 文書に「…寺西代官治績集中

99頁より102頁迄、106，111，
112，115頁参照の事」と書か

れた紙片が貼付されている

・ 奥州塙の代官寺西重次郎へ差出

しの懐胎、出生届書1枚

2-1177
【蔵冨吉左衛門に関する調査に関する書

簡】

〔年代〕　昭和十四年六月十日

〔点数〕　綴無　2　封　1
〔非刊行〕　
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〔差出〕　福岡県中庄町　伊東尾四郎

〔受取〕　東京市小金井字山谷　小野武夫

〔備考〕・ 蔵富吉右衛門は寛文十年に鯨油

を用いて除蝗を行った人物

2-1178
【鯨油注田に関する送付資料】

〔年代〕　昭和十五年十一年二十日

〔点数〕　綴無　1　封　1
〔刊行〕　

〔差出〕　福岡市中庄町九　伊東尾四郎

〔受取〕　東京市小金井　小野武夫

〔備考〕・ 送付状のない　封等入り記事

・ 年代、日付は消印による

・ 「福岡県民政史談」の「（四）鯨

油注田（其の一）」と題する伊

東執筆の小論。（除蝗を目的と

した）

・ 掲載紙不明

2-1179
【書簡】

〔年代〕　［　　　　］七月三日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　木村

〔受取〕　小野

〔備考〕・ 年代不明

・ 文中に「当県那佐郡」とあるが

栃木県下に常葉村はない

・ 常葉町の人口が元禄5年より弘

化3年まで漸減した理由につい

て、小野氏の質問に対する回答

書

2-1180
【塩水撰種法記念碑文［写しと送り状］】

〔年代〕　昭和［　　年］二月二十二日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　福岡市九州帝大農学部 
農業経営学教室　吉川譲

〔受取〕　東京府北多摩郡小金井村　

小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 農作物塩水選種法を発明した農

学博士横井時敬氏をたたえる碑

文を写したもので、作成は明治

42年10月農商務大臣撰となっ

ている

・ 送り状付き

2-1181
【公私立図書館旧藩史旧藩事情等ニ関ス

ル回報】

〔年代〕　大正十三年九月五日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　岡山県学務兵事課

〔受取〕　農商務省農務局嘱託　小野武夫

〔備考〕・ 岡山県内の公私立図書室、旧藩

史及旧藩主ノ家史編輯所、旧藩

事情ニ付造詣深キ厂史家調等に

ついての調査書
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2-1182
【［出版物に関する領収書］】

〔年代〕　昭和十五年五月二日、二十三年

十月一日

〔点数〕　綴無　2
〔非刊行〕　

〔差出〕　岩波書店、阿部源一

〔受取〕　小野武夫

〔備考〕 1. 「日本村落史概説」第3刷3回
200部
昭和15年5月2日
岩波書店→小野武夫

2. 「農工問題研究第2輯」

編集雑費、弐千円、

昭和23年10月1日
阿部源一→小野武夫

2-1183
【出版契約書】

〔年代〕　昭和二十一年五月七日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　日本学術振興会代表者

来島捨六

〔備考〕・ ホチキス止め

・ 日本学術振興会編纂に係る「農

工問題ノ研究」二巻を出版発売

のため、日本学術振興会代表者

と発行者との契約書写し

2-1184
【［書簡］】

〔年代〕　昭和22年5月6日
〔点数〕　綴無　2
〔非刊行〕　

〔差出〕　日本学術振興会　新谷武衛

〔受取〕　東京都北多摩郡小金井町　

小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 農工問題研究第一輯の原稿料配

分指示に対する礼及び委員会旅

費引き出し方回答書

2-1185
【［『農工問題研究』購入申込書］】

〔年代〕　昭和22年5月10日　他

〔点数〕　綴無　4　葉　3
〔非刊行〕　

〔差出〕　株式会社　日本勧業銀行　

鹿児島支店他

〔受取〕　東京都小金井町　小野武夫

〔備考〕・ 封4あり

2-1186
【［『農工問題研究』6冊申込書］】

〔年代〕　昭和二十二年五月十六日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　熊本市熊本農地事務所

〔受取〕　東京都北多摩郡小金井町　

小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 農林省とある便箋使用

2-1187
【［農工問題研究第一輯刊行の知らせ］】

〔年代〕　昭和二十二年五月二十八日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　日本学術振興会委員　小野武夫

〔受取〕　［　　　　］

2-1188
【［書簡］】

〔年代〕　昭和二十二年六月五日

〔点数〕　綴無　2
〔非刊行〕　

〔差出〕　［日本学術振興会学術部］

新谷武衛

〔受取〕　小野武夫
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〔備考〕・ 封1あり

・ 印税の委員、嘱託員の原稿料分

配につき書簡

2-1189
【［書簡］】

〔年代〕　昭和22年6月7日
〔点数〕　綴無　2
〔非刊行〕　

〔差出〕　日本学術振興会　整理課長

〔受取〕　東京都北多摩郡小金井町　

小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 農工問題研究旧第14小委員会

委員、研究嘱託宛の印税配布に

ついての書簡、委員長は小野武

夫氏

2-1190
【［書簡］】

〔年代〕　昭和二十二年六月十六日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　久留米市日吉町

（株）日本勧業銀行久留米支店

〔受取〕　東京都小金井町　小野武夫

〔備考〕・ 農工問題研究第一輯落手の礼及

び代金支払方法照会のはがき

2-1191
【「農工問題研究」申込取消［書］】

〔年代〕　昭和二十二年六月十七日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　佐賀県　農地課長

〔受取〕　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 課員の直接購入のため、「農工

問題研究」申込取消し書

・ 農地第503号による

2-1192
【［書簡］】

〔年代〕　昭和二十二年六月二十五日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　宮崎県　農地課長

〔受取〕　東京都小金井町　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 大日本帝国政府と書かれた便箋

使用

・ 先日注文の『農工問題研究』

10冊未到着につき照会状

2-1193
【［書簡］】

〔年代〕　［昭和23年］八月二十四日

〔点数〕　綴無　2
〔非刊行〕　

〔差出〕　株式会社　東亜出版社

〔受取〕　東京都北多摩郡小金井町　

小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 小野武夫氏著作物再版了承の礼

及びそれについての打合わせ日

時につき伺い状

2-1194
【［書簡］】

〔年代〕　［昭和23年］十一月四日

〔点数〕　綴無　2
〔非刊行〕　

〔差出〕　東京都港区芝白金今里町　

磯辺秀俊

〔受取〕　北多摩郡小金井町　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 農林省「農林時報」原稿用紙使

用

・ 農工問題研究第二輯　編輯手当

送付の礼状
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2-1195
【［書簡］】

〔年代〕　［昭和23年］十一月八日

〔点数〕　綴無　2
〔非刊行〕　

〔差出〕　熊本市　熊本農地事務所　

松村勝治郎

〔受取〕　東京都北多摩郡小金井町　

農学博士　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり、昭和23年は消印よ

り採る

・ 農工問題研究配布に対しての礼

状

2-1196
【［書簡］】

〔年代〕　［昭和　　年］5月14日
〔点数〕　綴無　葉　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　帝国学士院内　 
日本学術振興会学術部

〔受取〕　北多摩郡小金井町　小野武夫

〔備考〕・ 年代は消印より採用

・ 経営評論社よりの印税残額入金

につき配分方伺い状

2-1197
【書簡】

〔年代〕　昭和十八年四月一日

〔点数〕　綴無　2
〔非刊行〕　

〔差出〕　兵庫県明石市天心荘　九鬼隆治

〔受取〕　東京都北多摩郡小金井町　

小野武夫

〔備考〕・ 『佐藤信淵』出版にあたり九鬼

家の旧領を信淵が巡察した記録

を採録することに同意を求めた

小野の君翰に対する返書

2-1198
【［大東亜共栄圏の首唱者『佐藤信淵』出

版に際しての書状及出版契約書］】

〔年代〕　昭和十八年一月～五月

〔点数〕　綴無　10　封1
〔差出〕　潮文閣日本辞書出版社　

加藤正三

〔受取〕　小野武夫

〔備考〕 1. 出版契約書　昭和18年1月9日
2. 筆の意図を記した草稿

3. 昭和刊行会創立趣意書　昭和

18年2月
4. 書簡（潮文閣より昭和刊行会に

移る加藤正三より、昭和18年
5月3日）

5. 潮文閣編集部　五十嵐茂兵衛よ

り小野宛の契約書についての書

状

6. 潮文閣よりの脱稿を促す書簡

7. 名刺3枚（加藤正三、五十嵐茂

兵衛・藤澤親雄）

2-1199
【［書簡］】

〔年代〕　［大正12年］二月十七日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　愛媛県西宇和郡伊方　小嶋喜作

〔受取〕　東京市外平塚村字戸越　

小野武夫

〔備考〕・ 封1あり　年代は消印より採用

・ 飯森という人物の将来につき格

別の配慮に対する礼及び参考用

書籍代として70円送金、残金

80円については、ご沙汰次第

とする旨の書簡

2-1200
【書簡】

〔年代〕　［大正12年］五月二十八日
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〔点数〕　綴無　2
〔非刊行〕　

〔差出〕　東京市外池袋　滝本誠一

〔受取〕　東京市外　平塚村戸越　

小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 年代は消印より採用

・ 『昇平夜話』の作者は長岡藩士

であるとの教示に対する礼状

2-1201
【書簡】

〔年代〕　［大正12年］二月十七日

〔点数〕　葉　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　愛知県海部郡飛島村　奥田或

〔受取〕　東京市外平塚村戸越　小野武夫

〔備考〕・ 年代は関連資料により推定

・ 小野氏に貸与した宇和島藩資料

が返却された旨の受取状

2-1202
【書簡】

〔年代〕　［大正］五月二日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　於商科大学研究室　福田徳三

〔受取〕　農商務省農政課　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 年代は文中に小野氏論文のドロ

ア・ド・マルシェとあるところ

から大正9年以降と推定

・ 小野武夫著書を寄贈されたこと

に対する礼状

2-1203
【［書簡］】

〔年代〕　昭［和］三年九月二十三日

〔点数〕　綴無　3
〔非刊行〕　

〔編著者〕　

〔差出〕　島根県八東郡佐太村　朝山晧

〔受取〕 北多摩郡小金井村大字小金井　

小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 小野氏著『出雲名族の研究』の

書評をした所、いろいろ恵与さ

れ、それに対する礼及び自身の

著作「佐陀庄地頭職としての朝

山家」の書評を乞う書簡

差出朝山晧の「晧」は「吿」が

「告」である

2-1204
【書簡】

〔年代〕　［昭和5年］八月三日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　福岡市今泉　伊東尾四郎

〔受取〕　東京府下小金井　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり。年代は消印より採用

・ 小野氏の著書（書名不明）を寄

贈されたことに対する礼状及び

伊東氏の研究の成果・現状の報

告

2-1205
【書簡】

〔年代〕　［昭和5年］八月十［日］

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　福岡市今泉　伊東尾四郎

〔受取〕　東京府北多摩郡小金井村小金井　

小野武夫

〔備考〕・ 封1あり年代は消印より採用

・ 小野氏著書（書名不明）及び酒

肴料恵贈に対する礼状

「民政史料採汸費用ニ可設」と

あるところから、地方の史料提

供者に対する礼状と考えられる
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2-1206
【［書簡］】

〔年代〕　昭和11年六月二十八日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　福島県田村郡飯豊村　大方匡助

〔受取〕　東京府北多摩郡小金井村　

小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 年代は消印より採用

・ 当村来駕の礼及び依頼の書類の

筆字執筆に着手した旨の書簡

2-1207
【書簡】

〔年代〕　［昭和18年］四月二十四日

〔点数〕　綴無　3
〔非刊行〕　

〔差出〕　東京市芝区渋沢子爵邸内　

日本常民文化研究所　宮本常一

〔受取〕　府下小金井町　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 年代は消印による

・ 「明治初年の農村巡廻教授」（昭

和18年　上田貞次郎博士記念

論文集第二巻『経済の歴史と理

論』）を戸谷氏を通じて贈られ

たことに対する礼状、及び、西

日本に於ける漁村の巡廻教授の

功績について宮本自らの知る所

を報告した書簡

2-1208
【［書簡］】

〔年代〕　昭和十八年八月二十九日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　秋田市西根小屋町　豊口鋭太郎

〔受取〕　北多摩郡小金井町　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり、年代は消印より採用

・ 小野著『佐藤信淵』寄贈に対す

る礼状

2-1209
【［書簡］】

〔年代〕　昭和十八年八月三十日

〔点数〕　綴無　3
〔非刊行〕　

〔差出〕　東京都渋谷区桜々丘　田辺元生

〔受取〕　東京都北多摩郡小金井町　

小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 小野著『佐藤信淵』及び社会経

済史学掲載の論文写しの寄贈に

対する礼状

2-1210
【［書簡］】

〔年代〕　昭和十八年八月三十一日

〔点数〕　綴無　3
〔非刊行〕　

〔差出〕　東京都牛込区矢来町　織田雄次

〔受取〕　都下北多摩郡小金井町　

小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 小野著『佐藤信淵』寄贈に対す

る礼状

2-1211
【［書簡］】

〔年代〕　昭和十八年八月三十日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　豊島区雑司谷町　佐藤堅司

〔受取〕　東京都小金井町［上］山谷　

小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 年代は消印による

・ 小野著『佐藤信淵』寄贈への礼

状
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2-1212
【御請書】

〔年代〕　昭和十八年八月三十日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　明石市上丸天心荘九鬼家　

九鬼隆治

〔受取〕　東京都北多摩郡小金井町　

小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 小野著『佐藤信淵』5冊の寄贈

に対する受領書

2-1213
【［書簡］】

〔年代〕　昭和十八年九月六日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　秋田県雄勝郡西馬音内町　

飯塚彦四郎

〔受取〕　東京都北多摩郡小金井町　

小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 小野著『佐藤信淵』送付に対す

る礼状

2-1214
【［書簡］】

〔年代〕　昭和十八年九月初九

〔点数〕　綴無　2
〔非刊行〕　

〔差出〕　品川区上大崎　大川周明

〔受取〕　府下小金井町　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり、年代は消印より採用

・ 小野著『佐藤信淵』寄贈への礼

状

2-1215
【［書簡］】

〔年代〕　昭和十八年九月十四日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　東京市麻布区　片野重脩

〔受取〕　東京都北多摩郡小金井町　

小野武夫

〔備考〕・ 封1あり、年代は消印より採用

・ 著書目録によると『佐藤信淵』

潮文閣　昭和18年
・ 小野著『佐藤信淵』寄贈への礼

状

2-1216
【［書簡］】

〔年代〕　［昭和21年］一月二十九日

〔点数〕　綴無　3
〔非刊行〕　

〔差出〕　東京都杉並区成宗　河野信郎

〔受取〕　東京都北多摩郡小金井町　

小野武夫

〔備考〕・ 封1あり、年代は消印より採用

・ 小野の著書寄贈に対する礼状

2-1217
【［書簡］】

〔年代〕　［昭和］八月十三日

〔点数〕　綴無　2
〔非刊行〕　

〔差出〕　山梨県東八代郡一宮村　水上深

〔受取〕　東京府北多摩郡小金井村　

小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 依頼の書籍を寄贈されたことに

対する礼状

2-1218
【書簡】

〔年代〕　［　　　　］一月二十五日

〔点数〕　綴無　3
〔非刊行〕　

〔差出〕　豊嶋清
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〔受取〕　小野

〔備考〕 ・ 著書寄贈に対する礼状及び東京

商工局調整課長を務めている等

近況報告

・ 内容から戦後昭和20年代と推

定

2-1219
【書簡】

〔年代〕　［昭和2年］二月十三日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　福井県坂井郡棗村　月葉龍二

〔受取〕　東京府下平塚町戸越　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり、年代は消印より採用

・ 農村民の指針とすべき格言を一

筆認めて貰う様に、短冊を別便

にて送付につき書簡

2-1220
【書簡】

〔年代〕　［昭和3年］二十日

〔点数〕　綴無　4
〔非刊行〕　

〔差出〕　松江市内中原島根県農会　

安部憲吉

〔受取〕　東京府北多摩郡小金井　

小野武夫

〔備考〕・ 封1あり、他に封のみ2あり。

消印は昭和3年11月9日、 
差出人　島根県農会　安部憲吉 
受取人　東京府北多摩郡小金井　

小野武夫

・ 11月9日付封筒の1枚には「第

三梳農産物梳子」、他の一枚に

は「古籾」と朱書あり

・ 県内簸川郡出東村小学校にて村

落発達史等農政史の研究をして

いる者に助言を依頼する書簡

2-1221
【講演依頼状】

〔年代〕　昭和十五年十月七日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　財団法人中央教化団体聯合会 
佐賀県教化聯合会長

〔受取〕　農学博士　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 佐賀県教化聯合会総会及び常会

指導者講習会に於ける講演依頼

状

2-1222
【書簡】

〔年代〕　昭和［　　］八月七日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　大分県大分郡判田村役場

〔受取〕　東京府北多摩郡小金井村大字 
小金井　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 中堅青年による連続事業講習会

への出席依頼状

2-1223
【小野武夫氏の「女房謡はず」に答ふ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　遠藤和一

〔備考〕・ 文芸春秋2月号所蔵の小野武夫

氏の「女房謡はず」の論説に対

する一意見

2-1224
【書簡】

〔年代〕　［大正14年］八月三日

〔点数〕　綴有　1　封　1
〔非刊行〕　
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〔差出〕　上高井戸　大西伍一

〔受取〕　府下北多摩郡小金井村　

小野武夫

〔備考〕・ 年代は文中「『農業経済研究』

第一巻第三号」とあるによる

・ 小野の執筆した「解題要旨」の

中に「地方支流」「地方支配条目」

が掲げられていることについて

の意見及び筆者の近況

2-1225
【［書簡］】

〔年代〕　［大正15年6月15日］

〔点数〕　綴無　3　封　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　大阪市住吉区天王寺町　上田力

〔受取〕　東京市京橋区　民友社　

村の辻往く著者　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり、封と日本農民経済叢

書用紙に書かれた「友あり遠方

より応ふ」状1がこよりで綴じ

られている

・ 大分県宇佐郡出身の『村の辻を

往く』を読んで感銘を受けた旨

の書簡

2-1226
【書簡】

〔年代〕　［昭和］二年三月三十日

〔点数〕　綴無　10
〔非刊行〕　

〔差出〕　静岡県［　　　　］　町田良一

〔受取〕　東京市外平塚村字戸越　

小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 虫損

・ 他に封1のみあり

・ 3年1月24日、沼津市本町

　町田良一　→　東京府下武蔵小

金井　小野武夫氏宛　（年代は

住所、S2年3月小金井へ転居）

・ 『日本農民語彙』に対する感想

及び、中馬制は農村市場並に問

屋制序に関連するという小野の

考えに共鳴し、自身の今までの

中馬路、中馬稼人調査の成果を

報告したもの

2-1227
【書簡】

〔年代〕　［昭和6年］一月二十一日

〔点数〕　綴無　6
〔非刊行〕　

〔差出〕　金沢氏石川県立図書館　

中田邦造

〔受取〕　東京府下小金井村　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり、封筒の表に赤ペンに

て「白爪、白足」とあり

・ 年代は消印より採用

・ 当地受難者支援のため、布施氏、

紹介手配の礼状、及び白爪・足

白（自耕自作せざるもの）論争

につき書状

2-1228
【書簡】

〔年代〕　昭和六年六月十日

〔点数〕　綴無　2　封　1
〔差出〕　宮崎県宮崎郡広瀬村　日高次吉

〔受取〕　小野武夫

〔備考〕・ 広瀬史談会々員である日高次吉

が『維新農民蜂起譚』の内容に

ついて現地から見た見解、指摘

を記した書簡

2-1229
【［書簡］】

〔年代〕　［昭和七年］九月二日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　
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〔差出〕　和歌山県海草郡岡崎村　

井辺喜四郎

〔受取〕　東京市芝区芝公園　 
財団法人協調会　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 小野武夫著『村の辻を歩みて』

に感動し、帰農した人からの礼

状

2-1230
【書簡】

〔年代〕　［昭和10年］一月四日

〔点数〕　綴無　3　封　1
〔差出〕　佐賀市与賀町170　直塚淳

〔受取〕　

〔備考〕・ 書簡2枚の他　発信者の名刺あ

り

・ 『旧佐賀藩の均田制度』の誤植

部分を指摘した書簡

・ 同書は昭和3年、岡書院より発

行

・ 直塚は九州日日新聞記者

2-1231
【［書簡］】

〔年代〕　［昭和］

〔点数〕　綴無　2　封　1
〔差出〕　石川県川河北郡内灘村字大根布　

中山又次郎

〔受取〕　東京都下小金井町　小野武夫

〔備考〕・ 封筒貼布の切手部分損失

・ 小野著の『日本村落史考』読後

感と、内灘村における村落成国

についての見解を内灘村在人が

呈示した書簡

・ 『日本村落史考』が上祥された

のは大正15年であるのでこれ

以降の書簡、恐らく昭和初期

2-1232
【［書簡］】

〔年代〕　［昭和2年］九月二十日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　三重県度会郡島津村古和浦　

中西卯平次

〔受取〕　東京府北多摩郡小金井村　

小野武夫

〔備考〕・ 封1あり、年代は消印より採用

・ 文禄以降元禄迄の古和浦の検地

帳10冊を明治20年村吏立会い

で1綴りにしたものを発見した

ので、この「写し」送付可否の

伺い状

2-1233
【［書簡］】

〔年代〕　昭和8年1月26日
〔点数〕　綴有　1
〔差出〕　静岡県田方郡中郷村　

三田文太郎

〔受取〕　東京府北多摩郡小金井村　

小野武夫

〔備考〕・ 封1も綴られている

・ 郷土研究のため小野著作の書物

を譲り受けたい旨の書状及び享

保年号の「酉御年貢皆済目録」

と「宝暦10年辰10月辰御年貢

可納割付之事」の解読写し

2-1234
【書簡】

〔年代〕　昭和十二年三月十日

〔点数〕　綴無　3
〔非刊行〕　

〔差出〕　郡山市咲田町　本橋正太郎

〔受取〕　東京府北多摩郡小金井村　

小野武夫

〔備考〕・ 封1あり
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・ 土地制度研究のため『地方落穂

集』、『地方凡例録』『地方概集』

等の既刊書を借用したい旨の書

簡

2-1235
【書簡】

〔年代〕　［大正12年］二月二十三日

〔点数〕　綴無　3　封　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　旭川市七条通十五丁目　

松野万寿

〔受取〕　京都市上京区小山上内河原町　

牧野信之助

〔備考〕・ 年代は消印と内容による

・ 大正12年制定の軍人思給法に

つき返書

・ 牧野信之助は史家越前若狭古文

書選を世に出した

・ 小野氏との関係は不明だが同学

の徒としての交遊があったのか

2-1236
【書籍収録御願】

〔年代〕　大正十四年四月二十四日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　東京市外平塚村　小野武夫

〔受取〕　近藤活版所

〔備考〕・ 編纂中の叢書中へ大日本農政類

篇1冊の収録願い状

2-1237

【［書簡］】

〔年代〕　昭和四年四月三十日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　財団法人啓明会理事長　

男爵　平山成信

〔受取〕　府下北多摩郡小金井村　

小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 啓明会の事業として三宅秀博士

編纂の書物を上梓したので贈呈

の旨の書簡（寄贈書名不明）

2-1238
【［書簡］】

〔年代〕　昭和十年十二月十日

〔点数〕　綴無　1　封　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　松江市　岡本善久

〔受取〕　東京府下小金井村　小野武夫

〔備考〕・ 消印は松江。封筒は「島根県農

会」と印刷されたものを使用

・ 石田春律小伝（当代の春椿二男

春眠が記したもの）の送付状

・ No.2-037をも参照

2-1239
【［文書返済についての］領収証】

〔年代〕　昭和十二年三月二十五日

〔点数〕　綴有　1　綴無　2
〔非刊行〕　

〔差出〕　郡山市咲田町　本橋正太郎

〔受取〕　北多摩郡小金井村小金井　

小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 田村郡飯豊村浮金、美山村より

借用の文書、計13点返済の領

収証

・ 領収証の送付状

・ 浮金村の維新後の山の地番・反

別・地租等を記した書状

2-1240
【［書簡］】

〔年代〕　［昭和］十月二十六日

〔点数〕　綴無　3
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〔非刊行〕　

〔差出〕　山形県東田川郡廣瀬村

山田龍介

〔受取〕　東京府北多摩郡小金井村　

小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 依頼された写真の送付状

・ 写真の所在不明

2-1241
【欧文書簡草稿】

〔年代〕　［大正年代］

〔点数〕　綴有　16　綴無　7
〔作成〕　小野武夫

〔備考〕　ボール紙のカバーあり。「英文

草稿」と題字（墨書）あり

年代は書簡中に1922（大正11
年）、大正拾参年等の日付があ

ることによる

・ 主に蚕、農作物等に関する問い

合わせに対する返信（英文）

・ 一部ラテン系条文？

・ 殆んどが「農商務省用紙」に記

され、年代的に見ても農商務省

勤務時代に、欧文の来信を読み、

返書を記したものと考えられる

2-1242
【［封筒のみ］】

〔年代〕　［昭和2年以降］

〔点数〕　封　1
〔非刊行〕　

〔差出〕 東京市渋谷区穏田1丁目121番
財団法人　中央教化団体聯合会

〔受取〕　府下北多摩郡小金井町　

小野武夫

〔備考〕・ 昭和2年3月　小金井に移転し

ている

2-1243
【［封筒のみ］】

〔年代〕　［昭和15］10月15日
〔非刊行〕　

〔差出〕　三重県宇治山田市外　

神宮皇学館

〔受取〕　東京府下小金井町　小野武夫

〔備考〕・ 昭和12年　小金井町

2-1244
【［　　　　］】

〔年代〕　大正十五年十一月五日

〔点数〕　封　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　京都府中郡三重村　永濱宇平

〔受取〕　東京市外平塚村字戸塚　

小野武夫

〔備考〕・ 封のみ

・ 封のみで内容不明

・ 中浜氏よりの手紙はこの他に昭

和五年と年代不明7月6日付の

2通あり

2-1245
【［封筒のみ］】

〔年代〕　［大正］12年4月14日
〔点数〕　封　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　愛媛県西宇和郡舌田村長　

天野金右衛門

〔受取〕　農商務省農務局農政課分室　

小野武夫

〔備考〕・ 年代は封筒の消印よりとる
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2-1246
【御検地帳】

〔年代〕　天正拾六年戊子（1588）
〔点数〕　写真　1
〔作成〕　与（予）州宇和郡多田之内川田

村

〔備考〕・ 宇和島藩地割制度資料に収めら

れていた写真資料

・ 「与州」とあるが伊豫の「予州」

の誤記であろう

2-1247
【［諏訪地方の文書と入会地風景］】

〔年代〕　寛永1年～（1624）
〔点数〕　綴無　9　封　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「諏訪ノ写真」と記された貼紙

のある袋入

・ 写真9葉中8, 9は同一台紙に貼

られている

・ 3, 4は同一文書の写真

1. 2. 諏訪郡真志野村、伊奈（那）郡

南小河内村外5村の争論裁許状　

寛永1年7月25日
3. 小渕決村と諏訪領蔦木村との山

論裁許状　正保2年3月9日
4. 諏訪郡下5村1000石寄進によ

り諏訪神社が熟祈する旨の状。

慶安1年7月17日
5. 覚　神社より称冝へ　延宝7年

5月6日
6. 永代売渡し申田地手形之事　貞

享3年8月27日
7. 地図

8. 入会地より八ヶ岳を望む

9. 入会地の一部釡無山

2-1248
【天川海上銀借用申銀子之事】

〔年代〕　寛永拾五年九月拾七日（1638）
〔点数〕　写真　1　封　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　平野屋　善兵衛

〔受取〕　志ぶや　九兵衛

〔備考〕・ 文書を撮影した写真

・ 袋に「福岡県宗像郡福間町大庄

屋　井原家文書」とあり

・ 天川（マカオ港）貿易に係る銀

子借用証

・ 室町時代からマカオを天川と呼

び、長崎、マカオ間の貿易（中

国の絹、日本の銀）は寛永16
年日本ポルトガル貿易断絶まで

続いた

2-1249
【御定免御物成下札帳】

〔年代〕　寛文三夘年今申ノ年迄六ヶ年之

間（1663）
〔点数〕　写真　1
〔作成〕　岡山村

〔備考〕・ 宇和島藩地割制度資料に収めら

れていた写真資料

2-1250
【地割制に関する文書】

〔年代〕　寛文拾弐歳弐月十三日

〔点数〕　綴無　1
〔差出〕　郡所

〔受取〕　田野村次左衛門他

〔備考〕・ 前後欠の文書写真

・ 「ヨコ四寸」と書かれた台紙付

・ 䰗持制（地割制度）に関する文

書写真
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2-1251
【川内村御定免御物戓下札帳】

〔年代〕　寛文十三年丒年与午年迄

〔点数〕　写真　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 宇和島藩地訓制度資料（文書資

料）あり、筆写資料はNo.2-590
を参照

・ 題名　年代は写真上にペン書に

よる後筆

2-1252
【会津農書上巻序文と中巻・下巻の表紙】

〔年代〕　貞享元甲子三月（1684）
〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　幕内村　佐瀬与次右衛門

〔備考〕・ 年代、作成者は序文による

・ 『会津農書』伊藤書店　昭和19
年刊の写真原稿か

・ 田植田写真と関連か

2-1253
【会津農書上・中・下巻と幕内農業記の

表紙】

〔年代〕　［貞享1年申子3月］（1684）
〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［佐瀬与次右衛門・ 
佐瀬林右衛門］

〔備考〕・ 写本（手書本）4冊の表紙写真

・ 年代は会津農書上巻序文による

・ 会津農書（佐瀬与次右衛門著）

と幕内農業記（佐瀬林右衛門著）

の表紙写真

・ 林右衛門は与次右衛門の養子

・ 林右衛門の墓碑写真あり

・ 伊藤書店刊（昭和19年）『会津

農書』掲載のための写真原稿か

2-1254
【差入申す約定一札之事】

〔年代〕　正徳五年六月

〔点数〕　綴無　1
〔差出〕　鴈屋七之助、大和屋清一郎

〔受取〕　平野屋又右衛門

〔備考〕・ 貼付用紙に「証文実写（第三葉）」

とあり（実写とは写真のこと）

・ 借用証文

2-1255
【［文書写真3種］】

〔年代〕　天明七未年～寛政五丒年、文化

三寅年、不明

〔点数〕　綴無　3　包紙　1
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 3種の文書の写真が同一色紙で

一括されている

1. 度り合板書　天明七未年　寛政

五丒年　礼服着用についての申

しあわせ

2. 田法記（前欠）

文化三石寅神有月写之

出雲郡建都御内武都村

河原亭逢□權六廣□

3. 検地村柄見立

備考1の「度る」の読みは「は

かる」である

2-1256
【［金沢春友旧蔵文書］】

〔年代〕  天保九年（1838）［文化7］庚午

七月　明治七年

〔点数〕　綴無　4
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕　写真4枚台紙付

裏面に旧蔵者名　内容の解説あ

り

1. 鑑札（信正弥蔵御用御鍛冶所）

2. 免許（信正弥蔵御用御鍛冶） 
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天保九年

3. 郷士格被仰付候［証］庚午（文

化七）七月

友部前兵衛他2名→金沢弥蔵

4. 地巻之証　明治七年一月　磐前

県権令　村上光雄→不明「中属　

荒至重□受付」とあり

2-1257
【入置申一札之事】

〔年代〕　万延二酉年二月（1861）
〔点数〕　綴無　1
〔差出〕　阿佐ヶ谷村　源七　他3名
〔受取〕　喜兵衛

〔備考〕　貼付用紙に「証文実写（第五葉）」

とあり

写真原稿か

・ 畑地譲受証文

2-1258
【永代宛り申畑［田］地之事】

〔年代〕　文久一年十二月／文久四年子一

月

〔点数〕　綴無　1
〔差出〕　種生村宛主孫左衛門／種生村宛

主

〔受取〕　［　　　　］／同村地主　彦七

〔備考〕・ 本文書と「永代宛り申畑地之事」

2通の文書が一枚の写真として

焼付けられている

・ 貼付用紙に「証文実写（第一葉）」

とあり

・ 小作証文

・ 「宛り」は譲りの意か

・ 『永小作論』の原稿写真

2-1259
【地券】

〔年代〕　明治十年十二月一日

〔点数〕　綴無　1

〔差出〕　大分県

〔受取〕　宇佐郡大村　栗林祥平

〔備考〕・ 地券の表

2-1260
【地所盛控永世小作証】

〔年代〕　明治十五年十月一日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　香美郡田村住平民　北村善平

〔受取〕　同郡同村住　有沢仙吾

〔備考〕・ キャプション用らしい貼紙あり、

写真原稿か

・ 高知県香美郡田村在住の北村氏

から有沢氏にあてた永小作証文

2-1261-1
【永小作之証】

〔年代〕　明治二十二年三月一日

〔点数〕　綴無　1
〔差出〕　肥後国八代郡野津郷　 

郷備取扱委員　佐藤立平

〔受取〕　八代郡永小作主　鹿子木知雄

〔備考〕・ 個別の永小作証の表裏が一枚の

台紙に貼付され「証文実写（第

4葉）」との記述あり

・ 裏面ともに『永小作論』（T.13
巌松賞）に掲載されたもの

・ 鹿子木知雄の永小作証の表で、

裏面は撮影されていない

2-1261-2
【［永小作証裏面］】

〔年代〕　明治廿七年三月十三日

〔点数〕　綴無　1
〔差出〕　郷備取扱委員　佐藤立平

〔受取〕　鹿子木泰蔵

〔備考〕・ 個別の永小作証の表・裏の写真

が一枚の台紙に貼付され「証

文・実写（第四葉）」との記述
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あり

・ 鹿子木泰蔵の永小作証の裏面と

考えられ、表は撮影されていな

い

2-1262
【［福井県今立・大野両郡］放火図】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1　封　1
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 版心に「教義新聞第廿四　正心

社」とあり

・ 今立、大野地方の集落から火の

手が上がっている図が書かれた

教義新聞の一部（2丁）

2-1263
【石原職人組持場之図】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 松の木のもとに小屋一軒あり。

あたりは芝（又は芽）を丘の斜

面で刈る人、背負って運ぶ人々

等作業の様子が画かれている

2-1264
【［田植図］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕　「山内写真館」との型押文字あ

り

・ 田植作業風景を描いた田植図

・ 絵の左肩に「幕内村佐瀬与次右

衛門」と墨書あり。会津農書関

連か

2-1265
【地券裏面】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔差出〕　大分県

〔受取〕　今井村　船石与作

〔備考〕・ 地券裏面

2-1266
【［大隈重信宛書簡］】

〔年代〕　［明治］

〔点数〕　綴無　6
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ コロタイプ版？

1. 西郷→大隈1月13日付

2. （三条）実美→大隈2月29日　

3. （有梄川）熾仁親王→大隈7月
10日　

4. きぬ→大苦満　8月1日　

5. （岩倉）具視→大隈10月17日
6. （大久保）利通→大隈 

□（5?）月1日
（明治10年か→大久保M11年没　

西南戦争M10年）

2-1267
【家産制度の普及に力むる仏国政府の宣

伝ビラ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　2
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 同一のビラが二枚あり

・ 題名に採った文言が欄外にペン

書きで記されている他に「第七

篇「家産制度史論参照」とのペ

ン書あり　

・ 「家産制度」（農民経済史研究所

収）帝国農会　大正三年に採用

されたものか
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・ 1909年7月12日発令の法律の

宣伝ビラ

2-1268
【鍋島直正公肖像】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 既刊の『鍋島直正公伝』に用い

られた色刷りの肖像を切り取り、

小野武夫氏の著作に用いようと

したものか

・ 「（旧佐賀藩の農民土地制度参

照）」とあり

・ 台紙付

・ 「幕末の農政改革者　鍋島閑叟

公」との手書題名付の肖像画の

色刷で既刊本より切り取ったも

の

2-1269
【土冦烽起被害救助下賜金の証書】

〔年代〕　壬申［明治五年］六月十四日

〔点数〕　綴無　1
〔差出〕　新潟県庁

〔受取〕　笠原勘太郎

〔備考〕・ 台紙に「農民蜂起譚　口絵－（菊

版大）」とあり

・ 『維新農民蜂起譚』改造社昭和

5年刊の口絵写真

2-1270
【丹後ノ百姓一揆】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 経済往来原稿用紙に貼布した写

真とその解説

・ 小野氏著作の原稿か

1. 丹後文政義士義民進頌碑

2. 吉田新兵衛牢中の筆蹟

3. 栗原百助の絶筆

4. 栗原理右衛門の礼状

2-1271
【松本七三郎の墓】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1　封　1
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 金沢春友旧蔵写真の内の一枚か

・ 「福島県東白川郡塙町　吉田写

真館」のゴム印のある封筒

・ 戸塚騒動首謀者の一人　松本

七三郎の墓の写真

・ 写真裏面に「東白川郡笹原村大

字木ノ反字多々古、松本七三郎

墓」その他の記述あり、笹原村

は福島県東白川郡塙町

・ 台紙裏面に「戸塚騒動」は「寛

延二年ニ起一夕百姓一揆で公租、

延納、種籾ノ袋附ヲ塙代官ニ請

願シタ事件」とのエンピツ書あ

り

2-1272
【万石騒動義民殉難碑】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　2　封　1
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕　台紙付、解説に「義民殉難の跡、

此写真は安房郡館野村国分寺に

於ける万石騒動の義民三人が殉

難したる故蹟なり。写真は安房

郡館野村長　渡辺勝蔵氏の寄贈

に係る）」とあり。安房郡は千

葉県内

・ 送付につき書状（昭和二年　千

葉県館野村々長→小野武夫）

・ 「万国騒動中ニ入ル（1）」（ママ）

とあることから写真原稿か
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・ この写真の送付状及び封あり。

送付状は昭和2年

2-1273
【熊田武左衛門一揆関係写真】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　2
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 宇和島市本町キムラ写真館撮影

・ 内容は写真台紙裏の墨書による

1. 「熊田武左衛門翁大綱　

黒綱　寛政五年熊田武左衛門一

揆に使用　

白綱　明治三年喜之助藤吾一揆

に使用

石櫃　明治五年右一揆の連判状、

祕密書類ヲ入レ地下に埋没せし

者

と記された一揆に用いた道具数

2. 祠と関係者

「城山に於ける武左衛門関係祠　

中央起立せるが武左衛門の直系　

熊田直十郎、井谷正吉」

2-1274
【払田柵址】

〔年代〕　［昭和］

〔点数〕　綴無　10　封　1
〔刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕　拂田柵址写真のえはがきに仕立

てたもの

1. 高梨村拂田柵址南面よりの全景

（其ノ一）

2. 同上（其ノ二）

3. 高梨村拂田柵址東北隅より見た

る真山城址

4. 高梨村拂田柵址四方門柱発掘実

景

5. 高梨村拂田柵址長森ノ石壘

6. 高梨村拂田柵址□□発掘□

7. 高梨村拂田柵址発掘の門柱及び

柵木

8. 高梨村拂田柵址出土品

9. 高梨村拂田柵址眞山の姥杉と酒

のみ石

10. 高梨村拂田柵址眞山より丸子川

［昔の荒川］を越えて南東の展望

・ 所在地：秋田県仙北郡仙北町

・ 拂田（ほった）柵址調査は昭和

5年、名称正しくは「拂田廃柵

跡」

2-1275
【旧不来方城跡遠望】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 台紙付写真　台紙裏面に「旧不

来方城跡（今の盛岡城跡）」と

記載あり

・ 他の日杴の台紙に貼られた写真

とは異なる、後ろには台紙に

貼ったものか15.3×10.4

2-1276
【鴻池会所建築物平面図】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 大阪　桜橋　佐々木写真館の台

紙付

・ 中河内郡北江村　鴻池会所　建

築物平面図の写真

・ 中河内郡北江村は明治22年鴻

池新田村他2村合併。若江郡北

江村となり明治29年中河内郡

北江村となる、その後2度の合

併改称を経て昭和42年東大坂

市に編入
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2-1277
【［伊万里町附近鳥瞰Ⅰ］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕　写真4枚を継ぎ貼りしたもの

表に米筆書にて地名、山獄名等

の記入あり

裏に撮影者の解説及び出版する

際の注意書等記入あり

・ 裏面解説「本国は小生撮影のも

のにて前面の山は要塞地帯に付　

極秘に候　写真屋に撮影させた

ものは大体此の範囲にてもっと

大形に候　後にてお目にかくべ

く候　折込とせず萄版一頁の写

真とするよう最左の分を切捨て

八谷搦を含む分を取ればよいと

存候」

・ 写真原稿か

2-1278
【［伊万里附近鳥瞰Ⅱ］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　2
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕　2枚連続写真

・ 伊万里附近鳥瞰Ⅰの右手3枚の

風景と同じ。撮影地点（高さ）

が少し異なる

2-1279
【城趾遠望】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 台紙貼付。同様の台紙に貼付さ

れた他の2枚の写真とは夫々異

なる。写真館のものではない一

般の台紙と考えられる

・ 「旧城内」と書かれた台地を遠

望し手前は川を挟んで田があり。

台地の手前に集落あり。夫々に

「宮原（小字）」「旧地頭仮屋跡」

「村役場」「此の家」「鍛治屋町（小

文字）」とのエンピツ書込みあ

り

2-1280
【［観測器設置状況］】

〔年代〕　昭和十七年一月十一日

〔点数〕　綴無　1
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕　裏面に「昭和十七年一月十一日」

とペン書あり

・ 観測井ではないかと考えられる

が不明

2-1281
【佐瀬林右衛門墓碑】

〔年代〕　昭和拾八年十二月拾弐日　撮影

〔点数〕　綴無　2
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 裏面に撮影年月日及び写真の解

説記述あり

・ 「幕内農業記著者　佐瀬林右衛

門墓碑、　墓碑は南面す」

・ 『会津農書』伊藤書店昭和19年
に掲載か

1. 「清譽白秋居士」と刻まれた墓

碑正面

2. 裏面は「□□六月十一日」　側

面の銘　判読不能

2-1282
【二義少年旧跡　写真と解説】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1　綴無　2
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 経済往来原稿用紙に貼布した写
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真とその解説が記された3枚の

写真原稿

「写真は山口町調手周吉氏に依

頼して撮影す」との記入あり

1. 二義少年（清介、角左衛門）を

祀る辻堂内景

2. 二義少年の旧宅（清介旧宅）

3. 二義少年の石碑と辻堂

4. 旧跡のスケッチと解説

・ 山口町は明治22年　吉敷郡山

口町、後に（昭和4年）山口市

と改称

2-1283
【富吉新田開発者　木内熊次郎座像】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　3
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕

1. 2. 台紙付肖像画写真（徳島市光影

会撮影）

3. 上記の写真のコピー版で「新田

開祖の肖像（第三六二頁参照）」

と朱書あり。出版の際に用いら

れたものか

4. 1.に「富吉新田村開発者　木内

熊次郎座像」の貼紙あり

・ 「富吉新田開発者　木内熊次郎」

の肖像画写真

・ 富吉新田村は明治22年板野郡

川内村。昭和30年徳島市となる

・ 「応木内」の文字が右下に見える

2-1284
【上大野首さらし場】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 台紙裏に「上大野（かみおゝ乃）

首さらし場　小供の集り居る後

の小丘」と墨書あり

・ 台紙は宇和島市本町五丁目　キ

ムラ写真館とあり

・ 愛媛県北宇和郡日吉村上大野に

ある「首さらし場」の写真

2-1285
【王丸彦四郎の碑】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 写真2葉
・ No.2-1286をも参照

1. 王丸彦四郎の碑　二葉を台紙に

貼付。写真原稿か

・ 所在地は現在福岡市旧糟屋郡

多々良村（多々良村は昭和30
年、福岡市に合併）

2-1286
【石碑（法華経一字一石塔）写真及び関

係資料】

〔年代〕　［昭和9年］三月九日

〔点数〕　綴有　1　綴無　8　封　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　九州帝大法文学研究室　

遠藤正男

〔受取〕　東京府北多摩郡小金井村小金井　

小野武夫

〔備考〕・ 年代は封筒消印より採る

・ 名刺1が封筒に綴じられている

九州帝国大学法文学部学生　

山崎清

・ No.1286をも参照

・ 福岡県粕谷郡箱崎町多々羅川堤

畔に立つ「法華経一字一石塔」

の写真4枚と関係資料（綴無4
＋3）

・ 王丸彦四郎の碑の写真。彦四郎

は農地開発に尽力した人らしい
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2-1287
【大分県西国東郡呉崎村史蹟資料】

〔年代〕　昭和八年九月十三日撮影

〔点数〕　綴無　3
〔作成〕　西国東郡呉崎村役場

〔備考〕　台紙・カバー付写真3葉（文書

の写真2と碑の写真1）
・ 台紙に永野写真館　豊後高田町

駅前通り　とあり

1. 掟　永山代室　五槙道人　 
倹約に励むべき旨の文書写真

2. 奉差上御請証文之事　明治3年
西国東郡呉崎新田開発者用の藩

への返済証文の写真

3. 呉崎新墾碑の写真

2-1288
【農政改革の犠牲者の遺跡】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　写真　2　封　1
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 宇和島藩地割制度資料に収めら

れていた写真資料

・ 台紙に貼られた写真2枚
・ 「資料写真入」と朱書された封

筒（写真2点入り）

世直り地蔵尊

1. 其の外観

2. 其の内景

2-1289
【石見村竹迫耕作組合共同作業記念［写

真］】

〔年代〕　［昭和2年］

〔点数〕　綴無　3
〔差出〕　島根県那賀郡石見村竹迫区　

橋本小太郎

〔受取〕　小金井村字小金井山谷　

小野武夫

〔備考〕・ A、B、Cと朱書のある台紙カ

バー付写真3枚
・ 『最近農村史論』に掲載用の写

真原稿。『最近日本農村史論』

は没後穂高書房より刊行予定で

あった

・ 石見浜田朝日町神山写真館の名

入り台紙

A 石見村竹迫部落土地耕作組合の

共同苗代にて農夫、農婦と見物

人と子供達　 
大正14年6月25日

B 耕作する人と牛、田植前の婦人

達、見物人と子供達　 
昭和2年6月28日

C 牛を使い耕耘中の農夫と田植え

をする為耕し終わった田に立つ

農婦。他見物人の記念写真　 
大正15年6月27日

2-1290
【奥州泉藩の御蔵】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔差出〕　黒田源六

〔受取〕　小野［武夫］

〔備考〕・ 写真裏面に「記　奥州泉藩（現

福島県石城郡旅人村　大字　荷

路夫（ニジブ）唯一の藩営の御

蔵。文化元年四月、時の藩主　

本多忠籌これを創設ス　

黒田源六　謹呈　小野先生」と

の記述あり

2-1291
【新嘗祭供御献穀粟謹作圃播種式記念写

真】

〔年代〕　大正十二年五月九日

〔点数〕　綴無　1
〔作成〕　［高木誠一］

〔備考〕・ 写真台紙付
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・ 台紙裏に年月日、写真内容等が

明記されている

・ 福島県磐城郡草野村北神谷（現

いわき市）在住の高木誠一氏が

神事を取行った際の記念撮影

2-1292
【神奈川県中原村の農家】

〔年代〕　大正十五年三月十四日　撮影

〔点数〕　綴無　1
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 台紙に「神奈川県橘樹郡中原村

大字今井小宮浜五助氏宅」「大

正十五年三月十四日撮影」とあ

り。また「口絵」と朱書がある

ため、写真原稿か

2-1293
【わらぐつ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕　絵葉書に仕立てられた写真

・ 越後長岡市のわらぐつ

2-1294
【しよひだ・にんぼう】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 絵葉書に仕立てられた写真

・ しよひだ（背負子）は本郷町

・ にんぼう（右）は園村

・ にんぼう（左）は振草村

と解説のある写真絵はがき

・ いずれも愛知県北没楽郡　東栄

町で使われた搬送用具

2-1295
【新潟鳥屋野村稲架】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕　原稿用紙に貼付けられ、この用

紙及写真裏に「稲架（ハサバ）（新

潟県中蒲原郡鳥屋野村）」と記

載あり

・ 刈り取った稲束を乾燥させる為

に掛ける、田の畦に一列に植え

られた木

・ 鳥屋野村は中蒲原郡　昭和18
年12月8日　新潟市に編入

2-1296
【福井県吉田郡円山東村の農家Ⅰ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　2
〔差出〕　福井県坂井郡高椋村一本田　

山田甫

〔受取〕　平塚町戸塚　小野武夫

〔備考〕・ 台紙付　同様の写真2枚
・ 撮影地は写真1裏面貼付の送付

状による

・ 農家（茅葺き屋根）写真　所在

地は福井県吉田郡円山東村新保

（現福井市）

2-1297
【福井県吉田郡円山東村の農家Ⅱ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　3
〔差出〕　福井県坂井郡高椋村一本田　

山田甫

〔受取〕　平塚町戸塚　小野武夫

〔備考〕・ 台紙付、同様の写真3枚。その

うち1枚の台紙裏面に送付状

（はがき）貼付あり

ここに「屋根の写真（中略）御
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送付申上候」とあり、他の2稿
の写真とともに農家の屋根に関

心があったものであろう

・ 農家（茅葺き屋根）の写真　所

在地は福井県吉田郡円山東村新

保（現福井市　S16. 4. 1編入）

2-1298
【福井県吉田郡円山東村の農家Ⅲ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔差出〕　［福井県坂井郡高椋村一本田　

山田甫］

〔受取〕　［平塚町　小野武夫］

〔備考〕・ 台紙付、ほかの2稿の写真と同

様　福井市佑佳村中町　野路写

真館と記載された台紙

・ 差出、受取は推定

・ 農家（茅葺き屋根）の写真　所

在地は福井県吉田郡円山東村新

保（現福井市）

2-1299
【豪雨被害調書、写真】

〔年代〕　昭和十六年七月十二日

〔点数〕　綴無　1　封　1　写真　9　袋1
〔差出〕　静岡県駿東郡大岡村

〔受取〕　大政翼賛会水害調査員　小野

〔備考〕・ 大岡村作成の調書と解説付被害

写真

・ 大岡村は昭和19年4月1日沼津

市に編入された

2-1300
【島根県生馬村の郷蔵Ⅰ】

〔年代〕　昭和7年4月
〔点数〕　綴無　2
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 出雲恵曇港来問写真館の名入台

紙付1

・ 台紙なし1
「島根県八東郡生馬村ニ在リ嘉

永四亥年建築長サ五間半、幅三

間　昭和七年四月採訪」と台紙

上の紙に記載あり

2-1301
【島根県生馬村の郷蔵Ⅱ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 裏面に「島根県八来郡生馬村」

とあり

・ 島根県生馬村の郷蔵Ⅰと同一の

郷蔵で撮影のアングルが異なる

2-1302
【島根県生馬村の郷蔵　写真原稿】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1　封　1
〔差出〕　社会経済史学会

〔受取〕　小野

〔備考〕・ 社会経済史学会の封筒入、封筒

に「小野先生（写真原稿）」と

あり

・ 社会経済史学　七月号　雑録欄

挿入原稿の郷蔵の写真

・ 島根県生馬村の郷蔵ⅠⅡと同一

の郷蔵で撮影のアングルが違う

2-1303
【［出雲地方の農地］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　3
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕　台紙に「出雲恵曇港　来問写真

館」とあり

・1.2.  山間の谷地に作られた水田？と

周辺の風景写真2枚
・3.  山際の集落と耕作地の風景写真
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1枚
・ 恵曇（エトモ）町は現在の島根

県八束郡鹿島町にあり

2-1304
【ぬしと石】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　3
〔作成〕　飯石郡掛合村

〔備考〕・ 同様の台紙付写真3枚
・ 台紙の表に「ぬしと石　飯石郡

掛合村」とあり

・ 島根県飯石郡掛合村にあるぬし

と石

・ 石の表面に「人情調」と墨入れ

した文字が刻まれているが、主

題不明。農民一揆関係か

2-1305
【長門ノ千年百姓国守家関係写真】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　写真　14　封　1
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕　「長門ノ千年百姓国守家」の朱

書のある封筒入

封筒はブリッセル日本大使館気

付　福田徳三宛のもの再利用

1. 2. 国守倉之進氏宅（同一写真）

3. 国守家家族

4. 国守家所蔵の仏像

5. 6. 葵神社

7. 8. 葵神社の﨔

9. 葵神社の森

10. 11. 白牛山龍蔵寺

12. 白牛山門内　白牛の堂

13. 14. 牛ノ墓

・ 千年百姓は千年家とも呼ばれ室

町時代からの農家と言われる

2-1306
【村の泉】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1　写真

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕　裏面に「村の泉　大分県大野郡

百枝村川辺」と墨書あり

・ 小野氏の故郷百枝村　川辺の村

の泉の写真

2-1307
【久住種畜場】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1　写真

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕　裏面に「久住種畜場」とエンピ

ツ書あり

写真左隅に「F.WATANABE 
BUNGO TAKETA」（大分）と

形押文字あり

・ 種畜場風景・羊の群れ

2-1308
【薩摩国曾於郡財部村の小農家】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕　台紙に「薩摩国囎唹郡財部村の

小農家。此農家の建築年代不詳

なるも昔ながらの外客を取る」

とあり

2-1309
【薩摩の特置郷士】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　3
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 台紙付写真1
・ 「薩摩の特置郷士　肝属郡小根

占郷士」とある貼り紙あり
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・ 鹿児島県肝属郡小根占村（現　

根占町昭和16年1月1日より）

の郷士の家の門より邸内を撮影

した写真

2-1310
【旧郷士の門構え】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　3
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 同一の写真3枚
・ 1枚に台紙あり、台紙に「旧郷

士の門構」とあり、また「原寸」

とあり

原稿写真か

・ 「小根占郷士宅の門構え写真」

に類似しているが同一ではない

2-1311
【［雪の農村風景］】

〔年代〕　昭和拾八年十二月拾弐日

〔点数〕　綴無　2
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕　裏面に年月日のゴム印あり

1. 住人（夫婦と女児）と訪問者か。

家の全景とともに撮影

2. 雪の畑より農家遠望

地域不明

2-1312
【［農村風景と牛］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　2
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕　台紙付写真

二種とも同じ台紙に貼られてい

るが、同じ地方か否かも不明

1. 茅葺又は藁葺屋根の農家

2. 縛がれた牛

2-1313
【耕作用農具】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 犂（すき）または鋤（すき）2
台

2-1314
【幸野溝取入口及大堰全景［他］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　4
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 幸野溝取入口及び堰・水路附近

の風景

・ 所在地不明

2-1315
【写真が入っていた封筒】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　封　1
〔差出〕　満州鏡泊学園新京事務所長　

宗村傳喜

〔受取〕　ヤマトホテル　農学博士　

小野武夫

〔備考〕・ 日露戦争時の写真　38枚
満州の工事風景写真　36枚
合計　74枚が入った封筒

・ 小野氏が博士号を取得したのは

大正14年、北満地方を踏査し

たのは昭和14年11月～15年1
月（満州拓殖会社より季囑をう

けた）

・ 日露戦争時の写真は従軍時に本

人が撮影したものとは考え難い

ので恐らく双方の写真は昭和

14年に入手したものであろう
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2-1316
【仏塔前に於ける陸軍兵士の記念写真】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　封筒入り写真74枚の内

〔作成〕　［　　　　］

2-1317
【奉天風景】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　6
〔非刊行〕　封筒入り写真74枚の内

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 夫々の写真の表面あるいは裏面

に説明あり

1. 「奉天北陵正門」

2. 「奉天東陵内景」

3. 「…帝）内部全影」

4. 「国義州市街」「右ノ堂ハ東関」

5. 「東陵内廓正面」

6. 「□停車場ヨリ首山堡ヲ望ム」

2-1318
【日露戦争時の両軍の兵士】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　4
〔非刊行〕　封筒入り写真74枚の内

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 夫々の裏面に説明あり（2を除

く）

1. 「鴨緑江畔仏河洞露墓地ニ於ケ

ル炊サンノ影」

2. 「ロシア兵の休憩風景」

3. 「洞溝に於テ取シ捕虜」

4. 「敵ノ負傷兵」

2-1319
【露人ノ墓地】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1

〔非刊行〕　封筒入り写真74枚の内

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕　題名は裏面説明文による

2-1320
【鴨緑江岸ニ於ケル我中隊ノ露営】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　2
〔非刊行〕　封筒入り写真74枚の内

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 裏面に題名に採用した説明文あ

り

2-1321
【奥村女史の演説を聞く我旅団】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　封筒入り写真74枚の内

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 題名は裏面説明文による

・ 愛国婦人会創立者奥村五百子の

演説風景

・ 「□旅団奥村女史ノ演舌ヲ聞ク」

と裏面にあり

2-1322
【首山堡高地】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　2
〔非刊行〕　封筒入り写真74枚の内

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕 1. 表面に「首山堡」裏面に

「Shuzanpo」とあり

2. 表面に「首山堡高地」とあり

1. 首山堡［における日本軍戦死者

の墓］

2. 首山堡高地
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2-1323
【敵軍ノ鹿柴等の防禦垣】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　3
〔非刊行〕　封筒入り写真74枚の内

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕 1. 表面に「渾河右岸露軍鹿柴ノ一

部　占領後ノ撮影」とあり

2. 表面に「沙河左岸　我軍副防禦」

とあり、裏面に「□（欠）岸ニ

在リシ敵軍ノ鹿柴」とあり

3. 記述なし

・ 「鹿柴」はろくさい、さかもぎ、

さかもがりとも言い、敵の侵入

を防ぐために鹿の角のように

なったいばらの杖を逆立てて垣

にした防禦物

2-1324
【破壊当時ノ渾河鉄橋】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　封筒入り写真74枚の内

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 題名は裏面説明文より採用

2-1325
【ロシア軍陣地】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　2
〔非刊行〕　封筒入り写真74枚の内

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕 1. 裏面に「敵ノ砲兵陣地」とあり

2. 裏面に「Shaka」、表面に「沙

河戦　対陣中露兵穴居ノ跡」と

あり

1. 敵の砲兵陣地

2. 沙河戦対陣中露兵穴居ノ跡

2-1326
【堡塁模型及び戦場遠望】

〔年代〕　［明治］三十八年九月

〔点数〕　綴無　3
〔非刊行〕　封筒入り写真74枚の内

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 題名、年代は写真の表に記され

た説明による

1. 東□□山堡塁［明治］38年9月
2. ハチマキ山遠望

3. 刈入後の風景

・ 堡塁は筑城地帯の一要素で普通

多角形に構築され小銃、機関銃、

軽砲を備え、全周に堀をめぐら

し、地下道を設けた近接攻防戦

の拠点となった築城

2-1327
【鴨緑江口竜岩浦の影】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　封筒入り写真74枚の内

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 題名は裏面説明文より採用

2-1328
【朝鮮の人々】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　封筒入り写真74枚の内

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕　裏面にエンピツ書解説あり

・ 6人の男女（成人2、子供4）の

写真

裏面に風俗や社会的地位等が記

されている

・ 「□鮮風俗　朝鮮帽ノ上二雨天

ノ為メ□ニテ作リタル覆ヒヲナ

シタルモノ□ハ下等ノ老婦人。

□ハ右ノ娘二人□最小ナル二人
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モ下等社会ノ少女」と裏面にあ

り

2-1329
【市街地風景】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　2
〔非刊行〕　封筒入り写真74枚の内

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕　1の裏面に解説あり

1. 「□ノ高キ堂ハ北関　□布ヲ乾

シタルハ　日本旅館　国旗ハ兵

站部　道ノ向フ二　白洋傘ノ如

ク見フルハ　　朝鮮婦人ノ日傘　

街燈ノスグ右二見フルハ水クミ

男ノ□十二棒ヲ横タへ行運搬セ

ルモノ」との裏面に記入あり

2. 風景

2-1330
【けし畑、けし畑の作業風景】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　2
〔非刊行〕　封筒入り写真74枚の内

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕 1. けしの花咲く畑

2. けし畑の作業

表面に「支那風俗　ケシヨリア

ヘン採集」とある

2-1331
【満州農村風景】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　6
〔非刊行〕　封筒入り写真74枚の内

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕 1. 「□（欠）尾ノ傍ニアル豚小屋

二南瓜ヲ匐ハ［セ］シモノ、南

瓜ニハ真紅色ノモノアリ、□ハ

驢ノ小屋」とあり

2. 「驢馬」（ロバ）

3. 「騾」（ラバ）

4. 玉黍蜀（とうもろこし）畑

5. 「満州のヤドリ木」

6. 「満州ヤドリ木ノ冬景」

2-1332
【工事風景】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　7
〔非刊行〕　封筒入り写真74枚の内

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「遮断キ室杭打工事」と裏に記

されたものを含む工事風景写真

2-1333
【変電所の名入りシートの見える工事風

景】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕　封筒入り写真74枚の内

2-1334
【変圧器？】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　封筒入り写真74枚の内

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 被写体は何か不明

2-1335
【硫酸会社】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　封筒入り写真74枚の内

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕　裏面に「硫酸会社を望む」とあり

・ 遠景のタンクが硫酸会社のものか
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2-1336
【工事風景Ⅰ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　2
〔非刊行〕　封筒入り写真74枚の内

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕　同一写真2枚
・ 工事内容不明

2-1337
【工事風景Ⅱ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　3
〔非刊行〕　封筒入り写真74枚の内

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕　同一写真3枚
・ 工事内容不明

2-1338
【工事風景Ⅲ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　2
〔非刊行〕　封筒入り写真74枚の内

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕　同一写真2
・ 工事内容不明

・ 「石川島」の文字が見えるクレー

ンの台

2-1339
【工事風景Ⅳ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　3
〔非刊行〕　封筒入り写真74枚の内

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕　同一写真3
・ 工事内容不明

・ 工事風景Ⅲのクレーンの台

作業中

2-1340
【工事風景Ⅴ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　3
〔非刊行〕　封筒入り写真74枚の内

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕　同一写真3
・ 工事内容不明

2-1341
【工事風景Ⅵ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　3
〔非刊行〕　封筒入り写真74枚の内

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕　同一写真3
・ 工事内容不明

構造物のコンクリート打ち作業

か

2-1342
【工事風景Ⅶ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　封筒入り写真74枚の内

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 工事内容不明

2-1343
【タンクの見える工場現場風景】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　2
〔非刊行〕　封筒入り写真74枚の内

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕　同一写真2
・ 工事内容不明

・ 構造物の右手奥にタンク
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2-1344
【巨大タンクの見える工場風景Ⅰ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　3
〔非刊行〕　封筒入り写真74枚の内

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕　同一写真3
建設中の工場とタンク4基

2-1345
【巨大タンクの見える風景Ⅱ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　2
〔非刊行〕　封筒入り写真74枚の内

〔作成〕　［　　　　］

2-1346
【工場風景】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　2
〔非刊行〕　封筒入り写真74枚の内

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕　同一写真2枚
・ 鉄道敷設工事か

2-1347
【日露戦争終結後一年の記念式典写真】

〔年代〕　明治三十九年八月十四日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 台紙付

・ 台紙に「記念写真　海杖（枝か）

鼎撮影　明治三十九年八月十四

日　不許複製（非売品）」と金

文字で記されている

・ 壇上の三名は海軍将官、右は佐官、

左は民間人　計五名の記念写真

・ 日露戦争終結（明治38年8月）

1年後の式典の写真

2-1348
【関東庁水源調査参考写真】

〔年代〕　［昭和五年］

〔点数〕　袋　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　関東庁内務局土木課

〔備考〕 ・ （関東庁（大正8年4月12日～

昭和9年12月26日））

・ 写真21枚、青図15枚、図面1枚
・ 年代は金州管内竜眼試堀平面図

青図に「昭和五年弐月弐拾日現

在」とあることによる

・ 袋の表書は、「関東庁水源調査

参考写真　関東州内（金州新水

源地、金州南門外、愛川村、満

州井戸、朱家屯、海中龍眼）金

満各地目下調整中」とあり、各

項目毎に袋入写真及び図面あり、

朱家屯はなし

　　　　　　　 写真 ｜図面

金州新水源地　 　4　｜1
金州南門外　　 　2　｜青図3
愛川村　　　　 　5　｜青図5
（内1枚は2枚を貼り合わせて

いる）

満洲井戸　　　 　4　｜青図1
海中龍眼　　　 　6　｜青図6
（内1枚は2枚を貼り合わせて

いる）

2-1349
【文章早引約定】

〔年代〕　天保十二［年］辛丑二月

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［大蔵永常］

〔備考〕　文書の写真

・ 「文章早引」を出版するに当り、

蔵板・間板についての約定

・ 大蔵永常は昭和5年（1768）こ
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ろ生まれ、弘化3年（1846）に

80才であったが、生没年不詳

・ 死後の安政6年（1859）に「広

益国産考」を出版

・ 本文書の書かれた後（年代不詳、

正月二十九日付）に「文章早引」

再板についての依頼文あり

2-1350
【書状】

〔年代〕　［天保15年］十月廿日

〔点数〕　綴無　1
〔差出〕　大蔵喜内

〔受取〕　河内屋記一兵衛

〔備考〕 ・ 文書の写真

・ 浜松に引越し（天保15年）造

作等に出費多く、刊本の校正に

もとりかかれない旨の版元への

金銭請求の書状

・ 浜松家中にあったのは弘化1
（天保15）～弘化2年

2-1351
【借用申金子一札之事】

〔年代〕　［弘化1年］

〔点数〕　綴無　2
〔作成〕　［大蔵喜内］

〔備考〕 ・ 後欠　同一文書の写真　前段の

部分のみ2枚
・ 三州岡崎より遠州浜松への引越

費用拾両の借用証文

大蔵永常は文政5年（1822）三

河国国原藩の物産方となったが

蛮社の獄により田原藩を離れ岡

崎在住（文政11年）後に水野

忠邦に仕え（弘化1年（1844））
忠邦失脚後（弘化3年）江戸、

大阪に移った経緯があり、差出

人は大蔵永常。年代は弘化1年
と推定される

2-1352
【大蔵永常先生口述】

〔年代〕　［弘化2年］巳五月

〔点数〕　写真　綴無　2
〔非刊行〕　

〔作成〕　大坂心斉橋筋唐物町南　河内屋

記一兵衛

〔備考〕 ・ 同一文書の写真　2枚
・ 大蔵永常著「除蝗録後編」の宣

伝文

「除蝗録」本編は文化9年刊

2-1353
【書状】

〔年代〕　［弘化3年］七月十五日

〔点数〕　綴無　2
〔差出〕　大蔵喜内

〔受取〕　森藤右衛門

〔備考〕 ・ 書状1通を2枚の写真に納めた

もの

・ 大蔵永常晩年の書状で渡辺華山

の推薦による田原藩物産方就任

その後水野忠邦のもと浜松藩物

産方となったが水野忠邦失脚後、

閏五日（弘化3年か）江戸到着

等の履歴が書き連ねられている

2-1354
【口上】

〔年代〕　寅四月

〔点数〕　綴無　1
〔差出〕　大蔵喜内

〔受取〕　和泉屋甚三郎

〔備考〕 ・ 文書の写真

・ 板木代についての文書

2-1355
【書状】

〔年代〕　［巳］九月八日

〔点数〕　綴無　2
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〔差出〕　大蔵喜内

〔受取〕　河内屋記一兵衛

〔備考〕・ 前欠

・ 文書の写真

・ 文書の余白に「大倉氏巳九月八

日出手紙」とあり

・ 大蔵永常が板元河内屋に生活費

五両借用を申し出た書状

2-1356
【書状】

〔年代〕　正月廿九日

〔点数〕　綴無　1
〔差出〕　大蔵喜内

〔受取〕　河内屋記一兵衛

〔備考〕 ・ 文書の写真

・ 「文章早引」再板についての依

頼文

・ 後半には刷りに用いる刷子や雛

人形についての依頼もあり

・ 「文書早引」開板について天保

12年の「文章早引約定」があ

る

2-1357
【［書状］】

〔年代〕　二月十五日

〔点数〕　綴無　1
〔差出〕　大蔵喜内

〔受取〕　河内屋記一兵衛

〔備考〕・ 「文章早引」や「山家薬方集」

等についての大蔵永常から版本　

河内屋にあてた書状

2-1358
【覚】

〔年代〕　四月二日

〔点数〕　綴無　1
〔差出〕　大蔵喜内

〔受取〕　河記一

〔備考〕・ 受取人の「河記一」は河内屋記

一兵衛

・ 「文章早道」用の板木図解と開

板の状況等を記した大蔵永常か

ら河内屋記一兵衛宛の覚書

2-1359
【書状】

〔年代〕　六月廿二日

〔点数〕　綴無　1
〔差出〕　浜松より大蔵喜内

〔受取〕　河内や［ママ］記一兵衛

〔備考〕・ 文書の写真

・ 「除蝗録」製板の内容に対する

指示や発売を促す書状

・ 年代は「浜松より大蔵喜内」と

あるため弘化1年（天保15）～

3年と推定される

・ 「除蝗録」は文化九年刊

2-1360
【書状】

〔年代〕　九月十六日

〔点数〕　綴無　1
〔差出〕　大蔵喜内

〔受取〕　河内屋記一兵衛

〔備考〕・ 原書状に写真版が貼付されてい

る

・ 小野氏の著作に掲載されたもの

であろう

・ 「除蝗録」、「山家薬方集」等の

写本についての書状

・ 大蔵喜内は大蔵永常

2-1361
【文章早操】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔差出〕　大蔵永常

〔受取〕　河内屋記一兵衛
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〔備考〕・ 文書の写真

・ 簡便辞典というべきもので文例

を列記し、この後にいろは順の

索引を付け同義語、類語等を早

引きすることが出来る本の宣伝

文（看板にした文章）他に添状

あり

2-1362
【刷り道具覚書】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 刷りに関する覚書

刷り道具（刷子―絵、ばれん等）

についてのメモ

2-1363
【開板印刷等に関する覚書】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕　文章の写真

・ 「文章早道」等の出版に先立ち

開板、印刷（丁数調べもあり）

等の方法　手順についての覚書

・ 大蔵永常関係文書で「河内屋銀

左衛門方へ」の文言が見えるこ

とから永常の原稿を河内屋が出

版したものか

2-1364
【香典等依頼文】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔差出〕　大蔵喜内

〔受取〕　

〔備考〕・ 文書の写真

・ 香典差出依頼他の用件が書かれ

た書状

2-1365
【大蔵永常関連写真（浜松・田原）】

〔年代〕　昭和六年一二月一七日

〔点数〕　写真　3
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 裏面の書き込みによる

1. 浜松市下後通　大蔵永常居宅跡

2. 浜松市他町　芳蘚寺

3. 田原ニ於ケル伏見人形（小学校）

2-1366
【大蔵永常関連写真（日田）】

〔年代〕　昭和七年三月九日

〔点数〕　写真　3　封、葉書　各1
〔差出〕　大蔵和市

〔受取〕　小野武夫

〔備考〕・ 大蔵永常展開催に当り、子孫（大

分県日田町在住）大蔵和市氏よ

り送付されたもの

1. 日田盆地航空写真（「永常出生

地」の書込みあり）

2. 日田盆地航空写真

3. 日田大山川舟遊び風景写真

2-1367
【生前之面影】

〔年代〕　大正八年九月

〔点数〕　綴無　5
〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 台紙付肖像写真及び書簡の飜刻

を題箋をつけた箱に入れたもの

・ 小野武夫氏父君逝去の折、生前

の肖像写真3枚及び書簡の写真

（計4枚）と書簡の飜刻

1. 三十歳ノ頃（写真）

2. 四十三歳ノ春（写真）

3. 五十四歳ノ春（写真）

4. 書翰ト筆蹟（写真）

5. 書翰（4の書翰と武夫氏の解説

の活字印刷されたもの）
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2-1368
【久泉氏肖像写真】

〔年代〕　大正六年五月廿五日

〔点数〕　綴無　1
〔差出〕　久泉

〔受取〕　小野

〔備考〕 ・ 大分中山写真館作成の久泉氏肖

像者写真　

・ 台紙見返しに「謹呈　小野詞兄

『あぶらむしの研究』完成記念　

大正六年五月廿五日」とあり

2-1369
【カワバタ氏　肖像写真】

〔年代〕　1921年夏（大正10年）

〔点数〕　綴無　1
〔差出〕　E.Kawabata
〔受取〕　mr. and mrs.Ono
〔備考〕　シカゴバンダイク写真館で撮影

されたE.Kawabata氏のポート

レート
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社会活動

（昭和6年～昭和23年／1931－1948）





2-1370
【大日本聯合青年団　農村問題研究会関

係綴り】

〔年代〕　［昭和六年六月二十六日］

〔点数〕　綴有　2
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ モリス銀行資料

・ 新聞切り抜き「地主本位の保安

杯」岡山県赤磐郡小野田村、他　

陳情書等

・ 農村問題研究会委員長　新渡戸

稲造→小野武夫宛で送り状と

「蝋山政道氏私案　農村問題研

究会の要旨並に項目」他を一括

したもの

・ 挿入資料　昭和6年12月1日
「農村行財政問題研究要綱」1
綴り

2-1371
【昭和塾　第一回入塾者［関係資料綴］】

〔年代〕　［昭和10年代］

〔点数〕　綴有　2
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕 1. 昭和塾第1回塾生名簿

2. 昭和塾第1回入塾者調

昭和塾は昭和研究会の関連団体

で人材育成を目的とした青年教

育にあたった

2-1372
【長野県上伊那農業学校一覧】

〔年代〕　［昭和十二年四月現在］

〔点数〕　綴無　1
〔刊行〕

〔作成〕　長野県上伊那郡伊那町　

長野県上伊那農業学校

〔備考〕・ 活版印刷物

・ 沿革概要　他

2-1373
【山梨県壮年団関係】

〔年代〕　［昭和十二年一月一日］

〔点数〕　綴有　3　綴無　1　袋　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 4の綴中「本団（朝気壮年団）

結成状況並運営に就て」は刊行

物

・ 袋に「山梨県壮年団」と貼紙あ

り

1. 「山梨県壮年団ノ希望」綴り

2. 中巨摩郡落合村青年団役員名及

び落合村勢一覧　綴り

3. 落合村関係名刺一括

4. 甲府市朝気壮年団関係綴り

2-1374
【佐渡その他壮年団関係】

〔年代〕　［昭和13、14年］

〔点数〕　綴有　10　綴無　3　袋　1
〔刊行・非刊行〕　混在

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 表に「佐渡壮年団」と貼紙のあ

る袋入り

・ 2は「壮年団中央協会原稿用紙」

を使用

・ 3は活版印刷 .版心に「壮年団

中央協会」とあり

・ 4は活版印刷

・ 7は活版印刷

・ 8の要項は孔版印刷、「非常時

局下の農村問題」は「比較土地

製度史研究会」の原稿用紙

・ 9は活版刷りの「小野用紙」を

使用

1. 書簡

佐渡郡羽茂村長→小野武夫宛、

義民善兵衛等に関する写本郵送

葉書き
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同郡新穂村　本間汎→小野武夫

宛、壮年団の提唱書送付願い他

2. 三多摩壮年団結成関係綴り　壮

年団関係残簡

3. 「北足立郡壮年団結成促進協議

会」の参加者一覧、理事小野武

夫、幹事鈴木徳一他1名、昭和

13年11月10日
裏面に参加者についてのメモ書

きあり

4. 「昭和十四年度　事業予定並予

算草案　壮年中央協会」綴り

5. 「壮年団ノ指導方針」（一）～（三）

6. 「壮年団経営指導研究懇談会出

席者氏名」昭和13年5月7日と

出席者についてのメモ書き、綴

り、2
7. 「壮年団の提唱」壮年団中央協

会

8. 書簡　

〔差出〕　宮城県社会教育課　 
仙台市北五番丁六二ノ二　 
立花繁男　

〔受取〕　東京市麹町区丸ノ内仲

六号館　壮年団中央協会気付　

小野武夫先生

・ 宮城県主催第五回市町村指導者

講座御指導の件につき書状

・ 第五回市町村指導者講座要項

・ 「非常時局下の農村問題」小野

武夫

9. 香川県木田郡十河（ソガワ）村、

愛媛県西宇和郡町見村、高知県

高岡郡檮原（ユスハラ）村その

他村々の部落常会、村常会、結

社等の覚書

2-1375
【壮年団大義　指導者必携】

〔年代〕　［昭和15、16年頃］

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕

〔編著者〕　［　　　　］

〔備考〕・ 年代は小野が壮年団の理事就任

は昭和15年12月～17年3月で

あることによる

2-1376
【「壮年団解義」他綴】

〔年代〕　［昭和15、16年］

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 5稿の出版物、原稿等が綴られ

ている

・ 印刷は孔版による

・ 年代は出版物の発行年による

1. 「壮年団解義」（孔版刷）

2. 「壮年団実践の基準と目標」

 昭和16年5月　大日本壮年団

聯盟、刊

3. 「奈良県壮年団組織大綱」昭和

15年12月奈良県壮年団聯盟

4. 「壮年団運動の治華」と題する

小野の原稿

5. 「壮年団と部落会・町内会との

関係」と題したタイプ印刷の論

文（小野作成か）

2-1377
【第一回専門委員会速記録】

〔年代〕　［昭和十六年十月七日］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　大日本青少年団　 
青少年教育研究会

〔備考〕・ 表紙に「秘」朱印あり

・ ホチキス針を外し、こよりで仮

綴じ
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2-1378
【大日本壮年団聯盟結成提要　附壮年団

運動概観】

〔年代〕　昭和十六年三月二十一日

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕

〔作成〕　大日本壮年団聯盟結成常任準備

委員会

〔備考〕・ 活版印刷の小冊子

・ ホチキス針を除去し、こよりで

仮綴じをした

2-1379
【大分県聯合史談会々則】

〔年代〕　昭和十六年四月二十七日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［大分県聯合史談会］

〔備考〕・ 大分県古文化の研究宣揚を旨と

し、郷土史の理解啓発につとめ

郷土文化の高度化、愛郷心の鼓

吹国民精神ノ昂揚ニ努力新生活

運動ニ邁進スルヲ目的トスる団

体の会則

2-1380
【［京都府下教化団体関係文書］】

〔年代〕　［昭和16年4月］

〔点数〕　綴有　10　綴無　18
〔作成〕　［各教化村］

〔備考〕・ 孔版刷

・ 京都府教化団体聠合会加盟団体

一覧表（昭和十六年四月一日調）

・ 教化村視察協議会出席者名簿

・ 北桑田郡平屋村関係文書

・ 神崎郡八幡村関係文書

・ 寺田村関係文書

・ 与謝郡日置村関係文書

2-1381
【［敎化村視察研究会開催関係資料］】

〔年代〕　昭和十六年八月七日

〔点数〕　綴有　1　綴無　9　封　1
〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 名刺以外は中央敎化団体聯合会

より小野武夫に宛てた書類と考

えられる

・ 年代は開催通知及び出向依頼状

による

1. 中央敎化団体聯合令より各地方

の敎化町村視察と協議会開催の

件につき小野宛の出席依頼状及

び各町村の研究会開催要項を綴

じたもの

2. 名刺10枚（うち1枚は依頼状

に綴じ込み）

3. 封筒は財団法人中央敎化団体聯

合会と印刷されたもの

2-1382
【青年問題研究所［関係書類入袋］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　袋　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

2-1383
【新青年問題懇話会関係資料】

〔年代〕　［昭和20年11月～22年2月］

〔点数〕　綴有　1　綴無　21
〔刊行〕

〔作成〕　新青年問題懇話会

〔備考〕・ 「青年問題研究所」と書かれた

袋入り

1. 「新青年文化　創刊号―4号」

（新青年問題懇話会機関誌）

2. 新青年文化振興会趣意書

3. 新青年問題懇話会発足の広報用

ビラ（同文20枚）
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2-1384
【［青年問題研究所設立関係資料］】

〔年代〕　［昭和20年11月］

〔点数〕　綴有　4　綴無　2
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 「青年問題研究所」と書かれた

袋入り

・ 設立趣意書等の綴

1. 2. 設立趣意書の原稿正副2綴
3. 4. 設立趣意書、新青年問題懇話会、

新青年文化創刊号の正副2綴
5. 青年問題研究所ニ対スル御届

（小野→小金井農業会々長星野

治亮）（写し）

6. 「新青年問題懇話会」の宣伝ビ

ラの裏に小野のメモ書きあり

2-1385
【［青年問題研究所関係資料、案内状付］】

〔年代〕　［昭和21、22年］

〔点数〕　綴有　1　綴無　1
〔非刊行〕

〔差出〕　富山県内務部長

〔受取〕　東京都北多摩郡小金井町　

小野武夫

〔備考〕・ 「青年問題研究所」と書かれた

袋入り

1. 領収証（熊谷辰治郎、野口孝徳、

宮崎新一）

2. 青年団幹部講習会開催につき出

席案内状（封付）

（富山県内務部長→小野）

2-1386
【新青年文化振興会趣意書】

〔年代〕　昭和二十一年十二月

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕

〔作成〕　新青年文化振興会理事長

熊谷辰治郎

〔備考〕・ 青年問題研究所と貼紙された袋

入り

・ 新青年文化振興会趣意書の他、

事業計画もあり

2-1387
【小野武夫受信葉書】

〔年代〕　昭和21年7月
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔差出〕　宮出秀雄他3名
〔受取〕　東京都小金井町　小野武夫

〔備考〕・ 葉書4枚を綴ったもの

・ 「青年問題研究所」と記された

袋入り

・ 戦地より帰還復員の挨拶

　1. 宮出秀雄（茨城県福岡村）

　2. 木村靖二（千葉県二宮町）

　3. 伊藤仁重（宮城県逢隈村）

・ 転勤の報告　阿部太朔（金沢市）

2-1388
【青年問題研究所受信葉書】

〔年代〕　昭和21年9月
〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔差出〕　飯森和徳他5名
〔受取〕　東京都小金井町青年問題研究所

〔備考〕・ 葉書6枚を綴ったもの

・ 「青年問題研究所」と記された

袋入り

・ 青年問題研究所の通信員就任依

頼に対する返書他

1. 飯森和徳（愛媛県宮内村）

2. 大石俊雄（福島県伏黒村）

3. 平又市　（佐賀県東背振村）

4. 髙田重吉（福島県富久山村）

5. 髙木誠一（福島県草野村）

6. 金沢春友（福島県塙村）
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2-1389
【領収証】

〔年代〕　昭和二拾一年九月十五日

〔点数〕　綴無　1　封　1
〔非刊行〕

〔差出〕　福島県伊達郡伏黒村小幡

大石俊雄

〔受取〕　小野武夫

〔備考〕・ 「青年問題研究」と記された袋

入り

・ 青年問題研究所の調査員に対す

る調査書と推定される金200円の

領収書を小野宛に郵送したもの

2-1390
【食糧増産対策協議会 参加者名簿】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕

〔作成〕　［食糧増産対策協議会］

〔備考〕・ 押入資料（名刺）1
・ 「青年問題研究所」と貼紙され

た袋入り

・ 指導者7名と等農代表出席者の

名簿

2-1391
【［書簡］】

〔年代〕　［昭和21年］九月二十七日

〔点数〕　綴無　3　封　1
〔非刊行〕

〔差出〕　熊本県大津町菊地東部実業学校 
三島耕介

〔受取〕　東京都小金井町青年問題研究所 
小野武夫

〔備考〕・ 「青年問題研究所」と記された

袋入り

・ 青年問題研究所の通信員就任の

承諾と、熊本の農業の現況等を

記したもの

2-1392
【［書簡と新聞記事］】

〔年代〕　昭和21年9月27日
〔点数〕　綴無　5　封　1
〔非刊行〕

〔差出〕　佐賀県神埼郡東背振村　平又市

〔受取〕　東京都北多摩郡小金井町 
農学博士　小野武夫

〔備考〕・ 「青年問題研究」と記された袋

入り

・ 村内各集落の青年達の催し物の

開催状況の報告と21年9月10
日付毎日新聞及び9月23日付

朝日新聞の米作事情についての

記事

2-1393
【芸編雑載】

〔年代・巻号〕　

昭和十八年六月三日発行・第

七十六号

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕

〔作成〕　大分市堀川町ハレルヤ書店　 
勝間善一

〔備考〕・ 目録は孔版印刷物1～4頁で綴

じ穴があり、当センターでこよ

りにて仮り綴じした

・ 裏面の左下に「東京府北多摩郡

小金井町二七七三小野武夫」の

ゴム印があり、同文4枚を再利

用した目録

・ 書籍類の販売目録

・ 裏面は「甘藷栽培法対照（増収

法摘要）丸山方作」昭和18年
2月大日本翼賛壮年団本部とあ

る印刷物

－ 279 －



2-1394
【厚生村指導員中央錬成会要綱】

〔年代〕　昭和十八年三月自二十五日至

二十七日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　財団法人中央社会事業協会

〔備考〕・ 孔版

・ 厚生省の後援による昭和17年
度設定特別指定厚生村に於ける

常置指導員たる男子に、沢戦下

農村厚生事業の使命等の講義を

行なう要綱書

2-1395
【社会教育聯合会開会通知】

〔年代〕　昭和二十一年五月四日

〔点数〕　綴有　1　綴無　5　名刺　3
〔非刊行〕

〔差出〕　財団法人社会教育聯合会長　

河原春作

〔受取〕　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 大日本教化報国会寄附行為改正

により社会教育聯合会として新

発足し、その開会通知

・ 財団法人中央教化団体聯合会の

「聖旨奉体　教化市町村要綱」

綴り1あり

2-1396
【［土の会々員　甘藷栽培増産］】

〔年代〕　［昭和20年以降］

〔点数〕　綴有　2
〔非刊行〕

〔作成〕　福島県伊達郡大田村　 
土の会々員　菅野正　他1名

〔備考〕・ 大石（俊雄）先生の御指導によ

り、甘藷の栽培、増産、貯蔵方

を食糧増産の為、青年団、農会

に於て技術指導を始めた報告状

・ 福島県伊達郡富成村　菅野勇義、

土の会入会の動機

2-1397
【委員会解散報告の件】

〔年代〕　昭和23年9月12日
〔点数〕　綴有　1　綴無　1
〔非刊行〕

〔差出〕 東京都台東区上野恩賜公園地　

 日本学士院内　日本学術振興会

〔受取〕　都下小金井町　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 参考として昭和18年3月日本

学術振興会「流行性脳炎第3小
委員会解散報告」綴1あり

・ G.H.Qより各委員会に関する

調査資料提出の要求があり農工

調整第14小委員会元委員長小

野氏に対して邦文、英文各1通
宛委員会解散報告書依頼状

2-1398
【近世庶民史料調査研究特別委員会要旨】

〔年代〕　昭和23年度

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　近世庶民史料調査研究特別委員

会

〔備考〕・ 学術研究会議第14部提出特別

委員会構成調書とあり。委員長

として小野武夫とあり

2-1399
【土地制度資料保存会関係文書】

〔年代〕　昭和21、22年
〔点数〕　綴有　5　封　1
〔刊行・非刊行〕　混在

〔備考〕　年代は「議事経過概要報告」に

よる
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1. 土地制度資料保存会定款票

第一回通常総会に於ける議事経

過概要報告及経書決算報告書

社団法人土地制度資料保存会定

款

2. 社団法人土地制度資料保存会設

立趣意書・同定款（昭和21年
5月設立許可）

3. 理事会開催通知（S21. 9.1 7）
4. 寄附金20,000円（小野→保存

会）受領書S21. 12. 20
5. 同会総会及び決算報告書 

S22. 4. 20
6. 「土地制度資料保存会」と貼紙

のある封筒

2-1400
【民族増強第11特別委員会機構 
概要（案）】

〔年代〕　［昭和18年］

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 年代は本文中の「委員会名簿（昭

和18年11月末現在）」による

2-1401
【三井報国会宛の助成金申請理由書】

〔年代〕　昭和十三年二月

〔点数〕　綴無　1
〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 食糧増産、青年運動、等への助

成金申請書下書き

－ 281 －





講義・講演・展示

（大正期～昭和21年／1902－1946）





2-1402
【農民自由大学講義　学科及講師】

〔年代〕　［大正］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　東京市四谷区永住町3　
日本農事協会

〔備考〕・ 孔版印刷

・ 講師氏名中に「農商務省嘱託　

小野武夫」とあり

2-1403
【小野武夫氏講演　農村自治の発達】

〔年代〕　昭和十九年七月十七日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 「本庄稿箋」とある用紙使用

・ 講演内容を口述筆記したもの、

最後に数人による質疑応答あり

2-1404
【小野武夫氏［講演］村づくりの歴史】

〔年代〕　［昭和21年］十一月一日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［開拓協会］

〔備考〕・ 「開拓増産中央本部」とある用

紙使用

・ 津田沼国民学校で行われた講演

内容を口述筆記したもの

2-1405
【農村社会問題の歴史的淵源】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有

〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 「小野用紙」とある原稿用紙を

使用

・ クリップを除去し、こよりで仮

綴じをした

・ （一）徳川時代に於ける地主の

種類及性質、その他（九）まで

あり

・ 序講・結講とあるところから講

義計画表か

2-1406
【展示文書説明書】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　3
〔非刊行〕

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 元禄年間ノ質入直小作証文、東

北地方ニ於ケル所謂「株小作」

ノ例、天保年中出雲国ニ於ケル

小作争議訴状
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雑誌・新聞切抜き

（大正9年～昭和20年／1920－1945）





2-1407
【詩想墓頭】

〔年代〕　大正九年二月五日

〔点数〕　綴無　2
〔刊行〕

〔作成〕　小野たけを（ママ）

〔備考〕・ 日本同仁基督教会の雑誌「同仁」

に掲載されている詩

2-1408
【除夜の下宿】

〔年代〕　大正九年四月十五日

〔点数〕　綴無　1
〔刊行〕

〔作成〕　多計男

〔備考〕・ 墨書で除夜ノ下宿とあり

・ 日本同仁基督教会の雑誌「同仁」

に掲載されている詩

2-1409
【農村の行末】

〔年代〕　大正十五年八月十日

〔点数〕　綴無　1
〔刊行〕

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 「大阪朝日新聞」の切り抜き記

事

・ 赤ペンで「大朝行末　15／10
8 」

とあり

・ 「15／10
8 」は大正15年8月10日

大阪朝日新聞の切り抜きへの朱

書き

・ 「一日一文」のコラムで、小作

人をもっと強く大きく育てて、

農村建設運動に着手したい、そ

れには一に解放、二に教育と提

唱する記事

2-1410
【普通選挙私見】

〔年代〕　［大正十五年1月］

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕

〔作成〕　農学博士　小野武夫

〔備考〕・ 年代は第1回普通選挙後の大正

14年以降と推定される

・ 赤ペンで「農業世界15／1」と

あり、大正15年1月号か

・ 刊行物を切り取り、こよりで綴っ

たもの、後欠

・ 都会では企業不振、農村では地

主経済の行詰りにより、日本は

老衰社会となっている。青年日

本にするため先般の普選実施は

大きな任務を果たすであろうと

する意見

2-1411
【嬉しき贈り物】

〔年代〕　［大正15年8月］

〔点数〕　綴無　1
〔刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 刊行物より一枚切り取り、赤ペ

ンで「随筆15／8」としている

・ 長男大正5年次男大正10年の

出生であるから両氏が子供で

あった時代は大正年間であろう。

即ち大正15年8月号の意か

・ 昨年豊後に帰郷した折、隣人が

自分の子どもたちのために藳草

履を作ってくれた時の事を書い

たもの

2-1412
【小作法制定に就て―考慮すべき三つの

方面―】

〔年代〕　大正十五年九月一日
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〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕

〔作成〕　農学博士　小野武夫

〔備考〕・ エコノミスト誌の小野氏の論文

を切取り綴ったもの

・ 『エコノミスト』誌に掲載の論

文

三方面とは、1.小作慣習の状態、

2.民法が農村社会の実状に適し

ているか、3.地主・小作人が小

作法の内容について如何なる希

望を抱いているかであり、その

点から論説している

2-1413
【最近の小作運動と立法問題】

〔年代〕　［大正十五年9月］

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 赤ペンにて「新政15／9」と自

書あり、大正15年9月号か

・ 刊行物の小野氏論文部分を切り

取り後、こよりで綴ったもの

・ 小作争議の原因を探り、農村発

展のため、農村社会立法の面か

ら

1. 調停主義

2. 自作農主義

3.  小作主義をあげ、小作人を小

作人として保護する立法手段と

して小作法制定を訴える論文

2-1414
【郷党漫談】

〔年代〕　大正十五［年］十［月］七［日］

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕

〔作成〕　農学博士　小野武夫

〔備考〕・ 赤ペンで「駿工11／1」とあり

・ 刊行物を切り取り　ゼムクリッ

プ止めをしている

・ 表題の漫談に赤ペンで消込みを

入れ年昔としている。（「今昔」

か）

・ 自身の祖父母が卑下せしめられ

た社会上の地位の幼時期の体験

を記し、大分県出身の明治時代

の偉人をたたえる一方で、この

頃の佐野学等を邪道として扱っ

ている月刊誌の記事に反省を促

し、現代の法律眼から離して見

守りたいとする意見

2-1415
【次代の農村　若人の世】

〔年代〕　［大正15年10月］

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕

〔作成〕　農学博士　小野武夫

〔備考〕・ 年代は朱書の号数及び内容（「今

や大正の社会的維新」）

・ 赤ペンで「実業の日本　15／
10」とあり、大正15年10月号

か

・ 刊行物の小野氏の文章を切り取

り、こよりで綴っている

・ 副題として「眼前に横はる農村

三大不安切り抜けの道」

三つの問題とは、

1. 農業経営の困難

2.  都会文化が農村を圧迫し、固

有文化の行き場がない

3.  村の社会階級の亀裂化を掲げ、

次代の農村の中監たるべき若

人は、社会の現状を看破する

と共に、その潮流の進み行く

方向を察し、自らこれに棹し

て新社会を建設する意識を持

てとしている
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2-1416
【国民経済と土地問題】

〔年代〕　大正十五［年］十一［月］十三

［日］

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕

〔作成〕　農学博士　小野武夫

〔備考〕・ 刊行物の小野氏論文部分を切り

取り後、こよりで綴ったもの

・ 地主と小作人とが互いに闘争す

る事により国民経済上の影響は

甚大である、土地闘争に於ては

一方には直接行動たる小作争議

に於て地主の既得権に食い込む

と共に、他方には政府を牽制し

て小作側に有利なる立法を成立

することが要求されると記述し

ている

2-1417
【『政治教育講話』是非】

〔年代〕　［大正十五年12月］

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕

〔作成〕　農学博士　小野武夫

〔備考〕・ 端に赤ペンで「新政15／12」と

あり

・ 刊行物を切り取り こよりで綴っ

ている

（大正15年12月か昭和15年12
月か考えられるが緒方が東京朝

日の編輯局長となったのは大正

14年で、小野氏の文中「明治

以来日本の年令が既に六十才に

達して」とあるから大正15年
であろう）

・ 諸家の読後感として農学博士小

野武夫、法学博士上田貞次郎、

東朝編輯長緒方竹虎等の文章を

掲載

2-1418
【農民運動と地主の地位】

〔年代〕　［昭和2年6月］

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕

〔作成〕　［農学博士　小野武夫］

〔備考〕・ 年代は内容から大正12年以降

と推定される。朱筆にて「2/6
とあり」昭和2年6月か。また

朱書で「農業の世紀」とあり

・ 刊行物より抜き取り、こよりで

綴ったもの

・ 明治初年より50年を経て、小

作争議が繰り返されるに至った

小作人との関係を自らを大地主

を仮定して述べた論文

2-1419
【横井博士と日本の社会】

〔年代〕　昭和二年十一月十一日謹記

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕

〔作成〕　農学博士　小野武夫

〔備考〕・ 刊行物である『大日本農会報』

より小野氏の文章を切り取り、

こよりで綴じたもの

・ 『大日本農会報』第565号掲載

の農学者横井時敬氏を偲んで　

同氏の歩み、農政批評家として

の横井博士等を述べている

2-1420
【感謝の生活二十年】

〔年代〕　昭和二年［十二月］

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 「昭和二年十二月　研農会報」

と自書あり

・ 明治39年6月～同40年3月篤
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志農夫として駒場農場にいた時

の思い出を綴った文

2-1421
【農村生活と日本主義（一）（二）（三）（四）】

〔年代〕　［昭和3年］

〔点数〕　綴無　8
〔刊行〕

〔作成〕　商科大学講師農学博士　

小野武夫

〔備考〕・ 商科大学講師をしていたのは大

正14年4月～昭和4年3月
・ 裏面に「御大典記念　郵便切手」

を御大典前後に売出す旨の記事

あり、昭和天皇即位式は昭和3，
11，10であるので昭和3年と

推定出来る

・ 新聞記事（一）（二）（三）（四）

それぞれ2枚ずつあり

・ 熊本放送局において行った講演

内容を新聞記事にしたものの切

抜き

2-1422
【地方農政と新部落運動】

〔年代〕　昭和四年一月十五日

〔点数〕　綴無　1
〔刊行〕

〔作成〕　農学博士　小野武夫

〔備考〕・ 新聞の切り抜き記事

・ 掲載紙名不明

・ 経済学窓から（8）
・ 明治時代の中央集権主義による

農村は、地理上の欠陥、村民心

理の不一致を起こしたが、自然

村落を単位とする百姓たちによ

り、経済運動、社会活動を創成

したものが最近の部落農業運動

と紹介している記事

2-1423
【徳川幕府の緊縮令と現代農村】

〔年代〕　［昭和4年10月］

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　農学博士　小野武夫

〔備考〕・ 年代は文中の浜口雄幸内閣とあ

る点、本間老人の生年（P88）
及び「日本魂4／10」とあるこ

とから推定

・ 柱に「教化動員精神作興国力培

養」とあり

・ 徳川幕府の衣食住に関する緊縮

令等とその実行方法を浜口内閣

の緊縮令に対照せしめて考察す

るのも意義深いとする日本魂昭

和4年10月号に掲載の論文

2-1424
【［食糧観の変改］】

〔年代〕　昭和十八年二月四日

〔点数〕　綴無　2
〔刊行〕

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 北海道新聞掲載の記事

日本国民は、米食民であるが灌

漑施設それに伴う莫大な費用を

必要とする米だけを特別視せず、

雑穀をも主食とする意識変改を

しないと永久に食料難から逃れ

られないとする意見

2-1425
【東京都に望む】

〔年代〕　昭和十八年四月十五日

〔点数〕　綴無　1
〔刊行〕

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 「保存」とペン書きあり

・ 「東京都に望む　小野武夫」と

して都制を布いたのはよいが東
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京都の計画は、東京都の農村計

画であって欲しいという意見の

記事

2-1426
【敵前議会所感】

〔年代〕　昭和十九年九月十二日

〔点数〕　綴無　1
〔刊行〕

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 東京新聞に掲載の記事、「農民

の心になれ　ここに食糧問題阻

む隘路解決の鍵」として、必要

以上の軍需工場への農村青年の

徴募を是正し、農村の労力不足

と輸送力不足を解決すべしとし

ている

2-1427
【書評　鎌田正忠著『日本農地証文の研

究』（［主に伊勢大神宮御神領所出証文に

ついて］）】

〔年代〕　昭和二十年二月一日

〔点数〕　綴無　1
〔刊行〕

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 日本読書新聞に掲載の記事

鎌田正忠著、『日本農地証文の

研究』の書評で、今までの学者

のやり方でなく農地証文をまず

示し、読者の自由味得に委ねる

方法を評価している

2-1428
【［農村への疎開を考える］】

〔年代〕　昭和二十年六月十六日

〔点数〕　綴無　1
〔刊行〕

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 毎日新聞に掲載の記事「農村　

変動するその生態」の中で、歴

史的な事例をあげ為政者は疎開

者に希望を持たす様にし、集団

移住が成功率高いとしている

2-1429
【農民の食生活　耐乏訓】

〔年代〕　昭和二十年八月三日

〔点数〕　綴無　2
〔刊行〕

〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 東京新聞掲載の記事、江戸時代

の農民の食糧窮乏の史実から、

百年後の今、農民から学ぶべき

事が見出されるとする記事
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蔵書関係

（大正期～昭和戦前期／1902－1945）





2-1430
【［史学関係論文索引］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 前欠

・ 原稿用紙に番号、書名、原出所

記載年月日、著者又ハ発行所の

項目を掲げ記述したもの

・ 方法論、人類史、時代経済史、

宗教史、精神史、政治法制史、

産業史等主題別雑誌論文索引

・ 明治時代～昭和17年のもの収

録

2-1431
【現代農業問題資料目次】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 市販の原稿用紙にペン書き

・ 農業総説、土地制度、経済調査、

農業経営、農村団体その他項目

別に書名、原出所、著者名等を

記した目録

2-1432
【日本農民史資料受入簿】

〔年代〕　［昭和十一年十月二十日～十三

年四月五日］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 綴紐破損の為、こよりで補修し

た

・ 書名、著者又は発行所、受入年

月日の記録簿

2-1433
【［研究書貸出簿］】

〔年代〕　昭和十二年

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 年代は貸出日による

・ 研究書の貸出簿

小野の研究室の貸出用蔵書のリ

スト及貸出記録か

2-1434
【記】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 「小野用紙」とある用紙使用

・ 地価編制合計帳、高反別取調帳

他3点、磐城国田村郡長外路

村々誌、長外路村畑方御検地上

帳他4点の借用書、後筆にて返

済とあり

2-1435
【現代農業問題資料受入簿】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 農業問題の参考資料500点程の

書名目録
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履歴書・辞令

（明治34年～昭和23年／1901－1948）





2-1436
【卒業証書】

〔年代〕　明治三十四年五月三十日

〔点数〕　綴無　1
〔差出〕　大分県農学校長従七位小嶋喜作

〔受取〕　大分県平民　小野武夫

〔備考〕・ 農学校卒業証書

2-1437
【［実業補習学校訓導　辞令］】

〔年代〕　［明治35年、36年］

〔点数〕　綴無　3
〔差出〕　大分県

〔受取〕　小野武夫

〔備考〕 1. 大分県北海部郡津組村外二村学

校組合立南部実業補習学校の教

師（訓導）に任命された辞令

2. 同月俸の辞令　

明治35年5月24日
3. 依願免職辞令　

明治36年7月2日

2-1438
【証明書】

〔年代〕　明治三十五年八月二十一日

〔点数〕　綴無　1
〔差出〕　文部省

〔受取〕　小野武夫

〔備考〕　実業学科夏期講習の終了書

2-1439
【小学校教員免許状】

〔年代〕　明治三十六年五月廿六日

〔点数〕　綴無　1
〔差出〕　大分県知事正五位勲四等　

大久保利武

〔受取〕　大分県平民　小野武夫

〔備考〕・ 大分県下の小学校専科（農業）

正教員の免許状

2-1440
【［一年志願兵終末試験及第証］】

〔年代〕　明治三十七年十一月三十日

〔点数〕　綴無　1
〔差出〕　歩兵第十三聯隊補充大隊長陸軍

歩兵中佐　加藤錬太郎

〔受取〕　一年志願兵　小野武夫

2-1441
【陸軍歩兵少尉［辞令］】

〔年代〕　明治三十八年六月十日

〔点数〕　綴無　1
〔差出〕　内閣総理大臣　桂太郎

〔受取〕　陸軍歩兵軍曹　小野武夫

2-1442
【［後備兵辞令］】

〔年代〕　明治三十八年六月十日

〔点数〕　綴無　1
〔差出〕　陸軍省

〔受取〕　陸軍歩兵少尉　小野武夫

〔備考〕・ 日露戦争従軍後少尉昇進、後備

兵編入

2-1443
【大分県大野郡立農学校助教諭辞令】

〔年代〕　明治三十九年

〔点数〕　綴無　5
〔差出〕　大分県

〔受取〕　小野武夫

〔備考〕 1. 農学校助教諭辞令　

明39年1月19日
3. 農学校舎監辞令　

明39年3月31日
4. 給与辞令　明治39年3月31日
5. 依願退職辞令　

明治39年6月9日
2. 同上　九給俸給与
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2-1444
【感謝状】

〔年代〕　明治三十九年四月二十四日

〔点数〕　綴無　1　封　1
〔差出〕　百枝村長　山本喬

〔受取〕　歩兵少尉　小野武夫

〔備考〕 ・ 封筒に「凱旋感謝状　明治

三十九年四月」とペン書あり

・ 日露戦争に従軍したその殊勲に

感謝

2-1445
【修了証書】

〔年代〕　明治四十年六月二十三日

〔点数〕　綴無　1
〔差出〕　語学協会

〔受取〕　小野武夫

〔備考〕・ 語学協会英語科講習の修了証

2-1446
【卒業証書】

〔年代〕　［明治41～43年］

〔点数〕　綴無　4
〔差出〕　私立国民英学会

〔受取〕　大分県平民　小野武夫

〔備考〕・ 国民英学会各科の卒業証書

1.  夜学高等科　 
明治41年6月30日

2.  夜学英文学科　 
明治42年6月30日

3.  会話専修科　 
明治43年6月30日

4.  全科（高等科、英文学科、

会話専修科） 
明治43年6月30日

2-1447
【農商務省雇辞令】

〔年代〕　明治四十一年、大正二年

〔点数〕　綴無　3

〔差出〕　農商務省

〔受取〕　小野武夫

2-1448
【修業証、卒業証】

〔年代〕　［明治44年9月、45年7月］

〔点数〕　綴無　2
〔差出〕　私立　法政大学

〔受取〕　大分県平民　小野武夫

〔備考〕 1. 法政大学専門部政治科2年の学

科修了証　明治44年9月
2. 法政大学同科卒業証　

明治45年7月

2-1449
【教員免許状】

〔年代〕　明治四十四年十二月八日

〔点数〕　綴無　1
〔差出〕　文部省

〔受取〕　大分県平民　小野武夫

2-1450
【帝国農会嘱托辞令】

〔年代〕　大正二、三年

〔点数〕　綴無　3
〔差出〕　帝国農会

〔受取〕　小野武夫

〔備考〕 1. 農業経済調査嘱托辞令　

大正2年7月11日
2. 同給与辞令　大正2年11月1日
3. 同給与辞令　大正3年11月1日

2-1451
【農商務省事務取扱嘱託辞令】

〔年代〕　大正六年、七年

〔点数〕　綴無　2
〔差出〕　農商務省

〔受取〕　小野武夫

〔備考〕 1. 重要輸出品検査監督に関する事

務取扱嘱託辞令　
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大正6年5月29日
2. 同上　依願解職　

大正7年5月11日

2-1452
【海外興業株式会社辞令】

〔年代〕　［大正七年～九年］

〔点数〕　綴無　12
〔差出〕　海外興業株式会社

〔受取〕　小野武夫

〔備考〕 1. 書記辞令　大正7年5月11日
2. 調査部勤務辞令　同上

3. 主事補辞令　大正7年8月5日
4. 休職辞令　大正7年8月5日
5. 復職辞令　大正7年10月18日
6. 月俸80円給与　

大正8年1月6日
7. 調査課長心得辞令　

大正8年3月5日
8. サイパン島出張命令　

大正8月4月19日
9. 企業課長心得兼務辞令　

大正8月12月27日
10. 主事辞令　月俸90円　

大正9年1月29日
11. 特別手当給与　

大正9年1月29日
12. 依願退職辞令　

大正9年1月29日

2-1453
【［アテネフランセ予科修了証］】

〔年代〕　［大正8年7月6日］

〔点数〕　綴無　1
〔差出〕　l.Cotto
〔受取〕　［小野武夫］

2-1454
【蚕絲業ニ関スル調査嘱託［辞令］】

〔年代〕　大正八年七月十五日

〔点数〕　綴無　1
〔差出〕　蚕絲業同業組合中央会

〔受取〕　小野武夫

2-1455
【［下賜金達書］】

〔年代〕　大正八年十二月十五日

〔点数〕　綴無　1
〔差出〕　賞勲局総裁　児玉秀雄

〔作成〕　［　　　　］

〔受取〕　陸軍歩兵少尉 小野武夫

〔備考〕 裏に「官報附録 大正九年六月

一五日 六目」との印あり

日露戦争の功績により余百七拾

円の下賜金（何故14年後か？）

2-1456
【日本輸出綿織物同業組合聠合会辞令】

〔年代〕　大正九年、十年

〔点数〕　綴無　2
〔差出〕　日本輸出綿織物同業組合聠合会

〔受取〕　小野武夫

〔備考〕 1. 調査事務嘱託月俸辞令　

大正9年3月4日
2. 依願解職　大正10年5月21日

2-1457
【農商務省辞令】

〔年代〕　大正九年～十三年

〔点数〕　綴無　15
〔差出〕　農商務省

〔受取〕　小野武夫

〔備考〕 1. 小作調査に関する事務取扱嘱託　

大正9年10月15日
2. 嘱託員給与　

大正9年12月10日
3. 重要農産物に関する調査嘱託給

与　大正10年6月2日
4. 上記嘱託に対する無給辞令　

大正10年9月30日
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5. 小作調査に関する事務取扱給与

辞令　大正10年9月30日
6. 事務格別勉励ニ付給与辞令　

大正10年12月16日
7. 嘱託員給与辞令　

大正11年12月9日
8. 重要農産物ニ関スル調査嘱託給

与辞　大正11年12月31日
9. 小作調査事務取扱嘱託無給辞　

大正11年12月31日
10. 事務勉励ニ付給与辞　

大正12年12月20日
11. 地方小作官講習会

12. 重要農産物に関する事務取扱嘱

託委願解職　

大正13年12月16日
13. 小作調査に関する事務取扱嘱託

委願解職　

大正13年12月10日
14. 事務勉励に付給与辞令　

大正13年12月10日
15. 退職につき特別給与　

大正13年12月15日

2-1458
【農林省辞令】

〔年代〕　大正十四年～昭和三年

〔点数〕　綴無　4
〔差出〕　農林省

〔受取〕　小野武夫

〔備考〕 1. 退職手当金給与辞令

大正14年4月1日
2. 小作調査に関する事務取扱辞令 

大正15年7月6日
3. 嘱託員給与辞令

大正15年12月8日
4. 嘱託員給与辞令

昭和3年12月3日

2-1459
【［学士院賞 授与式案内］】

〔年代〕　大正十二年五月十七日

〔点数〕　綴無　3　封　1
〔差出〕　帝国学士院長 穂積陳𫟯
〔受取〕　小野武夫

〔備考〕 1. 案内状

2. 式次第

3. 式場附近略図

2-1460
【東京商科大学講師辞令】

〔年代〕　大正十四年、昭和四年

〔点数〕　綴無　2
〔差出〕　東京商科大学

〔受取〕　小野武夫

〔備考〕 1. 本科講師辞令　

大正14年4月1日
2. 同上解職辞令　

昭和4年3月31日

2-1461
【法政大学辞令】

〔年代〕　大正十五年～昭和十三年

〔点数〕　綴無　6
〔差出〕　法政大学

〔受取〕　小野武夫

〔備考〕 1. 経済学部講師辞令　

大正15年4月1日
2. 経済学部教授辞令　

昭和6年1月20日
3. 第二部政治経済科主任辞令　

昭和6年7月9日
4. 専門部教授兼任辞令　

昭和6年7月9日
5. 経済学部長辞令　

昭和8年5月11日
6. 経済学部長委願退任　

昭和13年3月31日
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2-1462
【表彰状】

〔年代〕　昭和七年一月四日

〔点数〕　綴無　1
〔差出〕　賞勲局総裁　下條康麿

〔受取〕　小野武夫

〔備考〕・ 一家より三名の兵役服務者を出

したことに対する感謝状

2-1463
【法文学部ニ於ケル日本経済史講議嘱託

辞令】

〔年代〕　昭和九年二月三日

〔点数〕　綴無　1
〔差出〕　九州帝国大学

〔受取〕　［小野武夫］

2-1464
【満州国ニ於ケル土地制度ニ関スル調査

委嘱辞令】

〔年代〕　昭和九年八月十七日

〔点数〕　綴無　1
〔差出〕　拓務省

〔受取〕　小野武夫

2-1465
【東京帝国大学農学部講師辞令】

〔年代〕　昭和十年～十四年

〔点数〕　綴無　8
〔差出〕　東京帝国大学

〔受取〕　小野武夫

〔備考〕 1. 農学部講師（1年間）辞令

昭10年11月11日
3. 5. 農学部講師（1年間）辞令　

昭和11年11月2日、

昭和12年10月28日
6. 講師給与辞令　

昭和13年3月31日
7. 農学部講師（1年間）辞令　

昭13年10月14日

8. 講師給与辞令　

昭和14年3月31日
2. 農学部講師給与　

昭和11年3月31日
4. 農学部講師給与　

昭和12年3月31日

2-1466
【財団法人中央教化団体聠合会委員等委

嘱書等】

〔年代〕　［昭和14、16年］

〔点数〕　綴有　1　綴無　5
〔差出〕　中央教化団体聠合会々長　

清浦奎吾

〔受取〕　小野武夫

〔備考〕 1. 講師委嘱書　

昭和14年4月15日
2. 委員委嘱書　昭和14年
3. 教科問題調査会規程

4. 参与就任依頼書　

昭和16年2月1日
5. 委員委嘱書　

昭和16年4月16 日
6. 教化問題調査委員名簿

2-1467
【社会事業研究所参与委嘱辞令】

〔年代〕　昭和十四年六月二十二日

〔点数〕　綴無　1
〔差出〕　財団法人中央社会事業協会会長　

清浦奎吾

〔受取〕　［小野武夫］

2-1468
【日本学術振興会委員委嘱辞令】

〔年代〕　昭和十五年十二月二十日、十六

年一月一日

〔点数〕　綴無　2
〔差出〕　日本学術振興会会長　近衛文麿

〔受取〕　法政大学教授　小野武夫
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〔備考〕・ 日本学術振興会学術部　 
第三常置委員会委員　委嘱辞令

2-1469
【東亜経済懇談会　農業委員会委員　 
就任依頼書】

〔年代〕　昭和拾六年弐月弐拾弐日

〔点数〕　綴無　1
〔差出〕　社団法人東亜経済懇談会会長　

郷誠之助

〔受取〕　小野武夫

2-1470
【［経済学演習講師委嘱書］】

〔年代〕　昭和十六年六月四日

〔点数〕　綴無　2
〔非刊行〕

〔差出〕　専修大学総長

〔受取〕　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 経済学演習講師の委嘱書

2-1471
【［大日本青少年団本部専門委員委嘱書］】

〔年代〕　昭和十六年九月十日

〔点数〕　綴無　2
〔非刊行〕　

〔差出〕　大日本青少年団長

〔受取〕　府下小金井町　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 大日本青少年団則第10条に依

る専門委員委嘱書

2-1472
【感謝状】

〔年代〕　昭和十六年、十七年

〔点数〕　綴無　2
〔差出〕　小金井町銃後奉公会、町内会長

〔受取〕　小野武夫

〔備考〕・ 戦時下の町民の協力に対する感謝状

2-1473
【大政翼賛会政策局参与辞令】

〔年代〕　昭和十六年二月十五日

〔点数〕　綴無　1
〔差出〕　大政翼賛会総裁　近衛文麿

〔受取〕　小野武夫

2-1474
【［辞令］】

〔年代〕　昭和十七年一月九日

〔点数〕　綴無　1　封　1
〔非刊行〕　

〔差出〕　拓務省

〔受取〕　正八位勲六等　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 拓務省事務嘱託の辞令

・ 封筒のあて名は法政大学総長

2-1475
【［調査会委員　委嘱書］】

〔年代〕　昭和十七年八月二十四日

〔点数〕　綴無　4　封　1
〔非刊行〕

〔差出〕　大政翼賛会総裁　東條英機

〔受取〕　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 第4委員会所属調査会委員委嘱

書

・ 調査会各委員会は1から10ま
であり、第4委員会の調査題目

は、翼賛経済体制ノ建設ニ関ス

ル事項、となっている

2-1476
【［辞令書］】

〔年代〕　昭和十七年十一月一日

〔点数〕　綴無　3
〔非刊行〕　

〔差出〕　麹町区大手町　 
大東亜省満州事務局　拓務課長
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〔受取〕　法政大学経済学部教授　

小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 大東亜省事務嘱託及び賞賜金の

辞令書

2-1477
【訂盟状】

〔年代〕　昭和十七年十二月八日

〔点数〕　綴無　1　封　1
〔非刊行〕

〔差出〕　日本海員掖済会理事長　

水野錬太郎

〔受取〕　小野武夫

〔備考〕・ 題名は封筒表書による

・ 日本海員掖済会通常会員の訂盟

状

・ 訂盟は同盟をと結ぶこと。「掖

済」の「掖」は「たすく」の意

2-1478
【受恩給資格ニ該当スル勤務年数ニ関ス

ル件】

〔年代〕　昭和十七年

〔点数〕　綴有　1
〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 欄外に「昭和十七年九月　法政

大学提出」とあり

・ 公立学校教員勤務年数及び兵役

関係勤務年数を合計して6年
1 ヶ月

2-1479
【履歴書】

〔年代〕　［昭和17年以降］

〔点数〕　綴有　2　封　1
〔作成〕　小野武夫

〔備考〕・ 和文タイプによる印字

・ 封筒に「最近直ノ履歴書在中」

とあり

1. 明治34年～昭和17年の履歴書

2. 明治34年～昭和16年の履歴書

で上記1.のものよりも簡略に

記されている

2-1480
【［経済学部講師辞令書］】

〔年代〕　昭和十八年十月一日

〔点数〕　綴無　2
〔非刊行〕　

〔差出〕　立教大学

〔受取〕　東京都北多摩郡小金井町　

小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 経済学部講師嘱託辞令書

2-1481
【小野武夫博士年譜、著書・論文目録】

〔年代〕　［昭和18年］

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕　

〔作成〕　［小野］

〔備考〕・ 明治16年8月3日、大分県大野

郡百枝村大字川辺にて出生から

昭和18年6月、早稲田大学政

治経済学部講師嘱託（実線で消

去されている）迄の年譜と著

作・論文目録が列記、訂正され

ているゲラ刷

2-1482
【［小金井町参与選任書］】

〔年代〕　昭和十九年四月一日

〔点数〕　綴無　2
〔非刊行〕

〔差出〕　北多摩郡小金井町役場

〔受取〕　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 昭和18年3月　町村制改正に

伴い新に参与設置につき選任書
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2-1483
【［日本出版会雑誌委員委嘱状］】

〔年代〕　昭和十九年七月八日

〔点数〕　綴無　2
〔非刊行〕

〔差出〕　東京都本郷区　日本出版会

〔受取〕　北多摩郡小金井町　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 日本出版会雑誌委員会規程あり

2-1484
【［農商省民情委員嘱託辞令書］】

〔年代〕　昭和十九年一月十四日

〔点数〕　綴無　2
〔非刊行〕

〔差出〕　農商省

〔受取〕　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

2-1485
【［委員依嘱書］】

〔年代〕　昭和十九年五月二十九日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕

〔差出〕　大政翼賛会事務総長　小畑忠良

〔受取〕　小野武夫

〔備考〕・ 大政翼賛会民情省察及下情上通

処理委員会の委員依嘱状

2-1486
【［農商省民情委員委嘱書］】

〔年代〕　昭和十九年十月二日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕

〔差出〕　東京都麹町区農商次官

〔受取〕　北多摩郡小金井町　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 農林省とある用紙使用

・ 昨年度中に続き19年度も農林

省民情委員委嘱書

2-1487
【農商省民情委員委嘱辞令】

〔年代〕　昭和十九年十月十五日

〔点数〕　綴無　1
〔差出〕　農商省

〔受取〕　小野武夫

2-1488
【［協調会評議員等嘱託辞令］】

〔年代〕　昭和二十一年廿一日

〔点数〕　綴無　1
〔差出〕　財団法人　協調会

〔受取〕　小野武夫

〔備考〕・ 評議員、常議員、理事の辞令

2-1489
【食糧対策審議会委員辞令】

〔年代〕　昭和二十一年二月二十七日

〔点数〕　綴無　1　封　1
〔差出〕　内閣

〔受取〕　小野武夫

2-1490
【判定書】

〔年代〕　昭和二十一年三月三十一日

〔点数〕　綴無　3
〔非刊行〕

〔差出〕　早稲田大学政治経済学部　部長　

久保田明光

〔受取〕　東京都北多摩郡小金井町　

早稲田大学講師　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 資格審査票と書かれた袋に状3、
封1入っていた

・ 昭和21年勅令第263号の規定

による条項に当たらない者であ

るとする判定書、及び判定書送

付の書状、書状の日付は、昭和

22年5月8日付

（同年5月7日、一般に「教職
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追放令」と呼ばれるポツダム勅

令が公布された）

2-1491
【［解職辞令］】

〔年代〕　昭和二十一年四月三十日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕

〔差出〕　法政大学

〔受取〕　小金井町　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 教授の嘱託を解く辞令

2-1492
【［ポツダム政令による調査書］】

〔年代〕　昭和二十一年十月二十日

〔点数〕　綴有

〔非刊行〕

〔作成〕　東京都北多摩郡小金井町　

小野武夫

〔備考〕・ ポツダム政令（公職追放令）昭

和21年勅令第百九号第七条ノ

調査表様式に依る農林省へ提出

の自身の調査書、職業の履歴、

大政翼賛会等との関係、著書論

文、海外旅行及滞留の記録その

他

・ 日本文と英文で書かれている

2-1493
【［公職追放令による調査用紙］】

〔年代〕　［昭和二十一年］

〔点数〕　綴無　15
〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕　1～5の用紙が3枚ずつ

1. 「一五　大政翼賛会、翼賛政治

会又は大日本政治会及びこれら

の関係団体の都市区町村支部と

の関係（第五頁補足）」

2. 「一六　昭和二十二年閣令内務

 省会第一号別表第1、第3号に

掲げる団体（解散団体）及び在

郷軍人会等との関係」

3. 調査表補足

4. （補助紙）昭和二十二年閣令内

務省令第一号別表第二の第十二

号に掲げる会社、銀行との関係

5. （補助紙）株式等の所有又は支配

2-1494
【中央農地委員会専門委員任命書】

〔年代〕　昭和二十三年一月十日

〔点数〕　綴無　2
〔非刊行〕

〔差出〕　農林省

〔受取〕　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

2-1495
【［学術史料調査員任命書］】

〔年代〕　昭和二十三年二月一日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕

〔差出〕　文部省科学教育局

人文科学研究課

〔受取〕　北多摩郡小金井町　小野武夫

〔備考〕・ 封1あり

・ 昭和22年度　学術史料調査員

任命書
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学生提出論文・レポート

（昭和5年～昭和21年／1930－1946）





2-1496
【明治維新と農民階級の革命運動】

〔年代〕　［昭和5年］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　高梨輝憲

2-1497
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　金豊瑞

2-1498
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　木谷三雄

2-1499
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　木下真一郎

2-1500
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　木村健

2-1501
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　金用磯

2-1502
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　北原源治

2-1503
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　北原忠雄

2-1504
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　斉藤清高

2-1505
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　笹川淸

2-1506
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　佐藤武次
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2-1507
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　宮下繁治

2-1508
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　宮原酉吉

2-1509
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　三橋章八

2-1510
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　三橋巖

2-1511
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　宮内忠次郎

2-1512
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　水谷実

2-1513
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　水田幸三

2-1514
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　湯尻正人

2-1515
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　金洪基

2-1516
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　神野明義
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2-1517
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　宮島嚴一

2-1518
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　宮地長世

2-1519
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　清水光雄

2-1520
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　下村三夫

2-1521
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　下野幸一

2-1522
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　島田武时

2-1523
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　廣瀬守富

2-1524
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　平野銓一

2-1525
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　□田積郎

2-1526
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　牟山繁
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2-1527
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　鈴木清

2-1528
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　鈴木利雄

2-1529
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　鈴木毅一

2-1530
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　砂山謙一

2-1531
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　須長幸一

2-1532
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　石田忠雄

2-1533
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　米田雅雄

2-1534
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　豊野順弘

2-1535
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　田澤喜一郎

2-1536
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　関正夫
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2-1537
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　矢頭敏之

2-1538
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　星野四郎

2-1539
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　森脇克吉

2-1540
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　小林忠成

2-1541
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　百田健二

2-1542
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　鈴木榮正

2-1543
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　岡部次郎

2-1544
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　箱石壽

2-1545
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　藤井清治

2-1546
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　大塚英尚
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2-1547
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　浦島力

2-1548
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　野田時雄

2-1549
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　熊巳武彦

2-1550
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　黒谷喜藏

2-1551
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　山本義雄

2-1552
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　山本克巳

2-1553
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　山本駿二

2-1554
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　八百嘉忠

2-1555
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　谷田部牟八郎

2-1556
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　矢部四郎
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2-1557
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　村上鎭

2-1558
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　植松俊彦

2-1559
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　宇美貫一

2-1560
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　中村孝雄

2-1561
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　中村重幸

2-1562
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　中里武夫

2-1563
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　中瀬芳勝

2-1564
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　仲井□慶

2-1565
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　頼煥幸

2-1566
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　頼茂雄
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2-1567
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　吉田清夫

2-1568
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　横田清一

2-1569
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　吉野眞

2-1570
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　武田陽之助

2-1571
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　田中勝美

2-1572
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　田中武繁

2-1573
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　呑口静紀

2-1574
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　谷本清

2-1575
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　辻井敏雄

2-1576
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　中川新一
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2-1577
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　松岡補助

2-1578
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　佐瀬忠義

2-1579
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　笹尾政男

2-1580
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　阿部長蔵

2-1581
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　鄭鶴壽

2-1582
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　榎本敏郎

2-1583
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　小山一郎

2-1584
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　江崎豊記

2-1585
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　後藤象治

2-1586
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　阿部和男
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2-1587
【徳川時代の農村奉公人の本質を論じ、

中古奴稗制度と比較論考せよ】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　齋田進

2-1588
【明治維新と農民階級の革命運動】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　高梨輝憲

2-1589
【論題不明（小作に関するもの）】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1

2-1590
【日本経済史我東京市（江戸）に於ける

丁稚制度】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　内藤武夫

2-1591
【石川県日本農村史研究発表「クヂリ祭」】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　迎　□三□

2-1592
【土地移動の不可能性が農業政策として

小作問題及び移民に現はる状態】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　池田塚雄

2-1593
【農業政策】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　星野煕

2-1594
【戦時下に於ける町工場についての報告】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　前田達

2-1595
【肥料問題　窒素肥料】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　豊泉豊太郎

2-1596
【［表紙］（日本経済史）】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　［　　　　］

2-1597
【［論題不明］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　［　　　　］

2-1598
【［論題不明］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　［　　　　］
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2-1599
【小作問題】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　［　　　　］
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その他
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2-1600
【世界油圧化機械見本市出品者名簿】

〔年代〕　1963
〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕　日本油圧工業会他

〔備考〕　小野氏逝去後の出版物

2-1601
【セントラルビルディング株式会社 
創立趣意書、目論見書、定款】

〔年代〕　大正八年九月

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕

〔作成〕　東京市麹町区内幸町セントラル

ビルディング株式会社創立事務

所

2-1602
【［大橋徳江の舞踊と映画の会プログラ

ム］】

〔年代〕　［昭和10年代］

〔点数〕　綴無　3
〔刊行〕

〔作成〕 SYUSAI Nippon Romazikai 他
〔備考〕 1. “Yokihi no Tudoi”天長節に開

催された舞踊と映画会プログラ

ム

2. 「大橋徳江の舞踊と映画」プロ

グラム

3. 「舞踊と映画の午後」

2-1603
【［東京丸高百貨店宣伝ちらし］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　1
〔作成〕　株式会社東京丸高百貨店

〔備考〕・ 裏紙利用のためのちらしか

裏に僅かにメモ書きあり

2-1604
【［メモ］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　3
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕 1. 中島秀雄住所　　　　　1枚
2. 下毛郡史他メモ　　　　1枚
3. 屯用用地に関するメモ　1枚

2-1605
【東亜研究資料と経済産業文献】

〔年代〕　昭和十五年五月十五日発行

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕

〔作成〕　［東京市日本橋区　明治堂書店］

〔備考〕・ 明治堂書店の古書目録

2-1606
【螟虫駆除予防先覚者故益田素平翁記念

碑建設趣意書】

〔年代〕　大正十五年六月

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕

〔差出〕 発起者　福岡県八女郡農会長　

佐藤信寿　他二名

〔受取〕　各位

〔備考〕・ 翁の沒後23年、未だ記念碑建

設ならず、翁の功績を不朽に伝

え、又以て弊郡村の光栄を遠永

に示すための建設趣意書

2-1607
【地所賃貸借証［控］】

〔年代〕　大正十一年一月一日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔差出〕　東京市外平塚村大字戸越　

小野武夫

〔受取〕　荻原芳孝
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〔備考〕・ 帝国農会と書かれた用紙使用

・ 大正11年1月1日～同13年12月
31日、借地料として毎月末19円
43銭支払う等の転借契約書、欄

外に赤ペン書きで、3年延期、

大正14年1月ヨリ16年12月迄

とあり

・ 小野氏の戸越時代の借地証控

2-1608
【国家独占資本主義論への一視角】

〔年代〕　昭和46年6月18日
〔点数〕　綴有　2（正副）

〔非刊行〕

〔作成〕　真木信三郎

〔備考〕・ 正副2冊
・ 孔版刷

・ 小野氏逝去後20数年の印刷物

・ 現代帝国主義論序説

2-1609
【丹後史料叢書発刊の趣旨及び目次】

〔年代〕　［昭和2年］

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕

〔作成〕　京都府与謝郡宮津町　 
株式会社橋立新聞社内　 
丹後史料叢書刊行会

〔備考〕・ 丹後地方史料稀籍予約出版につ

きお知らせ

文政7年写本宮津騒動夢物語、

天保写本　農民蜂起与謝噺その

他を五冊に分冊して発刊する旨

の予告。発刊年次は昭和2年で

あるから、恐らく昭和2年ある

いは大正15年の予告文か

2-1610
【［出版案内］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1　綴無　2
〔刊行・非刊行〕　福村書店　他

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕 1. 「陽明」「陽明文庫」刊行案内　

福村書店

2. 「遊歩道」荻原井泉水著の刊行

案内とその原稿　むらさき出版

部

3. 「思辨の苑」山之口獏著の刊行

案内

2-1611
【契約訂正書】

〔年代〕　昭和弐拾参年七月十五日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕

〔作成〕　小野武夫、耒島拾六

〔備考〕・ 『農工問題研究』第一、第二輯

の印税の訂正書類

・ 同書は経営評論社昭和23年刊

2-1612
【［出版物案内］】

〔年代〕　［昭和5年　他］

〔点数〕　綴有　1　綴無　1、2
〔刊行〕　平凡社、広文庫刊行会、 

辰巳屋書店

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕 1. 「書道月報」（S5）と題する書道

全集の内容説明

2. 「郡書索引」（物集高見著）の内

容見本（年代不明）

3. 銀鱗（辰巳屋書店の古書売出目

録）

2-1613
【随筆もの筆耕料請算書】

〔年代〕　大正十五年二月八日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕
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〔作成〕　石塚義岡［印］

〔備考〕・ カーボン複写

・ 書名、筆耕料他一覧及び受払請

算書

2-1614
【［教育者の理想的資格］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 説明文は中村、絵は相田直彦氏

とあり

・ 雑誌より抜粋したもの

・ 教育者について、凡てに執着し

て宇宙の万象徒らに心をなやま

す種となるありさまから、向上門、

向上の極地、理想の資格の向下

門まで、絵と解説で示している

2-1615
【第二回討論会草案】

〔年代〕　十一月十三日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　都下大学経済討論聯盟

〔備考〕・ 孔版印刷

・ 法政、慶応、立教、早稲田、商

科、明治の各大学の教員による

討論会草案

2-1616
【会友だより】

〔年代・巻号〕　

［　　　　］十月・第弐号

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　発行所　 東京都新宿区市ヶ谷 
田町　踏学協会　

責任者　西中間正雄　

編輯人　矢野嘉男

〔備考〕・ 孔版印刷

・ 「最近の政治情勢と国民（特ニ

農民）の立場」、「農業経済の将

来」等

2-1617
【［雑］】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴無　8
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕 1. 袋（「資料実写」と表記された

写真入れ袋）

2. 袋「財団法人協調会」の名入り

封筒

3. 「原稿」と記入された紙

4. 裏紙利用のための原稿用紙

5. 「第二篇近古の産業経済」と書

かれたワラ半紙

6. 「第四章□の制度」と書かれた

裏紙利用のワラ半紙

7. 「財団法人農村工業協会」の名

入り封筒

8. ROYAL EXCHANGE 
ASSURANCE

2-1618
【登呂遺跡関係】

〔年代〕　昭和二十二年

〔点数〕　綴有　2　綴無　8　封1　袋1
〔非刊行〕

〔作成〕　［小野武夫］

〔備考〕・ 封筒の差出・受取人は「帝国学

士院内　日本学術振興会学術部　

杉井申生→東京都北多摩郡小金

井町　小野武夫」

・ 題名は袋の表書きによる

・ 登呂遺跡調査後援会設立趣意書　

2枚
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・ 静岡市登呂遺跡調査趣意書　1
綴り、委員の中に早稲田大学講

師農学博士小野武夫とあり

・ その他　手書きの覚書、新聞の

切抜記事、ハガキなどあり

2-1619
【郷土文化　創刊号】

〔年代〕　昭和二十二年七月二十八日発行

〔点数〕　綴有　1　綴無　1
〔非刊行〕

〔作成〕　静岡県郷土文化研究会

〔備考〕・ 登呂遺跡と阿部の田、登呂遺跡

と本会、郷土史は如何に書き改

むべきか等雑誌論文

・ 静岡県郷土文化研究会規則　付

入会申込書

2-1620
【神戸ジャパンクロニクル】

〔年代〕　大正九年一月二十日

〔点数〕　綴無　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 海外興業株式会社秘露出張所と

ある用紙に貼り付けられている

・ 切抜記事を貼り付けたもの

2-1621
【士魂商才の範　海援隊成立史】

〔年代〕　昭和十四年五月二十一日

〔点数〕　綴無　1
〔刊行〕

〔作成〕　月刊　新築地劇団

〔備考〕・ 筆者は長崎市史編纂員、小林重

嘉による新聞記事

2-1622
【伊太利近代オペラの夕、プログラム付

き入場券】

〔年代〕　昭和14年5月4日
〔点数〕　綴無　1
〔刊行〕

〔作成〕　原信子歌劇団

〔備考〕・ 日比谷公会堂において公演のチ

ラシ

2-1623
【La réformation du code civil francais】
〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　綴有　1
〔編著者〕　Loius Bridel
〔備考〕・ 刊本の一部

・ Loius Bridel　東京帝国大学教授

・ フランス民法の改革（仏文）

2-1624
【きさらぎ会名簿（略報）】

〔年代〕　昭和二年三月十五日

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［きさらぎ会］

〔備考〕・ 懇親及知見交換の機関とし、政

治的階級的色彩を帯びず等の規

約及び会員氏名

2-1625
【審査文】

〔年代〕　昭和十五年

〔点数〕　綴有　1
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ 市販の原稿用紙にペン書き

・ 独立科学としての人口統計学を

体系付ける論文大略とその審査

概評
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2-1626
【老人のくりごと】

〔年代〕　昭和二十一年正月十五日

〔点数〕　綴有　1
〔刊行〕

〔編著者〕　青木利三郎

〔備考〕・ 表紙に「小野尊台座右（仰高評）

青木利三郎謹呈」とあり

・ 孔版印刷本

2-1627
【［テスト結果記録用紙］】

〔年代〕　［昭和］

〔点数〕　綴無　36
〔非刊行〕

〔作成〕　［　　　　］

〔備考〕・ ワラ半紙孔版刷

・ 裏紙利用のための用紙か

・ 昭和二年生まれの生徒に対する

テストの結果記録用紙、未使用

2-1628
【戸谷敏之関係　その他　雑】

〔年代〕　［　　　　］

〔点数〕　［　　　　］

〔刊行・非刊行〕　［　　　　］

〔作成〕　［　　　　］
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統計資料シリーズ

	1	 藤野正三郎・秋山凉子『在庫と在庫投資：1880～1940年』，1973年1月

	2	 藤野正三郎・五十嵐副夫『景気指数：1888～1940年』，1973年3月

	3	 細谷新治『明治前期日本経済統計解題書誌：富国強兵篇（下）』，1974年3月
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	15	 松田芳郎編『明治期府県の総括統計書解題』，1980年9月

	16	 松田芳郎・有田富美子・大井博美『明治中期株式会社の構造』，1980年11月

	17	 溝口敏行編『長期経済統計（LTES）データベースの利用マニュアル』，1981年3月

	18	『統計資料マイクロ・フィルム目録』第3巻，1981年3月

	19	 松田芳郎・大井博美『個別企業財務諸表データベース：明治中期より昭和前期　鉄鋼・金属機

械工業26社』，1981年3月

	20	 松田芳郎編『明治中後期企業・工場統合データベース編成技法』，1981年3月

	21	 秋山凉子『「勧業年報」による工業生産の推計Ⅰ：明治22～24年』，1981年10月

	22	 松田芳郎・大井博美・野島教之・杉山文子『個別企業財務諸表データベース：明治中期より昭

和前期　鉱業・造船・食品・化学工業等99社』，1981年12月

	23	『「郡是・市町村是」資料目録』，1982年3月
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明治11～45年』，1984年3月

	28	 松田芳郎編『日本の社会経済統計データベース需要動向調査結果報告書（概要編）』，1984年 

3月

	29	 松田芳郎編『日本の社会経済統計データベース需要動向調査結果報告書（詳細編）』，1985年 

3月

	30	『日本帝国領有期台湾関係統計資料目録』，1985年5月

	31	『統計資料マイクロ・フィルム目録』第4巻，1987年1月

	32	 周防節雄『可塑的刊行形態の逐次刊行物目録データベース編成技法』，1987年6月

	33	 大久保恒治『現行政府統計調査データベース編成技法：「統計調査総覧」ファイルによる』，

1989年3月

	34	 秋山凉子『LTESデータベース解説』，1989年3月

	35	 松田芳郎・周防節雄・大久保恒治編『政府統計報告書統合書誌情報データベースの編成』，

1990年3月



	36	 松田芳郎・佐藤正広・木村健二『明治期製造業における工場生産の構造』，1990年3月

	37	 松田芳郎・有田富美子・木村健二『明治期工場統計調査の復元集計Ⅰ：総括編』，1990年3月

	38	 松田芳郎・有田富美子・木村健二『明治期工場統計調査の復元集計Ⅱ：明治35年「工場通覧」

復元集計表』，1990年3月

	39	 松田芳郎・有田富美子・木村健二『明治期工場統計調査の復元集計Ⅲ：明治42年「工場通覧」

復元集計表』，1990年3月

	40	 松田芳郎・安田聖・有田富美子編『LTESデータベース検索システム解説』，1991年3月

	41	 松田芳郎・有田富美子・大久保恒治『大正8年会社統計表：「会社通覧」による復元集計Ⅰ，

総括編』，1992年3月

	42	 松田芳郎・有田富美子・大久保恒治『大正8年会社統計表：「会社通覧」による復元集計Ⅱ，

資本金規模別・産業別』，1992年3月

	43	 松田芳郎・有田富美子・大久保恒治『大正8年会社統計表：「会社通覧」による復元集計Ⅲ，

収益金・損金別』，1992年3月

	44	 中村隆英・溝口敏行編『第二次大戦下生活資材闇物価集計表』，1994年3月

	45	『日本帝国　外地関係統計資料目録：関東州・樺太・南洋群島編』，1994年3月
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